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取扱説明書 






お客様へ 


このたびはメルセデス-ベンツをお買 
い上げいただを、ありびとラござい 
ます。 

この取扱説明書は、車の取り扱い方法 
をはじめ、機能を十分に発揮させるた 
めの情報や、危険な状況を回避ずるた 
めの情報、万一のとをの処置などを記 
載しています。 

車をご使用になる前に、本書をおずお 
読み < ださし、。 


-取扱説明書は、いつでち読めるよう 
におず車内にな管してください。 

-この取扱説明書には、日本仕様とは 
異なる記述やイラスト、操作方法な 
どび含まれている場合びありまず。 

-装備や仕様の違いなどにより、一 
部の記述やイラストび、お買い上 
げいただいた車とは異なることび 
あ0ます。 


-スイッチなどの形状や装備、操作 
方法などは予告なく変更されるこ 
とびあります。 

-オーディオやナビゲーシヨンに関 
しては、別冊の 「 COMAND システ 
ム取扱説明書」をお読みください。 


-車を次の オーナーにお譲りになる 
場合は、車と一緒にすベての取扱説 
明書と整備手帳をおミ度しくだごい。 

-オプションや仕様により異なる装備 
には*マークび付いています。 

-関連ずる内容び他のページにちあ 
る場合は、該当ぺージを (3-50) 
のよラなかたちで示しています。 

-操作手順などは、文頭に ► を記して 
います。 

-ご不明な点は、お買い上げの販売店 
または指定サービスエ場におたず 
ね < ださし、。 


メルセデス.ベンツ日本株式会社 




表記と記載内容について 


A 


重大事故や命にかかわるけびを未然 
に防ぐために必ず巧つていたださた 
いことでず。 


I ま意！ 

けびや事故、車の損傷を未然に防 
ぐため、必ず巧ってし''ただをたし、 
ことでず。 

I 知識 

知っていると便利なことや、知っ 
ておいていただをたいことです。 
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環境保護のためのアドバイスや 
守ってし''たださたし''ことを記載し 
ています。 


環境な護について 


ダイムラー社では、大気巧染の抑制、 
資源の有効利用をはじめとずる環境な 
護巧策に取り組んでいます。環境保護 
のため、お車をご使用になるとをはじ ( 
下の点にご協力ください。 

• タイヤの空気圧び適正であること 
を確認してください。 

• 停車したままの暖機運転は必要あ 
りません。 

• 急発進や急加速は避けてください。 

• エンジン回転数びその車の許容限 
度の2/3 (許容限度び6,000回転 
のときは約4,000回転）を超えな 
いように運転してください。 

• 不必要な荷物を載せたままにしな 
いでください。 

• スキーラックやルーフラックびお 
要でないとさは、車から取り外し 
てください。 


• 長時間の停車時は、エンジンを停 
止してください。 

• 指定サービスエ場で適切な時期に 
点検整備を受けてください。 
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ダイムラー社は、資源を有効活用 
するため、 U サイクル部品を積極的 
に導入しています。 


A 


車両には警告ラベルび貼付されてい 
ます。これらの警告ラベルには危険 
な状況を回避ずるための情報をはじ 
め、車をま全に使用ずるための情報 
び記されています。 

警告ラベルは絶巧にはびさないでく 
ださい。 
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走行ずる前に 1-2 

デイーゼルエンジン車についての注意 



1-5 

子供を乗せるとを 

1-8 

慣5し運輯 

1-10 

走行ずるとを 

1-1 1 


走行中に異常を感じた5 1-13 

駐停車ずるとを 1-14 

雨降りや濃露時の運転 1 - 1已 

才ートマチック車の取り扱い 1-1 巨 
こんなことにも注意 1-18 



安をのために 


ちずる前に 


をす5ず々刖 


点検と壁倫 

曰常点検や定期点検は、使用ち自身の 
責任において実施することび法律で義 
務付けられています。これらの点検項 
目については、別冊の r 整備手帳」を 
お読み < ださい。 


夏季の取り扱い 

• 夏を迎える前にエアコンディシヨ 
ナーの冷媒に不足びないか、指定 
サービスエ場で点検を受けて<だ 
ごい。 

• オーバーヒートの予防策として、 
し、つちより頻繁に冷却水量を点検 
して < ださい。 


日ごろの化態と異なるとさ 

エンジンをかけたとを、いつ石と異な 
る音やにおいを感じたり、駐車して し、 
た場所に水やオイルの跡び残っている 
とさは、すみやかに指定サービスエ場 
で点検を受けてください。 


ドアを開<と 

ドアを開くと、一部の装置び自動的に 
動を始め、作動音などび聞こえること 
びありまずび、異常ではありません。 


タイヤの点検 

タイヤの空気圧や溝の深さび十分あ 
り、タイヤに損傷や異當な摩耗びない 
ことを点検して<ださい。タイヤの空 
気圧びほかったり、損傷したタイヤで 
走行ずると、タイヤび破裂したり、乂 
災び発生するなど、事故を起こすおそ 
れびあります。 
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シートベルトはがず着用 

走行を開始する前に、すべての乗員び 
シートベルトを着用して<ださい。 


運輯席足元にま意 

• 運転席の足元には、物を置かない 
でください。 ブレーキ ペダルやア 
クセルペダルの下に物び入ると、 
ペダルを操作でをな<なるおそれ 
びありまず。 

• フ□アマットは純正品のみを正し 
く使用してくだごい。車に合った 
をのを使用しないと、ペダル操作 
びでさな < なるおそれびありまず。 






車庫内では 

車庫などの換気の悪い場所ではエンジ 
ンを停止してください。排気ガスに含 
まれる一酸化炭素を吸い込むと、一酸 
化炭素中毒を起こしたり、死 t ずるお 
それびありまず。 

一酸化炭素は、無色無臭のため気び付 
かないラちに吸い込んでいるおそれび 
ありまず。 


ウォ ー S ングアップ（暖機運聞） 

エンジンび冷えているときでを、停車 
したままでの履機運転は必要ありませ 
ん。エンジンの始動後は、急加速を適 
けて車をウォーミングアップしてくだ 
さい。 


ま全のために 


走行■ずる刖に 


燃料の給油 

• ガソ U ンエンジン車の燃料は、無 
銘プレミアムガソ U ンを使用して 
<ださし、。 

有鉛ガソ U ンや粗悪なガソ1」ン、指 
定(外の燃料（高濃度アルコール含 
有燃料など）を使用したり、添加剤 
などを混入すると、エンジンなどを 
損傷するおそれびあります。 

-ディーゼルエンジン車の燃料につ 
いては （1-5) をご覧ください。 

• 目的地までを裕ををって走行で 
さるよラに、十分な量を補給し 
て < ださし、。 

-燃料給油□には、純正品(外の 
キャップを使用しないでくだごい。 


• セルフ式のガソ U ンスタンドなど 
で給油するとさは必ずし i (下の点を 
守り、を全に十分を意して作業を 
行なってください。身体に静電気 
を帯びていると、放電による火花 
で燃料に引乂したり、火傷をする 
おそれびあります。 

〇エンジンを停止して、ドアやド 
アウインドウなどを閉じて<だ 
さい。 

〇燃料給油□を開くことからはじ 
まる一連の給油作業は、必ずひ 
とりで行なってくださし、。 

〇給ミ由作業をする人(がは燃料給 
油□に近付かないでください。 

◊給油作業をずる人は、作業の 
前に金属部分に触れるなどし 
て身体の静電気を除去してく 
ださし、。 

身体に静電気を帯びていると、 
放電による火花で燃料に引火し 
たり、火傷をするおそれびあり 
9 〇 





安をのために 


走た r 3 る刖 IL 

◊ 作業中は車内に戻らないでく 
ださい。帯電するおそれびあ 
りまず。 

◊キヤッフの取り外し/取り付 
け （3-78) はお実に行ない、 
火気をお付けないよ5にして 
<ださい。 

〇燃料び塗装面に付着しないよラ 
にミ主意してください。塗装面を 
損傷ずるおそれびあります。 

◊ 給油ノズルは給油□の奥まで確 
実に差し込んで < ださい。 

◊ 給油び自動的に停止したら、 
それけ上は給ミ由しないでくだ 
さい。燃料漏れのおそれや、 
エンジンび不調になったり停 
止するおそれびあります。 


◊手動で給ミ由しているとをは、状 
況を見なびら、給油の勢いを強 
くしないでゆっくりと給ミ由して 
ください。燃料び吹をこぼれる 
おそれびあります。 

〇気化した燃料を吸い込まないよ 
ラにミ主意してください。 

〇給油作業をする人(がは燃料給 
油□に近付かないでください。 

〇ガソ U ンスタンド内に掲示され 
ているミ主意事項を遵守して < だ 
さし、。 


燃えるものは積まない 

燃料を入れた容器や可燃性のスプレー 
宙などを積まないでください。万一 
のとさに引火や爆発のおそれびあり 
まず。 


荷物を積むとき 

• 荷物はでさるだけトランクまたは 
ラゲッジ ルームに 積んで < ださし、。 

• 車内に荷物を積むとをは、動かな 
いように確実に固定してくださし、 
固定できていないと、急ブレーキ 
時などに荷物び放り出され、柔員 
びけびをするおそれびあ0ます。 

• U アへッ ドレス ト 後でのスぺース 
(セダン）や、ラゲッジルームカ 
パ'—の上（ステーシヨンワゴン） 
に荷物を置かないでください。急 
ブレーキ時などに荷物び放り出さ 
れ、柔員びけびをするおそれびあ 
りまず。 

• 鋭い角のあるちのは、角の部分に 
必ずカノ（一をしてください。 

• 荷物をシートのバックレストより 
高く積み上げないでくだごい。 
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ま全のために 


ディーゼ ] レエンジン車についてのミち意 


E 320 CDI にはディーゼルエンジン 
び搭載されています。 

ディーゼルエンジン搭載車は 、ガソリ 
ンエンジン搭載車とは取扱方法び異な 
ります。 

L ソ下のを意を巧ってください。 


ディーゼルエンジン車についての注意 


Hi 粥 H こつぃて _ I 

自動車用の軽油を使用ずる 

ディーゼルエンジン車の燃料には、曰 
本の」旧規格に適合した、自動車用の 
軽油を使用してください。 

け下のよ5な自動車用軽油(外の燃料 
を使用したり、自動車用軽油！;(がの燃 
料を自動車用軽油に混ぜて使用しない 
でください。 

-船外機用軽油 
-暖房用軽油 
-バイオディーゼル軽油 
• 植物;由 
-ガソ U ン 
-灯油/白灯油 

エンジンの性能び発揮されず、エンジ 
ンを損傷ずるおそれびありまず。 

また、エンジンや排気系部品、燃料系 
部品を腐を•損傷させたり、摩耗度合 
いび高まるおそれびありまず。 

また、低温時用の流動性向上剤!;(がの 
添加剤を使用しないで < ださし、。 


自動車用輕由 lU パの燃料を総由したとき 

誤って自動車用軽油し i (がの燃料を給油 
したとさは、絶巧にエンジンを始動し 
ないでください。 

燃料装置から燃料を完全に抜を取る必 
要びありまずので、指定サービスエ場 
に連絡してください。 

注意！ 

• ディーゼルエンジン車に自動車 
用軽油(外の燃料を使用したり、 
自動車用軽油(外の燃料を自動 
車用軽油に混ぜて使用ずると、 
エンジンや排気系部品、燃料系 
部品の腐を-損傷による火災び 
発生ずるおそれびありまず。 

• 自動車用軽油し U 外の燃料の使用ま 
たは承認されていなし、添加剤の使 
用により発生した故障について 
は、保証の適巧がになりまず。 









安全のために 


デイーゼルエンジン車についてのミち意 


軽油に含まれる硫黄分に注意 

E 320 GDI に搭載されているディー 
ゼルエンジンには微粒子除去装置 
( DPF ) び装備されています。 

硫黄分の重量比び0.00已％しソ下のイ氏 
硫黄の自動車用軽油のみを使用してく 
ださし、。 

硫黄分の重量比び0.03已日/〇までの自 
動車用軽油ち使用でをますび、その場 
合はエンジンオイルの交換頻度を高め 
て<ださい。エンジンオイルの交換頻 
度については指定サービスエ場におた 
ずね < ださし、。 


寒;令地での給油について 

自動車用軽油は、外気温度び低くなる 
と流動性び1 氏下ずる性質びあります。 

寒冷地で車を使用ずるとをはし i (下の点 
にミ主意してください。 

• 寒を地で給油ずるとをは、流動性 
向上剤ををく配合した寒;令地用軽 
ミ由であることを確認してください。 

• 寒;令地用軽油は、外気温度に合わ 
せて、下記の等級の軽油を使用し 
てください。 


か気温度 

使用燃料 

-已 ° c しソ下 

3号軽ミ由 

-12 °cm 下 

特3号軽油 


知識 

寒冷地用軽油を「3号軽油」とい 
ラ呼称で呼ぶことがあります。 

それに対して、流動性向上剤の配 
合率び低い軽油を「2号軽油」と 
呼ぶことがあります。 
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• 寒冷地で長時間駐車するとさは、 
あらかじめ寒冷地用軽油を給油し 
て < ださい。 

-寒冷地用軽油を給油するとをは、 
燃料タンク容量の3分の21；(上の容 
量を給油して < ださい。 

燃料タンク容量については (9-10) 
をご覧ください。 




ま全のために 


ディーゼルエンジン車についての注意 


燃料給油□について 



ガソ U ンエンジン車と明確に区別び行 
なえるように、燃料給油キャップ①と 
燃料給油□周囲の燃料識別 U ング②び 
r 軽油用」を示す赤色または緑色に 
なっています。 

日本のガソ U ンスタンドでは、レギュ 
ラーガソ U ン用給油ノズルび赤色に 
なっていることびありますび、誤って 
レギュラーガソ U ンを給油しないよラ 
にま意してください。 


r 燃料びなくなつたとをは_ I 

燃料びな < なったことによりエンジ 
ンび停止したとさは、給油後に燃料 
供給システムのエア抜きを行なって 
<ださし、。 

詳しくは (10-23) をご覧ください。 


r エンジンオイルについて_ I 

微粒子除去装置 （ DPF ) に対応した 
専用のエンジンオイルを使用してくだ 
ごい。 

専用のエンジンオイルび入手でをな 
いとをは、一時的に他のエンジンオ 
イルを使用することちでをまず。詳 
しくは指定サービスエ場におたずね 
ください。 

ただし、なるべく早く専用のエンジン 
オイルに交換してくださし、。 

エンジンオイルの交換時期について 
は、指定サービスエ場におたずねくだ 
ごし、。 


》仕様により、燃料給油キャップや識別 U 
ングの表記びイラストと異なる場合びあ 
0ます。 














安全のために 


■ | ぃ | I || 


子供を乗せるとを 


子供にちお、ずシートベルトを着用 

• 子巧であってち、シートベルトを 
正しく着用して、シートやヘッド 
レストび正しし'!位置になってし、る 
ことを大人び確認してください。 
正し < シートベルトび着用でさな 
し、ルさなテ供は、チャイルドセー 
フティシートを使用してください。 

• 乳児やモ供を抱いたり、ひざの上 
に柔せて走行しないでくださし、。 
急ブレーキ時や事故のとを、大人 
と車との間に挟まれて重大なけび 
をずるおそれびありまず。 


ルさな子供にはチャイルドセーフティ 
シート 

己歳未満の子供にはチヤイルドセーフ 
テイシートに -17) を使用することび 
法律で義務付けられています。 


子供は後席に 

-子供はでさるだけ後席に柔せてく 
ださい。助手席では、テ供の動を 
び気になったり、テ供び運転装置 
に触れるなど、運転の巧げになる 
ことびありまず。 

• チャイルドセーフテイシートは、 
必ず左ちのを席に装着してくださ 
し、。やむを得ず助手席に装着ずる 
とさは、車の進行方向に向けて 
チャイルドセーフテイシートを装 
着し、助手席シートをちっとち後 
ろの位置にしてくださし、。 

• モ供を助手席に座らせるときは、 
助手席シートをちっと石をろの位 
置にしてください。エアバッグの 
作動時に大をな衝撃を受けるおそ 
れびありまず。 





安全のために 


子供を乗せるとき 


子供には操作させない 

. ドアやドアウインドウは大人び開 
閉してください。テ供び操作ずる 
と、身体を挟んだり、けびをずる 
おそれびありまず。 

- U アドアのチャイルドプルーフ 
□ック （3-4 已）やドアウインドウ 
のセーフテイスイツチ （3-84) を 
活用してください。 


ドアウインドウやスライディン グルー 
フ* か5身体を出さない 

テ供びドアウインドウやスライディン 
グルーフの開□部ひら身体を出さない 
よラにミ主意してください。けびをする 
おそれびありまず。 


車か5離れるとを 

子供だけを車内に残して車から離れな 
いでください。運転装置に触れてけび 
をしたり、事故の原因になりまず。 

また、炎天下では車内び高温になり、 
熱中症を起こすおそれびありまず。 



* オプションまたは仕様により装備び異なります。 
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安をのために 




慣らし運輯 


新車の場合、エンジンなどの機械部分 
び馴染むまで r 慣らし運転」ずること 
をお勧めします。 

新車時に十分な慣らし運転を行な5こ 
とにより、将来にわたって安定した性 
能を維持ずることびでをます。 


最初の1.已 OOkm まではじ(下のを意事 
項を守ってください。 

• エンジン回転数び許容限度の2/3 
(許容限度び巨.000回転のとさは 
約4,000回転）を超えないよラに 
運転してくだごし、。 

• エンジンに大さな負担のかかる運 
転は避けてください。 

• いつち一定のエンジン回転数で走 
行するのではな<、負担のかひら 
ない範囲で回転数と速度を変えて 
<ださい。 

• キックダウンや過度のエンジンブ 
レーキは 避けてくださし、。 

• ギアレンジ位置およびギア位置 
H 、 H 、 ■■は山道などを低速 
で走行するとをだけ使用してくだ 
さい。 

• できるだけ、走行モードを C モー 
ドにして走行してください。 

走行距離び1,已 00 km を超えたら、ェ 
ンジン回転数を徐々に高回転まで上ば 
てくださし、。 


知識 

• E 63 AMG はな下のを意事項 
を守ってくださし、。 

〇走行速度び] 40 km / h を超え 
ないよラにしてくださし、。 

◊ エンジン回転数び4,已〇〇回 
転を超えた状態で長時間走 
行しないでください。 

-エンジンや駆動系部品の分解や 
交換をした後石、慣らし運転を 
行なって< ださし、。 

. キックダウン： 走行中にアクセ 
ルペダルをいっぱいに踏み込む 
と、自動的に低いギアに切り替 
わり、エンジンの回転数び上 
びって素早く加速します。これ 
をキックダウンといいまず。 

-エンジンブレーキ； 走行中、ア 

クセルペダルを戻したとさに発 
生するエンジンの内部®巧を利 
用した減速をエンジンブレーキ 
といいます。低いギアのとさほ 
ど効をび強くなりまず。 
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ま全のために 


U アディファレンシャル□ック装備 
車 （ E 巨3 AMG パフォーマンスパ 
ッヶーシ J 

U アディファレンシャル□ック装備車 
には、セルフ□ッキング式のディファ 
レンシャルび U アアクスルに装備され 
ていまず。 

U アアクスルのディファレンシャルを 
保護するために、新車時から約 
3,000 km 走行後に U アアクスルの 
ディファレンシャルオイルの交換を行 
なってください。これにより、より長 
い期間 U アアクスルのディファレン 
シャルを正常な状態に保つことびでを 
ます。オイル交換については指定サー 
ビスエ場におたずねください。 


走行ずるとを 


アクセルペダルはおだやかに操作 

-発進や加速ずるとをは、タイヤを 
空転させないよラにおだやかにア 
クセルペダルを操作して < ださし、。 
タイヤを空転させると、タイヤだけ 
でなくトランスミッションや駆動系 
部品を損傷するおそれびありまず。 

-車間距離を十分に確保し、不要な 
急発進や急加速、急ブレーキを避 
けてください。 


横風が強いとを 

横風び強く、車び横方向に流されそラ 
なとさは、ステア U ングをしっかりと 
握り、いつちより速度を下げて進路を 
なって< ださし、。 


憤6し運転/走行ずるとき ■ 

トンネルの通過 1 

トンネルに進入するときは、ヘッドラ 
ンプを点灯してください。内部照明び 
暗いトンネルでは、進入直後に視界び 
悪くなることびありますので、十分ミ主 
意してください。 


エンジンブレーキの活用 

下りあび続くとさは、エンジンブレー 
キを活用して<ださい。ブレーキぺダ 
ルを長時間踏み続けると、ブレーキ 
ディスクび過熱してブレーキの効さび 
悪くなるおそれびありまず。 

知識 

エンジンブレーキ：走行中、アク 

セルペダルを戻したとをに発生す 
るエンジンの内部あ抗を利用した 
減速をエンジンブレーキといいま 
す。ほいギアのとさほど効をび強 
くなりまず。 











安をのために 


走行ずるとき 
滑りやずい路面 

滑りやずい路面では、シフトダウン操 
作による急激なエンジンブレーキを効 
かせないで < ださい。 


自動車電話、携帯電話 

運転ちは、走行中に自動車電話や携帯 
電話を使用しないでください。道路交 
通法違反になります。なお、八ンズフ 
U —機能は使用でをまずび、を意力び 
散漫になり事故の原因になります。ま 
全な場所に停車してか5使用してくだ 
さい。 


水たまりの通過を 

水たまりの通過をや洗車直後は、ブ 
レーキの効きび遅れたり、悪くなるこ 
とびあります。このよラなとさは、後 
続車にミ主意しなびら1氏速で走行し、ブ 
レーキの効をび回復ずるまでブレーキ 
ペダルを数回軽く踏んでくださし、。 


スタック（立ち往生）したとき 

• めかるみなどでタイヤび空転した 
り脱輪した状態から脱出するとを 
は、タイヤを高速で空転させない 
でください。脱出直後に車び急発 
進して、事故を起こすおそれびあ 
りまず。 


また、タイヤを高速で空転させる 
と異常な過熱び起こり、タイヤの 
破裂や火災などの事故び起さたり、 
トランスミッシヨンを損傷するお 
それびあります。 

• スタックした状態から脱出ずると 
をは、タイヤ前後の±や雪などを 
取り除いたり、タイヤの下に板や 
石などをあてびうと効果的です。 


道路冠水や車が水没したとき 

-冠水した道路を走行するとさに許 
容されている最大水深は約2已 cm 
です。 

• 波び立たないよラな速度で走行し 
て < ださし、。 

• 豪雨などで道路び冠水し、マフ 
ラーに水び入ったときはみしてエ 
ンジンを始動しないで < ださし）。 
そのままエンジンを始動すると、 
エンジンに重大な損傷を与えるお 
それびありまず。 

• 車び水没した場合は、水び引いた後 
でちエンジンを始動せずに、指定 
サービスエ場に連絡してください。 
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ま全のために 


走行中に異常を感じた5 


警告灯が点灯したとさやマルチフアン 
クションディスプレイに故障/警告 
メッセージび表示されたとき 

ただちにま全な場所に停車してエンジ 
ンを停止し、本書に従い対処してくだ 
さい。それでち警告なや故障/警告 
メッセージび消 I 打しないとをは、指定 
サービスエ場に連絡してください。そ 
のまま走行を続けると、事故を起こ 
したり、車に重大な損傷を与えるお 
それびありまず。 


ボディ下部に強い衝撃を受けたとを 

ただちにを全な場所に停車してボディ 
の下部を点検し、ブレーキ液や燃料な 
どび漏れていないか確認してくださ 
い。漏れやボディ下部に損傷を見つけ 
たとさは、運転を中止して指定サービ 
スエ場に連絡してください。損傷を放 
置したまま走行を続けると、事故を起 
こずおそれびありまず。 


走行中に異常を感じた6 g 

走行中にタイヤがパンクしたり、破裂 1 
したとさ — 

あわてずにしっかりステア U ングを支 
えなびら、徐々に減速してま全な場所 
に停車してください。急 ブレーキや 急 
八ンドル操作をすると、車のコント 
□ールを失い、事故を起こずおそれび 
あります。 





安をのために 


|| I I 


駐停車ずるとを 


駐車ずるとさのを意事項 

• マフラーは 非常に高温になります。 
周囲に枯れ草や紙くず、油など燃 
えやすいちのびある場所には駐停 
車しないでください。 

• 同柔ちびドアを開くときは、周囲 
にを険びないことを運転をび確認 
して < ださい。 

• 見通しの悪い場所や暗い場所では 
駐車しないでください。 

• 炎天下での駐車時には、車内各部の 
温度び非萬に高くなりまず。ステア 
U ングやセレクターレバー、シート 
などに触れると、火傷をずるおそれ 
びあります。 

• 炎天下に駐車ずるとをは、ウインド 
ウにカバーをしたり、ステアリング 
やセレクタ ー レバ' 一、 シートなどに 
カバーやタオルをかけて、温度の上 
昇を抑えてください。 


• 炎天下に駐車した後は、柔車する 
前に換気をするなどして、車内各 
部の温度を下げて < ださい。 

• フ□ントウインドウ周辺やボン 
ネットの吸気□に枯れ葉や異物び 
ある場合は、必ず取り除いてくだ 
さい。車両下部の排水口び目詰ま 
りを起こし、車内に水び侵入する 
おそれびあります。 


雪が降っているとをは 

車の周囲び雪で覆われているときは、 
雪を取り除いてからエンジンを始動し 
てください。積雪により マフラーび ふ 
さびれ、排気ガスび車内に侵入するお 
それびあります。 
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急な坂道では 

急な坂道で駐車するとさは、セレク 
ターレバーを la に入れ、パーキング 
ブレーキを確実に効ひせて<ださい。 
さらに輪止めをしてください。 


仮旧ずるとき 

やむを得ず車内で仮眠するとをは、ま 
全な場所に駐車して必ずエンジンを停 
止してください。無意識のラちにセレ 
クターレバーを動かしたり、アクセル 
ペダルを踏み込むと、車び動を出し、 
事故を起こすおそれびあります。 

またアクセルペダルを踏み続けると、 
エンジンや マフラーび 異苗過熱して乂 
災を起こずおそれびありまず。 


後退ずるとを 

後方視界び十分に確保でさないとさ 
は、車ひら降りて後方の安全を確認し 
て < ださし、。 






安をのために 


雨降りや濃露時の運輯 


雨降りや濃霧時の注意事項 

雨び降っていたり、濃霧び発生して 
いるときは、路面び濡れて滑りやす 
く視界ち悪くなります。(下の点に 
ミ主意して、いつちより慎重に運転し 
てください。 

• 路面び滑りやすいので、タイヤの 
接地力び大をくお下し、通常より 
制動距離を長くなりまず。 

また、見通しび悪いので歩行ちや 
障害物の発見び遅れびちにな D ま 
す。いつちより速度を下げ、車間 
距離を十分にとってください。 

-肅れた路面では急激なエンジンブ 
レーキを効かせないで<ださい。 
滑りやすい路面で急激なエンジン 
ブレーキを効かせると、スリップ 
して車のコント□ールを失い、事 
故を起こずおそれびあります。 


-路面び蕭れているとさは、ホール 
ド機能やクルーズコント□ールを 
使用しないでくださし、。 

• 水たまりの通過後や激しい雨の中 
で長時間ブレーキを使用しないで 
走行しているとをは、ブレーキの 
効きび悪くなることびあります。 
このとをは、後続車にミ主意しなび 
らイ氏连で走行し、ブレーキの効さ 
び回復ずるまでブレーキペダルを 
数回軽 < 踏んで < ださい。 

-を全な視界を確保するため、必要 
に応じてデフ□スターや U アデ 
フオッガーを作動させてくださし、。 
またはエアコンディショナーを作 
動させて車内を除湿してください。 


雨降りや濃霧時の運転 ■ 

-雨降りや濃屬時は、自分の車の存 1 

在を周囲に巧らせるため、ヘッド — 
ランプやフォグランプを点巧して 
ください。ただし、ヘッドランプ 
を上向をにすると、雨や濃震に反 
射して視界を損なったり、対向車 
をに惑するので、下向をで点灯し 
て < ださし、。 

-濃霧のとさはフォグランプを点好 
し、速度を落として走行してくだ 
さい。危険を感じるとさは、霧び 
晴れるまでを全な場所に停車して 
ください。 
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安全のために 


オートマチック車の取り扱い 


才ートマチック車の取り扱い 


運転する前に、オートマチック車の特 
性や操作上のま意を理解し、正し<操 
作してください。「オートマチック車 
の運転」ち併せてお読み< ださい（已- 

1巨）。 


才ートマチック車の特 I 性 

ク U - プ現を：エンジンびかかってい 
るとさ、セレクターレバーび ra、d 
し乂がになっていると、動力びつなびっ 
た状態になり、アクセルペダルを踏み 
込まなくてち車びゆっくり動き出しま 
す。これをク U —プ現象といいます。 

キックダウン：走行中にアクセルぺダ 
ルをいっぱいまで踏み込むと、自動的 
にほいギアに切り替わり、エンジンの 
回転数び上びって素早く加速しまず。 
これをキックダウンといいまず。 


エンジンの始動前 


発進 


• ブレーキ ペダルは必ずち足で操作 
してください。不慣れな左足で操 
作ずると、事故を起こずおそれび 
あります。 

• ブレーキ ペダルを踏み込んだとを 
に、ペダルび一定のところで停止 
することやペダルの踏みしろの量 
を確認してください。 


エンジンの始動 

セレクターレバーび la に入っている 
ことを確認して、 ブレーキ ペダルを確 
実に踏んでエンジンを始動します。ア 
クセルペダルを踏む必要はありません。 


-エンジンび適正なアイド U ング回 
転数になっていることを確認して 
くだごい。 

• セレクターレバーを|〇、 m に入 
れるとさは、必ず ブレーキ ペダル 
を十分に踏み込んでください。 

-アクセルペダルを階んだまま、セ 
レクターレバーを動かさないでく 
ださい。車び急発進ずるおそれび 
ありまず。 

-急な上り坂で発進ずるときは、 
パーキングブレーキを効かせたま 
まアクセルペダルを静かに踏み込 
み、車びわずかに動を出ずのを確 
認してからパーキングブレーキを 
解除して発進して < ださい。 
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ま全のために 


走行中 

• 走行中はセレクターレバーを " ■ 
に入れないでください。エンジン 
ブレーキびまった<効ひないため 
事故につなびったり、トランス 
ミッショ ンを損傷するおそれびあ 
ります。 

-滑りやずい路面で急激なエンジン 
ブレーキを効かせると、スリップ 
して車のコント□ールを失い、事 
故を起こずおそれびあります。 


停車 

• 停車中はエンジンの空ぶかしをし 
ないでください。万一、セレク 
ターレバーび 走行位置に入る と、 
車び急発進して事故を起こずおそ 
れびあります。 

-急な上り坂などでは、アクセルぺ 
ダルの踏み加減によって停止状態 
を保たないでください。トランス 
ミッションに負担びひかり、過熱 
や故障の原因になりまず。 

• 完全に停車ずる前に、セレクター 
レバーを la に入れないでくださ 
し、。トランスミッションを損傷ず 
るおそれびあります。 


オートマチック車の取り扱い 

駐車 1 

• 駐車時や車から離れるときは、必ず 
セレクターレバーを la に入れ、 
パーキングブレーキを確実に効かせ 
て、エンジンを停止して<ださい。 

• 後退したあとは、すぐにセレク 
ターレバーを ra か Ml に房すよう 
にむびけてください。 m に入っ 
ていることを忘れてアクセルぺダ 
ルを踏み込み、車び後退して事故 
を起こすおそれびありまず。 
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安全のために 


こんなことにも注意 


こんなことにち注意 


運転ずるときのを意事項 

• 服用後の運転び禁止されている薬 
や、酒類を飲んだをは絶巧に運転 
しないでください。 

• ライターを車内に放置しないでく 
ださい。炎天下の車内は非常に高 
温になるため、ライターび発火し 
たり爆発ずるおそれびありまず。 

• ペダル操作の巧げになるよラな靴 
(厚底靴など）やサンダル履をで崖 
転しないでください。 

• ウインドウなどに吸盤を貼り付け 
ないでください。吸盤びレンズの 
働さをして、火災び発生ずるおそ 
れびあります。 


違法改造はしない 

• 違法改造はしないでください。違 
法改造や純正でない部品の使用は、 
保証の適用外になるだけでな<、 
事故の原因になります。 

• 定期交換部品などは純正品だけを 
使用し、燃料や油脂類などは指定 
品を使用してください。 

• 承認されていない燃料やオイルの 
添加剤などは使用しないでくださ 
し、故障の原因になりまず。 

• 無線機やオーディオなどの電装品 
を取り付けたり取り外すときは、 
指定サービスエ場におたずねくだ 
さし、。 


COMAN □システムは走行中に操作し 
ない 

COMAN □システムの操作は、でをる 
だけ走行中を避け、ま全な場所に停車 
してから操作してください。走行中に 
COM AN □ディスプレイを見るとき 
は、必要最ル限（約]秒 LU 内）にとど 
めて < ださし、。 


をびしいを件下での運輯 

発進、停止を繰り返す市街地走行、山 
間部や路面の悪い道路など、をびしし、 
条件下での走行び多いとさは、タイヤ 
やエアク U —ナ ー、 オイル、フィル 
ター類の点検整備や交換を、定期的な 
交換時期よりち早く行なラことび必要 
になります。 
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安全装備 


■ III I 11 



正しい運転姿勢になるよラに上記の 
点にま意してシートを調整して<だ 
さし、。 


警告 A 


• 運転席の柔員は必ず運商前に自 
分の運転姿勢に合った正しい 
シート位置に調整してください。 
運転中に調整して操作を誤ると、 
車のコント□ールを失い、事故 
を起こすおそれびあります。 

-バックレストと背中の間に物を挟 
まないでください。事故のとを、 
けびをずるおそれびありまず。 

• シートのバックレストを大さく 
後方に傾けた状態で走行しない 
で<ださい。急 ブレーキ 時や衝 
突時などに身体びシートベルト 
の下を抜けてベルトの力び腹部 
や首にひかり、致命的なけびを 
するおそれびあります。 


ま意！ 

-シートを調堅しているとをは、 
シートの下や横に身体を入れた 
り、作動部に触れないでくださ 
し、挟まれてけびをするおそれ 
びあります。 

-シートの一部び身体や物に当 
たったとさは、それ liLh 操作し 
ないで < ださい。 

-誤ってシート調整スイッチに触 
れるとシートび動さ、柔員びけ 
びをするおそれびあります。子 
供を柔せているとをは十分を意 
してください。 


※車種や仕様によりシートのお状などは異なります。 
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シート^'^ 


シートベル 


シートベルトは、万一の衝突時などに 
乗員び受けるけがの被害を軽減させる 
乗員保護装置でず。 

急ブレーキや衝撃などを感知ずると 
シートベルトをロックして乗員び 
シートから放り出されないよラに拘 
し 9 〇 


シートベルトの効果を十分に発揮させ 
るためには、走行前に正しく着用し、 
正しく取り扱ラことが必要です。 



ベルトを急に引さ出して 
□ックすることを確認する 


肩の中央にかかっている 


腰骨のでをるだけ低い位置 
を通っている 


バックルに正しく 
差し込まれている 


シートベルトび首に 
当たったり、肩か5 
外れないよラに高さ 
を調節する 


ねじれびない 


2 


※車種や仕様によりシートの形状などは異なります。 
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安全装備 


シ—トベルト 


シー トベルト①着用 



シートベルトを着用ずる 

► プレート①を持ってシートベルト 
をゆっ < り引を出します。 

シー トベルトび □ック して引き出 
せないとさは、シートベルトをか 
し戻してから、再びゆっくり引き 
出します。 

► シートベルトにねじれびないこと 
を確認して、プレート①の先端を 
バックル③に差し込みまず。 

► 腰を通るベルトび腰骨のでをるだ 
けない位置にかかるよラにして、 
ベルトにたるみびないよラに身体 
に密着させます。 

► 肩を通るベルトび肩の中巧にかか 
つてし''ることを確認しまず。 


① プレート 

② 解除ボタン 

③ バックル 


シートベルトを夕1•ず 

► 手でプレート①を持ち、バックル③ 
の解除ボタン③を押して、シートべ 
ルトをゆつくり巻を取らせまず。 


2-4 







シートベルトの高さ調整 

シートベルトが首に当たったり、肩か 
ら外れたりしないよラに高さを調整し 
まず。 


安全装備 


シートベルト 


フ□ントシートベルト 



①□ック解除ボタン 
③アンカー 

高さは4段階に調整でさます。 

シートベルト①高さを調整ずる 

► 上げるときは、アンカー②を持ち 
そのまま上げまず。 

► 下げるとさは、□ック解除ボタン 
①を押しなび日アンカー③を下げ 
ます。 

調整をはアンカーび確実に□ック 
していることを確認してください。 


左ち U アシー トベルト 
(ステーションワゴン） 



① □ック解除ボタン 

② アンカー 

高さは4段階に調整でさます。 

シートベルトの高さを調壁ずる 

► 上げるときは、アンカー③を持ち 
そのまま上げます。 

► 下げるときは、□ック解除ボタン 
①を押しなびらアンカー③を下げ 
9 〇 

調整後はアンカーび確実に□ック 
していることを確認してください。 
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シ—トベルト 

警告 A 


• すべての乗員びシートベルトを 
着用して<ださい。シー h ベル 
卜を正し<着用していなかった 
り、シートベルトのプレートび 
バックルに確実に差し込まれて 
いないと、急ブレーキ時や衝突 
時などに身体を車内に激しくぶ 
つけたり、車外に放り出されて 
致命的なけびをするおそれびあ 
0ます。 


. シートベルトの機能び十分発揮で 

さるよラに、じ(下の点にま意して 

正しく着用してください。 

◊バックレストはでさるだけ垂 
直の位置にして < ださし、。 

〇コートなどの厚手のを類は 
着用しないでください。 

◊シートに深く腰かけてくだ 
さい。 

◊ 肩を通るベルトを脇の下に通 
さないでください。上体を固 
定でさず、衝突したとをなど 
に強い衝撃を受けまず。 

◊ 腰を通るベルトは腰骨のでを 
るだけ低い位置にかけてくだ 
さい。腹部にかけると衝突し 
たとさなどに腹部び強<圧迫 
ごれます。 

〇シートベルトびねじれた状態 
で着用しないで<ださい。衝 
撃を分散でをなくなります。 


〇1本のシートベルトを2乂ムソ 
上で共用したり、シートべル 
卜と身体の間にパッグなどを 
挟み込まないでくださし、。 

〇シートべルトク U ップなどを 
使用してシートベルトにたる 
みをつけないで < ださし、。 

◊子供び着用するときは、着用 
状態を運転者び確認して < だ 
さし、また、正しく着用でを 
ない体格のテ供は適切なチャ 
イルドセーフティシートを使 
用してください。 

〇モ供を膝の上に柔せて走行し 
ないで<ださい。急 ブレーキ 
時や衝突時などに身体を車内 
に激しくぶつけたり、車外に 
放り出されて致命的なけびを 
するおそれびあります。 

〇着用前に、シートベルトや 
バックルに損傷やミちれびない 
ことを確認してくださし、。 
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シート^'^} 


ま意！ 

• シートベルトを正しく機能さ 
せ、損傷を防ぐために li (下の点 
にを意してください。 

◊ ドアに挟んだり、鋭利な部 
分に当てない 

◊たばこの火など、熱いちの 
をお付けない 

◊バックル部分に異物を入れ 
ない 

◊ペンや眼鏡など、巧類のポ 
ケッ h に入れたとびった物や 
こわれやずい物にかけなし、 

〇分解や改造などをしない 

• 衝突後やシートベルトび大をな 
衝撃を受けたとさは、指定サー 
ビスエ場で新品と交換し、関連 
部品の点検を受けてください。 


• 純正部品(外のシートベルトは 
使用しないで < ださし、。 

• 妊娠中の方やけびの治療中の方 
は、医師に相談の上、シートべ 
ルトを着用してください。 

• シートベルトの強度び低下し、 
柔員保護機能び損なわれるので 
清掃ずるとをは(下の点にミ主意 
して < ださい。 


〇強い酸性やアルカ U 性洗剤、 
有機溶剤などを使用しなし、 

◊乾燥時にドライヤーや直射 
日光を当てない 

〇シートベルトを漂白したり、 
染色しなし、 


シートベルト着用警告 
pq シートベルト警ち灯 

エンジンスイッチを吕の位置にずると 2 
点巧し、数秒後に消灯しまず。 — 

点打しないとさは警告灯の異常ですの 
で、すみやかに指定サービスエ場で点 
検を受けてください。 

エンジンびかかっているとをに運転席 
または助手席の乗員びシートベルトを 
着用していないとをは、シートベルト 
警告巧び点なします。 


シートベルト警告音 

運転席の柔員びシートベルトを着用せ 
ずにエンジンスイツチを吕の位置にす 
るかエンジンを始動すると、警告音び 
数秒間鳴り、シートベルトの着用を促 
しまず。 



安全装備 


シ—トヘルト 

走行中のシートベルト警ち 

走行速度び約2已 km/hii (上になった 
とさに、運転席または助手席の柔員び 
シートベルトを着用していないかシー 
トベルトをバックルから外したとを 
は、シートベルト警告灯び点滅して、 
断続的な警告音ち鳴ります。 

そのままの状態で約巨0秒間走行ずる 
か、または停車したとさは警告灯は点 
灯に変わり、警告音ち鳴り止みます。 
ただし、シートベルトを着用しないま 
ま再び走行を始めて速度び約 
2已 km/h じ(上になると、この警告は 
繰り返し行なわれます。 

知識 

助手席に重い荷物などを積んでい 
ると、エンジンびかかっていると 
をにシートベルト警告び行なわれ 
ることびありまず。 


シー トベルトテンシ ヨナー 

シートベルトテンシヨナーは、車の前 
を方向から大さな衝撃を受けたとをに 
シ—トベルトを引さ込み、シートベル 
卜の効果を高める装置です。 

中央後席を除< シートベルトに装備さ 
れていまず。 

シートベルトテンシヨナーは、エンジ 
ンスイッチび 2 の位置のとさに作動し 
まず。 


前席のシートベルトテンシヨナーは、 
シートベルトのプレートびバックルに 
確実に差し込まれているとさに作動し 
ます。 


また、車び横転したとさちシートべル 
トテンシヨナーは作動することびあり 
ます。 


「へ/レトッォー乂リニッ女一_ I 

ベルトフ オース リミッターは、シート 
ベルトに一定政上の荷重がかかったと 
さに作動し、乗員の胸にかかる力を軽 
減しまず。 

中央後席を除くシートベルトに装備さ 
れています。 
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注意！ 

• シー トベルトテン シヨ ナ ーが 作 
動すると、シートベルトに強く 
締め付けられることがありまず。 

• シートベルトに強<締め付けら 
れている状態でシートベルトを 
がすときは、シートベルトのプ 
レートを確実につかみなびら 
バックルの解除ボタンを押して 
ください。シートベルトの張力 
により、解除したプレートび跳 
ね返り、けびをするおそれがあ 
ります。 

• 作動したシートベルトテンシヨ 
ナーは、必ず指定サービスエ場 
で新品と交換して < ださい。 

-助手席に乗車していないとさ 
は、シートベルトのプレートを 
バックルに差し込まないで<だ 
さい。衝突時などに、シートべ 
ルトテンシヨナーび作動するこ 
とびあります。 


知識 

-シートベルトテンシヨナーの作 
動時にわずかなびら白煙び発生 
することびありますび、火災の 
必配はありません。 

また、ぜんそ< などの呼吸疾患 
のある方は一時的に呼吸障害を 
起こずおそれびありまずので、 
安全を確認のラえ車外へ出る 
か、ドアやドアウインドウを開 
さ換気を行なってくださし、 

. シートベルトテンシヨナ ーの 作 
動時に爆発音び聞こえまずが、 
通萬では聴力への影響はありま 
せん。 


. シー ト ベル トテン シヨナーが 作 
動ずると、エアバッグシステム 
警告巧が点灯しまず。 


ソ—トベルト 

• 助手席に重い荷物などを積ん 
で、シートベルトのプレートを 
バックルに差し込んでいるとさ 
は、助手席シートベルトテン 
シヨナーび作動することがあり 
ます。 

• ドア□ックスイッチや車速感応 
ドア□ックなどにより車が施錠 
されていても、シートベルトテ 
ンシヨナーやエアバッグび作動 
ずると、自動的に解錠されまず。 

• 未作動のシートベルトテンシヨ 
ナーを廃棄するとさは、廃棄専 
用の処置び必要です。指定ヴー 
ビスエ場、または専門業者に依 
頼してください。 
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PRE-SAFE (プレセーフ） 


PRE-SAFE (プレセーフ） 


PRE - SAFE は、緊急ブレーキや横滑 
りなどにより車び不安定な状態にある 
ことを感知したとさに、万一の衝突や 
横転に備えて乗員な護機能を高める装 
■です。 


* オプシヨンまたは仕様によ D 装備び異な D まず。 


PRE-SAFE の作動 

PRE - SAFE は、約3已 km / h じ(上で走 
斤しているとさ、じ(下のように作動し 
まず。 


〇衝突に備え、 PRE - SAFE 用の電動 
式シートベルトテンシヨナーび前 
席シートベルトを引を込み、シー 
トベルトテンシヨナーの効果を高 
めます。 

〇助手席シートび、エアバッグの作 
動に巧し不適切な位置にある場合 
は、助手席シートを適正な位置に 
自動的に調整しまず。 

◊車の横滑りを感知ずると、万一の横 
転時に乗員び車がに放出されること 
を防ぐため、ドアウインドウとスラ 
イディングルーフ*び少し開いた状 
態まで自動的に開じます。 


車び不安定な状態から脱したときは、 
助手席シートの位置、ドアウインドウ 
やスライディングルーフ*の開を具合 
を再度調整して < ださし、。 

ミち意！ 

助手席シートの位置を調整ずるとを 

は、シート下部や後方に物びなし、こ 

とを確認してください。シートや物 

を損傷するおそれびありまず。 

知識 

. 車び不安定な状態から脱する 
と、電動式シートベルトテンシ 
ヨナーの張力び緩みます。 

• 電動式シートベルトテンシヨナ 
一び解除されて石シートベルト 
び緩まないときは、シートの前 
後位置やバックレストの角度を 
少し後方に移動させると、シー 
トベルトび緩みまず。 
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エアバッグは、シートベルトの効果を 
補助する装置でず。 


エアバッグの効果を発揮させるために 
は、シートベルトの正しい着巧び条件 
になりまず。 

衝突時のよラに車び強い衝撃を受ける 
と、収納されているエアバッグび瞬時 
にふくらんで柔員の前面や周囲にエア 
クッションを作り、柔員への衝撃を分 
散-軽減します。 

衝撃を受ける状況によって、作動する 
エアバッグび異なります。 


運輯席/助手席エアバッグ 



ち八ンドル車 
①運転席エアバッグ 
ステアリングパッド部 
③助手席エアバッグ 

助手席ダッシュボードノ（ネル部 


SRS ェァバッグ ■ 

前方からの強い衝撃を受けると作動 
し、柔員の頭部や胸部への衝撃を分 
散-軽減します。 

2 

また、車び横転したときを、運転席/ — 
助手席エアバツグは作動ずることびあ 
りまず。 

運転席/助手席エアバッグは、シー 
トベルトを着用しているとをに作動し 
ます。 


知識 

SRS は Supplemental Restraint 
System (柔員な護補助装置）の 
略です。 
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II I I 


フロント/リアサイドバッグ 



セダンの例 

③ フ□ントサイドバッグ 

運転席/助手席シートのバックレス 
卜側面 

④ リアサイドバッグ 
リアドア内張り部 

横ち向からの強い衝撃を受けると、衝 
撃を受けた側のサイドパッグび作動 
し、陶部への衝撃を分散-軽減します。 

また、車び横転したとさちサイドバッ 
グは作動ずることびあります。 


Iウインドウバッグ 



セダンの例 

⑤ウインドウバッグ 

フ □ント ピラー か SU ア ピラー 間の 
ルーフ ライニング部 

横方向からの強い衝撃を受けると、衝 
撃を受けた側のウインドウパッグび作動 
し、頭部への衝撃を分散•軽減しまず。 

また、車び横転したときちウインドウ 
バッグは作動ずることびありまず。 


SRS 


エアバツグシステム警告I灯 


エンジンスイッチを1の位置にずると 
数秒間点灯します。また、吕の位置に 
ずると点好し、エンジン始動をに消灯 


し 9 〇 


点 I 灯しないとをや、点打後またはエン 
ジン始動後に消灯しないとさ、エンジ 
ンびひひっているときに点灯したとき 
はエアバッグシステムやシートベルト 
テンシヨナーに異萬びあります。ただ 
ちに指定サービスエ場で点検を受けて 
ください。 


知識 

エアバッグやシートベルトテンシヨ 
ナーび作動したとさは、エアバッグ 
システム警告灯び点好しまず。 
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安全装備 


I I ■ 


警告 A 


-エンジン始動ををエアバッグシ 
ステム警告灯び点灯するとさは、 
事故などの衝撃びあってちエア 
バッグやシートベルトテンシヨ 
ナーび作動しないおそれびあり 
ます。また、不意に作動するお 
それちあります。ただちに指定 
サービスエ場で点検を受けてく 
ださい。 

-運商席シートは正しい位置に調 
整し、助手席シートはできるだ 
け後方に動かし、エアバッグと 
の間隔を確保して<ださい。間 
隔び狭すざると、エアバッグび 
作動する衝撃でけびをずるおそ 
れびありまず。 

-運転中はステア U ングのパッド 
部を持ったり、身体をステア U 
ングやダッシュボードにのせな 
いでください。 


-ウインドウやピラーの周囲にア 
クセサ U —などを取り付けない 
で < ださい。 

• アシストグ U ップやコートフッ 
クにかたい物や鋭利な物をかけ 
ないでください。 

• ステア U ングのパッド部やエア 
バッグ収納部に、バッジ、ス 
テッカー、 U モコンなどを貼付 
したり、市販のカップホルダー 
やアクセサ U —などを取り付け 
ないでくだごい。 

• フ□ントシートに市販のシート 
カバーを使用しないで<ださい。 
フ□ントサイドバッグの作動び 
妨げられるおそれびあります。 

-エアバッグ収納部やその近くに 
物を置かないでください。 

-エアパッグ作動範囲と乗員の間 
に、ぺットや荷物を置かないで 
くだごい。 


• ルーム S ラーに巿販のワイド云 
ラーなどを取り付けないで<だ 
さい。 2 

• ドアなどの内張りに寄りかから 
ないでください。 

• 衣服のポケットなどに重い物や 
鋭利な物を入れないでください。 


2-13 







安全装備 


SRS ェァバッグ 
ま意！ 

-エアバッグは高温のガスにより 
ふくらむため、すり傷や火傷、 
打撲などをずることびありまず。 

-エアバッグの作動後はエアバッ 
グや関連部品に身体を触れない 
で<ださい。部品び熱<なって 
おり、义傷をずるおそれびあり 
ます。 

-エアバッグび作動した後は、必 
ず指定ヴービスエ場で新品と交 
換してくださし、。 

-エアバッグを取り外したり、 
関連部品や配線などを改造し 
ないでください。誤作動でけ 
びをしたり、正しく作動しな 
くなりまず。 


知識 

-車の前方ひらの衝撃び弱いとさ 
は シー トベルトテンシヨナーだ 
けび作動し、運転席/助手席ェ 
アバツグは作動しないことびあ 
りまず。 


-助手席に乗員びいないとさち、 
シー トベルトのプレートをバッ 
クルに差し込んでいるときは、 
衝突時などに助手席エアバッグ 
び作動することびありまず。 

-ドア□ックスイッチや車速感 
応ドア□ックなどにより車び 
施綻されていてち、エアバッ 
グやシートベルトテンシヨ 
ナーび作動すると、自動的に 
解綻されます。 

-エアバッグび作動すると、エア 
バッグシステム警告灯び点灯し 
ます。 


-エアバッグび作動ずると非常点 
滅灯び自動的に点滅します。自 
動的に点滅した非常点滅打を消 
灯ずるとさは、非當点滅灯ス 
イッチを押します。 


-エアバッグの作動時にわずか 
に白煙び発生ずることびあり 
ますび、火災のむ配はありま 
せん。 

また、ぜんそ < などの呼吸疾 
患のある方は一時的に呼吸障 
害を起こずおそれびあります 
ので、ま全を確認のラえ車が 
へ出るか、ドアやドアウイン 
ドウを開さ換気を行なってく 
ださし、。 

-エアバッグの作動時に爆発音 
び聞こえまずび、通苗では聴 
力への影響はありません。 

-ボディの部位によって受けた衝 
撃を吸収ずる度合いび異なるの 
で、損傷の大ささとエアバッグ 
の作動は必ずしを一致しません。 

-未作動のエアバッグを廃棄ずる 
とさは、廃棄専用の処置び必要 
です。指定サービスエ場、また 
は専門業者に依頼してください。 
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SRS ェァバッグ 

運転席/助手席エアバッグび作動ずサイドバッグ/ウインドウバッグが運転席/助手席エアバッグび作動し 
るとき 作動ずるとを ないとき 


正面衝突など車の前万左ち 
約30度政内のち向から強 
い衝撃を受けたとさ 




かたいコンク I 」ートの壁 
などに正面衝突 


客室部分に横ち向から強い衝撃を 
受けたとさ 



後ろから衝突されたとさ 



横ち向から衝突されたとさ 



2 
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安全装備 


II 1 


運お席/助手席エアバッグが作動し 
ない場合びあるとを 


サイドバッグ/ウインドウバッグが 
作動しない場合があるとき 


いずれかのエアバッグが作動ずる場合 
びあるとを 




斜め方向から衝撃を受けたとを 






床下に強い衝撃を 
受けたとさ 
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安全装備 


チヤイルドセーフテイシート 



シートベルトは身長]已 Ocmii (上の 
乗員び使用することを前提にしてい 
ます。シートベルトび正しく着用で 
をない体格のテ供などは、適切なチ 
ヤイルドセーフティシートを使用し 
てくださし、。 

チヤイルド セーフティシー トの取り 
扱いや装着ち法については、製品に 
添付されている取扱説明書をお読み 
くだごし、。 


警告 A 


. シートベルトび正しく着用でを 
ない体格のモ供などは、チヤイ 
ルド セーフ テイ シー トを使用し 
ないと、急ブレーキ時や衝突時 
などに身体を車内に激しくぶつ 
けたり、車外に放り出されて致 
命的なけびをするおそれびあり 
ます。 


-已歳未満のテ供を柔車させると 
さは、チャイルドセーフテイ 
シートを使用ずることび法律で 
義務付けられていまず。 

• 巨歳 Li (上のテ供でち、シートべ 
ルトび正しく着用でをないモ供 
は、チャイルド セーフテイシー 
卜を使用してくだごい。 

-身長]已 0 cm 未満の子供はチャイ 
ルドセーフテイシートを使用して 
確実に身体を固定してください。 

-モ供の体格に適合したチャイル 
ドセーフテイシートを使用し、 
モ供を正しい姿勢で座らせ、身 
体をシートベルトで確実に固定 
してください。 

. シートベルトび正しく着用でを 
ない体格のテ供び、そのまま 
シートベルトを着用すると、首 
を締め付けたり、腹部を強<圧 
迫したりして致命的なけびをす 
るおそれびあります。 

• チャイルドセーフテイシートは、 
後席に装着して < ださい。 


• やむを得ず助手席に装着すると 
をは、必ず前向さに装着して、 

助手席シートをちっとち後ろの 2 
位置にしてください。 — 

• 後ろ向をに装着ずるタイプの 
チヤイルド セーフ テイ シー トは 
助手席に装着しないでください。 

また、タイプにかかわらず、助 
手席にはチヤイルドセーフテイ 
シートををろ向さに装着しない 
でください。エアバッグび作動 
する衝撃で致命的なけびをする 
おそれびありまず。 

チヤイルドセーフテ イシー トに 
関するま意事項を記載したス 
テッカーび、サンバイヴーに貼 
付されていまず。 
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チャイルドセーフテイシート 

• チャイルドセーフテイシートび 
損傷しているとをは新品と交換 
してください。大きな衝撃を受 
けたり、損傷したちのはモ供を 
保護でをません。 

• チャイルド セ ー フテイシ ートは 
確実に装着して<ださい。急ブ 
レーキ時などに、チャイルド 
セーフテイシー トび放り出され 
て柔員びけびをするおそれびあ 
ります。 

• チャイルドセーフテイシートを使 
用しないとさは、車から取りが 
すか、確実に固定してくださし、。 

• チャイルドセーフテイシートの 
下にクッシヨンなどを置かない 
でください。チャイルドセーフ 
ティシートび確実に装着されな 
いおそれびあります。 


* オプシヨンまたは仕様によ D 装備び異な D まず。 


• チャイルドセーフテ イシー トは 
直射日光に当てないでくださし、。 
炎天下では車内に置いたチャイ 
ルドセーフティ シー トび高温に 
なり、モ供び乂傷をするおそれび 
あります。 

-モ供だけを車内に残して車から 
離れないでください。 

〇運転装置に触れてけびをする 
おそれびあります。 

◊誤ってドアを開を、事故の原 
因にな0ます。 

◊炎天下では車内び高温にな 
り、熱中症を起こずおそれび 
あります。 

◊寒冷時には車内び低温にな 
り、命にかかわるおそれびあ 
りまず。 


ま意！ 

分割巧倒式 U アシート*にチャイ 
ルドセーフテイシートを装着ずる 
ときは、バックレストを起こして、 
シートクッシヨンとバックレスト 
を確実に□ックしてください。 
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純正チャイルドセーフティシート 

ダイムラー社の純正チャイルドセー 
フテイシートには、チャイルドセー 
フティシート検知システム装備車の 
助手席に装着ずると、助手席エア 
バッグの作動を解除する、センサー 
付をシート（ベビーセーフプラス、 
デュオフラス、キッド）びあります。 


純正チヤイルドセーフテイシートに 
は、じ(下のタイプびありまず。詳しく 
は販売店におたずね < ださし、。 


選択の目ま 


シート名 

体 重 

年齡 

ベビーセーフ 
プラス 

約10妙肝 

新生児〜9力月位 

デュオプラス 

目〜 18kg 

助月〜4歳位 

キッド 

1巳〜3目 k 邑 

3歳半〜12歳位 


※チャイルドセーフティシートの種類や名称 
はず告なく変更されることびあります。詳 
しくは販売店におたずねください。 


チャイルドセーフテイシート 

チャイルドセーフテイシート 
検知システム* ( E 巨 3 AMG ) 

助手席シートの座面に検知システムび 〇 
装備ごれており、センサー付さ純正— 
チャイルドセーフテイシートとの間で 
自動的に信号の発信/受信を行ない、 

チャイルドセーフテイシートの有無を 
判断し、助手席エアバッグの機能を解 
除するシステムでず。 

助手席エアバッグの機能び解除される 
と、助手席エアバッグオフ表示灯 （吕- 
21 ) び点灯しまず。 


* オプシヨンまたは仕様によ D 装備び異なります。 
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チャイルドセーフテイシート 


警告 A 


チャイルドセーフテイシート検知 
システムが装備車にセンサー付を 
純正チャイルドセーフテイシート 
を装着したとさ、助手席エアバッ 
グオフ表示灯び点灯することびあ 
りまずび、助手席エアバッグの機 
能は解除されません。 

必ずじ(下の点にま意して < ださい。 

• 純正チャイルドセーフテイシー 
卜であってを、必ず後席に装着 
してください。 

• やむを得ず助手席に装着ずると 
さは、必ず前向きに装着し、助 
手席シートをちっとち後ろの位 
置にしてくださし、。 

• 後ろ向さに装着するタイプの純 
正チャイルドセーフテイシート 
は助手席に装着しないでくださ 
し、エアバッグび作動する衝撃 
で致命的なけびをするおそれび 
ありまず。 


ま意！ 

助手席のシート座面とセンサー付 
さ純正チヤイルドセーフテイシー 
卜の間に物を入れないでくださし、。 
チヤイルドセーフテイシートを検 
知でさな<なるおそれびありまず。 


知識 

-センサー付さ純正チャイルド 
セーフティシートを装着して、 
助手席エアパッグオフ表示打び 
点灯してを、サイドバッグ、ウ 
インドウバッグ、シートベルト 
テンシ ヨナーの 機能は解除され 
ません。 

• 純正チャイルドセーフティシー 
卜には、チャイルドセーフティ 
シート検知システムに対応して 
いないタイプびあります。詳し 
<は販売店におたずね < ださい。 
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センサー付を純正チャイルドセーフ 
ティシートを助手席に装着していると 
きにエンジンスイッチを1か吕の位置 
にずると、助手席エアバッグオフ表示 
灯①び点灯し、助手席エアバッグの機 
能び解除されます。 

点巧しないとさは、チャイルドセーフ 
ティシート検巧システムび故障してし、 
ます。助手席でチャイルドセーフティ 
シー h を使用せずに、すみやかに指定 
サービスエ場で点検を受けてくだごい。 


安全装備 


チャイルドセーフテイシート 
を意！ 

センサー付さ純正チャイルドセー 
フテイシートを助手席に装着して 2 
いないとをは、エンジンスイッチ — 
を1か吕の位置にすると、助手席エ 
アバッグオフ表示巧び点灯し、数 
秒後に消打します。 

点I灯しないとさや点打後に消打し 
ないとさは、システムの故障です。 
すみやかに指定サービスエ場で点 
検を受けてください。 



助手席エアバッグオフ表示な 
(E 巨3 AMG) 
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チャイルドセーフテイシート 
警告 A 


センサー付を純正チャイルドセー 
フティシートを装着するとさは、 
じ(下の点にま意して正し < 使用し 
て < ださし、。 

• チャイルドセーフティシート検 
知システム非装備車の場合 
(E 已3 AMG を除く車種） 

〇純正チャイルドセーフティ 
シートはを席に装着してくだ 
さい。 

〇やむを得ず助手席に装着する 
とをは、必ず前向きに装着し、 
助手席シートをちっとちをろ 
の位置にしてください。 

〇後ろ向きに装着するタイフの 
純正チャイルドセーフティ 
シートは助手席に装着しない 
でください。エアバッグび作 
動する衝撃で致命的なけびを 
するおそれびあります。 


◊ チャイルドセーフテイシート 
検知システム非装備車にセン 
ヴー付さ純正チャイルドセー 
フテイシートを装着したとを、 
助手席エアパ' ッグオフ表示灯 
び点灯することびありまずび、 
助手席エアバッグの機能は解 
除ごれてし''ません。純正チャ 
イルドセーフテイシートは後 
席に装着してくださし、。 

• チャイルドセーフテイシート検 
知システム装備車の場合 
(E 曰3 AMG) 

〇センサー付さ純正チャイルド 
セーフテイシートを助手席に 
装着したとさは、必ず助手席 
エアバッグオフ表お灯び点な 
ずることを確認して < ださし、。 


〇助手席エアバッグオフ表示I灯 
び点なしないとさは、助手席 
エアバッグの機能は解除され 
ていません。純正チャイルド 
セーフテイシートはを席に装 
着してください。また、すみ 
やかに指定サービスエ場で点 
検を受けてくださし、。 

〇助手席のシートクッション 
に、電源の入ったパソコンや 
携帯電話などの電モ機器、ま 
たは磁気カードやにカードな 
どを置ひないでくだごし、。 
チャイルドセーフテイシート 
検知システムび誤作動して、 
事故のとさに助手席エアバッ 
グび作動しないおそれや、セ 
ンサー付さ純正チャイルド 
セーフテイシートを検知でを 
ずに助手席エアバッグび作動 
ずるおそれびありまず。 
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ISO-FIX 対応チヤイルドセーフティ 
シート固定装置* 



①固定装置 


* オプシヨンまたは仕様によ D 装備び異なります。 


左ちの後席に、旧 0- FIX 対応チャイル 
ドセーフティシート用の固定装置①を 
装備しています。 

チャイルドセーフティシートを装着ずる 

► シートクッシヨン後端のカバーを 
開をまず。 

► 固を装置①にチャイルドセーフテ 
ィシートを装着します。 


安全装備 


チャイルドセーフテイシート 
警告 A 


-この固定装置は、体重 22 k 旨ムソ 2 

下のモ供を柔車させるとさに使 — 
用してください。 

• チャイルドセーフテイシートは、 

必ず製品の取扱説明書の指示に 
従い、左ちの固定装置に装着し 
てください。装着方法を誤ると、 
事故のとを、十分な効果び得ら 
れなかったり、チャイルドセー 
フテイシートび外れるおそれび 
ありまず。 


• チャイルドセーフテイシートや 
固定装置び事故で損傷したり強 
し、負荷を受けた場合は、指定 
サービスエ場で新品に交換して 
ください。 

ま意！ 

チャイルドセーフテイシートを装 
着するとさは、中央後席のシート 
ベルトを挟み込まないよラにミ主意 
してください。 
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インストルメントパネル 3-2 

センターコンソール 3-4 

キー 3-5 

フ□ントシート 3-1 百 

リアシート（セダン） 3-22 

リアシート（ステーシヨンワゴン） 

3-30 

ドア 3-39 

トランク（セダン） 3-4 色 


テールゲート（ステー シ ヨン ワゴン） 

3-58 


. 運転ずる前に 


ラゲッジルーム（ステー 

•シヨンワゴン） 

3-63 

ボンネット 

3-7 百 

燃料給油 □ 

3-78 

盜難防止警報システム 

3-80 

パワーウインドウ 

3-82 

スライデイングルーフ 

3-8 已 

J レームミラー 

3-91 

ドア云ラー 

3-93 

ステア リング 

3-97 

メーター パネル 

3-98 


3-1 





運転ずる前に 


インストルメントパネル 


インストルメントパネル 


左八ンドル車 

※車種や装備、仕様の違いにより、スイッチなどの有無や配置位置、形状が実際の車両と異なります。 


霞 


巧、別 
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運転ずる前に 


インストルメントパネル 



を称 

ぺージ 

① 

コンビネーシヨン 

5-25 


レバー 

5-28 


(へッドランプ/ち向 

已 -3 日 


指示/ワイパー/ U 
アワイパー*) 

己- 33 

③ 

クルーズ コント □ー ル 

5-55 


/可変スピード U ミッ 
ターレバー 

己-目日 

③ 

メーターパネル 

3-98 

④ 

ステア U ング 

3- 97 

4- 2 

⑥ 

ホーン/ 

運転席エアバッグ 

2-1 1 

⑧ 

ボイスコント□ール 

レバー 

別冊 

⑦ 

パークト□ニック 

己-目已 


インジケーター/ 
作動表示な 



名称 

ぺージ 

⑨ 

エアコンディショナー 
コ ン 卜□ールパネル 

巨- 3 

巨- 17 

⑨ 

ダッシュボードの小物 
入れ 

6-41 

⑩ 

グ□ーブボックス 
オープナーボタン 
グ□ーブボックス 
キーシ U ンダー 

6-40 

⑩ 

グ□ーブボックス 

巨- 40 

⑩ 

COMAND システム 

別冊 

⑩ 

センターコンソール 
操作部 

3-4 

⑩ 

エンジンスイッチ 

5-2 

⑩ 

ステア U ング調整 
レバー 

3-97 


名称 ページ 


⑩ 

パーキングブレーキ 
ペダル 

曰- 34 

⑩ 

ボンネット 
□ック解除 レバー 

3-75 

⑩ 

パーキングブレーキ 
解除八ンドル 

曰- 34 

⑩ 

ランプスイッチ 

曰- 22 

⑩ 

シート調整スイッチ 

3-1 己 


ポジションスイッチ 

X モ U —スイッチ 

3-1 谷 

⑩ 

ドア S ラー謂藍スイッチ 

3-93 


ドアミラー選択ボタン 

3-93 


ドア S ラー格納/展開 
スイッチ 

3-94 

⑩ 

ドアレ バー 

3-3 白 

風 

ドアウインドウスイッチ 

3-82 


セーフテイスイッチ 

3-84 


* オフシヨンまたは仕様により装備び異なります。 
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運転ずる前に 


センターコンソール 




名称 

ぺージ 

① 

シートヒータースイッチ 
* (左側フ□ントシート） 

3-19 

③ 

U アブラインドスイッチ 
(セダン）* 

巨-39 

③ 

U アへッドレスト 
格納スイッチ（セダン） 

3-22 

④ 

が萬点滅灯スイッチ 

已 -29 


オフシヨンまたは仕様により装備び異なります。 



名称 

ぺージ 

⑤ 

助手席エアバッグオフ 
表示灯 

2-21 

⑧ 

ドア□ックスイッチ胡军綻） 

3-44 

⑦ 

ESP オフスイッチ 

己-47 

⑨ 

シートヒータースイッチ 
* (ち側フ□ントシート） 

3-19 

⑨ 

ドア□ックスイッチ(施錠） 

3-44 


A 


チヤイルドセーフテイシート検知 
システム非装備車にセンサー付さ 
純正チヤイルドセーフテイシート 
を装着したとき、助手席エアバッ 
グオフ表示灯⑥び点打することび 
ありますび、助手席エアバッグの 
機能は解除されません。詳しくは 
に- 21) をご覧ください。 

※車種や装備、仕様の違いにより、スイッチ 
などの有無や配置位置、お状び実際の車両 
と異なります。 
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運転ずる前に 


キ— 


U モコン機能付さのキーび2本付属し 
ています。 

エンジンの始動および車の解錠/施 
錯に使用しまず。 

また、 それぞれのキーにはエ マージ ェ 
ンシーキーを収納していまず。 


警告 A 


• モ供だけを残して車から離れな 
いでください。施錠されていて 
ち、誤って車内からドアを開い 
たり運転装置に触れて' 事故やけ 
びをずるおそれびあ0まず。 


-短時間で石、車内にキーを残し 
たまま車から離れないでくださ 
し、事故や盗難のおそれびあり 
ます。 


• 重い物や必要が上に大さな物、 
ステア U ングなどの操作部に接 
触ずる物をキーホルダーとして 
使用しないでください。 
キーホルダー自体の重みや、キ 
ーホルダーびステア U ングなど 
に接触することでキーびまねる 
と、エンジンび停止して事故を 
起こすおそれびあ0ます。 


キ- ■ 

ま意！ 

-キーを紛失したとさは、盜難 
や事故を防ぐため、ただちに 
指定サービスエ場に連絡して 
<ださい。 

• キーを強い電磁波にごらすと、 

U モコンに障害び発生ずるおそ 
れびありまず。 

-キーは強い衝撃や水から避け 
て < ださし''。故障の原因にな 
りまず。 

-キーの先端部をミちした0覆った 
りしないで<ださい。故障や誤 
作動の原因になります。 
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運転ずる前に 


キー 
知識 

• 2つのキーを見わけるため、 
キーの ストッパー （3-10) の 
色は異なります。 

-新たにキーをつくる場合は、指 
定ヴービスエ場におたずねくだ 
さい。 


* オフシヨンまたは仕様によ D 装備び異なりまず。 


U モコン 機能 



① 発信部 

② 表示打 

③ 施錠ボタン 

④ 解錠ボタン 

⑤ トランク オープナー ボタン 
(セダン） 

テールゲー ト オープナー ボタン 
(ステーションワゴン） 

⑥ エマージェンシーキー 


エンジンスイッチにキーを差し込んで 
いないとさにじ(下の操作びでさまず。 

-ドア、トランクまたはテールゲート、 
燃料給油フラップの解綻/施錠 
-トランクまたはテールゲートを開く 

-ドアウインドウとスライデイング 
ルーフ*の開閉 （3-11) 

操作時に表示灯②び1回点滅します。 
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運転ずる前に 


解錠ずる 

► 解綻ボタン④を押しまず。 

ドア、トランクまたは テールゲー 
卜、燃料給ミ由フラップび解綻され、 
非苗点滅なび1回点滅します。 

トランクび独立施綻 （3 -已 1) され 
ているときは、解錠ボタン④を押 
してちトランクは解淀されません。 

飽錠ずる 

► 施綻ボタン③を巧しまず。 

ドア、トランクまたは テールゲー 
卜、燃料給ミ由フラッフび施綻され、 
非苗点滅灯び3回点滅します。 


トランクまたは テールゲー トを開く 

► トランクオーフナーボタン⑤また 
はテールゲートオープナーボタン 
⑥を押し続けまず。 

トランクび開をます。 

または警告音び鳴りなびら、テール 
ゲートび開をまず。 

トランクび独立施湿 （3 -己 1) され 
ているとさは、トランクオープナ 
—ボタン⑥を押してちトランクは 
開をません。 

ま意！ 

-高圧電線や電波発信塔付近など 
の強電界下で U モコン操作を行 
なラと、 U モコンび作動しな 
かったり、誤作動することびあ 
りまず。 


• U モコン操作で施錠したとを 
は、が當点滅灯び3回点滅した 
こと、ドア、トランクまたは 
テールゲート、燃料給油フラッ 
プび確実に施綻されたことを確 
認してくださし、。 


キー 

• 貴重品は絶対に車内に置いたま 
まにしないで<ださい。盗難の 
おそれびあります。 

知識 

• エンジンスイッチにキーを差し 
込んでいるとさは、 U モコン操 
作はでさません。 

• 車び施綻されているとをに、卜 
ランクオープナーボタンまたは 
テールゲートオープナーボタン 
を押ずと、トランクまたはテー 
ルゲー h だけび解錠され、開さ 
ます。その状態でトランクまた 
はテールゲートを閉じると施錠 
されまず。 
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運転ずる前に 


キー 

U モコン機能の設定切曾_ 

U モコン操作での解綻時に、運転席ド 
アと燃料給ミ由フラップだけを解錠する 
ように設定できます。 

U モコン機能の設定を切り替える 

► 施綻ボタン③と解錠ボタン④を同 
時に約日秒間押し続けます。 

キーの表示灯②び2回点滅し、設 
定び切り替わります。 

この状態ではじ(下のよラに作動しまず。 

• 解錠ボタン④を]回押すと、運転 
席ドアと燃料給油フラップのみび 
解綻され、非當点滅灯び]回点滅 
します。 

• 続けて約40秒し i (巧に解錠ボタン④ 
を押すと、助手席ドア、 U アドア、 
トランクまたは テールゲー トび解 
錠され、非常点滅好び]回点滅し 
ます。 

トランクび独立施綻 （3 -已 1) ごれ 
ているときは、解錠ボタン④を巧 
してちトランクは解綻されません。 


U モコン機能の設定を元に戻ず 

► 再度、施錠ボタン③と解錠ボタン 
④を同時に約白砂間押し続けまず。 

キーの表示灯③び2回点滅し、元 
の設定に戻ります。 


知識 

• U モコン操作での解綻後約4□秒 
•L ソ内に、下のいずれかの操作 
を行なわないと、再び施結され 
ます。 

〇ドアを開く 

◊ トランクまたは テールゲー 
卜を開< 

◊ エンジンスイッチにキーを 
差し込む 

〇ドア□ックスイッチ（解錠） 
を押す 

. 車びバッテ U —あびりを起こし 
たとさは、キーの電池び正南で 
ち1」モコン操作での解錠/施錠 
はでをません。 

. キーの電池び消耗ずると操作時 
に表示好び点灯せず、リモコン 
操作びでさな<なりますび、エ 
ンジンは始動でをまず。 
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運転ずる前に 


施綻時のドア5ラーのホ客納 

U モコン操作で施綻するとさにドア 
S ラーち併せて格納でさます。 

格納されたドアミラーは、フ□ントド 
アを開くと展開します。 

この機能の設定と解除については （4- 
41) をご覧ください。 


知識 

• フ□ントドアを開かな < てち、 
格納されたドア S ラーの位置び 
少し動いている場合は、ドア云 
ラー格納/展開スイッチ （3- 
94) を押して、展開してくだ 
ごい。 

• ドア云ラー格納/展開スイッチ 
でドア云ラーを格納してから施 
錠したときは、フ□ントドアを 
開いてち、ドア云ラーは展開し 
ません。 


キ- ■ 

□ケイターライティング 

周囲び暗いとを、 U モコン操作で車 
を解錠すると、車幅灯、フ□ント 
フォグランプ、テールランプ、ライ 
センスランプび点巧します。 

点I灯したランプは、運転席ドアを開 — 
いたとさ、または約4□秒後に消打し 
ます。 

この機能の設定と解除につい口ま （4- 
32) をご覧ください。 
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運転ずる前に 




エマージ I ンシーキー 



キーに収納されていまず。 

グ□ーブボックスを施錠/解綻する 
(6-40) ときに使用します。 

また、運転席ドアを解綻/施綻する 
(3-42、已吕） ときや、トランクを解 
錠するとき （3 -已吕）、 トランクを独 
立施綻するとき （3 -已 1) などに使用 
します。 


① ストッパー 

② エマージェンシー キー 


エマー ジェン シーキーを 使用ずる 

► ストッパー①を矢印の方向に押し 
なびら、 エマー ジェン シー キー③ 
を矢印の方向に抜さます。 

収納ずるとをは元の位置に差し込 
みます。 
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運転ずる前に 


U モコン操作でドアウインドウとス 
ライデイングルーフ * を開閉ずる 





① 発信部 

② 施綻ボタン 

③ 解錠ボタン 


U モコン操作でドアウインドウとスラ 
イデイングルーフ*を開閉でをまず。 



ち八ンドル車 
④受光部 


ドアウインドウとスライディン グルー 
フを開< 

► キーの発信部①を運転席ドアのド 
ア八ンドルの受光部④に向けて、 
解錯ボタン③を押し続けます。 

ドアウインドウとスライディング 
ルーフび 開さまず。 

解链ボタン③から手を放すと、作 
動中のドアウインドウとスライ 
デイングルーフはその位置で停止 
しまず。 


キー 

ドアウインドウとスライデイン グルー 
フを閉じる 

► キーの発信部①を運転席ドアのド 
ア八ンドルの受光部④に向けて、 
施錠ボタン②を押し続けまず。 

ドアウインドウとスライデイング 
ルーフび 閉じます。 

施綻ボタン③から手を放すと、作 
動中のドアウインドウとスライ 
デイングルーフはその位置で停止 
し 9 〇 


* オプションまたは仕様により装備び異な D ます。 
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運転ずる前に 


キー 

ま意！ 

-高圧電線や電波発信塔付近など 
の強電界下で I 」モコン操作を行 
なラと、 U モコンび作動しな 
かったり、誤作動することびあ 
ります。 

- U モコン操作でドアウインドウ 
やスライディング ルーフを 閉じ 
ているとさに身体などび巧まれ 
そラになったとをは、ただちに 
施綻ボタン②から手を放し、解 
錠ボタン③を押し続けて、ドア 
ウインドウとスライディング 
ルーフを 開いてください。 

- U モコン操作でドアウインドウ 
やスライディング ルーフを 閉じ 
るとさは、開□部に異物びない 
ことを確認してください。 


- U モコン操作でドアウインドウ 
を開<とさは、ドアウインドウ 
に身体を寄りかけないでくださ 
し）。ドアウインドウとドアフ 
レームの間に身体び引さ込まれ 
てけびをずるおそれびあります。 

• U モコン操作で施錠したとを 
は、車から離れる前に、すべて 
のドアウインドウとスライデイ 
ングルーフび閉じていることを 
確認してくだごし、。 


知識 

• I 」モコン操作時は、キーの発信 
部を運転席ドアのドア八ンドル 
の受光部に向けて操作してくだ 
さい。 

• エンジンスイッチにキーを差し 
込んでいるとさは、1」モコン操 
作はでさません。 
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運転ずる前に 


電ミせ①交換 

U モコンの作動可能距離び短くなっ 
たり、キーのいずれかのボタンを押 
してち作動しない場合は、電池の消 
耗び考えられます。指定サービスェ 
場で点検を受けてくださし、。 

電池の交換は指定サービスエ場で行な 
ラことをお勧めしまず。 


A 


電池は子 f 共の手の届かないところ 
にな管してください。誤って電池 
を飲み込むおそれびあります。 

ちし電池を飲み込んでしまったと 
さは、ただちに医師の診断を受け 
て < ださし、。 


① エマー ジェン シーキ ー 

② ストッパー 


電池の交換手順 

► ストッパー②を矢印の方向に押し 
なびら、 エマー ジてン シー キー① 
を矢印の方向に抜を取0ます。 



知識 


キーのボタンを押したとさに表示 
I 灯 (3-6) び1回点滅すれば電池は 
正常です。 





①エマージェンシーキー 

③ 電池ケース 

④ 凹部 


► エマージェンシーキー ①を凹部④ 
にかけて矢印の方向に押しなびら、 
電池ケース③を弓 I をます。 
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運転ずる前に 





③電池ケース 

⑤ 電池 

⑥ 電極板 


知識 

- U チウム電池 （ CR 202 已）を 
2個使用していまず。 

-電池を交換するとさは2個同時 
に交換してください。 

-電池の表面に、ミちれや脂分など 
び付着していないことを確認し 
て < ださい。 


► 電池⑤をがし、新しい電池と交換 
します。 


電池は2個とち®を上にして、電極 
板⑥の間に取り付けまず。 


► 電池ケース③を本体の溝に合わせ、 
押し込んで□ックします。 

► エマー ジェンシーキー①をキーに 
収納します。 


環境 9 


環境保護のため、使用済みの電池 
を廃棄するとさは、新しい電池を 
お買い巧めになった販売店で処分 
を依頼してください。 
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運転ずる前に 


フ□ントシー 


シートの調整 



左側フ□ントドアのスイッチ 


警告 A 


運転席の乗員は必ず運転前に自分 
の運転姿勢に合った正しいシート 
位置に調整してください。運転中 
に調整して操作を誤ると、車のコ 
ント□ールを失い、事故を起こす 
おそれびあります。 


シートを調壁ずる 

► シート調整スイッチを①〜⑤の方 
向に動かして調整しまず。 


矢 E 口の 
ち向 

調整内容 

① 

シートの前後位置 

へッドレストの高さち連動 
して上下しまず。 

③ 

バックレストの角度 

③ 

シートの高さ 

④ 

シートクッシヨンの角度 

⑤ 

へッドレストの高さ 

へッドレストの中央が目 
の高さになるよラに調整 
します。 

シートの前後位置に連動して 
ヘッドレストが上下します。 


III I 



セダン 

⑥ヘッドレストの前後位置調整 


へッドレストの前後位置を調舊ずる 

► ヘッドレストを手で持って、矢印 
⑥の方向に動かしまず。 

へッドレストび後頭部に接するよ 
ラに調整しまず。 
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運転ずる前に 


フ□ントシート 
知識 

ステーシヨ ンワゴンおよび分割巧 
倒式 U アシート装備車（セダン） 
では 、 U アシ ートのバックレスト 
の□ックを解除したとをに、フロ 
ントシートびを方の位置にある場 
合は、□ックを解除した側のフ □ 
ントシートび自動的に前方および 
上方に移動し、バックレストび垂 
直付近の位置に起さ上びります。 
ただし、運転席シートは、エンジ 
ンスイッチび吕の位置のとをは作動 
しません。 

注意！ 

-シートの調整をするとをは化の 
柔員の身体や物び挟まれないよ 
ラにミ主意してください。 


* オフシヨンまたは仕様によ D 装備び異なりまず。 


-シートの前後位置を調整したと 
をは、ヘッドレストの中央び目 
の高さになってし''ることを確認 
してください。必要に応じて 
へッドレストの高さを調整して 
くださし、。 

• 誤ってドアのシート調整スイッ 
チに触れるとシートび動を、乗 
員びけびをするおそれびありま 
す。テ供を柔せているとさは十 
分ミ主意して < ださい。 

• U アシートのバックレストの 
□ックを解除して、フ□ント 
シートび自動的に作動している 
ときは、作動しているフ□ント 
シートに身体や物び挟まれない 
よラにを意してくださし、。 

作動しているフ□ントシートを 
停止するとさは、 liTF のいずれ 
かを操作してくださし、 

〇シート調整スイッチ 
〇メモ U - スイッチ 
〇ポジションスイッチ 
〇ステア U ング調整スイッチ 


ランバーサポート* 



①調整 レバー 

腰部のサポートを調整でをます。 

サボートを増加させる 

► 調整レバー①を下方に操作します。 

ヴポートを減少させる 

► 調整レバー①を上方に操作します。 
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運転ずる前に 


NECK PRO アクティブへッドレスト 

NECK PRO アクティブ’へッドレスト 
は、追突など後方からの衝撃を受けた 
ときに、フ□ントシートのヘッドレス 
卜び前方に動くことにより、柔員の頭 
部をより効果的に支:持しまず。 

衝撃の大ささや衝撃を受けた方向に 
よっては 、 NECK PRO アクティブ 
へッドレストび作動しないことびあり 
まず。 


警告 A 


フ□ントシートには市販のシート 
カバーを使用しないでください。 
NECK PRO アクティブへッドレス 
卜の作動び妨げられるおそれびあ 
りまず。詳しくは指定サービスェ 
場におたずねくださし、。 



① U セットツール 

② へッドレストを押すち向 

③ ガイド 


作動した NECK PRO アクティブへッ 
ドレストを U セットずる 

事故などのときに NECK PRO アク 
ティブへッドレストび作動した場合、 
U セットをしないと次に衝撃を受けた 
ときに NECK PRO アクティブヘッド 
レストび作動せず、頭部-頸部を保護 
することびでをません。 

この U セット作業は、指定サービスェ 
場で行なうことをお勧めします。 


フ□ントシート^ 

► ガイド③に合わせて、車載のリセ 
ットツール①を差し込みまず。 

► □ックずる音び聞こえるまで、リセ 
ット ツールを 押し込みます。 

► U セットツールを抜き、ヘッドレ 3 
ストを③のち向に強く押し戻して — 
確実に□ックさせまず。 

を意！ 

ま全のため、追突など後ちからの 
衝撃を受けたときは 、 NECK PRO 
アクティブへッドレストの点検を 
受けてください。 
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運転ずる前に 


フ□ントシート 
シート位置のメモリー機能 



ち側フ□ントドアのスイッチ 

① ポジションスイッチ 

② メモ IJ — スイッチ 


警告 A 


運転席のシート位置の記憶/呼び 
出しは、必ず停車中に行なってく 
ださい。走行中に行なって操作を 
誤ると、事故を起こすおそれびあ 
りまず。 


シート位置を記憶させる 

► 正しいシート位置に調整します。 

運転席では、さらにステアリング 
の位置、ドア云ラーの角度を調整 
し 9 〇 

ドア云ラーの角度を調整するとを 
は、エンジンスイッチを1か吕の位 
置にしてくださし、。 

► メモ U - スイッチ②を押します。 

► 3秒じ(内にポジションスイッチ① 
の1〜3のいずれかを押します。 

確認、音び鳴り、そのポジションスイ 
ッチにシート位置び記憶されまず。 

他のポジションスイッチに石同様の方 
法でシート位置を記憶させることびで 
をまず。 


記憶させたシート位置を呼び出ず 

► 呼び出したいポジションスイッチ① 
の]〜3のいずれかを押し続けます。 

シートなどび動をはじめ、記憶ご 
せた位置になると停止しまず。 

ま意！ 

パックレストを大をく後方に傾け 
た位置にしているとさは、記憶位 
置を呼び出す前に、バックレスト 
を起こしてくださし)。 


知識 

ま全のため、ポジションスイッチ 
から手を放ずと、シートの動さび 
停止します。 
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シートヒーター* 



①シ ー トヒ ー タ ー スイツチ 
③表示灯 


エンジンスイッチが1か2の位置のと 
さに使用でさまず。 


シートヒーターを使用ずる 

►シートヒータースイツチ①を押し 
ます。 


シートヒーター スイッチを押す ご 
とに点なする表示口③の数が変わ 
り、 シートヒーターの 作動内容が 
切0替わ0ます。 

シートヒーターを停止ずる 

►シートヒータースイッチ①を押し 
て、表示灯®を消灯させます。 


運転ずる前に 


III I 


点1:1している 

作動内容 

3 

シー ト ヒーターが 強 
で作動します。 

約己分後に自動的に 
中に切り誓わります。 

2 

シー ト ヒーターが 中 
で 作動します。 

約]日分後に自動的に 
弱に切り誓わります。 

1 

シー ト ヒーターが 弱 
で作動します。 

約 20 分後に自動的に 
停止します。 

〇 

停止しています。 


* オプションまたは仕様により装備び異な0ます。 
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運転ずる前に 


フ□ントシート 
ま意！ 

-コートや厚手のを服などを着用 
している状態や、毛巧などの保 
温性の高い石のを シート にかけ 
た状態で シートヒーターを 使用 
しないで<ださい。また、 シー 
ト ヒーターを 連続して使用しな 
し、でください。 

異萬過熱によりあ温火傷（紅巧、 
水ぶくれ）を起こしたり、シー 
ト ヒーターび 故障するおそれび 
あ0ます。 


• L ソ下の事項に該当する方は、熱 
すざたり、低温火傷をずるおそ 
れびありますので、十分にま意 
してください。 

◊乳幼児、お年寄り、病人、 
体び不自由な方 


〇皮膚の弱し、方 
◊疲労の激しい方 

〇眠気をさそう薬を服用され 
たち 

〇飲酒した方 

• シートに凸部のある重量物を置 
かないでください。故障の原因 
になります。 


知識 

をくの電気装備を使用していたり 
バッテ U —の電圧び低くなると、 
シートヒーターび停止することび 
あります。このとをはスイッチの 
表示巧び点滅します。電圧び回復 
ずると、再び自動的に作動し、表 
お灯び点灯します。 


3-20 




運転ずる前に 


マルチコントロールシートバック* 



①シートクッション前部のヴポート調整 

③ ランバーサポートの位置の調整 
感 ランバーサポートの強さの調整 

④ バックレスト横方向のヴポート調整 


身体を正しく支えるよラにシートの形 
状を調整します。 

エンジンスイッチび1か吕の位置のと 
さに調整でをます。 

操作スイッチは運転席/助手席シー 
卜下部にあります。 

シートクッション前部のヴポートを調整 
ずる 

► スイッチ①を上下に操作しまず。 

ラン バーサポー トを調壁ずる 

腰部のヴポートを調整でをます。 

► スイッチ③を押して、サポートの 
位置を調整します。 

► スイッチ③を押して、サポートの 
強さを調整します。 

バックレスト横ち向①ヴポートを調壁 
ずる 

► スイッチ④を左ちに操作しまず。 


フ□ントシート 

知識 

スイッチを操作してち調整でさな 
いとをは、調整用のエアタンクの 
圧力びほ下しています。エンジン 
を始動してから再度調整してくだ 
さい。 3 


* オプションまたは仕様により装備び異な0ます。 
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運転ずる前に 


リアシート（セダン) 


アシート（セダン） 


r へッドレストの格納 



知識 

-空気圧によりヘッドレストを格 
納するため、ずべてのへッドレ 
ストは同時に格納ごれないこと 
びありまず。 

-分割巧倒式リアシート装備車で 
は、へッドレストび起をている 
ときにパックレストの□ックを 
解除する （3 -吕已）と、ヘッドレ 
ストび格納されます。 


①へッドレスト格納スイッチ 


エンジンスイッチび1か2の位置のと 
さに操作でをまず。 

へッドレストを格納ずる 

► ヘッドレスト格納スイッチ①を押 
します。 



へツドレストを起こず 


► ヘッドレストを手で引き起こして 
□ックさせまず。 

警告 A 


乗車するときは、必ずヘッドレストを 
起こしてくだごい。事故のとを、重大 
なけびをずるおそれびあります。 
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運転ずる前に 


リアシート（セダン） ■ 

へッドレストを取り付ける 

► バックレストを前方に倒しまず。 

►へッドレストの支柱を取り付け巧 
に差し込んで□ックします。 

►バックレストを確実に□ックさせ 3 
ます。 — 


へッドレストのち度を調舊ずる 

►へッドレストの下側を押して/引 
いて調整します。 

へッドレストび後頭部に接するよ 
ラに調整しまず。 


①□ック解除ノブ 

ヘッドレストを取り外ず 

► バックレストを前方に倒します 

(3 -吕已）。 

► ヘッドレストを前方に押して□ッ 
クさせます。 

► □ック解除ノブ①を押しなびら、へ 
ッドレストの支柱を引を抜さまず。 


A 


乗車するときは、必ずヘッドレストを 
取り付けて<ださい。事故のとさ、重 
大なけがをずるおそれびあります。 

知識 

へッドレストを取り付けるときは、 
左ちと中央のへッドレストを間違 
えないよラにま意して < ださし^。 
中央のへッドレストの支柱の先端 
には、アルフアベットの " M " の文 
字が巧刻されていまず。 



* オプションまたは仕様により装備び異な0ます。 
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運転ずる前に 


リアシート（セダン） 

分割巧倒式リアシート * 

U アシートの左ちいずれか一方、また 
は両方を巧りたたむことびでさます。 

また、シートクッシヨンを取り外すこ 
とをでさます。 

警告 A 


• 重い荷物などを積むとさは、動 
かないよラに確実に固定してく 
ださい。急ブレーキ時や事故な 
どのとさに荷物び前方に放り出 
ごれ、柔員びけびをずるおそれ 
びあります。 

• エンジンをかけた状態でトラン 
クを開いたままにしないでくだ 
さい。排気ガスび車内に入り、 
意識不明になったり、中養死す 
るおそれびあ0ます。 



① |」リースレバー 

② シー トクッション 


リアシートを巧りたたむ 

► UU — スレバー①を引きます。 

□ックび解除され、シートクッシ 
ョン②び少し持ち上びります。 


* オフシヨンまたは仕様によ D 装備び異なりまず。 



② シー ト クッション 

③ バックレスト 

► シートクッシヨン②のを部を持ち、 


前方に引を起こしまず。 
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運転ずる前に 



④リ1」ース八ンドル 


► トランク内にある1」 U —ス八ンド 
ル④を手前に引をまず。 

バックレストの□ックび解除され、 
U アへッドレストび後方に倒れます。 

► バックレスト③を前方に倒します。 


知識 

バックレストの□ックを解除した 
とさに、 フ □ントシートび後方の 
位置にある場合は、□ックを解除 
した側の フ □ントシ ー h び自動的 
に前方および上方に移動し、バッ 
クレストび垂直付近の位置に起を 
上びります。ただし、運転席シー 
卜は、エンジンスイッチび2の位置 
のとさは作動しません。 

ミ主意！ 

• バックレストの□ックを解除し 
て、フ□ントシートび自動的に 
作動しているとをは、作動して 
いるフ□ントシートに身体や物 
び挟まれないよラにま意してく 
ださい。 

作動しているフ□ントシートを 
停止ずるとをは、•(下のいずれ 
かを操作してくだごし、。 

0シート調整スイッチ 
0 メモ U — スイッチ 
〇ポジションスイッチ 
〇ステア U ング調整スイッチ 


リアシート（セダン） ■ 

• シートクッションを前方に引き 
起こずときは、フ□ントシート 
に接触しないことを確認してく 
ださい。接触しそラなとさは、 

フ□ントシートを前方に移動す 
るか、 フ□ントシートのバック 3 
レストを起こしてください。 — 

• 左側のシートクッションを前方 
に引を起こすとさは、センター 
コンソール後部のル物入れ（巨- 
4已）を閉じてください。ル物 
入れやシートクッションを損傷 
ずるおそれびあります。 

• バックレストを前方に倒ずとき 
は、へッドレストび後方に倒れ 
ていることを確認してください。 

• バックレストを前方に倒ず前 
に、必ずシートクッションを前 
方に引を起こしてください。 

シートを損傷するおそれびあり 
ます。 
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運転ずる前に 


リアシート（セダン) 



U アシートをが0たたむとさの 注意の 



⑤ ち側 U アシートのバックレスト 

⑥ 中央後席のシートべルトバックル 

ち側 リアシー トのノ くックレスト⑤を倒 
すとをは、中央後席のシートベルト 
バックル⑥を左側に寄せてくださし、。 

倒したち側バックレストの下にシートベ 
ルトバックルび挟まれて、中央後席の 
シートべルトび装着できなくなります。 

中央後席のシートベルトバックル⑥ 
びち側バックレスト⑤の下に挟まれ 
たとをは、ち側バックレストを起こ 
してひ日、中央を席のシートベルト 
バックルを引を出してください。 


⑥ 中央後席のシートべルトバックル 

⑦ 左側 U アシートのバックレスト 

ち側リアシートび巧 D たたまれた状態 
で左側リアシートのバックレストを倒 
すとをは、中央後席のシートベルト 
バックル⑥びち側バックレストの下に 
挟まれていることを確認してくださし、。 

中央後席のシートベルトバックル⑥と 
左側リアシートのバックレスト⑦び接 
触してバックレストを損傷するおそれ 
びありまず。 


⑥ち側 U アシートのバックレスト 
⑥中央後席のシートべルトバックル 

中央後席のシートベルトバックル⑥び 
挟まれていない場合は、バックル⑥を 
矢印の方向に動かして、ち側バックレ 
スト⑤の下に押し込んでください。 
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運転ずる前に 



③ シー トクッション 
③ バックレスト 


警告 A 


走行ずる前に、バックレストび確 
実に□ックされていることを確認 
してくださし''。また、走行中は 
バックレストの□ックを解除しな 
いでください。急ブレーキや事故 
などのとをに荷物び前方に放り出 
され、乗員びけびをするおそれび 
ありまず。 


リアシートを元の位置に戻ず 

► バックレスト③を元の位置に戻し 
て確実に□ックごせまず。 

□ックずるとピッという音び鳴り 
まず。 

► シートクッシヨン③を後方に倒し 
て、確実に□ックさせまず。 


ま意！ 

• U アシートベルトびバックレス 
卜に挟まれないよラにミ主意して 
<ださし、。 

• バックレストは必ずピッとし、ラ 
音び鳴るまで確実に□ックして 
<ださし、。 


リアシート（セダン） 

知識 

• エンジンスイッチび1か吕の位 
置のとをに、バックレストび 
□ックされていないと、警告音 
び鳴り、マルチフアンクシヨン 
ディスプレイに警告メッセージ 3 

び表示されます。 

• シートクッシヨンび□ックごれ 
ていないとさは、シートクッ 
シヨンを強めに巧し込んでくだ 
さし、。 
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運転ずる前に 


リアシート（セダン) 


シートクッションの脱着 



①バー 

③シートクッション取り付け部 


シートクッションの左ちのいずれか一 
ち、 または両方を取り外すことびでを 
ます。 

シートクッションを取りがず 

► シートクッションを前方に引き起 
こします（3-24)。 

► シートクッション裏のバー①を引 
きなびら、シートクッシヨンを上 
ちに取り外します。 


ま意！ 

シートクッシヨンを取り外してい 
るとをは、シートクッシヨン取り 
付け部②を後方にキ斤りたたまなし、 
で < ださし、。 

シートクッシヨン取り付け部③を 
後方に巧りたたんだ状態でバック 
レストを倒すと、シートクッシヨ 
ン取り付け部とバックレストび接 
触して、バックレストを損傷ずる 
おそれびあ0ます。 
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運転ずる前に 


リアシート（セダン） ■ 



③シートクッション取り付け部 
③□ック部 


シートクッションを取り付ける 

► シートクッションの□ック部③を、 
シートクッション取り付け部③に 
合わせ、シートクッションを下方 
に押し込みます。 

シートクッションび確実に□ック 
ごれていることを確認します。 

► シートクッションを後方に倒して 
□ックごせます。 

注意！ 

シートクッションを取り付けたと 
をは、シートクッシヨンび確実に 
□ックされていることを確認して 
<ださし、。 


警告 A 


シー トク ツシヨ 
ンを取り外した 
り、取り付ける 
とさは、 U ン 
ケージやヒンジ 
(図中の X 印のと 
ころなど）に手 
をかけないで< ださい。手を挟まれ 
て、けがをするおそれがあ0ます。 



3 
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運転ずる前に 


U アシート（ステーシヨンワゴン） 


アシート（ステーシヨンワゴン） 


r へッドレストの格納 



①□ック解除ボタン 


へッドレストをホ各納ずる 

► □ック解除ボタン①を押します。 
へッドレストび後方に倒れます。 

へッドレストを起こず 

► ヘッドレストを手で引き起こして 
□ックさせます。 


A 


柔車ずるとさは、必ずヘッドレストを 
起こしてください。事故のとき、重大 
なけびをずるおそれびあります。 


①□ック解除ボタン 

へッドレストの角度を調壁ずる 

左ちのへッドレストは角度を調整ずる 
ことびでさまず。 

► 矢印のち向に引を起こし、□ック 
させまず。 

► ヘッドレストを支え、□ック解除 
ボタン①を押しなびらちう一段階 
引を起こすことびでさます。 

ヘッドレストびを頭部に接するよ 
ラに調整しまず。 



ヘッドレストのち度調壁 
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[ へッドレストの高さ調整 



③□ックボタン 

へッドレストの高さを調舊ずる 

左ちのへッドレストは高さを調整する 
ことびでさまず。 

► 上げるときはそのまま引き上げ 
ます。 

下げるときは□ックボタン③を押 
しなびら下げまず。 

へッドレストの中央び目の高さに 
なるように調整します。 


運転ずる前に 


U アシート（ステーシヨンワゴン） 


へッドレストを取り付ける 


③□ックボタン 


ヘッドレストを取り外ず 


► 長い方の支柱び左側の取り付け巧 
に入るようにして、ヘッドレスト 
の支柱を取り付け巧に押し込んで 
□ックごせまず。 

3 

警告 A 


乗車するときは、必ずヘッドレストを 
取り付けてください。事故のとさ、重 
大なけびをずるおそれびあります。 


左ちのへッドレストを取り外ずことび 
でをます。 


► ヘッドレストを格納しまず（3-30)。 

► ヘッドレストをちっとを高し''位置 
に上げまず。 

► □ックボタン③を巧しなびら、へ 
ッドレストを引き巧をまず。 

ミち意！ 

へッドレストを取り外したときは、 
支せの先端にを意してくださし、。 
けびをするおそれびあります。 



。％ッドレストの脱着 
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運転ずる前に 


U アシート（ステーションワゴン） 
バックレスト①角度の調壁 



③リリース八ンドル 


リアシートのバックレストの左ちし、 
ずれひ一ち、または両方の角度を通 
常の角度から少し立った角度へ調整 
でをます。 

知識 

左側バックレスト裏側にラゲッジ 
ルームカバー収納1」ールを取り付 
けているとをは、左側リアシート 
のバックレストのみを少し立った 
角度に調整ずることはでさません。 

このとをは、ラゲツジルームカ 
バー収納 U —ルを取り外してから、 
操作を行なって< ださい。 


バックレストのち度を調整ずる 

► U アシートの UU — ス八ンドル③ 
を引を、バックレストを前方に少 
し倒した状態にしまず。 

► 再度、 UU —ス八ンドル③を引を 
9 〇 

► パックレストを戻して□ックしまず。 

このとを、バックレスト上部び約 
4 cm 前方に傾をます。 

通萬の角度へ戻ずとさは、 UU —ス八 
ンドル③を引き、バックレストを前方 
に少し倒してから、バックレストを戻 
します。 
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運転ずる前に 


知識 

• エンジンスイッチび1か2の位 
置のとさに、パックレストび 
□ックされていないと、警告音 
び鳴り、マルチフアンクシヨン 
ディスプレイに警告メッセージ 
び表示されまず。 

• バックレストの□ックを解除し 
たときに、フ□ントシートび後 
方の位置にある場合は、□ック 
を解除した側のフ□ントシート 
び自動的に前方および上方に移 
動し、バックレストび垂直付近 
の位置に起さ上びります。ただ 
し、運転席シートは、エンジン 
スイツチび吕の位置のとさは作 
動しません。 


注意！ 

• バックレストは必ずピッとし、う 
音びずるまで確実に□ックして 
<ださし、。 

• バックレストの□ックを解除し 
て、フ□ントシートび自動的に 
作動しているとをは、作動して 
いるフ□ントシートに身体や物 
び挟まれないよラにま意してく 
ださい。 

作動しているフ□ントシートを 
停止ずるとをは、 L ： ■(下のいずれ 
かを操作して < ださし、。 

〇シート調整スイッチ 
〇メモ U — スイッチ 
〇ポジションスイッチ 
〇ステア U ング調整スイッチ 


U アシート（ステーシヨンワゴン） 
警告 A 


走行する前に、バックレストびお 
実に□ックされていることを確認 
してくださし' I 。 また 、走行中は 
バックレストの□ックを解除しな 
いでください。急ブレーキ時や事 
故などのとをに荷物び前方に放り 
出され、乗員びけびをするおそれ 
びあります。 
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運転ずる前に 


U アシート（ステーシヨンワゴン） 

分割巧倒式リアシート 

U アシートの左ちいずれか一方、また 
は両方を巧りたたむことびでをます。 

また、シートクッシヨンを取りがすこ 
とをでさます。 


警告 A 


• 重い荷物などを積むとさは、動 
かないよラに確実に固定してく 
ださい。急ブレーキ時や事故な 
どのとさに荷物び前方に放り出 
ごれ、柔員びけびをずるおそれ 
びあります。 

• エンジンをかけた状態でテール 
ゲートを開いたままにしないで 
ください。排気ガスび車内に入 
り、意識不明になったり、中毒 
死するおそれびあります。 



① 八ンドル 

② シー トクッシヨン 

③ バックレスト 

④ フック 
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U アシートを巧りたたむ 

► U アシートベルトをフック④にか 
けます。 

► 八ンドル①を引をなびら、シート 
クッション③の後部を持ち、前ち 
に引を起こします。 

ま意！ 

シートクッションを前方に引き起 
こすときは、フ□ントシートに接 
触しないことを確認してくださしん 

接触しそラなときは、フ□ント 
シートを前ちに移動するか、フロ 
ントシートのバックレストを起こ 
してくださし、。 









運転ずる前に 



ラゲッジルームカバー収納1」ールを取り外した 
状態 

感 バックレスト 
⑥ U リース八ンドル 

► ヘッドレストを格納して、ちっと 
石イ氏い位置にします。 

► UU —ス八ンドル⑥を引いて□ッ 
クを解除します。 

► バックレスト③を前方に倒します。 


知識 

• バックレストの□ックを解除し 
たときに、フ□ントシートび後 
方の位置にある場合は、□ック 
を解除した側のフ□ントシート 
び自動的に前方および上ちに移 
動し、バックレストび垂直付近 
の位置に起を上びりまず。ただ 
し、運転席シートは、エンジン 
スイッチび2の位置のとをは作 
動しません。 

• 左側 U アシートにラゲッジルー 
ムカノ（一収納 I 」ールを取り付け 
ているとさは、左側リアシート 
のバックレス h のみを倒すこと 
はでさません。このとをはラ 
ゲツジ j レームカノ (—収納 U —ル 
を取りがしてください。 


U アシート（ステーションワゴン） 

ま意！ 

• バックレストの□ックを解除 
して、フ□ントシートび自動 
的に作動しているとをは、作 
動しているフ□ントシートに 
身体や物び挟まれないよラに 3 

ミ主意して < ださい。 

作動しているフ□ントシートを 
停止ずるときは、 liTF のいずれ 
かを操作してくだごい。 

〇シート調整スイッチ 
〇メモ U — スイッチ 
〇ポジションスイッチ 
〇ステア U ング調整スイッチ 
• バックレストを前方に倒ずとき 
は、ヘッドレストび格納されて 
いることを確認してください。 

• バックレストを前方に倒ず前 
に、必ずシートクッションを前 
方に引を起こしてください。 

シートを損傷するおそれびあり 
ます。 
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運転ずる前に 


U アシート（ステーシヨンワゴン） 
U アシートをが0たたむとさの注意の 



⑥ ち側 U アシートのバックレスト 

⑦ 中央後席のシートべルトバックル 

ち側 リアシー トのノくックレスト⑥を倒 
すとをは、中央後席のシートべル h 
バックル⑦を左側に寄せてくださし、。 

倒したち側バックレストの下にシートベ 
ルトバックルび挟まれて、中央後席の 
シートべルトび装着できなくなります。 

中央後席のシートベルトバックル⑦び 
ち側バックレスト⑧の下に挟まれたと 
さは、ち側バックレストを起こしてか 
ら' 中央後席のシートべルトバックル 
を引を出して < ださい。 


U アシートをが0たたむとさのミ主意⑨ 



バックレストを損傷するおそれのある状態 
⑦中央後席のシートべルトバックル 
⑨左側 U アシートのバックレスト 


ち側リアシートび巧 D たたまれた状態 
で左側リアシートのバックレストを倒 
すとをは、中央後席のシートベルト 
バックル⑦びち側バックレストの下に 
巧まれていることを確認してくださし、。 

中央後席のシートベルトバックル⑦と 
左側リアシートのバックレスト⑨び接 
触してバックレストを損傷するおそれ 
びありまず。 



⑥ ち側 U アシートのバックレスト 

⑦ 中央後席のシートべルトバックル 


中央後席のシートベルトバックル⑦び 
挟まれていない場合は、バックル⑦を 
矢印の方向に動かして、ち側バックレ 
スト⑥の下に押し込んでください。 
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運転ずる前に 



③ シー トクッション 
③バックレスト 


U アシートを元の位置に戻ず 

► U アシートベルトびフック④にか 
かってし)ることを5崔認します。 

► バックレスト③を元の位置に戻し 
て、確実に□ックさせまず。 

□ックするとピッという音び鳴り 
ます。 

► シートクッシヨン②を後ちに倒し 
て' 確実に□ックさせます。 

► U アシートベルトをフック④から外 
しま3。 


A 


走行ずる前に、バックレストび確 
実に□ックされていることを確認 
してくださし''。また、走行中は 
バックレストの□ックを解除しな 
いで<ださい。急ブレーキ時や事 
故などのときに荷物び前方に放り 
出され、柔員びけびをずるおそれ 
びあ0ます。 


U アシート（ステーシヨンワゴン） 

を意！ 

. U アシートベルトびバックレス 
卜に挟まれないよラにま意して 
くだごい。 

• バックレストは必ずピッとし）う 。 

音び鳴るまで確実に□ックして — 
ください。 

知識 

• エンジンスイッチび1か吕の位 
置のとをに、バックレストび 
□ックされていないと、警告音 
び鳴り、マルチフアンクシヨン 
ディスフレイに警告メッセージ 
び表示されます。 

• シートクッシヨンび□ックごれ 
ていないとをは、シートクッ 
シヨンを強めに巧し込んでくだ 
さし、。 
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運転ずる前に 


U アシート（ステーションワゴン） 


シートクッションの脱着 



①レバー 

③シートクッション取り付け部 


シートクッションの左ちのいずれか一 
ち、 または両方を取り外すことびでを 
ます。 

シートクッションを取りかず 

► シートクッションを前方に引き起 
こします （3 -吕4)。 

► シートクッション裏のレバー①を 
引をなびら、シートクッションを 
上ちに取り外しまず。 

シートクッションを取り付ける 

► シートクッション取り付け部③に 
シートクッションを差し込みまず。 

シートクッションび確実に□ック 
されていることを確認します。 

► シートクッシヨンを後方に倒して、 
□ックさせます。 


ま意！ 

シートクッシヨンを取り付けたと 
きは、シートクッシヨンび確実に 
□ックされていることを確認して 
ください。 
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①ドア八ンドル 

車がか5開< 

► ドア八ンドル①を引をます。 

車がか5閉じる 

► ドア八ンドル①を持って確実に開 
じます。 


車内か5開< 

► ドアレバー②を矢印の方向に引を 
まず。 

ドアび施錠されているとさは、□ッ 
クノブ④び上びり、解錠されまず。 

車内か5閉じる 

► インナーグ U ップ③を持って確実 
に閉じまず。 


運転ずる前に 


ドァ 

警告 A 


• ドアは確実に閉じてくださし、。 

ドアの閉じかたび不完全（半ド 
了) な場合、走行中にドアび開 3 

くおそれびあります。 — 

• ドアを開くとさは、周囲のま全 
を十分確認してください。 

-同乗者びドアを開くとさは、を 
険びないことを運転ちび確認し 
てください。 
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運起ずる前に 


ドア 

ま意！ 

-車から離れるときは、エンジン 
を停止し、必ずドアを施錠して 
<ださし、。 

-ドアを閉じるとさは、身体や物 
を挟まないよラにま意してくだ 
さい。車の周りにテ供びいると 
をは、特にま意してくださし、。 

• チャイルド プルー フ□ック （3- 
4已） を設定しているときは、 
車内のドアレバーを引いてリア 
ドアを開くことはでをません。 


知識 

-助手席のドアと U アドアは、開 
いているとさに□ックノブを押 
し込んでひら閉じると施錠され 
ます。 

-ドアび完全に閉じていない状態 
で走行ずると、警告音び鳴り、 
マルチフアンクシヨンデイスフ 
レイに警告マークび表示されま 

す （10-7)。 

-ドア□ックスイッチや車速感応 
ドア□ックなどにより車び施湿 
ごれていてち、シートベルトテ 
ンシヨナーやエアバッグび作動 
すると、ドアは自動的に解綻さ 
れまず。 


イー ジ ーエント U — 

運転席への柔り降りを容易にするた 
め、次のいずれかの操作をすると、ス 
テア U ングび上方に移動します。 

• エンジンスイッチからキーを巧く 

• エンジンスイッチび0か1の位置の 
とさに運転席ドアを開く 

ステアリ ングは、なのいずれかの操作 
をすると、元の位置に戻ります。 

-運転席ドアび開じている状態で、エ 
ンジンスイッチにキーを差す 

• エンジンスイッチび0の位置のとを 
は、運転席ドアを閉じてから1の位 
置にずる 

• エンジンスイッチび1の位置のとを 
は、運転席ドアを閉じて、吕の位置 
にする 

この機能の設定と解除については （4- 
40) をご覧ください。 
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運転ずる前に 


ドア 


ミ主意！ 

• テ供だけを残して車から離れな 
し、でください。誤ってエンジン 
スイッチからキーを抜し'!たり、 
運転席ドアを開<とイージーエ 
ント U —び作動し、けびをずる 
おそれびありまず。 

• イージーエント U —の作動中に 
身体や物び挟まれないよラにを 
意してくだごし、。 

知識 

• イージーエント U —の作動を停 
止ずるとをは、ステア U ング調 
整 レバーか 運転席 シー トの シー 
トポジ シヨ ンスイッチを操作し 
てください。 

• ステア U ングの位置によって 
は、ステア U ングび上ちに移動 
しないことびありまず。 


ドアごとに解錠/施錠ずる 



①□ックノブ 
③ドア レバー 

解綻ずる 

► ドアレバー②を矢印の方向に引を 
まず。 

このとをドアち開さまず。 

施綻ずる 

► □ックノブ①を押し込みます。 


を意！ 

• 施錠後は、□ックノブび完全に 
下びっていることを確認してく 
ださい。 

• □ックノブび完全に下びって し、 
ないドアびあるとをは、そのド 
アをし''ったん開さ、再度閉じて 
から施錠してください。 
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運転ずる前に 


ドア 


エマージェンシーキーでの運輯席ド 
アの解錠/非常時の車の飽錠 



ち八ンドル車 
①解錠位置 
③施錠位置 





ち八ンドル車 

① 解錠位置 

② 施錠位置 
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エマージェンシーキーでの運輯席ド 
アの解錠 

► エマージェンシーキー （3-10) を 
運転席ドアのドア八ンドルの キー 
シ U ン ダーに差し込みます。 

► 解錠位置①にまわします。 

□ックノブび上びり、運転席ドア 
び解綻されまず。 


















運転ずる前に 


ドア 


ミ主意！ 

• U モコン操作で施錠した後に、 
エマージェンシーキーで運転席 
ドアを解結して開くと、盗難防 
止警報び作動しまず。警報を停 
止ずるには、キーをエンジンス 
イッチに差し込む方、、キーのい 
ずれかのボタンを押します。 

• エマージェンシーキーで運転席 
ドアを解錠/施錠してち、他の 
ドア、トランクまたはテール 
ゲート、燃料給油フラップは解 
錠/施錠されません。 

知識 

助手席ドアにはキーシ U ンダーは 

ありません。 


非常時の車の施錠 

► 助手席ドア、 U アドア、トランク 
またはテールゲートを閉じまず。 


► ドア□ックスイッチ （3-44) の下 
側を押して施錠しまず。 

ドア□ックスイッチび作動しなし、 
ときは、助手席ドアと U アドアの 
□ックノブを押し込みまず。 


► 車を降りて運転席ドアを閉じます。 

► エマージェンシーキーを運転席ドア 
のドア八ンドルの キー シ U ン ダーに 
差し込みます。 

► 施錠位置②にまわします。 

□ックノブび下びり、車び施綻さ 
れます。 

セダン 

► トランクび施淀されていることを 
確認します。 

施綻されていないとをは、トラン 
クを独立施錯 （3 -已 1) します。 

ステーションワゴン 

ドア□ックスイッチび作動せず、□ッ 
クノブを押し込んで車を施錠したとさ 
は、状況によりテールゲートび施綻さ 
れていないことびありまず。このとさ 
は、車を完全に施錠ずることはでさま 
せん。指定サービスエ場に連絡してく 
ださい。 


► 運転席ドアを開をまず。 
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運転ずる前に 




①解錠 
③施錠 


車内から、すべてのドアとトランクま 
たはテールゲートをスイッチ操作で解 
錠/施錠することびでさます。 

解錠ずる 

► スイッチの上側①を押します。 

施綻ずる 

► スイッチの下側③を押します。 

運転席ドアび開いているとをは、運転 
席ドアじ(外のドア、トランクまたは 
テールゲー h び施錠ごれまず。 

次のような場合はドア□ックスイッチ 
で解綻/施顏でをません。 

• U モコン操作で施錠しているとさ 
-助手席ドアび開いているとさ 

ま意！ 

ドア□ックスイッチで施錠してド 
アの□ックノブび下びっていてち、 
車内のドアレバーを引くとドアは 
開をます。テ供び柔車していると 
をは特にミ主意してください。 


知識 

• チャイルド プルー フ□ック （3- 
45) を設定しているとをは、ド 
ア□ックスイッチで解錠してち、 
車内のドアレバーを引いてリア 
ドアを開 < ことはでさません。 

-ドア□ックスイッチで施淀して 
いるとさ、車内のドアレバーを 
引いてフ□ン h ドアを開< と、 
他のドア、トランクまたはテー 
ルゲートち解綻されます。 

-ドア□ックスイッチで施結して 
を、燃料給ミ由フラップは施綻さ 
れません。 

-トランクを独立施綻 (3-5 1) 
しているとをは、ドア□ックス 
イッチで解錠してを、トランク 
は解淀されません。 
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運転ずる前に 


車速感応ドア□ック 

走行速度び約]已 km / h じ(上になると、 
ドアとトランクまたはテールゲートを 
自動的に施錠します。 

この機能の設定と解除については （4- 
38) をご覧ください。 


ま意！ 

• 車速感応ドア□ックを設定した 
状態で、車を押したり、タイヤ 
交換などで車を持ち上げるとを 
や、シャシーダイナモに載せる 
とさは、エンジンスイッチを0 
の位置にして < ださし、。 

車輪び回転すると施湿され、車 
がに閉め出されるおそれびあり 
まず。 


• 車速感応ドア□ックで施錠され 
たドアをドア□ックスイッチで 
解顏ずると、ドアやトランクま 
たは テールゲー トを開くかエン 
ジンを再始動ずるまで、車ま感 
応ドア□ックは作動しません。 


知識 

車速感応ドア□ックにより施錠さ 
れていてち、エアバッグやシート 
ベルトテンシヨナーび作動ずると 
自動的に解錠されます。 


ドア 

チヤイルドプルーフ□ツク（リアドア) 



⑦ チャイルドプルーフ□ックレバー 

② 設定側 

③ 解除側 

車内のドアレバーを引いてちリアドア 
び開かな< なりまず。 

チャイルドプルーフ□ックを設定ずる 

► チャイルド プルーフ□ッ クレバー 
①を設定側②（上）にしまず。 

車巧のドアレノ（一を弓 I いて、ドアび 
開かないことを確認、してください。 

チャイルドプルーフ□ックを解除ずる 

► チャイルド プルーフ□ッ クレバー 
①を解除側③（下）にしまず。 
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運転ずる前に 


トランク（セダン) 


トランク（セダン） 


A 


エンジンをかけた状態でトランク 
を開いたままにしないで<ださい。 
排気ガスび車内に入り、意識不明 
になったり、中毒死するおそれび 
あります。 


知識 

h ランクび完全に閉じていなし、状 
態で走行すると、警告音び鳴り、 
マルチフアンクシヨンデイスフレ 
イに警告マークび表示されます。 


ま意！ 

-トランクを開< とさは、トラン 
クの周りに障害物びなく、人や 
物に当たるおそれびないことを 
確認してくださし、。 

-トランクを開くとさは、後方や 
上方に十分な空間びあることを 
確認してくだごし、。 

-トランクを閉じるときは、身体 
や物を挟まないよラに十分ま意 
してください。車の周りに子供 
びいるとをは、特にミ主意してく 
ださい。 

-トランクを閉じたとさは、確実 
に閉じていることを確認してく 
ださい。 

-トランクに柔車しないでくださ 
し、事故などのとを、けびをず 
るおそれびありまず。 


-モ供などびトランクに閉じ込めら 
れないよラにミ主意してくださし、。 

• 強風のとさにトランクを開く 
と、風にあおられて、トランク 
び不意に下びることびありま 
ず。風の強い曰は十分にま意し 
て < ださい。 

また、トランクに雪び積ちって 
いるとさち同様にを意してくだ 
ごい。 

-トランクび開いているとをに U 
モコン操作で施綻し、トランク 
を閉じるとトランクは施綻され 
ます。キーの閉じ込みにま意し 
て < ださい。 
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運転ずる前に 


[ 自動開閉トランク U ッド非装備車 1 

トランクを開< 



①ハンドル 

► 八ンドル①を手前に引きます。 

トランクび開をます。 

または 

► トランクび開さ始めるまで、キー 
のトランク オープナー ボタン （3- 
巨）を押します。 



ち八ンドル車 

③トランク オープナー スイッチ 


または 

► トランクび開き始めるまで、トラ 
ンク オープナー スイツチ②を引き 
す© 


トランク（セダン） ■ 

知識 

-トランクび開いているとさは、 
トランク オープナー スイッチの 
表示灯び点灯しまず。 

トランクを閉じると、表示灯は 3 
肩灯します。 

• 走行中はトランク オープナー ス 
イッチでトランクを開<ことは 
でさません。 
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運転ずる前に 


トランク（セダン) 


トランクを閉じる 


自動開閉トランクリツド装備車 




②トランク オープナー ボタン 


► 凹部感に手をかけてトランクを引 
さ下げ、なに外側からトランクを 
軽 < 押さえます。 


①八ンドル 

► 八ンドル①を手前に引さます。 
トランクが自動で開きまず。 


または 

► トランクび開を始めるまで、キー 
のトランク オープナー ボタン②を 
押します。 

トランクび自動で開をまず。 
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運転ずる前に 


トランク（セダン） ■ 



左八ンドル車 
③トランクスイッチ 

または 


► トランクび開を始めるまで、トラ 
ンクスイツチ③を弓 I さます。 

トランクび自動で開をます。 


トランクを閉じる 



④トランクク□ーヴースイッチ 

► トランクク□-ヴースイッチ④を 
押します。 

トランクび自動で閉じまず。 


または 

► トランクスイッチ③を押し続けます。 
押している間、トランクび閉じます。 

スイッチから手を放すと、その位 
置で停止しまず。 3 
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運転ずる前に 


トランク（セダン） 

注意！ 

-トランクが開閉しているとさに、 
身体や物び挟まれそラになった 
り、接触しそうになったときは、 
ただちに私下のいずれかの操作 
を行なってくださし''。トランク 
の作動が停止します。 

〇トランクの八ンドル①を引く 
◊運転席ドアのトランクス 
イッチ感を操作する 
◊ トランクのトランクク □- 
ヴースイッチ®を押す 
また、 キーの トランク オー プ 
ナーボタン®を押すと、閉じて 
いるトランクが開さまず。 

• トランクスイッチでトランクを 
閉じているとさに、身体や物が 
挟まれそラになったとをは、た 
だちにトランクスイッチから手 
を放してください。トランクの 
動さび停止しまず。 


知識 

-トランクび開いているときは、 
トランクスイツチの表示灯び点 
灯します。 

トランクを閉じると、表示灯は 
消灯します。 

• 走行中はトランクスイツチで卜 
ランクを開くことはでさません。 

-トランクび開閉しているとさに 
障害物などとの接触を検知する 
と、開いているとをはトランク 
はその位置で停止し、閉じてい 
るときは停止した後に自動でか 
し開さます。 

-トランクび自動で開閉している 
とさに障害物と接触したとさ 
や、トランクの開閉操作を繰り 
返し行なったとさなどは、一定 
時間トランクの開閉操作びでさ 
な < なることびあります。 


* オフシヨンまたは仕様により装備び異なります。 
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トランクランプ 

トランクルーム内の左ち手前側と卜 
ランク U ッド裏側 * にトランクラン 
プびあります。 

トランクを開くと点打し、閉じると消 
に[しまず。 

知識 

トランクを開いたままでちトランク 
ランプは約10分をに消灯します。 




運転ずる前に 


トランク（セダン） 


トランクの独立施錠 



① キー シリンダー 
③独立施錠解除位置 

③ 独立施錠位置 

④ エマー ジェン シーキ ー 

車の解錠/施錠に関わらず、トランク 
を独立して施綻ずることびでさます。 


トランクを独立施錠ずる 

► トランクを閉じまず。 

► トランクのキーシ U ンダー①にエ 
マージェンシーキー④ （3-10) を 
差し込みまず。 

► エマージェンシーキー④を独立施 
錠位置③にまわします。 

► キーシ U ンダー①からエマージェ 
ンシーキー④を抜きまず。 

注意！ 

トランクを開いた状態でち、上記 
の操作を行なってトランクを閉じ 
ると独立施綻ごれます。このとを 
は、エマージェンシーキーの閉じ 
込みにミ主意してください。 


独立施錠を解除ずる 

► トランクのキーシ U ンダー①にエ 
マージェンシーキー④ （3-10) を 
差し込みます。 

► エマージェンシーキー④を独立施 
綻解除位置②にまわします。 

► キーシ U ンダー①からエマージェ 
ンシーキー④を巧をます。 


知識 

駐車場などでキーを預ける場合に、 
この機能を使用してください。そ 
の際は、エマージェンシーキーを 
キー本体から取り外して携帯して 
<ださし、。 
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運転ずる前に 


トランク（セダン) 


エマージェンシーキーでの トランク 
の 解錠 



① キー シリンダー 
③エマージェンシー キー 

③ 差し込む/巧く位置 

④ 解錠位置 

⑤ A ンドル 


U モコン操作でトランクを開いたり、 
解綻でさないとさはエマージェンシー 
キー （3-10) で解錠します。 

エマー ジェン シーキーで 
トランクを解錠ずる 

► トランクのキーシ U ンダー①にエ 
マージェンシーキー③を差し込み 

cK 9 〇 

► エマージェンシーキー②を解銳位 
置④にまわします。 

► 八ンドル⑥を引いてトランクを開 
をまず。 

► キーを④の位置から③の位置に戻 
します。 

► キーシ U ンダー①からエマージェ 
ンシーキー②を抜をます。 


ま意！ 

• U モ コン 操作で施淀したをに、 
エマージェンシーキーでトラン 
クを解淀して開くと、盗難防止 
警報び作動しまず。警報を停止 
ずるには、キーを エンジンス 
イッチに差し込むか、キーの 
HI か ra を押します。 

• エマージェンシー キーで 解錠し 
たをに、エマージェンシーキー 
をキーシ U ンダーから巧いて卜 
ランクを閉じると再び施淀され 
ます。キーの閉じ込みにま意し 
て < ださい。 


知識 

エマージェンシーキーで トランク 
を解錠してち、ドアと燃料給油フ 
ラップは湿されません。 
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運転ずる前に 


トランク（セダン） ■ 


I トランクフ□アマット 



トランクフ□アマットの下にはラゲッ 
ジトレイ （3 -已 4) や車載工具などび 
収納されています。 

トランクフ□アマットを開く 

► フック①を起こし、トランクフロ 
アマット②を引を上げまず。 

► トランクフ□アマット③を支えな 
びら、フック①を U アウインドウ 
下側のトランクの縁にかけまず。 


を意！ 

トランクフ□アマットのフックを U 
アウインドウ下側のトランクの縁に 
ひけたままトランクを閉じないでく 
ださい。フックを損傷しまず。 


①フック 

③トランクフ□アマット 
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運転ずる前に 


トランク（セダン) 


トランクフ□アマット下のラゲッジト 
レイには、ル物を収納でさまず。 

ラゲッジトレイを取りがず 

► 固定キャップ①をドライバーやエ 
マージエンシーキーな どで反時計 
回りにまわしてがします。 

► ラゲッジトレイ②を引を上げなび 
ら前方にずらし、取りがします。 


①固定キヤツプ 
③ラゲツジトレイ 


ラゲツジトレイ* 



※車種や仕様により、ラゲツジトレイや固定キャップのお状や位置げ異なる場合があります。 
* オプションまたは仕様により装備び異なります。 


ま意！ 

ラゲツジトレイには重量の軽い物 
だけを収納してください。ビンや 
吿、割れやすい物、鋭利な形状の 
物を入れないで < ださい。 
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運転ずる前に 


トランク（セダン） ■ 


トランクに荷物を積むとき 
睛告 A 


. 荷物を積むとさは確実に固定し 
てください。急 ブレーキ 時や事 
故などのとさに前方に放り出ご 
れて、乗員びけびをするおそれ 
び友0ます。 

-エンジンをかけた状態でトラン 
クを開いたままにしないでくだ 
さい。排気ガスび車内に入り、 
意識不明になったり、中毒死す 
るおそれびありまず。 



① U アシートを巧りたたまずに荷物を 
積んだ状態 


③ U アシートを折りたたんで荷物を積ん 
だ状態(分割可倒式1」アシート装備車） 

荷物の積み方は車の走行安定性に大を 
く影響しまず。荷物はできるだけトラ 
ン クルームに 積み、が下の点にま意し 
てくださし、。 

• 重量び偏らなし'!よラ巧等に積んで 
ください。 

. 荷物の重量び、制限重量 （9-16) 
を超えないよラにしてくださし、。 


-燃料を入れた容器やスプレー宙な 
どを積まないでくだごい。引火や 
爆発のおそれびあります。 

-重い物は車の中むおく（トランク 
ルームの前方）に積み、確実に固 
定してください。確実に固定でさ 3 

ていないと、急ブレーキ時などに 
荷物び動さ、トランクルーム内部 
を損傷ずるおそれびありまず。 

-荷物は後席バックレストに接ずる 
よラにして <ださし、。 

分割巧倒式 U アシート装備車で U 
アシートを折りたたんでし'!るとを 
は、荷物び前方に倒したシート 
クッションまたは前席バックレス 
卜に接ずるようにしてくださし、。 

-荷物はでさるだけ柔員びいない 
シートの後方に積んでくださし、。 

• 荷物をシートのバックレストより 
高く積み上げないでください。 
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運転ずる前に 


トランク（セダン) 



後席に乗員びいないとを 


分割巧倒式 U アシート装備車では、後 
席に柔員びいないとさは、荷物び前方 
に放り出されるのを防ぐため、③のよ 
ラにシートベルトを交差させて、シー 
トベル h のプレートを反対側のパック 
ルに差し込んで < ださい。 


荷物固定用 U ング * 



①トランクルームの巧物固定用リング 

荷物固定用のアクセサリーは、ダイム 
ラー社の推奨品の使用をお勧めしま 
す。詳しくは指定サービスエ場におた 
ずねくだごい。 


ま意！ 

. 荷物固定用 U ングに均等に力び 
かかるよラにして荷物を固定し 
て < ださい。 

. 荷物固定用 U ングに過大な力び 
かからないよラにを意してくだ 
さい。荷物固定用 U ングを損傷 
ずるおそれびありまず。 

• 伸縮性のある□ープやネツトを 
使用しないでくださし、。 

-固定する□ープやネツトび荷物 
の角にかからないよラにしてく 
ださい。 

-鋭い角のある荷物は、角の部分 
にカバーをしてください。 

-締め付けストラツフは、荷物の 
上で交差ずるようにかけてくだ 
さい。 


* オプシヨンまたは仕様によ D 装備び異な D まず。 
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運転ずる前に 


トランクフック トランクルームの上部に、バッグな 

どをかけるフックびありまず。 

トランクフックを使用ずる 

► ストラップ①を引いて、フック③ 
を下げまず。 


①ストラップ 
③フック 



トランク（セダン） ■ 

ミち意！ 

重い物や割れやずい物、鋭利な物な 
どをフックにかけないでくだごし、。 

3 
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運転ずる前に 


テールゲート（ステーシヨンワゴン) 


ラ 

ルゲート（ステーシ 

B 

ンワゴン） 


巳テールゲー ト①開閉 


A 


エンジンをかけた状態でテール 
ゲートを開いたままにしないでく 
ださい。排気ガスび車内に入り、 
意識不明になったり、中毒死ずる 
おそれびあります。 


ま意！ 

-テールゲートを開くとさは、 
テールゲートの周りに障害物び 
な<、人や物に当たるおそれび 
ないことを確認してください。 

-テールゲートを開くときは、後 
ちや上方に十分な空間びあるこ 
とを確認してください。 

-テールゲートを閉じるときは、 
身体や物を挟まないよラに十分 
を意してください。車の周りに 
子イ共びいるとをは、特にま意し 
て < ださし、。 

-テールゲートを閉じたときは、 
確実に閉じていることを確認し 
て < ださし、。 


-強風のとさにテールゲートを開 
くと、風にあおられて、テール 
ゲートび不意に下びることびあ 
ります。風の強い曰は十分にま 
意してください。 

また、テールゲートに雪び積 
をっているとをち同様にま意し 
て < ださい。 

-テールゲートび開いているとを 
に U モコン操作で施錠し、テー 
ルゲートを閉じるとテールゲー 
卜は施淀されまず。キーの閉じ 
込みにを意して < ださい。 
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• テールゲートび開閉している 
とさに、身体や物び挟まれそ 
ラになったり、接触しそラに 
なったとさは、ただちにじ(下 
のいずれかの操作を行なって 
<ださい。テールゲートの作 
動び停止します。 

〇テールゲート八ンドル①を 
引く 

〇キーのテールゲートオープ 
ナーボタン③を巧す 
〇運転席ドアのテールゲート 
才ープナースイツチ③を操 
作する 

〇テールゲートのテールゲー 
トク□ーヴースイツチ④を 
押す 


運転ずる前に 


テールゲート（ステーシヨンワゴン） ■ 


知識 

• テールゲートび開いているとさ 
は、テールゲートオープナース 
イッチ （3 -巨 0) の表示打び点好 
します。 

テールゲートを閉じると、表示 
灯は消灯します。 

• 走行中はテールゲートオープ 
ナースイッチでテールゲート 
を開くことはでさません。 

• テールゲートが開閉していると 
さに障害物などとの接触を検知 
すると、開し''てし''るとさはテー 
ルゲートはその位置で停止し、 
閉じているときは停止した後に 
自動で開さます。 

-テールゲートび完全に閉じてい 
ない状態で走行すると、警告音 
び鳴り、マルチフアンクシヨン 
ディスプレイに警告マークが表 
示されます。 


テールゲートを 開く 



①テールゲート八ンドル 

► テールゲート八ンドル①を手前に 
引さまず。 

警告音が鳴り、テールゲートび自 
動で開さます。 
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運転ずる前に 


テールゲート（ステーシヨンワゴン) 




左八ンドル車 

風テールゲートオープナースイッチ 


または 

► 警告音び鳴り、テールゲートが開 
さ始めるまで、キーのテールゲー 
トオープナーボタン®を押し続け 
ます。 

テールゲートび自動で開さまず。 


または 

► 警告音び鳴り、テールゲートび開 
を始めるまで、テールゲートオー 
プナースイツチ③を弓 I きます。 

テールゲー トび自動で開さます。 



テールゲートを閉じる 


④テールゲートク□ーヴースイッチ 


► テールゲートク□ーヴースイッチ 
® を押します。 

警告音び鳴り、テールゲートが自 
動で閉じます。 
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運転ずる前に 


テールゲートの開□角度の設定 

上方に十分な空間びないところでテ 
ールゲートを開くとさに、テールゲ 
ートの開□角度を設定することびで 
をまず。 


開□角度を設定ずる 

► テールゲートび開閉しているとをに 
(下のいずれかの操作を行なつて、 
設定したい角度でテールゲートを停 
止させまず。 

• テールゲートのテールゲート八 
ンドルを引く 

• 運転席ドアのテールゲートオー 
プ ナース イッチを引< 

• テールゲートのテールゲートク 
□ーヴースイッチを押ず 
• キーのテールゲートオープナー 
ボタンを押す 

► テールゲートク□ーヴースイッチ 
を押し続けます。 

確認音び]回鳴り、開□角度び設 
定されます。 

次にテールゲートを開いたとさは、 
設定された開□角度で停止しまず。 


テールゲート（ステーシヨンワゴン） ■ 

開口角度の設定を解除ずる 

► テールゲートク□ーヴースイッチ 
③を押し続けます。 

確認音び2回鳴り、開□角度の設 
定び解除されます。 3 

知識 

• テールゲートの位置によって 
は、その開□角度に設定でをな 
いことびあります。 

• 設定した開□角度で停止した後 
でち、テールゲートを手で開閉 
でをまず。 
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運転ずる前に 


テールゲート（ステーシヨンワゴン) 

テールゲー トランプ 

テールゲー h の裏側に テールゲート 
ランプびあります。 

詳しくは（巨- 33) をご覧くださし、。 


テールゲート裏側のレバーでの解錠 



① レバー 

② カバー 

U モコン操作でテールゲートの解綻び 
でさないとさは、テールゲート裏側 
(車内側)のレノ（一で解錠して開くこと 
びでをまず。 

テールゲート 裏側の レバー で解錠ずる 

► テールゲート 裏側の カバー ②を外 
します。 

► レバー①を矢印の方向に押して、 
テールゲートを開をます。 


ま意！ 

• U モコン操作で施淀したをに、 
テールゲート 裏側の レバーで 
テールゲー トを解錠して開く 
と、盗難防止警報び作動します。 
警報を停止するには、キーをエ 
ンジンスイッチに差し込むか、 
キーの HI か ra を押します。 

-テールゲートを開くときは大を 
な力び必要になります。テール 
ゲートび不意に下びってをて、 
身体を挟まないよラにミ主意して 
ください。 

知識 

-テールゲート裏側のレバーで、 
テールゲートの施錠はでさま 
せん。 

-テールゲート裏側の レバーで 
テールゲートを解綻してち、ド 
アと燃料給;'由フラップは解綻さ 
れません。 
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ラゲツジルーム（ステーシヨンワゴン） 


収納リールの脱着 



セーフテイネット/ラゲツジルーム 
カパー収納リール 


①収納リール 

セーフ テイネツトとラゲツジ ルーム カ 
ノ（一は同じ U —ルに収納されています。 



収納 IJ ールを取りかした状態 
③ レール 

③ 取り付け部 

④ 取り外しの方向 

⑤ 取り付けの方向 


運転ずる前に 


ラゲツジルーム（ステーシヨンワゴン） 



収納リールの取りかし 

► U アシートを巧りたたみまず （3- 

34)。 

► U レ①を左側（取り外しの方向④） 
にスライドさせて取り外します。 

収納リールの取り付け 

► U アシートのレール③に U — ル① 
の取り付け部③を合わせまず。 

► U —;レ①をも側（取り付けの方向⑥） 
にスライドさせて取り付けます。 
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運転ずる前に 


ラゲツジルーム（ステーシヨンワゴン) 


セーフテイネット 

ラゲッジルームの荷物び前方に移動ず 
ることを防ざます。 U アシートを折り 
たたんだ状態で它使用でをまず。 


警告 A 


セーフティネットを使用するとを 
は、 LU 下の点にミ主意してください。 
急ブレーキ時や事故などのとさに荷 
物び前方に放り出され、柔員びけび 
をするおそれびあります。 

• セーフティネットび確実に固定 
ごれていること 

• セーフティネットに損傷びない 
こと 

また、セーフティネットは重い荷物 
の移動を防ぐことはでさません。重 
い荷物を積載するとをは、確実に固 
定してくださし、。 



I 」アシートを使用しているとを 

① セーフ テイネット 

② ストラップ 

③ フック 

④ 取0付け部(後部） 

セーフテイネットを使用ずる 

► ストラップ③を持ってセーフテイネ 
ット①を引を出し、バー両端のフ 
ック③を取り付け部④または⑥に 
ひけます。 



I 」アシートを巧りたたんだとさ 

① セーフ テイネット 

② ストラップ 

③ フック 

⑤取り付け部(前部） 

セーフテイネットを収納ずる 

► 取り付け部④または⑥から、バー 
両端のフック③をがし、セーフテ 
イネット①をゆつくり卷さ取らせ 
まず。 
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ミ 主意！ 

• セーフティネットを使用すると 
さでを、荷物は必ず固定してく 
ださい。 

• セーフティネットを使用してい 
るときに、リアシートを折りた 
たんだり、起こさないで<ださ 
し、。セーフティネットを損傷ず 
るおそれがあります。 

• セーフティネットを収納すると 
さは、身体や物び挟まれないよ 
ラにま意して < ださい。 


ラゲ ツジルームカバー 



①ラゲッジ ルームカバー 
霞八ンドル 
@ガイドレール 
④ストッパー 


運転ずる前に 


ラゲツジルーム（ステーシヨンワゴン） 

ラゲツジルームカバーを使用している 
I とさは、テールゲートを開いたとさに 
ラゲツジルームカバーび自動的に開さ 
ます。 

テールゲートを閉じると、ラゲツジ 
ルームカバーび連動して閉じまず。 3 
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運起ずる前に 


ラゲツジルーム（ステーシヨンワゴン) 


ラゲツジルームカバーを使用ずる 

► テールゲートの開□角度を設定し 
ているときは解除します （3 -巨1)。 

► テールゲートを最ち開いた位置ま 
で開をます。 

► 八ンドル③を持ってラゲツジルー 
ムカバー①を引を出し、ラゲツジ 
ルームカバー①のバーの両端をス 
トツパー④の手前にかけます。 

► テールゲートを閉じ、数秒間巧ち 
ます。 

次にテールゲートを開<と、ラゲツジ 
ルームカバー①はテールゲートの開閉 
に連動するよラになります。 

ま意！ 

荷物をサイドウインドウの下端よ 
り高く積まないでください。テー 
ルゲー 卜を閉じたとさにラゲツジ 
ルームカバーを損傷するおそれび 
ありまず。 


ラゲッジ j レームカ/ (—を収納ずる 

► テールゲートの開□角度を設定し 
ているときは解除します（3-臣1)。 

► ラゲッジルームカバー①びテール 
ゲートと連動して最ち開いている 
状態にしまず。 

► 八ンドル③を持って、ラゲッジル 
ームカバー①を手前に引を、左ち 
ピラーのガイドレール③におラよ 
ラにラゲッジルームカバー①を下 
げまず。 

► ラゲッジルームカバー①のバーの 
両端びストッパー④を越えるよう 
に引さ、ラゲッジルームカバー① 
のバーの両端を左ちのガイドレー 
ル③からがします。 

► 八ンドル②を持ちなびら、リール 
にゆっくり収納します。 


警告 A 


ラゲツジルームカバーの上に荷物 
などを置かなし'!でください。荷物 
び放り出され、乗員びけびをする 
おそれびありまず。 


ま意！ 

ラゲツジルームカバーを収納 I 」一 
ルに卷さ取らせるときは、八ンド 
ルを持って、ゆっくりと卷を取ら 
せてください。ラゲツジルームカ 
パーなどを損傷するおそれびあり 
ます。 
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運転ずる前に 


ラゲツジルーム（ステーシヨンワゴン） 


ラゲツジフ□アボード 



①前部ラゲツジフ□アボード 
③後部ラゲツジフ□アボード 
③八ンドル 

ラゲツジフ□アポードを開< 

► 八ンドル③を起こして持ち、前部 
ラゲツジフ□アボード①または後 
部ラゲツジフ□アボード②を引さ 
上げます。 

ラゲツジフ□アボードを閉じると 
さは、確実に下方に押し込みます。 


後部ラゲツジフ□アボードの□ック 



③ を部ラヴッジフ□アボード 

④ ダン パー 

⑤ □ック解除ノブ 

⑥ フック 

知識 

後部ラゲツジフ□アボードには 
フック⑥びありまず。 


後部ラゲツジフ□アボードは、垂直の 
位置で□ツクすることびでをまず。 

後部ラゲツジフ□アポードを □ ツクずる 

► 後部ラゲツジフ□アボード③を開 
さます。 

► ラゲツジフ□アボードの上端を軽 
く前方に押します。 

► カチツといラ音びして、ダンパー 
④び□ツクされます。 

後部ラゲツジフ□アポードの□ツクを 
解除ずる 

► ダンパーの□ツク解除ノブ⑥を軽 
く押します。 

□ツクび解除されまず。 
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運起ずる前に 


ラゲツジルーム（ステーシヨンワゴン) 


後部ラゲツジフ□アボードの脱着 



③ 後部ラゲッジフ□アボード 

④ ダンバー 

⑦リリースキヤッチ 
⑨フック 
⑨固定部 


後部ラゲツジフ□アボードは取り外ず 
ことびでをます。 

後部ラゲツジフ□アボードを取りパず 

► 後部ラゲツジフ□アボード②を開 
をまず。 

► ダンパー④の UU — スキ ヤツ チ⑦ 
を上に押し上げなびら、ダンパー 
④を左に弓 I いてがします。 

► ダンパー④をフック⑨に固定しまず。 


► 後部ラゲッジフ□アボード②を垂 
直の位置にします。 

► 後部ラゲッジフ□アボード②の左 
側を上方に引を上げて、左側の固 
定部⑨をかします。 

► 後部ラゲッジフ□アボード②を左 
側にスライドして取りかします。 

取り付けは逆の手順で行ないます。 
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運転ずる前に 


ラゲツジルーム（ステーシヨンワゴン） 


ラゲツジフ□ア/ (—の脱着 



①前部ラゲツジフ□アボード 
⑩ラゲツジルームトレイ 
⑩ U リースレバー 
⑩ラゲツジフ□アバー 
⑩ク U ツプ 

⑩組み立て式ノ くスケット 


ラゲツジフ□アボード下のラゲツジフ 

□アバーを取り外すと、ラゲツジフロ 

アボード下の収納スペースをあ大ずる 

ことびでをます。 

ラゲツ ジフ圧 FJ (一を取りかず 

► 後部ラゲツジフ□アボードを取り 
外します。 

► 前部ラゲツジフ□アボード①を開 
をまず。 

► ラゲツジルームトレイ⑩を取り外 
しまず。 

► U U — スレバー⑩をちにスライドさ 
せなびら、ラゲツジフ□アバー⑩の 
左側を上げて □ ツクを外します。 

► ラゲツジフ□アバー⑩の左側を軽 
く持ち上げなびら、ゆっくりと左 
側に弓 I いてち側の取り付け部から 
取り外しまず。 


知識 

-取り外したラゲッジフ□アバー 
は、前部ラゲッジフ□アボード 
裏面のク U ップ⑩に取り付ける 
ことびでさまず。 

取り外ずときは、ク U ップ⑩の 
下部を押しなびら取り外します。 

-ラゲッジルームトレイ⑩はを部 
ラゲッジフ□アボードの下に収 
納すること石でをます。 

を意！ 

後部ラゲッジフ□アボードの下に 
ラゲッジルームトレイ⑩を収納す 
るとをは、ラゲッジルームトレイ 
ひらバスケット⑩を取り出してく 
ださい。バスケットや後部ラゲッ 
ジフ□アボード裏にあるフックを 
損傷ずるおそれびありまず。 
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運起ずる前に 


ラゲツジルーム（ステーシヨンワゴン) 


ラゲッジフ□アポード下の収納スぺ 
—ス 

ラゲッジフ□アボード下には応急用ス 
ペアタイヤや車載工具、ジャッキ、輪 
止めなどび収納されています。 

また、前部ラゲッジフ□アボード下に 
はラゲッジルームトレイびあります。 

ラゲッジルームトレイには、組み立て 
式バスケットび収納されています。 

ま意！ 

• ラゲッジルームトレイには重量②フック 
の軽い物(約 20 k 旨が下)だけを 
収納してください。ビンや宙、 

割れやすい物、鋭利な形状の物 
を入れないで < ださし、。 

-ラゲッジフ□アボードを閉じる 
ことびでさないよ5な大さな物 
をトレイに入れないでくだごい。 

ラゲッジフ□アボードやラゲッ 
ジルームトレイ、収納物などを 
損傷するおそれびありまず。 


L シートバックコンテナ* 



⑦ シートバックコンテナ 


* オフシヨンまたは仕様によ D 装備び異なりまず。 
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リアシートのバックレスト後ちにシー 
トノ（ックコンテナを装備していまず。 

ル物を収納することびでをます。 

シートバックコンテナを使用ずる 

► U アシートをキ斤りたたみます （3- 

34)。 

シートバックコンテナを取り夕1•ず 

► U アシートを巧りたたみまず。 

► シートバックコンテナ①を前方に 
ずらして、フック②を外します。 

シートバックコンテナを取り付ける 


► U アシートを巧りたたみまず。 

► フック③を U アシートとラゲッジ 
ルームのフ□アの際間に挟み込む 
よラにして取り付けます。 












運転ずる前に 


ラゲツジルーム（ステーシヨンワゴン） 


警告 A 

走行ずるとをは、シートバックコ 
ンテナのフックを図の位置に取り 
付け、必ず U アシートのバックレ 
ストを起こして固定してくださし、。 
事故や急ブレーキなどのとさ、収 
納物び飛び出して乗員びけびをす 
るおそれびありまず。 


ま意！ 

•シートバックコンテナには重量 
の軽い物(約 20 k 呂な下)だけを 
収納してください。ビンや宙、 
割れやすい物、鋭利な形状の物 
を入れないでください。 

• U アシートバックレストび固定 
でさないよラな大をな物をシー 
トバックコンテナに入れないで 
ください。シートやシートパッ 
クコンテナ、収納物を損傷する 
おそれびありまず。 



前部ラゲッジフ□アボード下のラゲッ 
ジルームトレイに組み立て式バスケッ 
卜び収納されています。 

バスケットを組み立てる 

► バスケットの上部を持ち上げてか 
日、側面のパネルをはめ込みまず。 



3 


①収納ネット 


ラゲッジルームに収納ネットを装備し 
ています。 

を意！ 

収納ネットには、重い物やかたい物、 
ビンや宙、割れやすい物、鋭利な形 
状の物を入れないで < ださい。 


* オプションまたは仕様により装備び異な D ます。 
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運起ずる前に 


ラゲツジルーム（ステーシヨンワゴン) 


ラゲッジルームに荷物を積むとを 
警告 A 


• 荷物を積むとさは確実に固定し 
て<ださい。急 ブレーキ や事故 
などのときに前ちに放り出ごれ 
て、柔員びけびをするおそれび 
ありまず。 

• エンジンをかけた状態でテール 
ゲートを開いたままにしないで 
ください。が気ガスび車内に入 
り、意識不明になったり、中毒 
死するおそれびあ0ます。 



① U アシートを巧りたたまずに荷物を 
積んだ状態 


②リアシートを折りたたんで荷物を積ん 
だ状態 


荷物の積み方は車の走行ま定性に大を 
く影響します。荷物はできるだけラ 
ゲツジルームに積み、け下の点にを意 
してください。 

-重量び偏日ないよ5巧等に積んで 
<ださい。 

. 荷物の重量び、制限重量 （9-1 巨） 
を超えないよラにしてくださし、。 


-燃料を入れた容器やスプレー宙な 
どを積まないでください。引火や 
爆発のおそれびあります。 

-重い物は車の中む近く（ラゲッジ 
ルームの前ち）に積み、確実に固 
定してください。確実に固定でを 
ていないと、急ブレーキ時などに 
荷物び動を、ラゲッジルーム内部 
を損傷ずるおそれびありまず。 

• 荷物は後席バックレストまたは前 
方に引き起こしたシートクッシヨ 
ン、前席バックレストに接するよ 
ラにして < ださい。 

-荷物はでさるだけ乗員びいない 
シートの後方に積んで< ださい。 

• 荷物をシートのバックレストより 
高く積み上げないでくだごい。 

-ウインドウに荷物び当たらないよ 
ラにしてください。ウインドウガ 
ラスを損傷したり、 U アデフォッ 
ガーの熱線やアンテナなどを損傷 
ずるおそれびありまず。 
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運転ずる前に 


ラゲツジルーム（ステーシヨンワゴン） 



後席に乗員びいないとき L - 1卵心直 


後席に柔員びいないときは、荷物び前のつゲッシル-ムの荷刪定用リンク 
方に放り出されるのを防ぐため、③の 
よラにシートベルトを交差させて、 

シー トベルトの プレー トを反対側の 
バックルに差し込んでください。 


荷物固定用のアクセサリーは、ダイム 
ラー社の推奨品の使用をお勧めしま 
ず。詳しくは指定サービスエ場におた 
ずね < ださい。 


3 
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運起ずる前に 


ラゲツジルーム（ステーシヨンワゴン) 


□ープなどでの荷物の固定 



① ネットを使用して荷物を固定 

② ネットと□ープを使用して巧物を固定 




③ 締め付けストラップと□ープを使用し 
て荷物を固定 

④ 締め付けストラップを交差させ、□一 
プを使用して荷物を固定 


ま意！ 

. 荷物固定用 U ングに均等に力び 
かかるよラにして荷物を固定し 
て < ださい。 

. 荷物固定用 U ングに過大な力び 
かからないよラにを意してくだ 
さい。荷物固定用 U ングを損傷 
ずるおそれびありまず。 

• 伸縮性のある□ープやネットを 
使用しないでください。 

-固定する□ープやネットび荷物 
の角にかからないよラにしてく 
ださし、。 

-鋭い角のある荷物は、角の部分 
にカバーをしてください。 

-締め付けストラッフは、荷物の 
上で交差ずるようにかけてくだ 
さい。 
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運転ずる前に 




ボンネッ 


A 


-ボンネットから炎や煙び見えた 
とさは、ボンネットを開かなし、 
でください。火傷をずるおそれ 
びあります。 

-走行中はボンネット□ック解除 
レバーを引かないでください。 
ボンネットび開いて事故を起こ 
すおそれびありまず。 

-エンジンを始動しているとさや 
エンジンびかかっているとを、 
エンジンスイッチび吕の位置の 
とさは、エンジンルーム内には 
手を触れないでください。高電 
圧の発生部分や高温部分、回転 
している部分びあり、それらに 
触れるとが苗に危険です。 


• エンジンスイッチひらキーを抜 
いていてち、冷却水の温度び高 
いとをはエンジンフアンなどび 
自動的に回転ずることびありま 
ず。エンジンフアンなどの回転 
部分には身体や物を近付けない 
で < ださい。 


注意！ 

• ボンネットを開くとさは、イグ 
ニッシ ヨン位置を0にしてエン 
ジンスイッチからキーを抜を、 
ワイパーのスイッチび停止の位 
置になっていることを確認して 
ください（已-30)。ボンネット 
び開いているとをにワイパーび 
作動ずると、けびをしたり、車 
やワイパーを損傷するおそれび 
あります。 


ボンネットを開く 



左パンドル車 

⑦ボン ネッ ト □ック解除レバー 


► 運転席側のインストルメントパネ 
ル下にあるボンネット□ック解除 
レバー①を引きます。 


-ワイパーアームを起こしたま 
まボンネットを開かないで< 
ださい。ボンネットとワイ 
パーび当たり、損傷するおそ 
れびあります。 
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運転ずる前に 





③□ック解除ノブ 


► □ック解除ノブ②を矢印の方向に 
引さなびら、ちう一方の手でフロ 
ントグ U ルの下部を持ち上げてボ 
ンネットを開をます。 


ま意！ 

• □ック解除ノブだけを持ち上 
げてボンネッ h を開かないで 
ください。 

-強風のとをにボンネットを開く 
と、風にあおられて、ボンネッ 
卜び不意に下びるおそれびあり 
ます。風の強い曰には十分にま 
意してくださし、。 

また、ボンネットに雪び積ちつ 
ているとさち同様にミ主意してく 
ださい。 


ボンネットを閉じる 

► ボンネットを引を下げ、約20巳 m 
の高さから手を放して閉じまず。 

完全に閉じなかったとさは、をラ 
一度ボンネットを開さ、同じ方法 
で少し強めに閉じまず。 


警告 A 


走行前に、ボンネットび確実に 
□ックされていることを確認して 
<ださい。走行中にボンネットび 
開いて事故を起こずおそれびあり 
まず。 
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ま意 


ボンネットを垂直に開く 


• エンジンルーム内に物を置い 
たままボンネットを閉じると、 
ボンネットび変形ずるおそれ 
びありまず。 

• ボンネットを閉じるときは、身 
体や物を挟まないよラに十分ま 



意してくださし、。 




知識 

ボンネットび完全に閉じていない 
状態で走行すると、警告音び鳴り、 
マルチフアンクシヨンデイスフレ 
イに警告マークび表示ごれます。 


①□ック解除レバー 


運転ずる前に 


ボンネット 

垂直位置まで開く 

► ボンネットを手で少し下げなびら、 
向かってち側のヒンジにある□ッ 
ク解除レバー①を矢印のち向に押 
して□ックを解除します。 

►ボンネットを垂直の位置に起こし — 
ます。 


垂直位置か5閉じる 

► ボンネットをかし押し上げなびら、 
向かつてち側のヒンジにある□ッ 
ク解除レバーを押して、□ックを 
解除し、ボンネットを閉じます。 
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運転ずる前に 





①燃料給油フラップ 
③キャップ 

③ ホルダー 

④ タイヤ空気圧ラベル 


燃料給油フラップを開く 

► 燃料給油フラップ①の矢印の部分を 
押しまず。 

キャップを夕'!•ず 

► キャップを反時計回りに少しゆる 
めてタンク巧の圧力を抜さます。 

► 圧力び巧けたら、さらに反時計回 
りにまわしてがします。 

► 外したキャッフ②を燃料給油フラ 
ップの裏側にあるホルダー③に差 
し込みます。 

キャップを取り付ける 

► キャップ②を燃料給油□に合わ 
せ、時計回りにいっぱいまでまわ 
します。 


使用燃料 


車種 

使用燃料 

ガソ1」ン 

無鉛プレミアム 

エンジン車 

ガソ IJ ン 

ディーゼル 
エンジン車 

自動車用軽油 


燃料給油フラップを閉じる 

► 燃料給ミ由フラップ①を押します。 
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運転ずる前に 


警告 A 


• エンジンをかけたまま給ミ由しな 
いでください。乂災び発生する 
おそれびあ0ます。 

-周囲に燃料びあるとさや燃料の 
巧いびするとをは、みしてたば 
こや火気を近付けないでくださ 
し、火災び発生するおそれびあ 
0まず。 

-燃料を肌に付着させたり、気化 
した燃料を吸い込まないよラに 
してください。健康を害するお 
それびあります。 

知識 

• 燃料給油フラップの裏側に、夕 
イヤ空気圧ラベル④び貼付し 
てあります。タイヤ空気圧ラ 
ベルの見かたについては （8- 
20) をご覧くださし、。 

• U モコン操作での解錠/施錠に 
連動して、燃料給油フラップを 
解綻/施綻されまず。 


ま意！ 

• 給油ノズルび最ネ如こ自動停止し 
た時点で給油を停止してくださ 
し、。燃料を入れすざると燃料漏 
れのおそれや、エンジンび不調 
になったり停止するおそれびあ 
りまず。 


• 燃料をこぼさないよラにま意し 
てくださし、。 

燃料び車の塗装面に付着した 
とをは、すぐになを取ってく 
ださい。塗装面を損傷するお 
それびありまず。 

• 燃料給油□び開かない場合は、 
指定サービスエ場に連絡して< 
ださい。 


燃料給油 □ ■ 

デイーゼルエンジ ン車の注意 

-デイーゼルエンジン車 （E 320 
CDI ) の燃料給油□は、ガソリン 
エンジン車と明確に区別び行なえ 
るよラに、燃料給油キャップと燃 
料給油□周囲の燃料識別 U ングび 3 

「軽ミ由用」を示ず赤色または緑色に 
なっています。 

日本のガソ U ンスタンドでは、レ 
ギュラーガソ U ン用給油ノズ J レびホ 
色になっていることびありますび、 

誤ってレギュラーガソ U ンを給油し 
ないよラにを意してくださし、。 

-デイーゼルエンジン車 （E 320 
CDI ) は、燃料切れによりエンジ 
ンび停止した場合は、給油後に燃 
料ポンプのエア抜さを行なってく 

ださい （10 -吕 3)。 
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運転ずる前に 


盜難防止警報システム 



を難防止警報システム 


盗難防止警報システムび待機状態の 
とさに、ドアやトランクまたはテー 
ルゲートび開けられたり、ボンネッ 
卜の□ックび解除ごれると警報び作 
動します。 


①表示な 


システムを待機状態にずる 

► U モコン操作で施綻しまず。 

ドア□ツクスイツチの表示灯①び 
点滅し、約] 0秒後に待機状態に 
なりまず。 

システムび待機状態のとをは、表示な 
①び点滅を続けまず。 

システムの待機:!犬態を解除ずる 

► U モコン操作で解綻しまず。 

表示打①び消巧します。 


ま意！ 

-システムを待機状態にするとを 
はボンネットび確実に閉じてい 
ることを確認してください。ボ 
ンネッ h の□ックび解除された 
状態では、システムを待機状態 
にしてボンネットび開けられて 
を警報は作動しません。 

-システムび待機状態のとをに車 
内からドアや テールゲー トを開 
いたり、ボンネット□ック解除 
レバーで ボンネットの□ックを 
解除ずると警報び作動します。 
車内に人びいるとをは待機状態 
にしないで < ださい。 

-システムを待機状態にしてち、 
表示灯①び点滅しない場合は、 
システムび故障しています。す 
みやかに指定サービスエ場で点 
検を受けて < ださい。 
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運転ずる前に 


盗難防止警報システム 


警報の作動 

システムび待機状態のとを、じ(下のよ 
ラな状況を感知すると警報び作動し 
ます。 

-ドアび開けられたとを 

-トランクまたはテールゲートび開 
けられたとを 

-ボンネットの□ックび解除ごれた 
とさ 

警報び作動すると、サイレンび約30 
秒間鳴り、お萬点滅巧び通萬の約2倍 
の速ごで約已分間点滅します。また、 
ルームランプち約已分間点なしまず。 

バッテ U —の接続び絶たれたとを石、 
警報び作動しまず。 


知識 

U モコン操作で施錠した後、エマー 
ジェンシーキーで運転席ドアや卜 
ランクを解湿して開くと、警報び 
作動します。 


警報び作動したとをの解除ち法 

► キーの！! g か ra を巧すか、エンジ 
ンスイツチにキーを差しまず。 

知識 

ドアやトランクまたはテールゲート 
び開けられたり、ボンネツトの□ツ 
クび解除されて警報び作動したと 
をは、それらをすぐに閉じてち、 
警報は解除されません。 
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運転ずる前に 


ウインドウ 


パワーウインドウ 


ドアウインドウの開閉 



運転席ドアのスイッチ（左八ンドル車） 

①フ□ントドアウインドウスイッチ 
③リアドアウインドウスイッチ 


パワーウインドウスイッチは各ドアに 
おじます。 

運転席ドアには、ずべてのドアウイン 
ドウのスイッチびありまず。 

エンジンスイッチが1か2の位置のと 
をに、ドアウインドウを開閉でをます。 

ドアウインドウを開< 

► スイッチを軽く押します。 

押している間だけ開さまず。 

スイッチをいっぱいまで押すと、 
自動で開さます。 

ドアウインドウを閉じる 

► スイッチを軽く引きます。 

引いている間だけ閉じまず。 

スイツチをいっぱいまで引<と、 
自動で閉じます。 


ま意！ 

-ドアウインドウを開 < とさは、 
ドアウインドウに身体を寄りか 
けないで<ださい。ドアウイン 
ドウとドアフレームのすさ間に 
身体び引さ込まれてけがをずる 
おそれがおります。 

-ドアウインドウを閉じるとさ 
は、身体や物び挟まれないよラ 
にま意してください。挟まれそ 
ラになったとさは、ただちにス 
イッチを押して、ドアウインド 
ウを開いて < ださい。 

-モ供が後席に乗車するときは、 
セーフティスイッチを設定して 
<ださい。 
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運転ずる前に 


パヮーウィンドゥ ■ 


知識 

• ドアウインドウは車外から U モ 
コン操作で開閉でをまず （3- 

11)。 


• ドアウインドウび自動で開閉し 
ているとをに、スイッチを操作 
すると、その位置で停止します。 

• エンジンスイッチを0の位置に 
するか、エンジンスイッチから 
キーを巧いてから約已分間は、 
ドアウインドウを開閉でさま 
す。已分じ(内にフ□ントドアを 
開くと、ドアウインドウの開閉 
はでをなくなります。 


• PRE-SAFE (2-10) わく作動し 
たとをは、ドアウインドウびね 
ずかに開いた状態まで自動的に 
閉じまず。 


• 運転席ドアのスイッチで他のド 
アウインドウを開閉していると 
をは、助手席や U アドアのス 
イッチで開閉中のドアウインド 
ウを操作することはでをません。 


巧み&み防止機能 

ドアウインドウには挟み込み防止機能 
びあ0まず。 

ま意！ 

挟み込み防止機能には挟み込みを 
感知しない範囲びありまず。ドア 
ウインドウを閉じるとをは十分ミ主 
意してくださし、。 


スイッチを巧し続けてドアウインドウ 
を閉じているとさ 

挟み込みなどの抵抗びあると、ただち 
に停止し、スイッチから手を放すと、 
その位置から少し開をます。 

ただし、2度連続して挟み込み防止機 
能び作動してから約3秒し i (内に、再度 
ドアウインドウを閉じたときは、挟み 
込み防止機能は作動しません。 


自動でドアウインドウを閉じている 
とさ 

挟み込みなどの抵巧びあると、ただ 
ちに停止して、その位置から少し開 
をます。 

ただし、2度連続して挟み込み防止機 
能び作動してから約3秒し i (内に、再度 
ドアウインドウを閉じたとさは、ドア 
ウインドウは自動で閉じなくなり、挟 
み込み防止機能ち作動しません。 
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運転ずる前に 


パワーウインドウ 


セーフ テイスイッチ 



左八ンドル車 

①セーフティ スイッチ 
③表示灯 


リアドアのスイッチによるリアドアウ 
インドウの操作がでさなくなります。 

子供が後席に乗車するとさに使用して 
<ださい。 


セーフティスイッチを設定ずる 

► セーフティスイッチ①を押しまず。 
スイッチの表示丹®び点灯しまず。 

リアドアのスイッチからはリアド 
アウインドウが操作でさなくなり 
ます。 

セーフティスイッチを解除ずる 

► 再度、セーフティスイッチ①を押 
します。 

スイッチの表示な®び消巧しまず。 

知識 

セーフティスイッチの表示灯の点 
灯/消巧にかかわらず、運転席ド 
アのスイツチではリアドアウイン 
ドウを操作でさまず。 


ドアウインドウが自動で開閉しない 
とを 

バッテ U —あびりやバッテリーの交換 
などで、一時的に電源び断たれたとさ 
は、ドアウインドウび自動で開閉でさ 
な < なることがあります。 

このとさは、ドアウインドウをリセッ 
卜して < ださい。 

ドアウインドウをリセットずる 

► スイッチを軽く引いて全閉にしまず。 

► スイッチを引いたまま約2秒(上 
保持します。 

この操作を他のドアウインドウでも行 
なってください。再び、ドアウインド 
ウが自動で開閉でさるよラになります。 

詳し < は指定ヴービスエ場におたずね 
<ださい。 
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①開く 

③チルトアップ 

③ 閉じる/チルトダウン 

④ スライデイング ルーフ スイツチ 


エンジンスイッチび1か2の位置のと 
をに操作でをまず。 


運転ずる前に 


スライディング ルーフ 


スライディング ルーフを 開閉ずる 
スライディング ルーフを 開< 

► スライディングルーフスイッチ④ 
を①のち向に軽く操作しまず。 

操作している間だけ開さます。 

スライディングルーフスイッチを 
①のち向にいっぱいまで操作する 
と、自動で開をまず。 

スライディング ルーフを 閉じる 

► スライディングルーフスイッチを 
③の方向に軽く操作しまず。 

操作している間だけ閉じます。 

スライディングルーフスイッチを 
③のち向にいっぱいまで操作する 
と、自動で閉じまず。 


スライディングルーフをチルトアッ 
プ/チルトダウンずる _ 

スライディングルーフをチルトアップ 
ずる 

► スライディングルーフスイッチを 
③の方向に軽く操作します。 

操作している間だけチルトアップ 
し 9 〇 

スライディングルーフスイッチを 
③のち向にいっぱいまで操作ずる 
と、自動でチルトアップしまず。 

スライディングルーフをチルトダウン 
ずる 

► スライディングルーフスイッチを 
なのち向に軽く操作します。 

操作している間だけチルトダウン 
します。 

スライディングルーフスイッチを 
③の方向にいっぱいまで操作ずる 
と、自動でチルトダウンします。 


* オプシヨンまたは仕様によ D 装備び異なります。 
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運転ずる前に 


スライデイングルーフ 
警告 A 


乗員全員びシートベルトを着用し 
てください。車び横転したとさな 
どにスライディングルーフの開 □ 
部から車外に放り出されて、致命 
的なけびをずるおそれびありまず。 

また、スライディングルーフのガ 
ラスは事故などの際の衝撃で割れ 
ることびあります。スライディン 
グルーフび閉じていてを、シート 
ベルトを着用していないと、車び 
横転したとをなどに車がに放り出 
されて、致命的なけびをするおそ 
れびありまず。 


ま意！ 

-走行中はスライデイングルー 
フから身体を出さないで くだ 
ごい。けびをずるおそれびあ 
0ます。 


-スライディングルーフには挟み 
込み防止機能びありますび、ス 
ライディング ルーフを 閉じると 
をは、身体などを挟まないよラ 
にミ主意してください。特にテ供 
にはま意してくださし、。 

-スライディング ルーフの 開□部 
に腰をかけたり、荷物を載せた 
りして大をな力を加えないでく 
ださい。スライディングルーフ 
を損傷するおそれびあります。 

-車から離れるとをや洗車のとを 
は、ドアウインドウとスライ 
デイングルーフび完全に閉じて 
いることを確認してください。 


-スライディングルーフの開□部 
から、物を出し入れしないでく 
ださい。スライディングルーフ 
のシール部を損傷ずるおそれび 
ありまず。 

-降雨後やを雪後にスライディン 
グルーフを開くとさは、ルーフ 
上の水や雪などを取り除いてく 
ださい。車内に水や雪などび入 
るおそれびあります。 

-スライディングルーフ上に雪や 
氷び付着した状態で操作しない 
でください。スライディング 
ルーフを損傷するおそれびあり 
ます。 
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運転ずる前に 


知識 

• スライディング ルーフは 車外か 
ら U モコン操作で開閉でさまず 

(3-11)。 

• スライデイング ルーフび 自動で 
作動しているときに、スイッチ 
を操作すると、その位置で停止 
します。 

• スライデイングルーフには挟み 
込み防止機能びあります。スラ 
イディングルーフび自動で閉じ 
ているとをやチルトダウンして 
いるとをに巧み込みなどの®巧 
びあると、スライディングルー 
フびただちに停止し、その位置 
から少し開をまず。 


• エンジンスイッチを0の位置に 
するか、エンジンスイッチから 
キーを抜いてから約已分間は、 
スライデイング ルーフを 操作ず 
ることびできます。約已分じ(内 
にフ□ントドアを開くと、スラ 
イデイングルーフの操作はでを 
なくなりまず。 

• スライデイングルーフを開いて 
走行してし''るとを、走行風の影 
響などで空気の振動を感じる場 
合は、スライデイングルーフの 
開度を変えるかドアウインドウ 
を少し開くと、解消ずることび 
あります。 


スライデイングルーフ 

• スライデイングルーフび自動で 
開閉しなし''とさは、スライデイ 
ングルーフをリセツトしてくだ 

さい（3-90)。 

• PRE-SAFE に- 10) び作動し 
たとをは、スライデイングルー 3 

フびわずかに開いた状態まで自 
動的に閉じまず。 

• スライデイング ルーフび 開閉で 
さないとさは、指定サービスエ 
場で点検を受けてください。 
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運転ずる前に 


スライデイングルーフ 

自動チルトアップ機能 

スライデイングルーフを開いた状態 
で、エンジンスイッチを0の位置にず 
るか、エンジンスイッチからキーを抜 
いたとをは、じ(下のとをにスライデイ 
ングルーフび自動で閉じ、チルトアッ 
プした状態で停止しまず。 

• 降雨などによりレインセンサーび 
雨滴を感知したとを 

• が気温度び極端に高い、またはほ 
し、とを 

• バッテ U— の電圧び低下したとを 

• エンジンスイッチを0の位置にず 
るか、エンジンスイッチからキー 
を巧いてから、約] 2時間経過した 
とを 


ま意！ 

-スライディング ルーフから 身体 
や物などを出さないで < ださ 
し、自動チルトアップ機能でス 
ライディング ルーフび 閉じてい 
るとをに挟み込みなどの抵抗び 
あると、挟み込み防止機能び作 
動し、スライディング ルーフび 
ただちに停止し、その位置ひら 
少し開をます。自動チルトアッ 
プ機能は解除ごれます。 

• 濡れたタオルなどでフ□ントウ 
インドウを拭くと、スライディ 
ングルーフび閉じるおそれびあ 
りまず。 


知識 

-自動チルトアップ機能は、エン 
ジンスイッチび1か2の位置の 
とをやスライディング ルーフび 
チルトアップしているとをは作 
動しません。 

• エンジンスイッチを0の位置に 
ずるか、エンジンスイッチから 
キーを巧いてから約30秒間は、 
自動チルトアップ機能は作動し 
ません。 

• レインセンサーに雨滴びかから 
ないとさは、自動チルトアップ 
機能は作動しません。 
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運転ずる前に 


スライデイングルーフ ■ 


サンシエード 



③サンシェード 


ヴンシ I ードを開閉ずる 

► グ U ッフ①を持って開閉しまず。 

スライディングルーフを開くと、連動 
して開さます。 


を意！ 

サンシエードび開いているとをに、 
サンシエード③と ルー フ内張りの 
間に身体を挟まれないよラにを意 
してください。 


知識 

スライディング ルーフび 開いてし、 
るとをは、サンシェードを閉じる 
ことはでをません。 
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運転ずる前に 


スライディングルーフ 

スライディングルーフのリセット 

が下のとをは、スライディングルーフ 
び自動で開閉しないことびあります。 
スライディングルーフの U セットを行 
なつて< ださし、。 

• バッテ1」一あびりやバッテ U —交 
換などで電源び断たれたとさ 
• スライディングルーフびスムーズ 
に作動しないとを 

• スライディングルーフを修理した 
とを 


スライディングルーフを U セットずる 

► エンジンスイッチからキーを抜を 
ます。 

► ヒューズー覧 （9 -巨）を参照して、 
スライディングルーフに該当する 
ヒューズを取りがします。 

► 再度、上記のヒューズを差し込み 
ます。 

► エンジンスイッチを吕の位置にし 
ます。 

► スイッチを②の方向 （3-85) に押 
して、スライディングルーフを完 
全にチルトアップし、そのまま約 
2秒じ(上保持しまず。 

► スライディング ルーフび 自動で開 
閉することを確認します。 

自動で開閉しないときは、再度 U 
セツト操作を行なって<ださし、。 


知識 

スライディング ルーフの U セツトび 
でをないとをなどは、 } 旨定サービス 
工場で作業を行なってください。 
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運転ずる前に 


II ■ 


ル—ムニ フ— 


A 


S ラー類は必ず走行前に、後方び 
十分確認でをるよラに調整してく 
ださい。走行中に調整すると、事 
故を起こすおそれびあります。 


[ルームニフーの調整 



①センサー 


ルーム 三 ラーの 角度を調整ずる 

► 手で ルーム S ラーの 角度を調整し 
ます。 


注意！ 

ルームミラーには死角があります。 3 

車線変更をするとさは、必ずドア— 
S ラーでち後方を確認して<ださ 
い。また、肩ごしに直接斜め後方 
を確認して < ださい。 
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運転ずる前に 


ルーム= ラー 
自動防眩機能 

周囲び暗く、エンジンスイッチび1か 
2の位置のとさ、 ルーム 云ラーのセン 
サー①び後続車のライトを感知する 
と、自動的にルームミラーの色の濃 
度び変わり眩しさを防止します。 


知識 

• ルーム 云 ラーのセンサーに 後方 
からのライトび当たらないとさ 
は自動防眩機能び作動しないこ 
とびあります。 

-セレクターレバーび ra に入つ 
ているとさやフ□ントルームラ 
ンプび点灯しているとをは自動 
防に機能び解除されまず。 

-ルーム S ラーと 連動して運転 
席側のドア S ラーち防应にな 
りまず。 


ま意！ 

-ルーム S ラーの ガラスび損傷ず 
ると、液体び漏れ出すことびあ 
ります。この液体は物を腐をさ 
せる性質びありますので、皮膚 
や目に直接触れないよラま意し 
て < ださし、。 

-万一、液体び目に入ったとさや 
皮膚に付着したとさは、ただち 
に清潔な水で十分に洗い流し、 
医師の診断を受けて < ださい。 

. 液体び車の塗装面に付着した 
とさは、ただちに水で湿5せ 
た巧などでなさ取ってくださ 
し塗装面を損傷するおそれ 
びあります。 


• ルーム S ラーの 巧れを取ると 
をにガラスク U —ナーを使用 
ずる場合は、必ず指定サービ 
スエ場にご相談ください。ガ 
ラスク U —ナーによつては、 
ルーム 云 ラーび 変色ずるおそ 
れびあります。 

-1」アブラインド（セダン） （巨- 
39) やセーフ テイ ネット（ス 
テーシヨンワゴン） （3-64) を 
使用しているとをなど、ルーム 
S ラーの センサーに後続車の ラ 
イトび当たらないとをは、自動 
防に機能び作動しないことびあ 
ります。十分ま意して走行して 
ください。 
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運転ずる前に 




ドア S ラー 


ドア S ラーの角度調整 



左八ンドル車 

①ち側ドア S ラー選択ボタン 
® 左側ドア S ラー選択ボタン 
③調整スイッチ 


A 


S ラー類は必ず走行前に、をちび 
十分確認でさるよラに調整してく 
ださい。走行中に調整すると、事 
故を起こすおそれびあります。 

※ち八ンドル車はスイツチ類の配列び異なり 
ます。 


エンジンスイッチび1か吕の位置のと 
さに調整でをます。 

ドアミラーのち度を調整ずる 

► 調整する側のドア云ラー選がボタ 
ン①または③を押しまず。 

► 調整スイッチ③を操作してドアミ 
ラーの角度を調整しまず。 

知識 

-ドア云ラーにはヒーターび装着 
されています。1」アデフォッ 
ガー（巨-14,28)を作動させ 

たとさや、外気温度び下びった 
とさは自動的に温められ、凍結 
を防ぎまず。 

• ドア云ラーの角度は、運転席 
シートやステア U ングの位置と 
併せて記憶させることびでをま 

す（3-18)。 

• 運転席側ドア云ラーはルーム S 
ラーに連動して防眩になりまず 

(3-9 吕）。 

• より広い視界を確保ずるため、 
ドア云ラーの外側部分は凸面に 
なつていまず。 


を意！ 

-ドアミラーに写った像は実際よ 
りを遠くにあるよラに見えま 
ず。ドア S ラーで後方を確認 
ずるとさは十分ミ主意してくだ 
ごぃ。 ^ 

• ドアミラーには死角びあります。 

車線変更をずるとさは、おず 
ルーム云ラーでを後方を確認し 
てください。また、肩ごしに直 
接斜めを方を確認してください。 

-ドアミラーは車体の側面から突 
さ出ています。ずれ違いや車庫 
入れのとを、また、歩行ちなど 
に十分を意してくだごし、。 

• ドア S ラーの巧れを取るとさに 
ガラスク U —ナーを使用ずる場 
合は、必ず指定サービスエ場に 
ごホ目談ください。ガラスクリー 
ナーによっては、ドアミラーが 
変色するおそれびありまず。 
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運転ずる前に 


ドア S ラー 

ドアミラーの格納/展開 



ち八ンドル車 

①格納/展開スイッチ 

エンジンスイッチび1か吕の位置のと 
をに操作でをまず。 

ドアミラーを格納ずる 

► 格納/展開スイッチ①を押しまず。 

ドアミラーを展開ずる 

► 再度、格納/展開スイッチ①を押 
します。 


ま意！ 

-ドアミラーは手で格納したり、 
展開しないでください。ドア S 
ラーを損傷するおそれびあり 
ます。 

• 走行するときはドアミラーを走 
行時の位置にして < ださい。 

-ドア云ラーを格納/展開してい 
るとをは、身体や物び挟まれな 
いようにま意してください。車 
の周りに子供びいるとをは、特 
にま意してください。 

-洗車機を使用ずるとさはドアミ 
ラーを格納してください。ドア 
云ラーを損傷ずるおそれびあり 
ます。 

-走行時はドア S ラーび完全に展 
開していることを確認してくだ 
ごい。後ち視界び確保でさなく 
なるおそれびあります。 


知識 

• I 」モコン操作での施綻時にド 
ア S ラーを併せて格納でさま 
ず。詳しくは （3-9) をご覧く 
ださし、。 

-走行速度び約已 Okm / h しソ上のと 
さは、スイッチでドアミラーを 
格納することはでをません。 
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ドア s ラーの リセット 

バッテ U —の接続び一時的に断たれた 
とさは、施銳時のドア S ラー格納び作 
動しないことびあります。このよラな 
とさは、ドア云ラーを U セットしてく 
ださし、。 

► エンジンスイッチを1の位置にし 
まず。 

► 格納/展開スイッチ①を押します。 


運転ずる前に 





ち八ンドル車 

① 運転席側ドア吉ラー逞択ボタン 

② 助手席側ドア-ラー遅択ボタン 

③ 調整スイッチ 

④ メモ U —スイッチ 


セレクターレバーを|〇に入れたとを 
に、助手席側ドアミラーの角度びあら 
かじめ記憶されていた角度になり、車 
両後方の視界を確保して、後退を容易 
にします。 

エンジンスイッチび2の位置のとをに 
作動します。 

► 助手席側ドア S ラー選がボタン② 
を押します。 

► セレクターレバーを13に入れます。 

助手席側ドア S ラーの角度び、あ 
らかじめ記憶させていた角度にな 
0ます。 

知識 

運転席側ドア云ラー選択ボタン① 
び押されているとをは、助手席側ド 
ア S ラーの角度は変わりません。 


※ち八ンドル車はスイツチ類の配列び異なり 
ます。 
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運転ずる前に 


ドァ S ラ- 

助手席側ドア云ラーは;欠のいずれかの 
ときに元の角度に戻ります。 

• セレクターレバーを13から他の 
位置に入れて約10秒経過したとさ 

• 走行速度び約1 Okm / hiiLh になった 
とさ 

• 運転席側ドアミラー選択ボタン① 
を押したとを 


助手席側ドアミラーのち度の記憶 

► エンジンスイッチを1か吕の位置に 
しまず。 

► 助手席側ドア S ラー還がボタン② 
を押します。 

► 調整スイッチ③で、後退時に自分 
び後方を確認しやすい角度に助手 
席側ドア S ラーを調堅します。 

► 運転席ドアのメモ U - スイッチ④を 
押し、約3秒が内に調整スイッチ③ 
をいずれかの方向に押しまず（この 
ときは助手席側ドアミラーは動さま 
せん）。 

助手席側ドア云ラーび動いたとを 
は最初ひらやり直して < ださし、。 

► 調整スイッチ③で、走行時の角度に 
助手席側ドアミラーを調整しまず。 


ま意！ 

走行ずる前に、必ずドア S ラーの 
角度を後方び十分確認でさるよラ 
に調整してくださし、。 

知識 

助手席側ドアミラーび記憶された角 
度になっているときに、助手席側ド 
アミラーの角度を調整すると、調整 
した角度び新たに記慮されまず。 
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運転ずる前に 


ステア U ング 


r ステア U ング位置の調舊 



①ステアリング調整レバー 
③前を位置の調整 
③上下位置の調整 


知識 

ステア U ングの位置は、運転席 
シートの位置やドアミラーの角度 
と併せて記憶 （3-18) させること 
びでをます。 


前後位置を調壁ずる 

► ステア U ング調整レバー①を③の 
ち向に操作しまず。 

上下位置を調舊ずる 

► ステア U ング調整レバー①を③の 
ち向に操作しまず。 

ミち意！ 

• ステア U ングをいっぱいにまね 
した状態を長<保持しないで< 
ださい。ステア U ング装置を損 
傷するおそれびあります。 


• 故障などでエンジンを停止して 
けん引するとさは、十分ま意し 
てくだごい。エンジンび停止し 
ていると、通苗のとをに比べて 
ステア U ング操作に非苗に大を 
な力び必要です。 


ステア U ング ■ 
警告 A 


• テ供だけを残して車から離れな 
いで<ださい。誤って調整レ 
バーを操作すると、ステア U ン 
グび動を、けびをずるおそれび 
友 D ます。 

• ステア U ング位置の調整は、必 
ず停車中に行なってくださし、。 
走行中に行なって操作を誤ると、 
事故を起こすおそれびありまず。 

• 運転中はステア U ングのパッド 
部を持たなし''でくださし、万一 
のとさ、エアバッグの作動を巧 
げるおそれびありまず。 

• ステア1」ングのパッド部に力 
バーをしたり、エアバッグ収納 
部の上にバッジ、ステッカー、 
オーデイオの U モコンなどを貼 
付しないでください。エアバッ 
グの作動を妨げたり、作動時に 
けびをずるおそれびあ0ます。 


3-97 
















運転ずる前に 


メーター パネル 


メーター パネル 


の © ⑤®® ® @ ©④ ⑩ @ 



@ @ @@ @@ @ 
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運転ずる前に 


II ■ 


①メーター照度調節ボタン/ 

リセットボタン 

メーター照度調節ボタン 

メーターパネルび点打しているとさに 
日月るさを調整でさまず。 

ボタンを時計回りにまわずと明るく 
なり、反時計回りにまわずと暗<な 
ります。 


r ⑨燃料計_I 

燃料の残量をノ（ー グラフで表示します。 
燃料タンク容量は約 80 U ットルでず。 

注意！ 

給油のとをはエンジンを停止して 
<ださし、。 


「③時計_I 

時刻の調整については、別冊 
rCOMAND システム取扱説明書」を 
ご覧くださし、。 

3 


リセツトボタン 

トリツプメーターや各種設定などを U 
セツトするとをに使用しまず。 


3-99 









運転ずる前に 


II 


④⑨ち向指示表示灯 


⑥ ESP 表示な 

D 


方向指示打や非當点滅巧を作動させた 
とをに点滅しまず。 

詳しくは（已-吕 8、 29) をご覧くだ 

さし、。 


エンジンスイッチを吕の位置にずると 
点灯し（点好しないとさは表示打び故 
障していまず）、エンジン始動後に消 
打します。 

ES P の機能を解除したとをに点灯し 
ます。 


⑧スピードメーター 


車の走行速度を km / h で表示します。 


また、 ESP び作動したときに点滅し 
ます。 

詳しくは（已 -46) をご覧ください。 


知識 

ESP の機能を解除しているとさに 
タイヤの空転や横滑りを感知する 
と、 ESP 表お打び点滅しまずび 
ESP は作動しません。ただし、こ 
のとをにブレーキを効かせると、 
ES 円ま自動的に作動します。 
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運転ずる前に 


II ■ 


r ⑩タコメータ~_! 

1分間あたりのエンジン回転数を表示 
しまず。 


3 

とさ（約30秒後に消灯） 

• U セットボタンを押したとを 
(約30秒後に消 I 灯） 

• エンジンスイッチを1ひ2の位置に 
したとさ（エンジンスイッチを0 
の位置にするか、エンジンスイッ 
チからキーを抜いたとさは、約30 
砂後に消な） 

. 車外ランプび点灯したとを 
詳しくは （4-1 〜）をご覧ください。 


⑦マルチフアンクシヨンディスプレイ 

各種設定画面や故障/警告メッセー 
ジなどを表示します。 

マルチフアンクシヨンディスフレイは 
1；^下のとさに点灯しまず。 

-運転席ドアを開いたとをや閉じた 


⑧ 




この表お巧/警告灯は、他の表示灯/ 
警告灯と同様に点打しますび、曰本仕 
様車には該当しない装備のため、表示 
灯/警告 I 灯としては機能しません。 
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運転ずる前に 


II 


⑩水温計 

冷去 P 水の温度をパーグラフで表示し 
ます。 


知識 

-指定のを却水を適切な混合比で 
使用しているとをは、約] 20で 
まで オーバーヒー トを起こしま 
せん。 


-暑い曰のおお時や上り坂び続く 
とさなどに、]20で付近をおず 
ことびありますび、オーノく一 
ヒートに関する警告びなされな 
い限り、問題ありません。 

-万一、オーバーヒートび起さた 
とさは、：令却水量-冷却水温度 
警告灯び点 I 灯し、警告音び鳴り 
ます。 


⑩を却水量. 

をま口水温度警告口 


⑩シートベルト警告灯 



エンジンスイッチを吕の位置にずると 
点灯し（点好しないとさは警告灯び故 
障しています）、エンジン始動後に消 
打します。 

エンジンびかかっているとをに点灯し 
たとさは、冷却水量び減少してし'!まず。 
ま全な場所に停車してエンジンを停止 
し、冷却水び冷えてから、冷却水量を 
点検してくだごい。 


エンジンスイッチを吕の位置にすると 
点灯し（点灯しないとをは警告灯び故 
障しています）、数秒後に消巧します。 

詳しくは （2-7) をご覧ください。 


警告 I なび点好し、警告音び鳴ったとを 
は、：令ミ P 水温度び約] 20 °Cli (上にな 
り、オーバーヒートしています。ただ 
ちにま全な場所に停車し、エンジンを 
停止して;令却してください。 


詳しくは、才ーバーヒートしたとを 
(7-24) をご覧ください。 
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運転ずる前に 


II ■ 


⑩ ABS 警告巧 

1@)1 


⑩ハィビ-ム表示な ^す 


⑩エアバッグシステム 
警告な 


SRS 


エンジンスイツチを吕の位置にすると 
点灯し（点灯しないとをは警告 I なび故 
障しています）、エンジン始動後に消 
'灯しまず。 


へッドランプを上向をで点灯させたと 
きに点灯します。 


エンジンスイツチを1の位置にすると 
数秒間点灯します。また、吕の位置に 
すると点灯し、エンジン始動後に消灯 
しまず。 


エンジン始動後に消灯しないとをやエ 
ンジンびかかっているときに点 I 灯した 
とさは A 日 S に異苗びありまず。ブ 
レーキは通常通り作動しますび、 
A 巨 S 、 巨 AS 、 ESP 、 PRE - SAFE の磯 
能は解除されまず。 


⑩へツドランプ表示な 


へッドランプを点灯させたとさに点巧 


圆 

キし—占 I 打 


します。 


詳しくはに- 12) をご覧ください。 


いつちより慎重に運転し、すみやひに 
指定ヴービスエ場で点検を受けてくだ 
さい。 


詳しくは（已 -39) をご覧ください。 


ま意！ 

A BS 警告灯び点灯したとさは 
ESP 、 目 AS 、 PRE - SAFE の機旨 g 
び解除されます。指定サービスエ 
場で点検を受けてくださし、。 
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運転ずる前に 


II 


⑩ 走行モード表示 

シフトアップマーク去 


⑩ エンジン警告な 


IBSI 


オートマチックトランスミッションの 
走行モード （已-7) や、マニュアルギ 
アシフト*にしたとさのシフトアップ 
マーク （已 -1 已） を表おしまず。 


エンジンスイッチを吕の位置にずると 
点灯し（点好しないとさは警告灯び故 
障しています）、エンジン始動後に消 
打します。 


⑩オドメーター 

これまでに走行した距離の総合計を表 
7J\ します。 


エンジンびかかっているとをに点灯し 
たとをはエンジンの制御システムに異 
常びあります。ただちに指定サービス 
工場で点検を受けてください。 


吸シフト位■表示 
ギアレンジ表示 
ギア表示* 


才ートマチックトランスクッションの 
シフト位置を表おしまず 巧-巨）。 


また、テイッフシフト （5-9) にした 
とさのギアレンジや、マニュアルギア 
シフト（已 -1 吕）にしたときのギアを 
S 7 T \ します。 


* オプシヨンまたは仕様によ D 装備び異な D まず。 


知識 

-エンジン警告灯び点灯するとエ 
ンジンびエマージェンシーモー 
ドになることびありまず。エ 
マージェンシーモードではエン 
ジンの回転数び制限ごれ、アク 
セルペダルを踏んでちエンジン 
の回転び上昇しなくなります。 
この場合、低速で走行でをるこ 
とちありますび、ただちにま全 
な場 F 斤に停車して、指定サービ 
スエ場に連絡してください。 

• E 320 GDI では、微粒子除去 
装置 （ DPF ) 内にすずび巧積し 
てフィルターの再生びでさない 
とをや、燃料切れを起こしたと 
をに点巧しまず。 

燃料切れのとをの巧処方法につ 
いては （10-23) をご覧くだ 
さい。 
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運転ずる前に 


II ■ 


③ ブレーキ警告口 pggj 

エンジンスイツチを吕の位置にすると 
点灯し（点灯しないとをは警告 I なび故 
障しています）、エンジン始動後に消 
'灯しまず。 

のよラなとさに点灯します。 

-ブレーキ液の量び不足しているとを 

-パーキングブレーキを解除してい 
ないとさ 

ま意！ 

• ブレーキ液の量び不足して点灯 
したとさはブレーキシステムに 
漏れびあることび考えられま 
す。ま全な場所に停車して、指 
定サービスエ場に連絡して < だ 
さい。 

• パーキングブレーキを解除して 
ち消灯しないときは、ただちに 
指定サービスエ場で点検を受け 
てください。 


领 燃料残量警告灯 

エンジンスイツチを吕の位置にずると 
点灯し（点なしないとをは警告灯び故 
障していまず）、エンジン始動後に消 
灯します。 

エンジン始動後に消灯しないとさや 
エンジンびかかっているときに点灯 
したとをは燃料の残量び少なくなっ 
ていまず。 

警告 I 灯び点好したとをの残量は約8〜 
9 U ツトル （ E 日3 AMG は約] 4リツ 
トル）です。 

知識 

-走斤前に燃料の残量び十分ある 
ことを確認してください。高ま 
道路や自動車専用道路などでの 
燃料切れは道路交通法違反にな 
りまず。 

. 車種や仕様により、燃料残量び 
少ないとさは、マルチファンク 
シヨンデイスプレイに’’ネン I 」ヨウ I 」 
サ ''- T キュウユシテクタ''サイ’’と表示さ 
れることびありまず。 


③ を熱表示口 

(E 320 GDI) USiSM 

エンジンスイッチを2の位置にずると 
点打し（点巧しないとをは表示灯び故 
障しています）、エンジンのを熱び完 
了すると消打します。 
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ステア IJ ングスイッチ 

4-2 

メイン画面一覧 

4-3 

車両情報 

4-4 

AMG 表示 

4-12 

オーディオ 

4-20 



ンディスプレイ 


ナビゲ—シ ヨン. 進行ち向ち位表示 


4-20 

故障表示 4-21 

各種設定 4-23 

卜 U ップコンピューター 4-42 

電話 4-46 
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ンディスプレイ 


ステア U ングスイッチ 



を称 

① マルチフアンクシヨン 
ディスプレイ 

② 設定スイッチ/音量スイッチ 

各種設定の設定グループ選 
B 択画面でグループを選択し 
ます。また、設定項目画面 
で数値や設定を変更した 
り、機能のオン/オフを選 
択します。 

各メイン画面とオーディオ 
画面表示中に操作すると、 
音量を調節でをます。 

E 巨3 AMG では、レース 
タイマーび操作でさます 

(4-1 已）。 

③ 通話開始/終了スイッチ(電話） 
K 電話を受信/保留/切 
因 断でをます。 


④ 

表示切り替えスイッチ 

H メイン画面を選択しまず。 

BW 

⑥ 

スク□ールスイッチ 
口選択したメイン画面内の各 
ra 画面を切り替えまず。 


警告 A 


マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イを操作ずるとをは、萬に周囲の 
状況にま意してください。 


ミち意！ 

走中にステア U ングのスイッチを 
操作するとをは、直進時に行なって 
ください。ステア U ングをまねしな 
びらスイッチを操作すると、事故を 
起こずおそれびあります。 


※電話の操作については、別冊 
「 COMAND システム取扱説明書」をお 
読みください。 
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ンディスプレイ 


メイン画面-^ 


メイン画面一 



100 


22な 


240 


ク80 


100 


22か 


240 


み80 


> 00 


IBO 


IBO 


22な 


22か 


240 


240 


■、 no 


か 80 


0 vao < 


IBO 


220 


BO 


fSO .- 


240 


200 


22 か 


※故障びあるとさに 
MO 表示されまず 


マルチフアンクシヨンディスプレイは、 
故障/警告 X ッセージや各種情報など 
を表示 • 設定するシステムです。 


①車両情報 

4-4 

② AMG 表示* 

4-12 

③オーディオ 

4-20 

④ナビゲーシヨン- 
進行方向方位表示 

4-20 

⑤故障表お 

4-21 

⑥各種設定 

4-23 

⑦卜 U ツプコンピユーター 

4-42 

⑨電話 

4-46 


※画面表示や操作ち法などは予告なく変更されることがあります。 
* オプションまたは仕様により装備が異なります。 
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ンディスプレイ 


車両情報 



※画面表示や操作ちまなどは予告なく変更されることがあります。 
* オプションまたは仕様により装備び異なります。 
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!执 - 

220 

240 


① 

車両情報メイン画面 
(外気温度表示/走行 
速度表お、卜1」ッフメ 
—夕一 ) 

4-5 

③ 

タイヤ空気圧警告シス 
了ム画巧本 

4-6 

③ 

走行連度/外気温度表 
示画面 

4-9 

④ 

メンテナンスインジケ 
一夕一画面 
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マ J レチフアンクシヨンディスプレイ 


車両情報メイン画面 

(夕1•気温度表示/走行速度表示、卜 

U ツプメーター） 



①外気温度表示/走行速度表示 
③トリップメーター 


夕惊温度/走行速度表示 

車両情報メイン画面には、外気温度ま 
たは走行速度び表示されます。 

表示の切り替えは各種設定の"メータ 
ークラスタ’’の"車両情報メイン画面の 
表示設定画面’’ （4-28) で行ないます。 

卜 U ップメーター 

U セット後の走行距離を表示します。 

トリップメーターをリセットずる 
(0.0 に戻ず） 

► U セットボタン （3-99) を、表示 
び 0.0 になるまで押し続けまず。 


車両情報メイン画面を表示させる 

► IMBI または 田！ を巧して、車両情報 
メイン画面を表示させます。 


※画面表示や操作ち法などは予告なくを更されることびあります。 


車両情報 

警告 A 


外気温度表おび0でが上でを、路面 
び凍結していることびありまず。 
走行には十分ミ主意してくださし、 

を意！ 

が気温度の上昇や下降は、少し遅 
れて表示に反映されまず。 

知識 

温度をフ□ントノ（ンノ く一付近で測定 
しているため、温度表示は路面から 
の轄射熱などの影響を受けます。し 
たびって、温度表示び実際の外気温 
度と異なることびあります。 
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車両情報 


ンディスプレイ 


タイヤ空気圧警告システム画面* 

4輪すベてのタイヤの回転速度をモニ 
ターし、タイヤ空気圧び1氏下ずるこ 
とにより他のタイヤとの回転速度に 
差び生じると、マルチファンクシヨ 
ンディスプレイに警告メッセージを 
表 7 J \ します。 


タイヤ空気圧警告システムは、 Li (下の 
状況のとさは作動しません。 

•力ーブを巧がってし''るとさ 
• 加連または減速をしているとき 

• 砂地や舗装されていない地面など 
の滑りやすし>路面を走行してし'!る 
とさ 

• 積雪路や凍結路などを走行してい 
るとさ 

-スノーチェーンを装着して走行して 
し''るとさ 

• ルーフに荷物を積んだり、重し''荷物 
を積んで走行しているとさ 

上記に該当しない条件で約2日 km/h 
似上の速度で数分間走行した後、異萬 
び検知されると警告び行なわれます。 


警告 A 


-空気の入れすざなど、誤った夕 
イヤ空気圧の調整に巧しては警 
告び行なわれません。燃料給油 
フラップの裏側にあるタイヤ空 
気圧ラベルを参照して、必ず規 
定の空気圧に調整して < ださい。 

. タイヤ空気圧警告システムは、複 
数のタイヤから同量の空気び漏 
れた場合などは検巧でをません。 
また' タイヤ空気圧の点検を行な 
ぅ システムではありません。 

-急激な空気圧1氏下（タイヤに異 
物び貫通した場合など）に巧し 
ては警告を行なうことびでさま 
せん。このとをは、急ブレーキ 
や急八ンドルを避け、しっかり 
ステア U ングを支えなびら、 
徐々に減速してま全な場所に停 
車してください。 


※画面表おや操作ち法などは予告なく変更されることびあります。 
* オプションまたは仕様により装備び異なります。 
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ンディスプレイ 




タイヤ空気1^告システムを再*3；!1ずる 

LU 下のとをは、タイヤ空気圧警告シス 
テムを再起動させてください。 

. タイヤ空気圧を調整したとを 

-ホイールやタイヤを交換したとさ 

-新しいぶイールやタイヤを装着し 
たとさ 


► タイヤ空気圧警告システムを再起 
動する前に、燃料給油フラップの 
裏側に貼付されているタイヤ空気 
圧ラベル （8 -吕 0) を参照して、す 
ベてのタイヤび、適正な空気圧に 
調整されていることを確認してく 
ださし、。 


► エンジンスイッチを吕の位置にし 
ます。 

知識 

マルチフアンクシヨンディスプレ 
イに"タイヤクウ巧リケイ]クシステムイク''こッシヨン 
オンテ''サドウ’’と表示されたときは、 
エンジンスイツチを吕の位置にし 
て < ださい。 



► WBI または 田 II を巧して、車両情報 4 

メイン画面を表示ごせます （4 -已）。— 

► ra または区 a を押して、タイヤ空 
気圧警告システム画面を表示させ 
ます。 

"タイヤクウキアツケイ]クシステムサドウメニュ-： 

R ホ''タン’’と表おごれます。 

► U セットボタン (3-99) を押します。 


警告 A 


タイヤ空気圧警告システムは、夕 
イヤ空気圧び適正に調整されてし、 
ないとさは、正萬に作動しません。 


※画面表示や操作ち法などは予告なくを更されることびあります。 









車両情報 


ンディスプレイ 



マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イに"夕仆クウキア、ツケイ]クシステムヴイシドウ？" 
と表示されます。 


► ra を押して、 " A イ"を反転表示に 
レます。 



マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イに"夕仆クウキア'ツケイ]クシステムヴイシドウ" 
と表示されます。 


数秒後に、タイヤ空気圧警告シス 
テムび作動を始めます。 


知識 

マルチフアンクシヨンディスプレ 
イに"タイヤクウキアリクイ]クシステムサイシドウ？" 
と表示されてから、約]已秒間何も 
操作をしないと、再起動は中断さ 
れまず。 


※画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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ンディスプレイ 


「走行速度/か気温度表示画面 



①走行速度/外気温度表示 
③ディスプレイ下段の表示 


走斤速度/外気温度表示①は、走行速 
度またはが気温度を表おしまず。 

表示の切り替えは各種設定の"メータ 
ークラスタ’’の"車両情報メイン画面の 
表示設定画面’’ （4 -吕 8) で行ないます。 


走行速度/夕 1•気ミ届度表示画面を表示 
させる 

► IMBI または 田11 を巧して、車両情報 
メイン画面を表示ごせます (4-5) 〇 

► ra または区 a を押して、走行速度 
/夕'!'気温度表お画面を表示ごせ 
ます。 


※画面表示や操作ち法などは予告なくを更されることびあります。 


車両情報 ■ 

ディスプレイ下段の表示③は、が気温 
度または走行速度を表示しまず。 

表おの切り替えは各種設をの"メータ 
—クラスタ’’の"ディスプレイ下段の表 
示設定画面’’ (4-28) で行ないます。 

知識 

• マルチフアンクシヨンディスフ 4 
レイの走斤速度の表お単位を 
km/h または mph に切り替える 
ことびできます（4-27)。 

• "ディスプレイ下段の表示設定画 
面’’ （4-28) の設定によっては、 

走行速度表示画面またはか気温 
度表示画面を表示させたとを 
に、ディスプレイ下段の表示② 

は表おごれません。 
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車両情報 


ンディスプレイ 


メンァナンスインジケーター画面 1 

し、 8 C 
、60 
40 1 
20 ' 


80 // 
200' 

い20 

*240 

クノ T ノノ A M 

アト 1000 km 

L 


走行距離や経過時間などに応じて、 
メーカー指定点検整備の実施時期を表 
71\ U 3 ； 9 〇 


メンテナンスインジケーター画面び表 
おされたとさは、メーカー指定点検整 
倫を行なって < ださい。 


自動表示機能 

次のメーカー指定点検整備の約1力月 
前になると、エンジンスイッチを吕の 
位置にしたとさやエンジンびかかって 
し、るとさに、メンテナンスインジケー 
ター画面び自動的に表示されます。 

画面は数秒後に表お前の画面に戻り 
ます。 

表示中に画面を戻すときは、リセット 
ボタンを押しまず。 


メンテナンスインジケーター画面は、 
手動でち表示でをます。 

手動で表示させる 

► エンジンスイッチを1か吕の位置に 
しまず。 

► またはを押して、車両情報 
メイン画面を表示させまず。 

► Ea または Ea を押して、メンテナ 
ンスインジケーター画面を表おさ 
せまず。 


※画面表おや操作ち法などは予告なく変更されることびあります。 


表のメ ツセー シ 

表示メッセージは、日頃の運転スタイ 
ルなどに応じてじ(下のよラに変化しま 
す。"#’’には" A " から’’ H " までのアル 
ファべットび入ります。 

点検舊備実施前の表示例 

ソンテナ'ノス#アト XX ニチ'’ 

"メンテナンス#アト XX km " 

点検壁備実施時期になったとを①表 
示例 

ソンテナ'ノス#ヲウケテクダサイ!" 

点検壁備実施時期を過ざたとさの表 
示例 

ソンテナ'ノス# XX こチ]1テイの。 

ソンテナンス# XX km ]1テイ巧" 

点検整備実施時期を過ぎたときは、警 
告音を鳴ります。 
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ンディスプレイ 


ま意！ 

• メンテナンスインジケーター 
は、エンジンオイル量表おやエ 
ンジンオイル量の警告表示では 
ありません。 

-メーカー指定点検整備を指定の 
時期までに行なわなかった場合 
は、保証などの対象外になるこ 
とびあります。 


知識 

• ソンテナンス A " ソンテナンス巨’’など、 
ソンテナ'ノス’’の後に表示される" A " 
から’’ H ’’ のアルフアベットは、 
次回のメーカー指定点検整備の 
範囲び、点検項目の少ない点検 
整備ひら総合的な点検整備ま 
で、どれに該当ずるかを示ずち 
のです。ただし、日本では法定 
点検びあるため、これらの範囲 
は該当しません。 


ソンテナンス A +" ソンサンス日+’’など、 
" A " から" H ’’ の乃レファベットの 
後に"+’’の表示びあるとをは、ブ 
レーキ部品交換などの点検整備 
び含まれていることをおします。 

ブレーキパッドは次回の点検整 
倫(前に摩耗の限界に達するこ 
とびあります。ブレーキパッド 
の交換については、指定サービ 
スエ場で相談の上、 Li (下のどち 
らかで対処してくださし、。 

◊今回のメーカー指定点検整備 
で交換する 

◊後日に別途交換する 

メンテナンスインジケーターび 
自動的に表おされる時期は、崖 
転スタイルや走行距離などによ 
り変わります。 

エンジン回転数を適度になち、 
短距離短時間の運転を週ける 
と、なのメーカー指定点検整備 
の実施時期までの走行距離び伸 
びることびあります。 

バッテ U —の接続を夕1している間 
の経過日数は、加算されません。 


※画面表示や操作ち法などは予告なく変更されることびあります。 


メンテナンスインジケーター①リセット 

メーカー指定点検整備後に、指定サー 
ビスエ場でメンテナンスインジケー 
ターを U セットしてください。 

リセットを、次回メーカー指定点検整 
備までの基本サイクルは、走行距離で 
は]日，日日日 km または]已.日日日 km、 曰 
数では3目己曰に設定されまず。いず 4 
れか先に達ずる距離または時期を;欠回 
の一力一指定点検整備時期として表 
术しよ 5 〇 

ま意！ 

X ンテナンスインジケーターの表 
おなどに異常があるときは、すみ 
やかに指定サービスエ場で点検を 
受けて < ださい。 


ぷ車種や仕様により、次回メーカー指定点 
検整備までの走行距離の基本サイクルは 
異なります。詳しくは整備手帳をご責に 
なるか、指定サービスエ場におたずね< 
ださい。 
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AMG 表示 


ンディスプレイ 



① 

ギア表示' 油温表示 
画面 

4-1 3 

② 

ギア表示-電圧表示 
画面 

4-14 

③ 

ギア表示-レースタイ 
マー 曲を] 

4-1 己 

④ 

計測結果表示画面 
(全ラップ） 

4-1 谷 

⑥ 

計測結果表示画面 
(ラップ別） 

4-19 


《 AMG 表のは、 E 63 AMG のみ表术 
されます。 


※画面表示や操作ちまなどは予告なく変更されることがあります。 
* オプションまたは仕様により装備び異なります。 
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ンディスプレイ 




ギア表示-油温表示画面 



①ギア表示 
③油温表示 

ギア表示-油温表示画面を表示させる 

► WBI または 田11 をキ甲して、ギア表 
示-油温表示画面を表示させます。 


ギア表示①は、オートマチックトラン 
ス S ッシヨンの実際のギア位置を表示 
します。 

油温表示®は、エンジンオイルの油温 
を表巧します。 


ま意！ 

油温表示画面のマークが点滅して 
いるとさは、エンジンオイルび温 
まっていません（油温び約8日む 
未満になっていまず）。このとさ 
は必要上にエンジン回転数を上 
げないよラに運転して<ださい。 


エンジンスイッチび1の位置のとさ 
は、油温表示画面は表示されませ 

ん。このときは"- む"び表示 

されます。 


※画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 


4-13 









ンディスプレイ 


AMG 表示 


G 丰六表术-電圧表术画面 


'み、,。 口 

—— - \ 

- B0 

840 

BQ 

1' - @60 

40 

口 13.8V — @60 

SO 

300 


①ギア表示 
© 電圧表示 


ギア表示①は、オートマチックトラン 
ス S ッシヨンの実隙のギア位置を表示 
します。 

電圧表示③は、バッテリーの電圧を表 
/ J \しふ9 〇 


※画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 


ギア表示-電圧表示画面を表示させる 

► WBI または 田11 をキ甲して、ギア表 
示-油温表示画面を表示させます 

(4-13 )。 

► ra または区 a を押して、ギア表 
示-電圧表示画面を表示させまず。 
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ンディスプレイ 





①ギア表示 
③計測タイム 
③ラップ表示 


ギア表示-レースタイマー画面では、 
ヴーキットコースなどで周回ごとのラ 
ップタイムを計測•記録したり、その 
結果を一覧表示でをまず。 

レースタイマーは、エンジンスイッチ 
が2の位置のとき、またはエンジンび 
かかっているときに使用できます。 


ギア表示-レースタイマー画面を表示 
させる 

► WBI または 田11 をキ甲して、ギア表 
お-油温表示画面を表示させます 

(4-13 )。 

► ra または区 a を押して、ギア表 

お-レースタイマー画面を表示さ 
せます。 4 


知識 

-計測タイムは]秒単位で表示さ 
れます。 


• ギア表示-レースタイマー画面 
を表示させているとさは 、 ra 
または D を押して才ーディオ 
などの音量を調節することはで 
きません。 


※画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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AMG 表示 


ンディスプレイ 


タイム計測を開始ずる 

► ra を押します。 

タイム計測び開始されます。 

タイム計測を停止ずる 

► タイム計測中に ra を押します。 
タイム計測び停止しまず。 


スプ U ットタイムを表示ずる 

► タイム計測中に D を押します。 

スプ U ットタイムび約已秒間表示 
ごれます。 

約已秒経過後に、タイム計測の表 
示に戻0まず。 

知識 

スフ U ットタイムを表示している 
とさに再度 D を巧ずと、スプ U 
ットタイムびラップタイムとして 
記録され、次のラップのタイムび 
表示されます（4-17)。 


知識 

-タイム計測を停止しているとさ 
にを押すと、停止した時点 
からタイム計測び再開されまず。 

• タイム計測中に、停車してエン 
ジンスイッチを1の位置にずる 
と、タイム計測び停止しまず。 

その後、エンジンスイッチを吕の 
位置にするかエンジンを始動して 
ra を押ずと、停止した時点から 
タイム計測び再開されます。 


※画面表おや操作ち法などは予告なく変更されることびあります。 


言十測したタイムを消'去ずる 

► タイム計測び停止しているときに 
D を押します。 

計測タイムび消去され、表おび 
00:00〇〇に戻ります。 
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ンディスプレイ 


ラップタイムを IS 録ずる 



①ギア表示 
③計測タイム 


③最速ラップタイ厶 
® ラップ数 

最大目件までの計測タイムをラップタ 
イムとして記録できます。 


► タイム計測中に D を押します。 

スプリットタイムが約已秒間表示 

されます。 

知識 

このときから、次のラップタイム 

の計測び開始されます。 

► スプリットタイムが表示されてい 

るときに、再度 D を押します。 

スプリットタイムびラップタイム 

として記録され、なのラップの夕 

イムび表示されます。 

知識 

-ラップタイムび目日録されていると 
きは、目十測タイム®の下に最速ラ 
ップタイム③が表示されます。 

-ラップタイムが目件記録される 
と、それ Li (上計測がでさな<な 
りまず。新たにタイム計測を巧 
なうときは、記録したラップタ 
イムを消去して < ださい。 


※画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 


AMG 表示 

記録したラップタイムを消去ずる 

► タイム計測び停止しているときに、 

U セットボタン （3-99) を2回押 
しまず。 

記録したずべてのラップタイムび 
消まされ、表示び00:00〇〇に戻り 
ます。 

4 

知識 ~ 

-記録したラップタイムを個別に 
消去ずることはでをません。 

• エンジンスイッチを0の位置に 
するか、エンジンスイッチから 
キーを抜いてから約30秒経過 
すると、計測タイムとラップタ 
イムは消去されまず。 
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AMG 表示 


ンディスプレイ 


G をラップの計測結果を確認ずる 


日日 SSO 

•加 RT 00:54 21—与资 r 
已日 142 km/h ■ —— 

- ■ 0 88 km/h aoQ 

80 km —— j®) 

so ^Jdo 


計測結果表示画面（全ラップ） 

①合計時間 

霞計測した全ラップでの最高速度 
@計測した全ラップの総走行距離 
® 計測した全ラップの平均速度 


2周(上のラップタイムが記録されて 
いるとさは、タイム計測後に計測結果 
を表示でさます。 


計測結果表示画面（全ラップ）を表示 
させる 

► WBI または 田11 をキ甲して、ギア表 
示-油温表示画面を表示させます 

(4-13 )。 

► 巨 a または区 a を押して、計測結果 
表示画面（全ラップ）を表示させ 
9 〇 


知識 

タイムを計測しているとさは、全ラ 
ップの計測結果は確認でさません。 


※画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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ンディスプレイ 




ラップごとの計測結果を確認ずる 



計測結果表示画面（ラップ別) 
①ラップ表示 
©ラップタイム 


③表示されているラップでの最高速度 
® 表示されているラップの走行距離 
愈表示されているラップの平均速度 


ラップタイムが記録されているとき 
は、タイ厶計測後にラップごとの計 
測結果を表示でさまず。 


計測結果表示画面（ラップ別）を表示 
させる 

► WBI または 田11 をキ甲して、ギア表 
お-油温表示画面を表示させます 

(4-13 )。 

► 巨 a または区 a を押して、表示させ 
たし''ラップの計測結果表示画面を 
選択します。 4 


知識 

• 表示されているラップび最速ラ 
ップのとをは、ラップ表示①び 
点滅します。 


-タイムを計測しているとさは、 
ラップごとの計測結果は確認で 
きません。 


※画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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ンディスプレイ 


才ーデイオ/ナビゲーシヨン.進行方向方位表示 



ラジオ使用時の例 


オーディオ（ラジオ、巳 D 、 メモリー 
カード、 S ユージ ックレジスターな 
ど）、テレビ、 DVD ビデオの使巧時に 
それぞれの情報を表示します。 

才ーディオのメイン画面を表示させる 

► WBI または imi をキ甲して、才ーディ 
才のメイン画面を表示させます。 

才ーディオのメイン画面表示中に、 
0または区 a を押ずと、各ソースの 
選局/選®などびでをまず。 

音量調節 

► ■■ またはを巧ずと、音量を調 
節でをます。 


《詳細については、別冊 「 COMAN □シス 
テム取扱説明書」をお読みください。 


ナビゲ—シ ヨン. 進行ち向ち位表示 



進行方向方位表示 


COMAND システムのナビゲーシヨン 
機能でルート案内を行なっていると 
きに、ルート案内をマルチファンク 
シヨンデイスフレイに表示でをまず。 


ルート案内を行なっていないときは、 
画面に進行ち向のち位び表示されます。 

ナビゲ—シ ヨン. 進行ち向ち位表示画 
面を表示させる 


► またはを巧して、ナビゲー 
シヨン-進行方向方位表示画面を 
表示させます。 


※画面表おや操作ち法などは予告なく変更されることびあります。 


《詳細については、別冊「巳 OMAN □シス 
テム取扱説明書」をお読みください。 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 



① 故障件数画面 

にの例では、3件故障びありまず） 

② 故障メッセージ画面の例 

故障や異當び起さたとを、車の状況を 
メッセージで表示しまず。 

知識 

故障びないとをは、故障表示画面 
は表おされません。 


※画面表示や操作ち法などは予告なくを更されることびあります。 


故障表示 ■ 

自動表示機能 

エンジンびかひっているとをに故障び 
起さたとさは、故障メッセージ画面び 
自動的に表示ごれます。 

ステア1」ングの 圏 BliHI や P 3 じ 3 . ま 
たは U セットボタンを押すと、故障メ 
ッセージび消えまず。 

4 
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ンディスプレイ 


故障メツセージを手動で確認ずる 

エンジンスイツチび1か吕の位置のと 
をに表示されまず。 

► WBI または 田 II を巧して、故障件数 
画面①を表示ごせまず。 

故障件数び数字で表おされます。 

► ra または区 a を押して、故障メツ 
セージ画面②を順番に表示させま 
す。すべて表示されると、故障件数 
画面①に戻ります。 


故障表示のリセット 

マルチフアンクションディスプレイに 
故障メッセージび表示されているとを 
は、エンジンスイッチを0の位置にす 
ると、故障メッセージの表示び消え 
ます。 

ただし、故障状況び変わらない場合は、 
次にエンジンスイッチを1か吕の位置 
にするか、エンジンを始動したとを、 
再び故障メッセージび表示されます。 


※画面表おや操作ち法などは予告なく変更されることびあります。 


ミ主意！ 

-表おされる故障や異當は一部の 
限られた装備についてであり、 
表おされる内容を限られていま 
ず。故障や異萬の表おは運転ち 
を支援するちのです。発生した 
故障に対処して車のを全性を確 
保する責任は運転をにあります。 

-故障/警告メッセージび表おご 
れたとをは、必ず指定サービス 
工場で点検を受けてください。 

-表示ごれる故障/警告メッセー 
ジについては （10-2 〜）をご覧 
<ださい。 
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各種設定 



※画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 


ンディスプレイ 




① 

各種設定メイン画面 

4-24 

③ 

設定グループ選択画面 

4-24 

③ 

各種設定項目の初期化 
曲を 

4-2 已 

④ 

各種設定項目の初期化 
完了画面 

4-2 已 


を意！ 

走行中でち設定を変更ずることび 
でをますび、ま全のため、必ず停 
車中に操作してください。 














各種設定 


ンディスプレイ 


[を種設定メイン画面 


] G 設定グループ選択画面 


、8 
，60 
40 

20 




リセッい、 

リセットホ'’タンヲ 
3ヒ''ヨウカンオシマス 


80 

ク 


200 

k 


1220 


*240 




各種設定メイン画面を表示させる 


設定グループ選択画面を表示させる 


► またはを押して、各種設定 
メイン画面を表示させます。 


► 各種設定メイン画面表示中に ra 
を押して、設定グループ選択画面 
を表示させます。 


設定グループを選択ずる 

► ra または D を押して、設定グ 
ループを 選択しまず。 

► 選択したグループ名を確認して、 
ra を押すと、還択したグループ 
内の最初の設定項目画面び表示ご 
れまず。 


※画面表おや操作ち法などは予告なく変更されることびあります。 
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ンディスプレイ 




設定項目画面を選択ずる 

選択した設定項目画面の数値や設定を 
変更でをます。 

► ra または区 a を押して、設定項目 
画面を選択しまず。 

設定項目を選択ずる 
機能のオン/オフを選択ずる 

► ra または〇を押して、設定項目 
を選択したり、機能のオン/オフ 
を還択します。 

選択した設定び記憶されまず。 


各種設定項目の初期化 



セッティ ス 

コウシ''ヨウシュッカ 
シ ノセツテ1二 
リセットシマスカ？ 

シ''ッ〕か、 R ホ''タン! 


80 


180 // 
200 
220 

240 


初期化画面 


各種設定のすべての項目を工場出荷時 
の設定に初期化ずる(戻ず）ことがでさ 
ます。 



へ 


80 


180 


200 


220 


,240 


初期化完了画面 


► 巧]期化画面の表示中(約已秒 Li (内)に、 
U セツトボタンを押します。 


4 


ネリ期化び実行され、上記の初期化 
完了画面び表示されまず。 


各種設定項目を巧]期化ずる 

► またはを押して、各種設定 
メイン画面を表示させます （4- 

24)。 

► U セツトボタン （3-99) を約 3 秒間 
押し続けます。 

上記の初期化画面び表示されます。 


知識 

-初期化画面び表おされてから約 
已秒間 U セツトボタンを押さず 
にいると、各種設定メイン画面 
に切り替わります。 

-各種設定項目を初期化ずると、 
設定グループ選択画面び表示さ 
れまず。 


※画面表示や操作ち法などは予告なくを更されることびあります。 


走行中に初期化操作を行なった 
とさは、ま全のため、初期化さ 
れない項目びあります。 
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各種設定 


ンディスプレイ 



① 

各種設定メイン画面 

4-24 

③ 

設定グループ選択画面 

4-24 

③ 

速度-距離単位設定 
画面 

4-27 

④ 

ディスプレイ言語設定 
画面 

4-2 谷 

⑥ 

ディスプレイ下段の表 
示設定画面 

4-2 谷 

⑥ 

車両情報メイン画面の 
表术設定画面 

4-2 谷 


※画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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ンディスプレイ 




設定グループ選択画面を表示させる 

► またはを押して、各種設定 
メイン画面を表示させまず （4- 

24)。 


► 各種設定メイン画面①表示中に ra 
を押して、設定グループ選択画面 
②を表示させまず。 

設定グループを選択する 

► ra または D を巧して、"メータ 
ークラスタ’’を選択します。 


速度.距離単位設定画面 



©■■ ' ■■© 
因9 マイル 


180 - 
200 ' 
220 
240 


マルチフアンクシヨンディスプレイの速 
度と走行距離などの表示単位の設定び 
でをまず。 


► ra または〇を押して、反転表示 
を移動します。 


表示 

設定内容 

km 

表示び km / h、 km にな 
ります。 

マイル 

表术び mph 、 マイル/ 
Ml になります。 


ま意！ 


► Ea を押します。 

ターク ラスタの最初の設定項 
目画面感び表示されます。 


] マイル ( mph ) は約]. 6 km/h で 
す。マルチフアンクシヨンディス 
プレイの表示単位がマイル表示に 
なってし''ると、誤って連度を超週 
するおそれびあります。必ず km 
( km / h ) 表示を選択してください。 


※画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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各種設定 


ンディスプレイ 


ディスプレイ言語設定画面 


ディスプレイ下段の表示設定画面 


車両情報メイン画面の表示設定画面 



80 C 


200' 


1 220 


,240 



デイスプレイに表示ずる言語の設定び 
でをます。 

► ra または D を押して、反転表示 
を移動します。 


を80 180 

40 220 

良0 ^^■■^■2401 


180 // 
200 
220 
240 


ディスプレイ下段に表示される項目の 
設定びでをます。 

► ra または D を押して、反転表示 
を移動しまず。 


10 180 // 

車両情報メイン画面に表示ごれる項目 
の設定びでさます。 

► ra または D を巧して、反転表示 
を移動します。 


表示 

設定内容 

ソ外、. 

車両情報メイン画面 
の表おび走行速度に 
なりまず。 

力''イキオンド 

車両情報メイン画面 
の表示びが気温度に 
なりまず。 


表示 

設定内容 

ソクド 

ディスプレイ下段の 
表示び走行速度にな 
りまず。 

力’'イキオンド 

ディスプレイ下段の 
表おび外気温度にな 
ります。 


表示 

設定内容 

ニ ホン]、、 

日本晶表术1しなりまず。 

English 

英語表示になります。 


※画面表おや操作ち法などは予告なく変更されることびあります。 
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ンディスプレイ 





① 

各種設定メイン画面 

4-24 

③ 

設定グループ選択画面 

4-24 

③ 

へッ ドランプ点打 モー 
ド設定画面 

4-30 

④ 

インテ U ジェントライ 
トシス了ム設定画面* 

4-31 

⑥ 

□ケイ ター ライテイン 
ク設定画面 

4-32 

⑥ 

フ□ントアンビエント 
フンプ照度設定画面 

4-33 

⑦ 

車がランプ消打遅延機 
能設定画面 

4-34 

⑨ 

ルームランプ消灯遅延 
機能設定画面 

4-3 已 


※画面表示や操作ち法などは予告なく変更されることがあります。 
* オプションまたは仕様により装備が異なります。 
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各種設定 


ンディスプレイ 


設定グループ選択画面を表示させる へツドランプ点打モード設定画面 


► またはを押して、各種設定 
メイン画面を表示させまず （4- 

24)。 


► 各種設定メイン画面①表あ中に ra 
を巧して、設定グループ選択画面 
②を表示ごせまず。 

設定グループを選択ずる 

► u または D を押して、"ライト’’ 
を選択します。 


k、 80 
60 

40 
20 


へッ r ラ仆 
スイッチ 



ツネニオン 


180 /' 

200 ' 

I 220 
240 


へッ ドランプの点灯 モー ドの設定びで 
さます。 


► Ea を押しまず。 

ライトの最巧の設定項目画面③び 
表示されます。 


► ra または D を押して、反転表示 
を移動します。 


表示 

設定内容 

にユ乃レ 

手動点灯モードでず。 

へッドランプなどを 
点灯するとさはラン 
プスイッチを操作し 
ます。 

曰本ではこのモード 
に設定して < ださい。 

ツにオン 

苗時点灯モードでず。 

ランプスイッチを 
H ひの位置に 
してし）るとさに、エ 
ンジンを始動ずると、 
へッドランプなどび 
苗に点打します。 


※画面表おや操作ち法などは予告なく変更されることびあります。 
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ンディスプレイ 




ま意！ 

設定び萬時点灯モードのとをは、 
ま全のため走行中に設定を変更す 
ることはでをません。 

このとをは、マルチファンクシヨ 
ンディスプレイに"セツテイ n テイ外チュウ 
ノミカノウドス"と表示されます。 


知識 

-萬時点灯モードは、走行中の常 
時点灯び義務付けられている諸 
国に対応していまず。日本では 
手動点打モードに設定して使用 
して < ださし、。 

-苗時点灯モードで自動的に点灯 
するランプは、ヘッドランプ、 
車幅灯、テールランプ、ライセ 
ンスランプです。へッドランプ 
を上向きにしたり、フォグラン 
プなどを点灯するとをは、各ス 
イツチを操作してくだごし、。 


インテ U ジェントライトシステム 
設定画面本 


'、 8 C 
‘60 


目0 ' 一 
200' 

40 1 

フ1 h ン乂 tA 

© 0 

i 220 

20 \ 

オフ & 

*240 


へッ ドランプおよびフ□ントフォグラ 
ンプの照射設定を変更でをまず。 


► ra または〇を押して、反転表示 
を移動しまず。 

表示 設定内容 

周囲び暗いとさに、ヘッドラ 
ンフを点灯ずると、アクティ 
ブライトシステム、八イウェ 
オンイモードび作動しまず 。リア 

フォグランプを点打させたと 4 
をは、フォグランプ強化機能 — 
び作動しまず。 

インテ U ジェントライトシ 
の ステムは作動しません。 


詳しくは （已 -2 巨、 27) をご覧くださし、 


※画面表示や操作ち法などは予告なくを更されることびあります。 
* オプションまたは仕様により装備が異なります。 
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各種設定 


ンディスプレイ 


□ケイターライティング設定画面 



^ 80 
60 
40 

20 


180 'ィ 


200 


220 


240 


周囲び暗いとさに U モコン操作で解錠 > ra または D を押して、反転表示 
すると車がランプび点灯する機能の設 を移動しまず。 

定びでさます。 


表示 

設定内容 

オン 

周囲び暗いとさに、1」モコ 
ン操作で解錠ずると、車幅 
灯、フ□ントフォグランプ、 
テールランプ、ライセンス 
ランプび点打します。 

オフ 

□ケイターライティングは 
作動しません。 


詳しくは （3-9) をご覧くださし、。 


※画面表おや操作ち法などは予告なく変更されることびあります。 


4-32 












ンディスプレイ 




フ□ントアンビエントランプ フ□ントアンビエントランプ （巨- 34) ► ra または〇を押して、反転表お 

照度設定画面 の照度の設定ができます。 を移動します。 



表示 

設定内容 

5 

4 

3 

2 

1 

已びもっとを明る <、1びち 
っとち暗い設定になります。 

0 

フ□ントアンビエントラン 
プは点灯しません。 


※画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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各種設定 


ンディスプレイ 


きがランプ消灯遅延機能設定画面 


80 


60 

40 

20 


占 


へット''ライトオフ 
ノチェン 

0 ) @ 

EEI オン 


180 C 

200 ' 

I 220 
240 


周囲び暗いときにエンジンを停止ずる 
と車がランプび点打ずる機能の設定び 
でをます。 


► ra または D を押して、反転表示 
を移動しまず。 


表示 

設定内容 

オン 

周囲び暗いとさにエンジ 
ンを停止すると、車幅灯、 
フ□ントフォグランプ、 
テールランプ、ライセン 
スランプび点巧し、ドア 
やトランクまたはテール 
ゲートを開いて閉じた 
を、約]已秒後に消巧し 
ます。 

オフ 

車外ランプ消巧遅延機能 
は作動しません。 


詳しくは 巧- 27) をご覧ください。 


※画面表おや操作ち法などは予告なく変更されることびあります。 
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ンディスプレイ 




ルームラン プ消灯遅延機能設定画面 



200 


220 


240 


ルームランプび自動点なモードで周囲 
び暗いとさにエンジンスイッチからキ 
一をなくと、ルームランプび点打する 
機能の設定びでさまず。 


► ra または〇を押して、反転表示 
を移動します。 


表示 

設定内容 

オン 

ルームランプび自動点灯 
モードで周囲び暗いとさ 
にエンジンスイッチから 
キーをあぐと、ルームラ 
ンプび約] 0 秒間点巧し 

9 〇 

オフ 

ルームランプ消灯遅延機 
能は作動しません。 


詳しくは （巨- 33) をご覧ください。 


※画面表示や操作ち法などは予告なくを更されることびあります。 
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各種設定 


ンディスプレイ 


シヤリヨウ 



※画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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① 

各種設定メイン画面 

4-24 

③ 

設定 グループ 選択画面 

4-24 

③ 

ウインタータイヤスピー 
ド U ミッター設定画面 

4-39 

④ 

車速感応ドア□ック設 
疋曲を 

4-40 













各種設定 ■ 


設定グループ選択画面を表示させる 

► またはを押して、各種設定 
メイン画面を表示させまず （4- 

24)。 

► 各種設定メイン画面①表示中に ra 
を押して、設定グループ選択画面 

② を表示させまず。 

設定グループを選択ずる 

または D を押して、”シャ U 
" を選択しまず。 

► Ea を押します。 

シヤ U ヨウの最巧の設定項目画面 

③ び表示されます。 


ウインタータイヤスピード US ッター 
設定画面 



最高速度の制限のない国などで、ウィ 
ンタータイヤ装着時にタイヤの許容最 
高速度に応じた最高速度を設定するた 
めの機能です。 

曰本仕様でち設定はでをまずび、法定 
速度を守って走行してください。 


► ra または〇を押して、設定内容 
を選択します。 

表示 設定内容 

ウイン ター タイヤス 
オフ ピード U 云ッターは 

作動しません。 

240 km/h 
吕 30 km/h 
吕 20 km/h 

210 km/h 最高速度びそれぞ 
吕〇 Okm/h れの速度に設定され 
1 90 km/h ます。 

1 80 km/h 
1 70 km/h 
1 巨 Okm/h 

知識 

ウインタータイヤスピード US ッ 
ターを設定しているときは、可変 
スピードリミッター （已-已 9) で設 
定でさる制限速度は、ウインター 
タイ ヤス ピー ド U ミッターの設定 
速度び上限となります。 


※画面表示や操作ち法などは予告なくを更されることびあります。 
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各種設定 


ンディスプレイ 


車速感応ドア□ック設定画面 


£> 80 ^ 
、60 


40 

20 


才-トマティック 
卜、'アロック 



180 

200 ' 

I 220 

240 


走行速度び約1已 km / hii (上になったと 
をにドアとトランクまたはテールゲー 
卜を自動的に施錠する機能の設定びで 
さます。 


► ra または D を押して、反転表示 
を移動しまず。 


表示 

設定内容 

オン 

車连感応ドア□ックび作 
動しまず。 

オフ 

車連感応ドア□ックは作 
動しません。 


詳しくは （3-4 已） をご覧ください。 


※画面表おや操作ち法などは予告なく変更されることびあります。 
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[コンフオート 



※画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 


@ 

,80 _ 
. 200 * 
| 22 & 
1240 



ンディスプレイ 




① 

各種設定メイン画面 

4-24 

② 

設定 グループ 選択画面 

4-24 

③ 

イージーエント U —設 
定曲を 

4-42 

④ 

施綻時のドア S ラー格 
納設定画面 

4-43 


4-39 













各種設定 


ンディスプレイ 


設定グループ選択画面を表示させる 

► またはを押して、各種設定 
メイン画面を表示させまず （4- 

24)。 


► 各種設定メイン画面①表あ中に ra 
を巧して、設定グループ選択画面 
②を表示ごせまず。 

設定グループを選択ずる 


ra または〇を押して、"コンフ 
オート’’を選択しまず。 


► Ea を押しまず。 


イージーエントリー設定画面 



運転席への乗り降りを容易にするイー 
ジーエント U —機能の設定びでをます。 


► ra または〇を押して、反転表示 
を移動します。 


表示 

設定内容 

オン 

ステア U ングび上方に移 
動しまず。 

オフ 

イージーエント U - 機能 
は作動しません。 


詳しくは （3-40) をご覧ください。 


コンフオートの最巧の設定項目画 
面③び表示されまず。 


※画面表おや操作ち法などは予告なく変更されることびあります。 
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ンディスプレイ 




施錠時のドアミラー格納設定画面 



し、80 
、60 


200 ' 

220 

240 


U モコン操作での施綻時にドアミラー > ra または〇を巧して、反転表示 
を格納する機能の設定びでをます。 を移動します。 


表示 

設定内容 

オン 

U モコン操作での施錠時 
にドア S ラーび格納され 

9 〇 

オフ 

U モコン操作での施錠時 
にドアミラーは格納され 
ません。 


詳しくは （3-9) をご覧くださし、 


※画面表示や操作ち法などは予告なくを更されることびあります。 
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ンディスプレイ 


トリップコンピューター 



① 

シヨー トト U ツプ 
六ーター画面 

4-43 

③ 

□ングト U ツプ 
六一夕—画面 

4-44 

③ 

走行可能距離画面 

4-4 已 



※画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 


卜 U ップコンピューター 


ショートトリップ メーター 画面 


、8 
、60 
40 

祭 




スタ-卜ぇ 
1:30 h 
.135 km 90 km/h 
7.0 km/I - 


180 
200 

M 

功0 


①エンジン始動からの走行距離 ( km ) 

③エンジン始動からの経過時間 （ h ) 

③エンジン始動からの平均速度 （ km / h ) 
@エンジン始動からの平均燃費 ( km / I ) 


ショートト U ップ; ><- 夕一は、エンジ 
ンを始動したとさを起点とした情報を 
みの U J 〇 


エンジンスイッチを0の位置にしてか 
ら、またはキーを抜いてから約 4 時間 
経過ずると、ショートトリップ一夕 
一は自動的にリセットされます。 

ショートトリップメーター画面を表お 
させる 

► またはを押して、ショート 
トリップ X - ター画面を表おさせ 
ます。 


ショートトリップターは、手動で 
ちリセットでさまず。 

ショートトリップ メーターを 手動でリ 
セットずる 

► ショートトリップ一夕一画面が 
表示されているとさに、 X — 夕一 
パネルのリセットボタン (3-99) 

を押し続けて、表示をリセットし 4 
ます。 


※画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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ンディスプレイ 


トリップコンピューター 


□ ングトリツプ メーター 画面 


民80 

*60 
40 

の— 




リセットカラ 
30:30 h 
2135 km yokm / h " 
6.1 km/I - ^ 


80 つ 
)?00 


功 0 


①リセットからの走行距離 （ km ) 
©リセットからの経過時間 （ h ) 

@リセットからの平均速度 （ km / h ) 
® リセットからの平均燃費 ( km / I ) 


□ングト U ップ一夕一は、リセッ 
卜したとさを起点とした情報を表示 
します。 


□ングトリップメーター画面を表示 
させる 

► またはを押して、ショート 
トリップ一夕一画面を表示させ 

ます（4-43)。 

► ra を押して、□ングト U ップメー 
ター画面を表示させます。 


□ングトリップメーターをリセットずる 

► □ングトリップ夕一画面び表示 
されているとさに、 X —夕ーパネル 
のリセットボタン （3-99) を押し 
続けて、表示をリセットします。 


知識 

U セット後、□ングトリップ X — 
夕一は、目，9目目時間経過後、また 
は9目，9目目 km 走行後に自動的に U 
セツトされます。 


※画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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ンディスプレイ 


卜 U ップコンピューター 



走行可能距離画面 



現在の燃料残量で走行可能なおよそ 
の距離を計算し、予測値として表示 
します。 


走行可能距離画面を表示させる 

► エンジンスイッチを吕の位置にし 
ます。 

► またはを押して、ショート 
トリップメーター画面を表示させ 

ます（4-43)。 


► 区 a を押して、走行可能距離画面 
を表示させます。 


を意！ 

走行可能距離は、現在までの平均 
燃費と残り燃料から計算した予測 
値です。今後の走行状況に応じて 
大をく変動することびありますの 
で、燃料計を確認して、早めに給 
ミ由してくださし、。 

燃料残量び少ないとをは、マルチファ 
ンクシヨンディスプレイに’’ネンリヨウ utr 
- T キユウ]シテクタ''サイ"と表示されるか、 
じ(下のマークび表示されまず。 



最寄りのガソ U ンスタンドですみやか 
に給油してくださし、。 


※画面表示や操作ち法などは予告なくを更されることびあります。 
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電話 


ンディスプレイ 



電話画面を表示させる 

► IMBI または 田11 を巧して、電話画面 
を表示ごせます。 


通話ずる（電話を夏信ずる） 

► 電話びかひってきたとをにステア 
リ ングの通話開始スイ、ソチ屈を 
押します。 

電話を受信でをます。 

通話を終える（電話を切断ずる） 

► ステア U ングの通話終了スイッ 
チ^を押します。 

電話を切断でさます。 


※画面表おや操作ち法などは予告なく変更されることびあります。 


電話ま号からの発信 

COMAN □システムの電話帳に登録し 
てある電話番号に電話をかけることび 
でさます。 

► 電話画面表示中に、 ra または U を 
巧して、発信先を選択します。 

► ステア U ングの通話開始スイッ 
チ®を押します。 

《詳細については、別冊 「 COMAND シス 
テム取扱説明書」をお読みください。 
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エンジンスイッチ 

己-2 

エンジンの始動と停止 

已 -4 

オートマチックトランスミッション 

已 -6 

マニュアルギアシフト 

已 -12 

才ートマチック車①運輯 

百-16 

パーキング□ック①解除 

百-21 

ランプ 

5-22 

方向指示 

5-28 

非甫点滅灯 

已 -29 

ワイ パー 

己-30 

リアワイパー（ステーシヨンワゴン） 

已 -33 


. 運転ずるとさ 


パーキングブレーキ 

己-34 

ブレーキ 

百-3百 

ABS 

己-38 

BAS 

百-40 

ホールド機能 

5-41 

ESP® / 4ESP® 

百-斗百 

4MAT に 

己-49 

AIR マティック DC サスペンション 

己-己0 

クルーズコントロール 

百-己4 

巧変 スピー ドリミッ ター 

已-已9 

パー ク 卜□ニック 

百-64 




運転ずるとき 


ンスイッチ 



ち八ンドル車 


ごく短時間でを、車から離れると 
をはエンジンスイツチひらキーを 
抜いてください。また、子供だけ 
を車内に残さないでください。い 
たずらから車の発進、乂災などの 
事故び発生するおそれびあ0ます。 
また、炎天下では車内びが萬に高 
温になり、熱中症を起こすおそれ 
び友0ます。 



作動内容 

⑩ 

0:キーを差し込む/巧く位置 

① 

1:エンジンを停止したまま電 
気装備の一部を使用すると 
さの位置 

③ 

吕：走行ずるとさの位置 

すべての電気装備び使用で 
をます。 

③ 

3:エンジンを始動する位置 

エンジンスイツチを③の位 
置までまわして手を放す 
と、 自動的にスターターび 
作動し続け、エンジンび始 
動しまず。 


タツチスタート 

エンジンスイツチを③の位置までま 
わすと、手を放してち自動的にスタ 
ーターび作動し続け、エンジンび始 
動しまず。 
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運転ずるとさ 


ま意！ 

• 走行中にエンジンを停止しない 
でください。エンジンブレーキ 
び効かな<なりまず。また、ブ 
レーキやステア U ングの操作に 
非常に大をな力び必要になり 
9 〇 

• 車のバッテ U —あびりを防止ず 
るために、駐車時は必ずエンジ 
ンスイッチからキーを抜いてく 
ださい。 

• エンジンスイッチにエマージェ 
ンシーキーを差すことはでをま 
せん。 


知識 

• セレクターレバーび la に入っ 
ていないとをはキーを抜くこと 
びでさません。 

• エンジンスイッチからキーを巧 
かずに⑩の位置で長時間放置し 
ていると、キーびまわせな<な 
ることびあります。このとをは、 
キーをいったん抜を、再度差し 
てからまわして < ださし、。 

• キーの発信部び覆われていたり 
ミちれていると、エンジンを始動 
でをな < なりまず。 


エンジンスイッチ 

ステアリング□ック 
ステア U ングを□ックずる 

► エンジンスイッチからキーを巧き 
ます。 

ステア1」ングび□ックされまず。 

ステア U ング □ ックを解除ずる 

► エンジンスイッチにキーを差し込 
みます。 

ステア U ングの□ックび解除され 5 
ます。 ~~ 
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運転ずるとさ 


エンジンの始動と停止 


エンジンの始動と停止 


エンジンを提動ずるとを ] 

注意！ 

-エンジンは、セレクターレバー 
び IM に入っていると をち始動 
でをますび、ま全のため、必ず 
セレクターレバーを la に入 
れ、 ブレーキ ペダルを踏んで始 
動してくださし、。 

• 少しでち車を動かすときはエン 
ジンを始動してください。エン 
ジンび停止していると、ブレー 
キやステア U ングの操作に非苗 
に大をな力び必要になります。 


ガソリンエンジン車 

► パーキングブレーキび確実に効い 
ていることを確認します。 

► セレクターレバーび la に入って 
いることを確認します。 

► 確実にブレーキペダルを踏みまず。 

► エンジンスイッチにキーを差し込 
み、アクセルペダルを踏まずに3 
の位置までまねして手を放しまず。 


知識 


ランプやエアコンディショナーな 
ど、バッテ U —の負担になる装置 
を停止しておくと始動性び良くな 
ります。 


ディーゼルエンジン車 

► パーキングブレーキび確実に効い 
ていることを確認します。 

► セレクターレバーび la に入って 
いることを確認しまず。 

► 確実に ブレーキ ペダルを踏みます。 
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運転ずるとさ 



①ホ熱表示打 


► エンジンスイッチにキーを差し込 
み、吕の位置までまわします。 

メーターパネルのを熱表示打①び 
点灯しまず。 

知識 

エンジンび暖まっていないとさは、 
を熱表示灯①はを熱び完了すると 
消打します。 

► 余熱表示灯①び消灯したら、アク 
セルペダルを踏まずにキーを3の 
位置までまわして手を放しまず。 


エンジンび始動しないとさ 

► セレクターレバーび la に入って 
いることを確認します。 

► エンジンスイッチを0か1の位置に 
戻してから再始動しまず。 

それでちエンジンを始動でさないとを 
は、指定サービスエ場に連絡してくだ 
さし、。 


知識 


E 320 CDI は、燃料切れによりエ 
ンジンび停止したとさは、燃料の 
補給後に燃料給油システムのエア 
抜をを行なわないと、エンジンび 
始動しないことびあります。詳し 
くは （10 -吕 3) をご覧ください。 


エンジンの始動と停止 

エンジンを停止ずるとさ 

► 完全に停車します。 

► ブレーキペダルを踏んだまま、パ 
ーキングブレーキペダルを確実に 
踏み込み、セレクターレバーを 
■ a に入れまず。 

► エンジンスイッチを0の位置にし 
苗 0 

► ブレーキペダルから足をゆっくり 
放しまず。 


を意！ 

水温び高めのとさは、かしの間ア 
イド U ング状態でエンジンを冷却 
してから、エンジンを停止してく 
ださい。 

知識 

冷却水温度び高いとさは、エンジ 
ンを停止した後ち、しばらくの間 
はエンジンフアンなどび作動ずる 
ことびあります。 
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運転ずるとさ 


オートマチックトランスミッション 


オートマチックトランス三ッシヨン 


[シフト位置表示 



26753 km 


220 . 


240- 


260、 


⑦シフト位置表示 

( ドライブに入っている状態） 

エンジンスイツチを吕の位置にする 
と、メーターパネルにシフト位置表示 
①び表示されまず。 
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► セレクターレバー ②を 動かして、 
シフト位置を選択します。 

知識 

エンジンスイツチび吕の位置で、 
ブレーキ ペダルを踏んでいないと、 
セレクターレノ（一を15■から動かす 
ことはでさません。 

ま意！ 

セレクターレバーを la または la 
に入れるとさは、完全に停車して 
ください。トランス云ツシヨンを 
損傷ずるおそれびありまず。 



シフト位置 


③ 

UM 

パーキング 

駐車およびエンジン始動/停止の位置 

④ 

13 

リバース 

後退するとさの位置 

⑥ 

d 

ニユートラル 

動力び伝わらない位置 

押したり、けん引してもらうことで車を移動できます。 

⑥ 

田 

ドライブ 

走行するとさの位置 

] 速〜已速 （7 G - TR 0 MC 装備きは]速〜7速）の範囲で自 
動的に変速します。 





























運転ずるとさ 


オートマチックトランス5ッシヨン 


走行モード 



①走打モー振巾 

路面の状況や運転に合わせてオートマ 
チックギアシフトの走行モードを切り 
碧えることができまず。 

エンジンスイッチを2の位置にずる 
と、 X —夕ーパネルに走行モード表示 
①が表示されます。 



マニュアルギアシフトが装備車 
© 走行モード選択スイツチ 


走行モードを選択ずる 
(マニュアルギアシフト非装備車） 

► 走行モード選択スイッチ®を押し 
まず。 

S モー ドー C モー ドー S モー ドと 
切り誓わります。 



マニュアルギアシフト装備車 

感走行モード選択スイ ッチ 日 

走行モードを選択ずる 
(マニュアルギアシフト装備車） 

► 走行モード選択スイッチ感を押し 
ます。 

E 目 3 AMG は、 S モードー M モー 
ドー C モー ドー S モー ドと切り替 
わります。 

E 63 AMG を除く車種は、 S モー 
ドー C モー ドー M モードー S モー 
ドと切り替わりまず。 


※記載の内容は、取扱説明書作成時のもので、予告なく変更されることびあ0ます。 


※車種や仕様により、走行モード選択ス 
イツチの表記が異なります。 
























運転ずるとき 


オートマチックトランスミッション 


走行モード 


C モード 

S モードより早めにシフトアップび行なわれます。ゆるやか 
な運転や滑りやすい路面を走行ずるとさに適していまず。 

セレクターレバーを|〇に入れたとさは S モードよりゆるやか 
に後退します。 

S モード 

十分な加连を得たいとをに使用します。セレクターレバーを 
|〇に入れたとさは C モードより力強く後退します。 

M モード* * 

マニュアルでギアシフトずることびでをます。 

詳しくは（已 -12) をご覧ください。 


警告 A 


選択したモードにより変速特性び 
変わります。必ず路面の状況に 
合ったモードを選択してくださし、。 


知識 

- S モードまたは C モードを選択 
した状態でエンジンを停止ずる 
と、次にエンジンを始動したと 
さは停止したとをのモードにな 
0ます。 


• M モードを選択した状態でエン 
ジを停止ずると、次にエンジン 
を始動したとさは、 S モードま 
たは C モードになります。 


* オフシヨンまたは仕様によ D 装備び異なりまず。 
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運転ずるとさ 


オートマチックトランスミッション 


テイッブシフト 

オートマチックトランス S ッシヨン 
のギアの変速範囲（ギアレンジ）を変 
えることにより不必要に変速しない 
よラにすることびでをます。 

走行 モー ドび C モー ドか S モー ドのと 
をにテイップシフトにすることびでさ 
まず。 


A 


滑りやすい路面状況やカーブを走 
行しているとさは、低いギアレン 
ジを選択してエンジンブレーキが 
効くと、駆動輪がグリップを失ラ 
おそれびあります。低いギアレン 
ジを選択するとさは十分ま意して 
<ださい。また、滑りやすい路面 
状況で駆動輪を空転させると、駆 
動系部品を損傷するおそれがあり 
ます。 



①ギアレンジ表示 


選択したギアレンジは 一夕ーパネル 
のギアレンジ表示①に表示されます。 


ギア 

レンジ 


の 

1速〜已连 （7 G - TR 0 NIC 
装備車は]連〜7连）の範 
囲で自動的に変速しまず。 

Cl * 

1速〜日速の範囲で自動的 
に変速します。 

且本 

1速〜已速の範囲で自動的 
に変速します。 

Q 

1速〜4速の範囲で自動的 
に変速します。 


1速〜3速の範囲で自動的 
に変連します。緩やかな坂 
道などを走行するとさに使 
用しまず。 


1速〜2速の範囲で自動的 
に変速します。急な坂道や 
エンジンブレーキび必要なと 
さに"(ま用しまず。 

D 

] 速に固をされまず。エン 
ジンブレーキび最大に作用 
し cf '' 当 〇 


* オプションまたは仕様により装備び異な0ます。 
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運転ずるとき 


オートマチックトランスミッション 


知識 

-ギアレンジ表示の数字は選がし 
たギアレンジを示しており、必 
ずしを実際のギアを示すちので 
はありません。 


-加速時にエンジンの許容回転数 
を超え、レッドゾーンに入るよ 
ラなとさは、自動的にシフト 
アップごれ、高いギアレンジび 
還択ごれます。 

• エンジンび暖まっていないとさ 
は、操作を行なってを、選がし 
たギアレンジに変わ日ないこと 
びありまず。 



あいギアレンジを選択ずる 

► セレクターレバーを③側に操作し 
ます。 

高いギアレンジを選択ずる 

► セレクターレバーを③側に操作し 
ます。 

ティップシフトを解除ずる 

► セレクターレバーを③側に操作し 
て保持します。 

③ほいギアレンジを選択 メーターパネルのギアレンジ表示 

感 局いギアレンジを逞択 ①に " D " び表示されます。 


テイッブシフトにずる 

► セレクターレバーび|田に入って 
いるとさに、セレクターレバーを 
③側に操作します。 

ティップシフトに切り替わり、選 
択されたギアレンジびメーターパ 
ネルのギアレンジ表示①に表おさ 
れます。 


知識 

• ティップシフトにしたときに選 
択されるギアレンジは、そのと 
さの走行速度やエンジン回転数 
などにより異なります。 

• ティップシフトにしていないと 
さにセレクターレバーを③側に 
操作すると、走行速度やエンジ 
ン回転数に応じてシフトアップ 
び行なわれます。 
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運転ずるとさ 


パドルによる操作* 



(ほいギアレンジを選択) 
⑤ち側パドル 

(高いギアレンジを選択) 


ティップシフトにずる 

► 左側のパドル④を引をまず。 

ティップシフトに切り替わり、選 
択されたギアレンジびメーターパ 
ネルのギアレンジ表示①に表示さ 
れまず。 

おいギアレンジを選択ずる 

► 左側のパドル④を引をまず。 

高いギアレンジを選択ずる 

► ち側のパドル⑥を引をまず。 

ティッブシフトを解除ずる 

► ち側のパのレ⑤を弓 I いて保ホ寺します。 

メーターパネルのギアレンジ表示 
①に"ぴび表おごれます。 


オートマチックトランスミッション 
知識 

• ティッフシフトにしたときに選 
択されるギアレンジは、そのと 
さの走行速度やエンジン回転数 
などにより異なります。 

-ティップシフトにしていなし、 
ときに、ち側のパドル⑥を引 
くと、走行を度やエンジン回 
転数に応じてシフトアップび 
行なわれます。 K 

• E 300アバンギャルド S (セ— 
ダン ）、 E 3已〇アバンギャル 

ド S 、 E 已已〇アバンギャルド 
S では、ち側のパドルには 
左側のパドルには"一"の表示 
びありまず。 

• E 己3 AMG では、ち側のパド 
ルには " UP "、 左側のパドルに 
は " DOWN " の表示びありまず。 


* オプションまたは仕様により装備び異な0ます。 
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運転ずるとき 


マニュアルギアシフト 

セレクターレバーまたはパドルを操作 
して、マニュアルでギアを選択するこ 
とびでさます。 


* オフシヨンまたは仕様によ D 装備び異なりまず。 


警告 A 


滑りやすい路面状況やカーブを走 
行しているとをは、シフトダウン 
によってエンジンブレーキび効く 
と、駆動輪びグ U ップを失ラおそ 
れびあります。シフトダウンする 
とをは十分ミ主意してくださし''。ま 
た、滑0やすい路面状況で駆動輪 
を空転ごせると、駆動系部品を損 
傷するおそれびあります。 


ま意！ 

エンジンび暖まるまでは、エンジ 
ンやトランスミッションに大きな 
負担びひかるよラな運転をしない 
で < ださし、。 

知識 

• マニュアルギアシフトでは、 
ESP の機能を解除しないで走行 
ずることをお勧めします。 

• エンジンび暖まっていないとを 
は、ギアシフト操作を行なって 
を、選択したギアに変ましない 
ことびありまず。 
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マニュアルギアシフトの選択 



①走行モード還択スイッチ 

マニュアルギアシフトを選択ずる 

► 走行モード選択スイッチ①を押し 
て、メーターパネルの走行モード 
表示③に” M " を表示させます。 


※車種や仕様により、走行モード選巧ス 
イツチの表記び異なります。 


運転ずるとさ 


マニュアルギアシフト 



② ギア表示 

③ 走行モード表示 

ギア表示②には選択されているギアび 
表示されます。 


知識 

-マニュアルギアシフトを選択し 
た状態でエンジンを停止ずると、 
エンジン再始動時にはオートマ 
チックギアシフトになりまず。 

• マニュアルギアシフトではギア 
表お②に表おされる数字は実際 
のギアをおしています。運転ち 
のシフトアップ/ダウン操作 
や、自動的なシフトアップ*/ 5 
ダウンに応じてギア表示③に表— 
おされる数字ち変わりまず。 


マニュアルギアシフトを解除ずる 

► 走行モード選択スイッチ①を押し 
て、 S モードか C モードを選択し 
まず。 


* オプションまたは仕様により装備び異な D ます。 
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運転ずるとさ 


マニュアルギアシフト 
セレクターレけ’一によるシフト操作 



④ シフトダウン 

⑤ シフトアップ 

シフトダウンずる 

► セレクターレバーを④の方向に操 
作します。 

シフトアップずる 

► セレクターレバーを⑤の方向に操 
作します。 


I パドルによるシフト操作 



⑥ 左側パドル 
(シフトダウン） 

⑦ ち側パドル 
(シフトアップ） 

シフトダウンずる 

► 左側のパドル⑥を引さまず。 

シフトアップずる 

► ち側のパドル⑦を引さまず。 


知識 

• シフトダウン操作をしなくて 
を、走行速度とエンジン回転数 
に応じて、自動的にシフトダウ 
ンすることびありまず。 

• E 300アバンギャルド S (セ 
ダン ）、 E 3已〇アバンギャル 
ド S 、 E 已已〇アノ（ンギャ J レド 
S では、エンジン回転数び上昇 
しレッドゾーンに近付くと、シ 
フトアップ操作をしなくてを自 
動的にシフトアップされます。 
このとを、ギア表示の数字を変 
わりまず。 

• シフトアップ/ダウン操作をし 
てち、選択したギアび適切でな 
い場合は、エンジン保護などの 
ため、シフトアップ/ダウンさ 
れません。 

• 停車ずると、ギアは]速にシフ 
卜されます。 

• 車種や仕様により、停車時に選 
択でさるギアは異なりまず。 
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運転ずるとさ 


マニュアルギアシフト 


E 300アバンギャルド S (セ 
ダン ）、 E 350アバンギャル 
ド S 、 E 5已日アノ（ンギャ J レド 
S では、マこュアルギアシフト 
を選択しているときにキックダ 
ウンを行なうことびできまず。 

E 63 AMG では、マニュアル半 
アシフトを選択しているときに 
キックダウンを行なラことはで 
きません。 

E 300アバンギャルドが (セダ 
ン ）、 E 3曰日アバンギャルド S 、 
E 目曰日アバンギャルド S では、 
ち側のパドルには"+"、左側のパ 
ドルには"一"の表示びあります。 


シフトアップ表示 （E 63 AMG ) 



® ギア表示 
® " up " マーク 
⑩シフトアップ マーク 


エンジン回転数び上昇し、シフトアッ 
プずるタイ S ングになったとさは、マ 
ルチフアンクシヨンディスプレイの表 
おびホ < なり、ギア表示®と " up " 
マーク®が表示されます。 

また、シフトアップマーク®ち表示さ 
れまず。 

必要に応じてシフトアップ操作を行 
なってください。 


• E 巨3 AMG では、ち側のパド 
ルには " UP "、 左側のパドルに 
は " DOWN " の表示があります。 

• セレクターレバーを左側に操作 
して保持するか、左側のパドル 
を引いて保持すると、そのとさ 
の加速に最を適したギアび選択 
されます。 


* オプションまたは仕様により装備び異なります。 
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運転ずるとき 


才ートマチック車の運転 


才ートマチック車の運乾 


運転ずる前にオートマチック車の特性 
を理解し、正しい操作をしてくださし、 


才ートマチック車の特 I 性 

ク U - プ現を： エンジンびかかってい 
ると き、 セレクターレバーび 13、 DI 
LU がに入っていると、動力びつなびっ 
た状態になり、アクセルペダルを踏み 
込まなくてち車びゆっくり動き出しま 
す。これをク U — プ現象といいます。 

キックダウン： 走行中にアクセルぺダ 
ルをいっぱいまで踏み込むと、自動的 
においギアに切り替わり、エンジンの 
回転数び上びって素早く加まします。 
これをキックダウンといいまず。 


発進ずる 

► エンジンを始動します。 

► ブレーキ ペダルを踏んで、踏みし 
ろや踏みごたえを確認します。 

► ブレーキ ペダルを踏んだまま、セ 
レクターレバーを|〇に入れます。 

警告 A 


アクセルペダルを踏んだ状態でセ 
レクターレバーを操作しないでく 
ださい。車び急発進したり、オー 
トマチックトランスクッションを 
損傷するおそれびあります。 


知識 

ギアび完全に切り替わるのを待つ 
てくださし、。 


► パーキングブレーキを解除しまず。 
► ブレーキペダルを徐々に戻して、 
アクセルペダルをゆつくり踏み込 
みます。 


ま意！ 

-急な坂道で発進するとさは、 
パーキングブレーキを効かせた 
ままブレーキペダルから足を放 
し、アクセルペダルをゆっくり 
と踏んで、車び動さ出す感触 
を確認してからパーキングブ 
レーキを解除して発進してくだ 
さい。 

• E 已3 AMG では、エンジン冷 
却水び約2 〇でが下のとをなど 
エンジンび暖まっていない場合 
は、エンジンな護のためにエン 
ジン回転数び制限されることび 
ありまず。 

エンジンび暖まるまでは、急加 
速を避けてくだごい。 
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運転ずるとさ 


才ートマチック車の運串5 


通常走巧 

通苗はセレクターレバーを la にして 
走行します。アクセルペダルの踏み加 
減や走行速度に応じて、自動的に変速 
び行なわれまず。 

警告 A 


走行中はセレクターレバーを1¢■に 
入れないで<ださい。エンジンブ 
レーキび効かないため、事故の原 
因になったり、トランス云ッシヨ 
ンを損傷するおそれびあります。 


知識 

エンジンび冷えているとをは、よ 
り高いエンジン回転数でシフト 
アップび行なわれまず。これによ 
り、排気ガスを浄化ずる触媒びよ 
り早く適正温度に達します。 


素早く加速したいとを 

アクセルペダルをいっぱいまで踏み 
込むと、キックダウンし、素早く加速 
しよす Q 

注意！ 

キックダウンするとさは、周囲の 
状況にま意しなびら操作してくだ 
さい。事故を起こずおそれびあり 
9 〇 


上り坂を走行ずるとき 

► 坂の勾配などに応じて、テイップ 
シフトで 1 氏いギアレンジを選択し 
ます。 

変速の少ない、なめらかな走行び 
でさまず。 

下り坂を走行ずるとき 

下り坂を111で走行ずると、エンジン 
ブレーキの効さび弱く、速度び出ずぎ 
ることびあります。 

► 坂の勾配などに応じて、テイップ 
シフトで 1 氏いギアレンジを選択し 
ます。 

エンジンブレーキの効さを強 < し 
て走行ずることができます。 
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運転ずるとき 


オートマチック車の運乾 

エンジンブレーキ；走行中にアクセル 
ペダルを戻したとさに発生ずるエンジ 
ンの内部抵抗を利用した減連をエンジ 
ン ブレーキと いいまず。低いギアのと 
さほど効さび強 < なります。 


警告 A 


• 長い下りあや急な下りあではお 
ずエンジンブレーキを併用して 
ください。ブレーキペダルを踏 
み続けた0、急ブレーキを繰り 
返すと、ブレーキび効かな<な 
るおそれびありまず。 

• 急激なエンジンブレーキを効か 
せないでください。ス U ップし 
て車のコント□—ルを失い、事 
故を起こすおそれびあります。 


滑りやずい路面を走行ずるとを 

走行モード（已 -7) を C モードに切り 
曽え、急加速や急減速を適けた運転を 
むびけてください。 


A 


滑りやずい路面では、ほいギアレ 
ンジや低いギアを選択ずることに 
よる急激なエンジンブレーキを効 
かせないでください。車のコント 
□ールを失い、事故を起こすおそ 
れび友0ます。 


注意！ 

エンジンの許容回転数を超え、 
レッドゾーンに入るおそれびある 
場合は、ほいギアレンジや低いギ 
アを選択ずることはでをません。 
このとをは、ブレーキペダルを踏 
んで減速してから再度操作し、速 
度に応じたエンジンブレーキを効 
かせて < ださい。 


狭い場所で転回ずるとを 

► ブレーキ ペダルを踏みなびら、走 
行速度を調整します。 

► 後ちなど周囲のま全を確認し、ゆ 
つくりと転回します。 


停車ずるとを 

► セレクター レ パーを|〇に入れた 
まま ブレーキ ペダルを踏みます。 
やむ を 得ず停車び長くなるときは、 
パーキング ブレーキを 確実に効か 
せ、わ レクターレバーを la に入 
れます。 


警告 A 


停車中は空ぶかしをしないでくだ 
さい。 万一、 セレクタ ーレバーび 
1〇か1〇に入ると、車び急発進し 
て重大な事故を起こすおそれびあ 
0ます。 
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運転ずるとさ 


ま意！ 

• 急な上りあなどではアクセル 
ペダルの踏み加減によって停 
車状態を保たないでください。 
トランス S ッシヨンに負担び 
かひり、過熱や故障の原因に 
なります。 

• 停車中はブレーキペダルを確実 
に踏み、ク U - プ現象 （已 -1 巨） 
で車び動かないよラにしてくだ 
さい。 

• セレクターレバーを la に入れ 
るとをは、完全に停車してくだ 
さい。トランスミッションを損 
傷ずるおそれびありまず。 


駐車 

► 完全に停車して、フレーキペダル 
を踏み込んだまま、パーキングブ 
レーキを確実に効かせまず。 

► セレクターレノ（一を■堂に入れます。 
► エンジンスイッチを0の位置にし 
て、キーを抜をまず。 

► ブレーキペダルから足をゆつ<り 
放します。 


A 


駐車時や車を離れるとさは、セレ 
クターレバーを la に入れ、パーキ 
ングブレーキを確実に効かせ、ェ 
ンジンを停止してください。セレ 
クターレノ（一を la に入れただけで 
は十分なブレーキ効果び得られず、 
あ道などで車び動さ出ずおそれび 
ありまず。 


才ートマチック車の運転 

を意！ 

-急なあ道で駐車ずるとをは、 
パーキングブレーキを確実に効 
かせてください。ごらに輪止め 
をして前輪を歩道方向に向けて 
くだごい。 

-短時間でち車から離れるとさは、 

モ供だけを車内に残さないでく 
ださい。また、ドアウインドウ 
やスライデイングルーフ*を閉 5 
じて、車を施錠してください。 — 

知識 

冷却水温度び高いとをは、エンジ 
ンを停止した後ち、しばらくの間 
はエンジンフアンなどび作動ずる 
ことびあります。 


* オプションまたは仕様により装備び異な D ます。 
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運転ずるとき 


才ートマチック車の運転 

エマージ王ンシーモード 

トランスミッションに異南び発生し、 
自動変速びでさなくなったとをは、自 
動的にエマージェンシーモードに切り 
替わることびあります。 

この場合、しソ下の方法でギアを2速か 
U パースに入れることびでさるよラに 
なり、走行でをる場合びあります。ま 
全な場所まで移動して指定サービスェ 
場に連絡して < ださい。 


エマー ジェン シーモー ドでの走行 

► ま全な場所に停車し、セレクター 
レバーを■堂に入れます。 

► エンジンスイッチを0の位置にし 
て、約] 0秒間待ちます。 

► エンジンを始動します。 

► セレクターレバーを|〇に入れます。 
2速ギアに固定され、前進でをまず。 


または 

► セレクターレバーを13に入れます。 
U バースギアに固定ごれ、後退で 
をまず。 


ま意！ 

-2まや U バースに 変速でさな 
かったり、変连でさてち走行で 
さないとさは、指定サービスエ 
場に連絡してください。 

• エマージェンシーモードで走斤 
ずるとをは、動力性能び大さく 
制限されます。十分にミ主意して 
走行し、指定サービスエ場で点 
検を受けてくだごい。 
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運転ずるとさ 



①ル物入れの カバー 
③ペンなど 


セレクターレバーを la から動かせな 

いとをは、 LU 下の方法で動かずことび 

でをます。 

この作業はでさるだけ指定サービスエ 

場に依頼してくださし、。 

パーキングロックを解除ずる 

► センターコンソールのル物入れの 
カバーのを開をまず。 

► ル物入れ内部のトレイを取0外し 
まず。 

► ル物入れのカバー①を約4已度の角 
度に保ち、前面のち寄りにある巧 
にペン②などを差し込みます。 

► ペン②などで、内部前方にある □ 
ック解除ボタンを巧しなびら、セ 
レクターレバーを la から動かし 
ます。 


パーキング□ックの解除 

ミ主意！ 

セレクターレバーを動かすことび 
でさたとさでを、指定サービスエ 
場で点検を受けてください。 

知識 

ペンなどび差し込みにくい場合は、 

フ□ントアームレストのカバーを 
開< と差し込みやず< なりまず。 

5 
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運転ずるとき 




ンプ 


ランプスイッチ 



ち八ンドル車 
①ランプスイッチ 
③フ□ントフォグランプ表示打 
③リアフォグランプ表示灯 


► ランフスイッチ①をまわして各位 
置に合わせます。 


位置 

作動内容 

〇 


すべてのランプび消打 

BIHil 

周囲の明るさに応じて自動 
的に点打/消打 



車幅灯、テールランプ、ライ 
センスランプやスイッチなど 
の照明び点灯 

^9 

車幅1 灯などに加え、ヘッド 
ランプび点灯 

1^9 

ち側のノてーキングランプび 
点灯 

P 53 

左側のノてーキングランプび 
点灯 


へッドランプ 

へッドランプは手動または自動的に点 
灯/消好することびでをまず。 

へッドランプび点巧すると、メーター 
ノ (ネルのへッドランプ表お灯^び点 
に[しまず。 

へッドランプを手動で点:打ずる 

► エンジンスイッチを2の位置にし 
ます。 

► ランプスイッチ①を^の位置に 
します。 

へッドランプを自動で点'灯ずる 

► ランプスイッチ①を曲因の位置に 
します。 

周囲び暗いとを、エンジンスイッ 
チを1の位置にすると、車幅灯、 
テールランプ、ライセンスランプ 
び自動的に点打しまず。 

エンジンを始動すると、上記に加 
えてへッドランプち自動的に点灯 
します。 
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運転ずるとさ 




警告 A 


-ランプの点打/消打に関する全 
責任は運転ちにありまず。ラン 
プの自動点な機能は運転ちをす 
援する機能です。 

-しソ下の状況などではランプは自 
動的に点灯しなかったり、点灯 
していたランプび消巧して事故 
を起こずおそれびあります。こ 
のとをは、手動でランプを点打 
してください。 

◊震の中を走行するとを 

〇対向車のランプなどにより、 
センサーび正常に作動しなし、 
とを 

• ランプスイッチをから^3 
の位置にずるとさは、必ず停車 
して<ださい。ランプび一瞬消 
灯して事故を起こすおそれびあ 
りまず。 


ま意！ 

• ランプスイッチを匹3の位置に 
したまま、キーを巧いて運転席 
ドアを開くと、警告音び鳴り、 
マルチフアンクシヨンデイスフ 
レイに"ラ仆うケシテクタ''サイ!’’と表 
おされます。このとをはランプ 
スイッチを D の位置にしてく 
ださい。ノ（ッテ1」一びあびるお 
それびあります。 

• エンジンを停止した状態で、ラ 
ンプを長時間点打しないでくだ 
ごい。バッテ I 」一びあびるおそ 
れびありまず。 


知識 

. へッドランプび点打していると 
さに、エンジンスイッチを1の 
位置にずると、へッドランプび 
消灯しまず。 

さらにこの状態でエンジンス 
イッチを0の位置にして運転席 
ドアを開<か、エンジンスイッ 
チからキーをなくと、車幅灯な 
どを消打しまず。 

• フ□ントウインドウの上部中央 
には明るさを感知するセンサー 
びあります。このセンサーは、 
レインセンサーと同じ位置にあ 
ります（已-31)。センサー部に 
ステッカーなどを貼付すると、 
自動点灯機能び働かなくなり 
cs g-Q 

• ランプスイッチび四 a の位置の 
とをは、トンネルなどの暗い場 
所や悪天候のとさなどに、ラン 
プび自動的に点打することびあ 
りまず。 
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運転ずるとき 


ランプ 
フォグランプ 

フ□ントフォグランプを点:打ずる 

► エンジンスイッチび吕の位置でラ 
ンプスイッチ①の位置び巨囚また 
は^のとをに、ランプスイッチ 
①を 1 段引をます。 

フ□ントフォグランプび点巧し、 
フ□ントフォグランプ表示打③び 
点灯します。 

フ□ントフォグランプと U アフォグラ 
ンプを点なずる 

► エンジンスイッチび吕の位置でラ 
ンプスイッチ①の位置び区因また 
は^のとをに、ランフスイッチ 
①を2段引をます。 

フ□ントフォグランプと U アフォ 
グランプび点灯し、フ□ントフォ 
グランプ表示打②と U アフォグラ 
ンプ表示好③び点打します。 


警告 A 


ランプスイッチび曲因の位置のとを 
は、フォグランフを点灯すること 
はできません。震の中を走行ずる 
とさは、あらかじめランプスイッ 
チをの位置にしてへッドランプ 
を点巧してください。 


ま意！ 

-フォグランプは、震などの悪天 
候で、十分な視界び確保でさな 
いとをじ(夕 W こは使用しないでく 
ださい。対向車や後続車の迷惑 
になります。 

-エンジンを停止した状態で、ラ 
ンプを長時間点なしないで < だ 
さい。パ'ッテ U —びあびるおそ 
れびありまず。 


A ’ー キングランプ 

暗びりでの駐車時に後続車などに車の 
存在を知らせるため、車幅灯とテール 
ランプだけを点灯します。 

パーキングランプを点打ずる 

エンジンスイッチび0の位置のとを、 
またはキーを差し込んでいないとをに 
点灯させることびでをます。 

► ランプスイッチを13の位置にする 
と、ち側のパーキングランプび点灯 
しまず。 

または 

► ランプスイッチを0因の位置にする 
と、左側のパーキングランプび点灯 
しまず。 
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運転ずるとさ 


へッドランプ下向を/上向をの切り 
曾え 



左八ンドル車 
①下向き 
③上向き 
③パッシング 


へッドランプを下向きにずる 

► ヘッドランプび点灯しているとを 
に、コンビネーションス イッチを 
①の位置にしまず。 

へッドランプび下向きになります。 

へッドランプを上向きにずる 

► ヘッドランプび点なしていて、エ 
ンジンスイッチび1ひ吕の位置のと 
をに、コンビネーションスイッチ 
を②の位置にしまず。 

へッドランプび上向をになります。 

メーター パネルの八イ ビーム 表示 
灯^び点巧しまず。 


ランプ 

パッシングずる 

► エンジンスイッチび1か吕の位置の 
とさに、コンビネーションスイッ 
チを③の方向に引をます。 

引いている間へッドランプび上向 
をで点打します。 

メーターパネルの八イビーム表示 
打^び点好します。 

コンビネーションスイッチから手 
を放すと①の位置に戻ります。 

を意！ 

対向車びあるとさや市街地を走行 
するときは、へッドランプを上向 
をにしないで <ださい。 
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運転ずるとき 


ランプ 

コーナ U ングランプ 

(下のとをに、方向指示灯の点滅、ま 
たはステア U ング操作に連動して、フ 
□ントフォグランプび点打します。 

• 周囲び暗いとを 

• 走行連度び約 40 km / hLi (下で、ェ 
ンジンびかかっているとを 

• へッドランプを点打しているとを 

ち向指示灯の点滅との連動 

方向指示灯を点滅ごせると、点滅ごせ 
た側のフ□ントフォグランプび点灯し 
まず。 

セレクターレバーび m に入っている 
ときは、フ□ントフオグランプは点灯 
しまたん。 


* オフシヨンまたは仕様によ D 装備び異なりまず。 


ステアリング操作との連動 

ステア1」ングを操作すると、操作した側 
のフ□ントフォグランプび点灯します。 

セレクターレバーび ra に入っている 
とさは、ステア U ングを操作した方向 
と逆側のフ □ ントフオグランプび点 I 灯 
しまず。 


知識 

• 点滅させたち向指おなの方向 
と、ステア U ングの操作方向び 
異なるとさは、方向指示打と同 
じ側のフ□ントフォグランプび 
点灯します。 

• フ□ントフォグランプはゆつく 
り消'灯ずるため、一時的に左ち 
両側のフ□ントフォグランプび 
点灯ずることびあります。 

-点灯したフ□ントフォグランプ 
は、約3分後に自動的に消灯し 
ます。 


アクティブライトシステム* 

周囲び暗いとを、走行中にステアリン 
グを操作ずると、操作した方向にへッ 
ドランプの向をび変わりまず。 

この機能の設定と解除については （4- 
31) をご覧ください。 

1知識 

. へッ ドランプの角度は、ステア 
U ングの操作角度や走行速度に 
応じて変化します。 

-変化するへッドランプの角度は 
ルさいため、変化びわかりに< 
いことびあります。 
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運転ずるとさ 


八イウェイ モー ド* 

周囲び暗いとき、約]] Okm / h しソ上の 
走行速度で、ステア U ングを大をく操 
作することなく約] km 走行したとさ 
に、へッドランプの照度や照射範囲を 
自動的に調整します。 

この機能の設定と解除については （4- 
31) をご覧ください。 

知識 

へッドランプの照度は、走行速度 
び約白 Okm / hLiLh になったときに 
上びります。 


* オプションまたは仕様により装備び異な D ます。 




r フォグランプ強化機能*_ ] 

周囲び暗いとさ、約 70 km / h しソ下の 
走行ま度で U アフォグランプを点 I 灯 
したとをに、フ□ントフォグランプ 
び道路の脇を照射することで視界を 
確なし、眩しごを軽減しまず。 

この機能の設定と解除については （4- 
31) をご覧くださし、。 

知識 

走行速度び約1 OOkm / h を超える 
と、フオグランプ強化機能は停止 
します。 


車かランプ消灯遅延機能 

周囲び暗いときにエンジンを停止する 
と、車幅灯、フ□ントフォグランプ、 
テールランプ、ライセンスランプび点 
灯し、ドアやトランクまたはテール 
ゲートを開いて閉じた後、約]已秒後 
に消！なしまず。 

この機能の設定と解除については （4- 
34) をご覧ください。 

車がランプ消な遅延機能を一時的に 5 
解除ずる — 

► エンジンを停止した後、エンジン 
スイッチを吕の位置にします。 


知識 

• エンジンを停止してからドアや 
トランクまたは テールゲー トを 
閉じたままにするひ、開いてそ 
のままにしてから約已〇秒後に、 
ランプは消なします。 

• この機能は、エンジンを停止し 
てから約白0秒経過すると作動 
しなくなりまず。約巨0秒じ(内 
ならドアやトランクまたはテー 
ルゲートを開くたびに車外ラン 
プび点灯します。 
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運転ずるとき 





ち八ンドル車 

⑦ち側のち向指示灯び点滅 
②左側のち向指示灯び点滅 


エンジンスイッチび1か吕の位置のと 
をに点滅させることびでさまず。 

ち側のち向指示なを点滅させる 

► コンビネーションスイッチを①の 
方向に操作します。 

左側のち向指示：打を点滅させる 

► コンビネーションスイッチを ②の 
ち向に操作します。 

ステア U ングを直進に戻ずとコンビネー 
ションスイッチは自動的に戻ります。戻 
日ないときは手で戻してください。 

で向指示 I 灯び点滅しているときは、 
メーターノ くネルの方向指お表示灯ち点 
滅します。 


知識 

• コンビネーシヨンスイッチを 
①または③の方向に軽く操作 
ずると、方向指示灯び3回点滅 
します。 

-方向指示打を使用しているとを 
に非當点滅好スイッチを押す 
と、非甫点滅打び優先されまず。 
再度、非苗点滅巧スイッチを押 
ずと、方向指示巧に切り替わり 
ます。 
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運転ずるとさ 


|| III I ■ 


非常点滅灯 



.. 

1も 



①非常点滅灯スイツチ 


故障などの非萬時に、やむを得ず路上 
で停車するときなどに使用します。 

非常点滅:打を使用ずる 

► 非萬点滅'灯スイツチ①を押しまず。 

すべての方向指示 I 灯び点滅し、スイ 
ツチと、メーターパネルの方向指示 
表示灯を同時に点滅します。 

非常点滅なを消なさせる 

► 再度、非常点滅灯スイッチ①を押 
しまず。 


ミ主意！ 

-非甫時 LU がは使用しないでくだ 
さい。 

-エンジンを停止して長時間使用 
ずると、ノくッテ U —びあびるお 
それびありまず。 

知識 

-非常点滅打を使用しているとさ 
にコンビネーションスイッチを 
左折またはち巧方向に操作する 
と、その方向の方向指示巧の点 
滅に切り替わりまず。 

方向指示灯び消灯すると、再び 
非當点滅灯に切り替わります。 

-エアバッグび作動すると、非當 
点滅'なび自動的に点滅します。 
自動的に点滅した非常点滅打を 
消灯ずるとさは、非當点滅灯ス 
イッチを押します。 
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運転ずるとき 





セダン（ち八ンドル車） 

①ティップ機能/ 

ウインドウウォッシャーの噴射 
③ワイパー作動 モー ドの マーク 


ワイ パーを 作動させる 

エンジンスイッチび 1 か 2 の位置のと 
をに作動します。 

► コンビネーションスイッチをまね 
してワイパー作動 モー ドの マーク 
②を g 〜 g に合わせまず。 


位置 

作動内容 

〇 

停止 

■ 

間欠モード I 
婚止〜高速） 

园 

間欠モードロ 
(停止〜高速） 

同じ雨滴量の場合、 
間欠モード I よりち 
ワイパーび速く作動 
し 9 〇 


低速モード 

日 

高速モード 


知識 

• 間欠モードは、フ□ントウイン 
ドウのレインセンサーび感知し 
た雨滴量や走行速度などに応じ 
て、ワイパーの作動を自動的に 
切り替えまず。 

• 間欠モードのとを、停車時にフ 
□ントドアを開くとワイパーは 
停止しまず。ワイパーはじ(下の 
とをに作動を再開します。 

〇セレクターレバーび la また 
は131に入っている場合は、 
フ□ントドアを閉じてセレ 
クターレバーを TO または 
13に入れたとを 
◊セレクターレバーび|田また 
は ra に入っている場合は、 
フ□ントドアを閉じたとを 

• コン ビネーシヨ ン スイッチ 
び H の位置のとさ石、停車時 
およびほ速走行時のワイパーの 
作動は、レインセンサーにより 
自動調整ごれます。 

-ワイパーび作動しないとをは、 
別のモードを選がずると作動す 
ることびあります。 
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運転ずるとさ 




ワイパーを1回だけ作動させる 
(ティップ機能） 

► エンジンスイッチび1か吕の位置の 
とさ、コンビネーションスイッチ 
を矢印①のち向に軽く巧しまず。 

ワイパーび]回だけ作動しまず 
(ウォッシャー液は噴射しません)。 

この機能はフ□ントウインドウび濡れ 
ているとさだけ使用して < ださし、。 

ウインドウウォッシャーを暖射ずる 

► エンジンスイッチび1か吕の位置の 
とさ、コンビネーションスイッチ 
を矢印①の方向にいっぱいまで押 
し続けまず。 

その間ウインドウウォッシャー液 
び噴射し、ワイパーち作動します。 

知識 

を季にはウォッシャー液の濃度に 
ミ主意し、を用の純正ウォッシャー 
液を使用してくだごい。 


レインセンサー 



フ□ントウインドウの図の位置にレイ 
ンセンサーびあります。 

ま意！ 

レインセンサー部にステッカーな 
どを貼付しないでください。レイ 
ンセンサーび正しく機能しなくな 
ります。 


へッドランプウォッシャー 

エンジンびかかっていてへッドランプ 
び点灯しているときに、ウインドウ 
ウォッシャーを約已回操作すると、 
へッドランプウォッシャーび自動的に 
作動しまず。 

知識 

• エンジンを停止ずるか、ヘッドラ 
ンプを消巧させると、ウインドウ 
ウォッシャーを作動させた回数は 
I 」セットされまず。 

• を季にはウォッシャー液の濃度 
にを意し、を用の純正ウオッ 
シャー液を使用してください。 


注意！ 

へッドランプは樹脂製レンズを使用 
してし''るので、必ず専用の純正 
ウォッシャー液を使用してくださし、。 
レンズを損傷ずるおそれびあります。 
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運転ずるとき 


ワィパー 
ま意！ 

-ワイパーやウォッシャーを使用 
するとをは、歩行者に水しぶさ 
やウォッシャー液びかひらなし、 
よラにミ主意してください。 

-フ□ントウインドウを巧くとを 
などは、必ずコンビネーション 
スイッチを D の位置にしてく 
ださい。ワイパーび動を、けび 
をするおそれびありまず。 

• フ□ントウインドウび乾いてい 
るとさはワイパーを使用しない 
でくだごい。ウインドウの表面 
に細かい傷び付くおそれびあり 
ます。 

フ□ントウインドウびミちれてし、る 
場合は、必ずウォッシャー液を噴 
射してから使用してください。 


-エンジンを停止ずるとをは、必 
ず コン ビネーシヨ ンスイッチ 
を D の位置に戻してくださ 
し、コン ビネーシヨ ンスイッチ 
び^3〜の位置のままエ 
ンジンスイッチを1の位置にず 
ると、ワイパーび作動し、ウイ 
ンドウび濡れていないとをは傷 
び付くおそれびあります。 

• フ□ントウインドウび乾いてし、 
てち、エンジンスイッチび1か 
2の位置のとさにコンビネー 
シヨンスイッチをか 
の位置にすると、ワイパーび] 
回作動しまず。 

• ウォッシャー液び出なくなった 
とさは、ウォッシャーの操作を 
しないでください。ウォッ 
シヤーポンプを損傷するおそれ 
び友0ます。 


• 寒冷時にはワイパーびウイン 
ドウに貼り付くことびありま 
ず。作動させる前に貼り付い 
ていないこと を 確認してくだ 
さい。貼り付いたままワイ 
パーを操作ずると、ワイパー 
ブレー ドや モーターを 損傷す 
るおそれびあります。 

-雪などび付着しているとをは、 
雪などを取り除いてからワイ 
パーを操作してください。作業 
の際には、ま全のため、エンジ 
ンスイツチからキーを巧いてく 
ださい。 
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運転ずるとさ 


リアワイパー（ステーシヨンワゴン） 


アワイパー（ステーシヨンワゴン） 



ち八ンドル車 
①ノブ 

③ U アワイパー作動モードのマーク 

③ U アワイパー作動 

④ U アウインドウウォッシャーの噴射 


U ァワイパーを作動さはる 

► エンジンスイッチび1ひ吕の位置の 
ときにノブ①をまわして、 U ァワ 
イ パー 作動 モー ドのマーク②を③ 
の位置に合わせまず。 

リアウインドウウォッシャーを 

晴射させる 

► エンジンスイッチび1ひ吕の位置の 
ときにノブ①をまわして、 U ァワ 
イ パー 作動 モー ドの マーク ②を④ 
の位置に合わせまず。 


知識 

エンジンスイツチび吕の位置でフ 
□ントワイパーび作動していると 
をにセレクターレパーを ra に入 
れると、 U アワイパーび(下のよ 
ラに作動しまず。 

• フ□ントワイノく一び間欠作動の 
とさ： 

◊間欠で作動しまず。 

• フ□ントワイパーび低速あるい 
は高速作動のとさ： 

◊低速で作動しまず。 


5-33 














運転ずるとき 


jk ーキングブレーキ 



ち八ンドル車 

① パーキングブレーキペダル 
© ブレーキペダル 
透)解除八ンドル 


パーキングブレーキを効かせる 

► ち足で ブレーキ ペダル®を踏み、 
左足でパーキングブレーキペダル 
①をいっぱいまで踏み込みます。 

エンジンびかかっているとさは、 
x —ターパ ネルの ブレーキ 警告 
口胃が点灯します。 

パーキングブレーキを解除ずる 
► ブレーキペダル®をいっぱいまで 
踏みながら、解除八ンドル感を手 
前に引きまず。 

エンジンびかかっているとさは、 
六 一夕 _パネルの ブレーキ 警告 
灯胃び消灯します。 

n 知識 

I パーキング ブレーキを 解除せずに 
I 走行すると、警告音び鳴り、マル 
I チフアンクシヨンディスプレイに 
警告 ッセー ジが表示されます。 


警告 A 


-子供だけを残して車から離れな 
いでください。パーキングブ 
レーキを解除して車び動さ出し、 
事故を起こすおそれびありまず。 

-パーキングブレーキを効かせた 
まま走行しなし'' でくださし''。 
パーキングブレーキび過熱して 
効かなくなったり、火災び発生 
するおそれびあります。 

ま意！ 

-パーキングブレーキは完全に停 
車してから効かせてください。 

-急な坂道に駐車ずるとをは、後 
輪の下り側に輪止めをしてくだ 
さい。さらに前輪を歩道方向に 
向けて < ださい。 
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運転ずるとさ 


ブレーキ 


A 


-長い下りあや急な下り坂では必 
ずエンジンブレーキを併用して 
ください。エンジンブレーキを 
併用しないでブレーキペダルを 
踏み続けたり、急ブレーキを繰 
り返すと、ブレーキび効かなく 
なり停車でさなくなるおそれび 
あります。 

-ブレーキペダルの上に足を置い 
たまま運転しないでください。 
ブレーキパッドび早く摩耗する 
だけでな<、ブレーキび過熱し 
て効かな<なったり、火災び発 
生するおそれびあります。 


ま意！ 

• ブレーキび過熱している状態で 
は、ブレーキに水びかからない 
よラにしてください。ブレーキ 
ディスクを損傷するおそれびあ 
りまず。 

• 水たまりの通過後や洗車直後は、 
ブレーキの効さび遅れたり、悪 
<なることびありまず。このよ 
ラなとさは、後続車にを意しな 
びら1氏速で走行し、ブレーキの 
効をび回復ずるまでブレーキぺ 
夕 V レを数回軽く踏んでくださし、。 

• 高速道路を走行しているとをな 
ど、ブレーキをかけずに長時間 
走行していると、ブレーキの効 
をび悪くなることびあります。 
このよラなとさは後続車にミ主意 
しなびら、時クブレーキを効か 
せて < ださい。 


ノレ — Ar 

• 必ず純正のブレーキパッドを使 
用してください。純正し U 外のブ 
レーキパッドを使用すると、ブ 
レーキ特性び変わってま全なブ 
レーキ操作びでさな<なるおそ 
れびありまず。 

知識 

• 長い急な下りあでは、ティップ 
シフトで低いギアレンジを選が 
して、エンジンブレーキを効か^ 
せてください。ブレーキの過熱 
や過度の摩耗を防ぐことびでを 
ます。 

-急ブレーキなどでブレーキに大 
をな負担をかけた後は、ブレー 
キディスクび;ちえるまでしばら 
く走行を続けてくだごし、。 
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運転ずるとき 


ノ レ — Ar 

圓 ブレーキ 警告な 

エンジンスイッチを吕の位置にすると 
点灯し（点灯しないとをは警告灯び故 
障しています）、エンジン始動後に消 
打します。 

エンジン始動後をパーキングブレーキ 
を効かせているとをは、点巧したまま 
になりまず。 

パーキングブレーキを解除してち消灯 
しないとさや、エンジンびかかってい 
るとをに点灯したとさは、ブレーキ液 
び不足しています。ま全な場所に停車 
し、指定サービスエ場に連絡してくだ 
さい。 


ま意！ 

マルチフアンクシヨンデイスフレ 
イにブレーキ液またはブレーキ 
パッドに関する故障/警告メッ 
セージび表示されたときは （ 1 0-9) 
をご覧 < ださい。 


EBV 

E 日 V (エレクト□ニック.ブレーキパ 
ワー.デイスト U ビューシヨン）は、 
後輪のブレーキ圧を調整し、ブレーキ 
時の車両操縦性と走行ま定性をおなし 
よラとずるシステムです。 

警告 A 


E 目 V に異常びあるとさち通萬のブ 
レーキは作動しますび、後輪び 
□ックするおそれびあります。路 
面の状況にあわせて慎重に運転し 
てください。 
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運転ずるとさ 


E 巨3 AMG ①ブレーキのを意事項 

E 已3 AMG の高性能ブレーキシステ 
ムは、走行速度やブレーキペダルの踏 
力、気温や湿度などのが気環境により、 
ブレーキノイズを発生することびあり 
まず。 

また、 E 已3 AMG のブレーキパッド 
やブレーキディスクなどブレーキシス 
テムを構成する部品は、運転スタイル 
や走行状況に応じて摩耗度合いび異 
なってさます。走行距離は摩耗度合い 
を測る目をにはなりません。負荷の高 
い運転を行なったとさは、摩耗度合い 
び高< なりまず。 


ま意！ 

• E 日3 AMG の ブレーキ パッド 
は、目まとして走行距離び数百 
km を超えるまでは制動能力を完 
全には発揮でさません。この期 
間は、必要に応じて ブレーキ ぺ 
ダルを少し強めに踏んでくださ 
し、。また、 ブレーキ パッドの交 
換を行なったとをち、目まとし 
て走行距離び数百 km を超えるま 
ではを意してください。 

• E 日 3 AMG のブレーキシステム 
に高い負荷を与えるよラな走行 
をした後は、必ず指定サービス 
工場で点検を受けてくださし、。 


ブレーキ 

アダプティブブレーキランプ 

アダプティブブレーキランフは、約 
已 Okm / h じ(上からの急ブレーキ時に 
巨 AS び作動すると、ブレーキランプび 
点滅し、後方の車両にミ主意を促します。 

また、約 70 km / hl ； ■(上か日の急ブ 
レーキ 時には、 ブレーキ ランプの点滅 
に加えて、停止後にが甫点滅灯び自動 
的に点滅します。 

自動的に点滅した非當点滅 I 灯は、非當 
点滅なスイッチを押すか、走行速度び 
約1 Okm / h じ(上になると自動的に消 
打します。 
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運転ずるとさ 




A 己 S 


A 巨 S (アンチ□ック.ブレーキン 
グ-システム）は、急ブレーキ時や滑 
りやずい路面でのブレーキ時など、車 
び不ま定な状況になったとさに、タイ 
ヤの□ックを防ぎ、ステアリングでの 
車両の操縦性を確保する装置でず。 


警告 A 


- ABS はブレーキ操作を補助する 
装置で、無謀な運転ひらの事故 
を防ぐちのではありません。 
ABS び適切に作動してち、車両 
操縦性や走行ま定性のおな、制 
動距離の短縮には限界びありま 
す。常に道路や天候の状況にを 
意し、十分な車間距離をなって 
運転してくだごい。 

また、タイヤのグ U ップび失われ 
た状況では効果を発揮しません。 


- ABS 作動時のを全おなや危険回 
おについては運転者に全責任び 
あります。 


- A 目 S に異常びあるとをは、ブ 
レーキペダルを強く踏み込むと 
タイヤは□ックします。その結 
果、ステア U ングでの車両操縦 
性び制限され、制動距離び長< 
なるおそれびありまず。 


ま意！ 

- ABS は制動距離を短 < する装置 
ではありません。じ(下のよラな 
路面び滑りやずい状況では、 
A 巨 S を装備していない車と比べ 
制動距離び長< なることびあり 
ます。 

〇雪の積をった路面や凍結し 
た路面 

〇砂利道などの荒れた路面 

〇石だたみのよラに摩擦係数び 
連続して変化する路面 

〇 スノーチェーン 装着時 

• マルチフアンクシヨンデイスフ 
レイに A 日 S に関する故障/ 警 
告メ ッ セージび表示されたとを 
は (10-3) をご覧ください。 
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運転ずるとさ 


知識 

• A 日 S は速度び約 8 km/h を超え 
ると作動でをるよラになりまず。 

• A 巨 S に異當びあると、 ESP に 
関ずる故障/警告メッセージび 
表示されることびあります。ず 
みやかに指定サービスエ場で点 
検を受けてください。 

• バッテ U —電圧び1氏下すると 
A 日 S び一時的に機能を停止しま 
す。電圧び回復すると、機能ち 
元に戻0ます。 


ABS の作動 

- A 日 S び作動ずると、ブレーキぺダ 
ルに脈動を感じたり車体び振動す 
ることびありますび、異當ではあ 
りません。そのままペダルを踏み 
続けてください。 

-エンジン始動後や発進直後にブ 
レーキ ペダルを踏み込むと、ぺダ 
ルびねずかに振動したりモーター 
の音び聞こえますび、これは、シ 
ステムび自己診断をしているとを 
の音で異萬ではありません。 

ま意！ 

• 軽く ブレーキ ペダルを踏み込ん 
だだけでち A 日 S び作動するとを 
は、路面び滑りやすくなってい 
ます。十分ま意して走行してく 
ださい。 

• ブレーキ操作をするときは、ブ 
レーキペダルをしっかりと踏み 
込んでください。ポンピングブ 
レーキを行なラと制動距離び長 
<なることびあります。 


ABS 

iBlABS 警告な 

エンジンスイッチを吕の位置にずると 
点灯し（点灯しないとをは警告灯び故 
障しています）、エンジン始動後に消 
打します。 

エンジン始動後に消灯しないとさやエ 
ンジンびかかっているとさに点打した 
ときは、 A 日 S に異常びありまず。 

ブレーキは通常通り作動しますび、な 
下のよラなシステムび正し<作動しな 
<なるおそれびあります。 

• ABS 
• 巨 AS 

• ESP 

• E 巨 V 

• PRE-SAFE 

いつちより憤重に運転し、ずみやかに 
指定サービスエ場で点検を受けて<だ 
さし、。 
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運転ずるとさ 




己 AS 


巨 AS (ブレーキアシスト）は、票急ブ 
レーキの操作時に、短い時間で大をな 
制動力を確保するブレーキの補助装置 
でず。 

巨 AS の操作は、通苗のブレーキ操作 
と同じですび、ブレーキペダルを踏み 
込む速さなどをセンサーび感知して、 
緊急ブレーキと判断したとさに自動的 
に作動します。 

曰 AS は ブレーキ ペダルから足を放せ 
ば自動的に解除されまず。 


警告 A 


• 日 AS は緊急 ブレーキの 操作を 
補助する装置で、無謀な運転か 
日の事故を防ぐをのではありま 
せん。巨 AS び作動してを制動 
距離の短縮には限界びありま 
ず。また、タイヤのグ U ップび 
失われた状況では効果を発揮し 
ません0 


-日 AS に異苗びあるとをちブレー 
キは通常通り作動しますび、緊 
急ブレーキ時には制動距離び長 
<なるおそれびあ0ます。 


-曰 AS 作動時のま全おなや危険回 
避については運転者に全責任び 
あります。 


知識 

- BAS に異萬びあると、 A 巨 S ち 
正し<作動しな<なることびあ 
0まず。 

-日 AS に異苗びあるとをは、マル 
チフアンクシヨンディスプレイ 
に A 日 S に関する故障/警告メッ 
セージび表示されまずび、ブ 
レーキは通苗通り作動します。 

-バッテ U —電圧び低下ずると 
日 AS び一時的に機能を停止しま 
ず。電圧び回復ずると機能を元 
に戻ります。 

を意！ 

マルチフアンクシヨンディスフレ 
イに A 巨 S に関する故障/警告メッ 
セージび表示されたときは日 AS は 
作動しません。詳しくは (10-3) 
をご覧ください。 
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運転ずるとさ 


ホールド 機能 


あ道での発進や信号待ちをしていると 
をなどに、車び前進またはを退ずるこ 
とを防ぐ機能でず。 

ブレーキ ペダルを踏み続けたり、 パー 
キング ブレーキを 効かせなくて石、通 
萬の路面で、停車した状態を維持する 
ことびでさまず。 


警告 A 


• 積雪路面や凍結路面、極端な急 
勾配の道路などタイヤが路面を 
グリップしない状況では、ホー 
ルド機能を使用しないで<ださ 
し^。停車した状態を維持でさま 
せん。 

• ホールド機能使用時の安全確保 
や危険回避については運乾者に 
全責任びあ0ます。 

-エンジンを停止するときや駐車 
ずるとき、車から離れるときは、 
必ずパーキングブレーキを効か 
せ、シフトポジションを13に 
して < ださい。 

- ホールド機能はパ~キングブ 

レーキに代わるちのではありま 

せん。絶がにパーキングブレー 

キとして使丑しないでください。 


ホールド機能 

• ホールド機能び作動している状 
態で車から降りないでください。 
化の乗員びスイッチなどに触れ 
ることにより車び動を出すおそ 
れびあります。 

• ホールド機能は、車がから、ま 
たは運転者し U 外の同乗をび操作 
したり解除しないでください。 

を意！ 

-ホールド機能び作動していると 
さは、車に ブレーキび かけられ 
ていまず。けん引などで車を動 
かすとさは、ホールド機能を解 
除してください。 

• マルチフアンクシヨンデイスフ 
レイにホールド機能に関ずる故 
障/警告メッセージび表示され 
たときは （10- 巨）をご覧くだ 
さい。 
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運転ずるとさ 


^^卞ールド機能 

ホールド機能の作動を件 

ホールド機能は、 li (下のとさに作動さ 
せることびでさます。 

• 停車しているとき 
-エンジンびかかっているとを 
• 運転席ドアを閉じているとを 

• パーキングブレーキび解除されて 
し、るとを 

• ボンネットの□ックび解除ごれてい 
ないとを 

• セレクターレバーび la 、 K 1' 
la のいずれかに入っているとを 



► ホールド機能の作動の条件を確認 
しまず。 


► ブレーキペダルを意識的に素早く 
深く踏み込みます。 

メーターパネルに 田因び 表示され 
ます。 


表示されないとさは、ブレーキぺ 
ダルを少し戻して、再度意識的に 
素早く深<踏み込みます。 

ホールド機能び作動し、ブレーキ 
ペダルから足を放してち停車した 
ままになります。 


ま意！ 

車種や仕様により、(下のとをに 
ホールド機能を作動させよラとす 
ると、マルチフアンクシヨンデイ 
スプレイに数秒間、"サドウテ''巧セン7 
二がルヲサンシヨゲと表おごれます。 

-パーキングブレーキを効かせて 
し''るとを 

-ボンネットの□ックび解除され 
ているとを 

-運転席ドアび開いているとを 
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ホールド機能を解除ずる 

しソ下のいずれかの操作をすると、ホー 
ルド機能は解除され、メーターパネル 
の田田び消好しまず。 

-セレクターレバーび|田または13 
に入っているとをに、アクセルぺ 
ダルを踏んだとさ 

-セレクターレバーを la に入れた 
とさ 

-ブレーキ ペダルを再度踏んだとを 


運転ずるとさ 


I II I || ■ 


警告 A 


じ(下のとをは、ホールド機能び解 
除され、車び動をだずおそれびあ 
りまず。 

-アクセルペダルを踏んだときや、 
ブレーキぺ夕Vレを再度踏んだとを 

-システムまたは電力供給に異留 
(バッテ U —あびりなど）びある 
とを 

• バッテ U— の接続び断たれたとを 

• エンジンルームの電気システムや 
ヒューズなどび変更されたとさ 


ミ主意！ 

-ホールド機能を解除したとを 
は、車の動をに十分ミ主意してく 
ださい。 

• セレクターレバーを la に入れ 
てホールド機能を解除したとを 
は、パーキングブレーキを効か 
せるかブレーキペダルを踏ん 
で、確実に停車してください。 

知識 

-セレクターレバーび D1 に入つ 
ているときにアクセルペダルを 
踏んで石、ホールド機能は解除 
されません。 

-ホールド機能び作動して停車し 
ているとさにパーキングブレー 
キを効かせてち、ホールド機能 
は解除されません。 
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運転ずるとさ 


^^卞ールド機能 

ホールド機能の警告 

ホールド機能び作動しているとをに、ブ 
レーキぺ夕Vレを深く踏み込まずにじ(下の 
操作をずると' 警告び巧なわれまず。 

• ボンネットの□ックを解除したとを 

このとをはマルチフアンクシヨンデ 
イスプレイに"セレクタレ A'' - P こシテクタ''サ 
イ"と警告メッセージび表おされると 
とをに、ホーンび鳴ります。 

• エンジンスイッチを0ひ1の位置に 
したとを 

このとをはマルチフアンクシヨンデ 
イスプレイに"セレクタ wr' - P こシテクタ''サ 
イ"と警告メッセージび表おごれま 
す。さらにこの状態で運転席ドアを 
開くか、ボンネットの□ックを解除 
するとホーンび鳴りまず。 

また、ホールド機能を解除ずるま 
で、エンジンを再始動ずることは 
でをません。 


• 運転席の柔員びシートベルトを着 
用していないときに運転席ドアを 
開くか、運転席ドアを開いて運転 
席の柔員びシートベルトをがした 
とを 

このとをはマルチフアンクシヨンデ 
イスプレイに"セレクタレ A'' - P こシテクダサ 
イ"と警告メッセージび表示されま 
す。さらにこの状態でエンジンスイ 
ッチを0か1の位置にずるか、ボン 
ネットの□ックを解除ずるとホーン 
び鳴りまず。 

警告メッセージび表示されたり、ホー 
ンび鳴ったとさは、ただちにセレクタ 
ーレバーを la に入れて、パーキング 
ブレーキを確実に効かせて < ださし、。 
ブレーキペダルを深く踏むことでち、 
警告メッセージは消えてホーンち鳴り 
止みますび、セレクターレバーの位置 
によっては車び動さ出すおそれびあり 
ます。 


ま意！ 

ホールド機能を作動させていると 
きに、システムまたは電力供給に 
異苗（バッテ U —あびりなど）び発 
生したとさは、マルチフアンクシ 
ョンディスプレイに"スグニ了'レ-キヲ 
フンテ''クタ’'サイ!’’と警告メッセージび表 
示されます。 

このとをは、 ブレーキ ペダルをし 
つかり踏み込んでください。警告 
メッセージび消无ます。 

ご日にセレクターレバーを ra に 
入れてホールド機能を解除し、パ 
ーキングブレーキを効かせて確実 
に停車するととちに、指定サービ 
スエ場に連絡してください。 
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運転ずるとさ 


ESP/4ESP^H 


ESP' 


ESP (エレクト□ニック.スタビI」 
ティ.プ□グラム）は、タイヤの空転 
時や横滑り時など、車び不ま定な状況 
になったときに、個々のタイヤに独立 
してブレーキをかけたり、エンジン出 
力を制御することによって、車両操縦 
性や走行ま定性を確保しよラとするシ 
ステムです。 

4MAT に車には 4ESP び装備されてい 
まず。 4ESP は4輪駆動システムのた 
めに専用に開発された ESP です。 


警告 A 


- ESP は車両操縦性や走行ま定性 
を高めるシステムで、無謀な運 
転からの事故を防ぐちのではあ 
りません。 ESP び作動してを、 
車両操縦性や走行ま定性の確保 
には限界びあります。また、夕 
イヤのグ U ップび失われた状況 
では効果を発揮しません。 

• ESP 作動時の安全確保や危険回 
避については運転者に全責任び 
ありまず。 


注意！ 

-車輪を上げてけん引されるとき 
は、エンジンスイッチを2の位 
置にしないでください。 ESP び 
作動して、接地している車輪の 
ブレーキび作動しまず。また、 
ブレーキシステムや駆動系部品 
を損傷ずるおそれびあります。 

• ESP び故障ずると、マルチファ 
ンクションディスプレイに警告 日 
メッセージび表示ごれ、エンジ — 
ンの出力び低下ずることびあり 
ます。走行び困難なとをは、す 
みやかにを全な場所に停車し、 

指定サービスエ場に連絡してく 
ださし、。 

• マルチファンクションディスフ 
レイに ESP に関する故障/警 
告メッセージび表おされたとを 
は (10-4) をご覧ください。 
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運転ずるとさ 


ESP / 4 ESP 
知識 

• エンジンびかかっている状態で、 
駐車場などの ターンテーブルで 
回転させたり、駐車場のらせん 
状のアプ□ーチを走行している 
とをなどに、マルチファンク 
シヨンディスプレイに ESP に関 
する警告メッセージび表示ごれ、 
ESP 表示灯や A 巨 S 警告灯び点灯 
することびあります。 

このよラなとさは、ま全な場所 
に停車して、エンジンスイッチ 
を0の位置に戻し、エンジンを 
再始動して<ださい。しばら< 
走行ずると、メッセージや表示 
灯、警告灯は消打しまず。 


• マルチフアンクシヨンデイスプ 
レイに A 巨 S に関する故障/警 
告メッセージび表示されたり、 
ABS 警告巧^び点巧している 
とさは、 ESP ち機能び解除され 
ていまず。指定サービスエ場で 
点検を受けてください。 

-指定のサイズで4輪とを同じ鈴 
柄のタイヤを装着しなし''と、 
ESP び作動ずることびありまず 
(走行中に ESP 表示灯び点滅し 
たままになります）。 


ESP 表示な 

エンジンスイッチを吕の位置にずると 
点巧し（点灯しないとをは表示なび故 
障しています）、エンジン始動後に消 
に!■しまず。 

発進時または走行中に点滅したとを 
は、 ESP び作動しています。 

ESP オフスイッチで ESP の機能を解 
除（已 -47) しているときは、点巧し 
たままになります。 
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警告 A 


ESP 表示灯び点滅したとさは、車 
輪び空転しているか、車び横滑り 
しています。アクセルペダルを踏 
む力を少しゆるめてください。ま 
た、慎重に運転するととちに、が 
下の操作は絶巧に行なわないよラ 
にして < ださし、。 

-急八ンドル 
• 急ブレーキ 
-急発進、急加速 
-急激なエンジンブレーキ 
- ESP の機能の解除 


[ESP オフスイッチ 



① ESP オフスイッチ 


運転ずるとさ 


ESP / 4ESP 

ESP オフスイッチは、 ESP の機能を 
解除ずるためのスイッチです。 

深い雪や砂、砂利などの上を走行する 
とさや、スノーチェーンを装着してし、 
るとをなどは、 ESP を解除したほう 
び走行しやずい場合びあります。 


5 
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運転ずるとき 


ESP / 4 ESP 

ESP ①機能を解除ずる 

► エンジンびかかっているときに、 
ESP オフスイッチ①を押します。 

ESP の機能び解除され、メーター 
ノ くネルの ES P 表お打び点なしたま 
まになります。 

ESP を待機げ態にずる 

► エンジンびかかっているとをに、再 
度 ESP オフスイッチ①を押します。 

ESP び巧機状態になり、メーター 
パネルの ESP 表示灯び消灯します。 


警告 A 


- ESP オフスイッチで ESP の機能 
を解除したとさは、必ず路面の 
状況に応じた速度で慎重に運転 
するととちに、じ(下の操作は絶 
巧に行なわないよラにして<だ 
さい。 

◊急八ンドル 
◊ 急ブレーキ 
◊急発進、急加速 
◊ 急激なエンジンブレーキ 

- ESP の機能を解除する必要びな 
くなったとさは、 ESP を待機状 
態にしてください。車び不安定 
な状況になったとさに、車両操 
縦性や走行ま定性を高めること 
びでさません。 


知識 

-エンジンを始動したとを 、 ESP 
は常に待機状態になります。 

• ESP オフスイッチで ESP の機 
能を解除しているとをにタイヤ 
の空転や横滑りを感知すると、 
ESP 表示巧び点滅しますび、 
ESP は作動しません。 

ただし、このとをに ブレーキを 
効かせると、 ESP は自動的に作 
動しまず。 
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4 MAT には、滑りやすい路面での発 
進時や加速時の走行安定性を向上さ 
せ、車両操縦性を確保しよラとする4 
輪駆動システムです。 


運転ずるとさ 


4MAflC^H 


警告 A 


• 4 MAT には車両操縦性や走行ま 
定性を高める装備で、無謀な運 
転からの事故を防ぐちのではあ 
りません。 4 MAT に車でち、車 
両操縦性や走行ま定性の確保に 
は限界びあります。 

• 運転時のを全確保や危険回避に 
ついては運転ちに全責任びあり 
ます。 


注意！ 

• 4 MATIC 車をけん引するとき 
は、フ□ントまたは U アをつり 
上げた状態でけん引しないでく 
ださい。駆動装置などを損傷す 
るおそれびありまず。 

• 4 M AT に車であってち雪道や凍 

結路などでは、ウインタータイ 
ヤやスノーチェーンを装着して 
速度を控えめにし、車間距離を 5 

十分確保して運転してくだごい。— 
スノーチェーンは後輪に装着し 

て < ださし、。 

• 4 MAT に車でダイナモテストを 
行なラとをは、2軸シャシーダ 
イナモのみを使巧してください。 


* オプションまたは仕様により装備び異な D ます。 
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運転ずるとき 


AIR マティック DC サスペンシ 


AIR マティック DC ヴスペンシ 


化 


ノョン 

A 


ヴスペンシヨンモード選択スイッ 
チや車高調整スイッチを操作ずる 
とさは、ホイール八ウスの近<や 
車の下に人びいないことを確認し 
てください。車高び変化するとを 
に、身体を挟むおそれびありまず。 


AIR マテイック DC (デュアルコント 
□—ル)サスペンションは、運転のス 
タイルや路面状況などに応じて、サス 
ペンションや車高を最適な状態に自動 
調整しまず。 

また、サスペンションモード選択ス 
イッチで3種類のモードを選択した 
り、車高調整スイッチで車高を上げる 
ことをでをます。 


ま意！ 

-ま全のため、スイッチの操作は 
停車中に行なってください。 


-連続して車高を上げたり下げた 
りしないでください。エアポン 
フのな護機能によつて作動び停 
止することびありまず。 


* オフシヨンまたは仕様によ D 装備び異なりまず。 
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運転ずるとさ 


AIR マティック DC サスペンション 


サスペンシヨン制御 



①サスペンションモード還択スイッチ 
③表示打 


《 E 己3 AM 白の、スポーツ1 および スポー 
ツ2を選がしたとをのサスペンションの作 
動内容はち記とは異なりますび、数値は公 
表されていません。 

※作動や数値は予告なく変更される場合びあ 
ります。 


運転スタイルや路面状況、荷物の積載 
状況によってサスペンションを自動制 
御します。 

また、運転スタイルに合わせて、サス 
ペンシヨンモードを選択することびで 
さまず。 


サスペンションモードを選択ずる 

エンジンびかかっているとをに操作す 
ることびでをます。 

► サスペンションモード選択スイッ 
チ①を巧しまず。 

サスペンションモードびコン 
フォー I ►スポーツ]—スポーツ2 
ーコンフオートと切り替わりまず。 


表示1 灯の 
点ホI数 

モード 

作動内容 

〇 

コンフォ—卜 

通甫走行用 

他のモードから切り碧えたとさは、マルチファンク 
シヨンディスプレイに " AIR 巧ィック DC ] ンフォ-卜"と 
約己秒間表示されます。 

1 

スポーツ！ 

スポーティな 
走行用 

他のモードから切り誓えたとさは、マルチファンク 
シヨンディスプレイに " AIR マティック DC スホ°-ツ 1" と 
約5秒間表示されます。 

標準より約1日 mm 低い車高になります。 


スポーツ吕 他のモードから切り替えたとをは、マルチファンク 

より又ポ_テシヨンディスプレイに "A 旧乃 ィツ ク DC スホ。-ツ 2’’ と 
ィな走行用 約已秒間表示されます。 


標準より約]已 mm ほい車高になります。 
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運転ずるとき 


AIR マティック DC サスペンション 
知識 

• エンジンスイッチからキーを抜 
し、てを、選択したサスペンショ 
ンモードは記憶されています。 

• エンジンスイッチを吕の位置に 
すると、サスペンションモード 
選択スイッチの表お巧び2つ点 
灯しまず。エンジン始動後は、 
記憶されているモードに対応し 
て、表示 I 灯び点巧しまず。 


車高の調壁 



① 車高調整スイッチ 

② 表示打 


悪路を走行するとをや、スノー チェ ー 
ンを装着して走行ずるとをは、車高調 
整スイッチで車高を上ばまず。 

エンジンびかかっているときに操作す 
ることびでさます。 

車高を上げる 

► 車高調整スイッチ①を押します。 
スイッチの表示灯③び点巧しまず。 

マルチフアンクションデイスフレ 
イに"外]ウカ'' アカ'' I 」の’’と表示され 
9 〇 

車高を元に戻ず 

► 再度、車高調整スイッチ①を巧し 
cK 9 〇 

スイッチの表示灯②び消なします。 

選択されているサスペンション 
モードの車高に戻ります。 


※作動数値やマルチファンクションディスプレイの表示内容は予告なく変更される場合びあります。 
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運転ずるとさ 


知識 

• 車高調整スイッチで車高を標準 
より上げたとをは、走行速度び 
約] 20 km / hli (上になるか、約 
80—1 20 km / h での走斤び約已 
分間続くと、マルチファンク 
ションディスプレイに "[ A '' ルセン 
タクショウキョ’’と表示ごれ、標準の 
車高に戻りまず。 

• サスペンションモードびコン 
フォートの場合、約] 40 km/h 
LU 上の速度になると標準よりイ氏 
し、車高になりまず。 

• 上記の速度域で走行しなかった 
とさは、エンジンスイッチから 
キーを巧し''てち、標準より局い 
車高のままになりまず。 


AIR マティック DC サスペンション 


エンジンスイッチを吕の位置に 
すると、車高調整スイッチの表 
示巧び点灯します。エンジン始 
動後は、記憶されている車高に 
対応して、表示灯び点灯します。 


を意！ 

マルチフアンクシヨンデイスフレ 
イに車高に関ずる故障/警告メッ 
セージび表おごれたときは （10-8) 
をご覧ください。 


5 


※作動数値やマルチファンクションディスプレイの表示内容は予告なく変更される場合びあります。 
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運転ずるとさ 


クルーズコント □ ール 


クルーズコントロール 


クルーズコント□ールは、アクセルぺ 
ダルを踏まなくてち、設定した速度を 
自動的に維持して走行でをまず。 

設定でさる速度は約 3 0 km / hL ソ上 
です。 


警告 A 


-車の走行連度や先行車との車間 
距離の確ななど、クルーズコン 
卜□ール使用時のま全おなやを 
険回適については運転をに全責 
任びあります。 

-しソ下のよラな場合はクルーズコ 
ント□ールを使用しないでくだ 
ごい。車のコント□ールを失い、 
事故を起こすおそれびあります。 

◊急な下りお、急カーブ、巧び 
りくねった道路 


◊ 加減まを繰り返すよラな交通 
状況や交通量のをい道路 

◊ 雨で濡れた路面や積雪路、凍 
結路などの滑りやすい路面 

◊ 降雨時や降雪時、濃霧時など 
視界び確なでさない場合 


ま意！ 

• クルーズコント□ールは、主に 
高速道路や自動車専用道路で使 
用ずることを想定した石ので 
ず。市街地では使用しないでく 
ださし、。 

-指定のサイズで4輪とち同じ銘 
柄のタイヤを装着しないと、ク 
ルーズコント□ールび誤作動す 
るおそれびありまず。 

• マルチフアンクシヨンデイスフ 
レイにクルーズコント□ールに 
関する故障/警告メッセージび 
表示されたとをは （10-6) を 
ご覧くださし、。 

• 急な上り坂では、 クルーズ コ 
ント□ールび速度を維持する 
ためにシフトダウンずること 
びありまずび、設定した速度 
を維持でさないときはアクセ 
ル ペダルを踏んで加速してく 
ださし、。 
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運転ずるとさ 


クルーズコント □ —ル 


ま意！ 

急な下りあなどで信性びついたと 
をは、速度を維持するために自動 
的に ブレーキを 効かせることびあ 
りまずび、設定速度を維持でをな 
し、ことびあります。 

このよラなとさは、ブレーキぺダ 
ルを踏むか、ティップシフトでイ氏 
し、ギアレンジを選択し、エンジン 
ブレーキの効さを強<して、減速 
して < ださし、。 

ただし、路面び滑りやずいときは、 
急激なエンジンブレーキを効かせ 
ないでください。ス U ップして車 
のコント□ールを失い、事故を起 
こすおそれびあります。 


クルー ズコント□—ルの使いかた 



①〜⑤レバーの 操作ち向 
⑥表示な 


可変ス ピード U 云ッ ターと 同じ レバー 
を使用します巧-巨0)。 


レノ（一の表示灯⑥び消灯しているとさ 
に、クルーズコント□ールを操作でさ 
ます。 


レノ（一の表示灯⑥び点打しているとを 
は、巧変スピード U ミツターを操作で 
きる状態でず。レバーを⑥の方向に押 
すと表示な⑥び消巧し、クルーズコン 
卜□ールを操作でをる状態に切り替わ 日 
りまず。 — 
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運転ずるとき 


クルーズコント □ —ル 

クルーズコント□-ルを設定ずる 

► レバーの表示灯⑥び消なしている 
ことを確認します。 

点好しているとをは、レバーを⑥ 
の方向に押して、表示灯を消灯さ 
せます。 

► 希望の速度まで加速、または減速 
します。 

► 希望の速度に達したとさ、レバー 
を①または③の方向に操作します。 

そのとをの速度に設定されまず。 
または 

► レバーを④の方向に引をます。 

-速度び記憶されているときは、 
記憶されている速度に設定され 
ます。 

-速度び記憶されていないとさ 
は、そのとをの速度に設定され 
ます。 



⑦ クルーズコン ト □ー ル 
インジケーター 

アクセルペダルから足を放すと、 
設定した速度を維持するよラに走 
行します。 

また、クルーズコント□ールインジ 
ケーター⑦の設定速度より上の部分 
び点灯し、マルチフアンクシヨン 
ディスプレイに設定连度と"クルー 
ズコント□ール’’び数秒間表示され 
〇 


警告 A 


記憶されている速度に再度設定す 
るとをは、周囲び安全な状況であ 
ることを確認してください。走行 
中の速度と設定速度に大さな差び 
あると、急加连や急減速して事故 
を起こずおそれびあ0ます。 
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運転ずるとさ 


知識 

• クルーズコント□—ルインジ 
ケーターの目盛りは已 km/h 刻 
みです。 

• クルーズコント□ールの設定速 
度の表示と、スピードメーター 
およびマルチフアンクシヨン 
ディスプレイの速度表示には、 
若干の誤差び生じることびあり 
まず。 

• 約 SOkm/hliTF の速度で走行し 
ているとさや ESP オフスイッチ 
で ESP の機能を解除してあると 
をはクルーズコント□ールを設 
定ずることはでさません。この 
ときは、マルチフアンクシヨン 
ディスプレイに "-km/h" び数 
秒間表示されまず。 

• クルーズコント□ールの設定速 
度は記憶されます。ただし、エ 
ンジンスイッチを一度 0 か 1 の 
位置にすると、記憶された速度 
は消去されまず。 


設定速度を上げる 

► レバーを①の方向に上げ続けると 
加速しまず。 

希望の速度になったら手を放します。 

手を放したとさの速度に設定され 
まず。 

設定速度を下げる 

► レバーを③の方向に下げ続けると 
減速しまず。 

希望の速度になったら手を放します。 

手を放したとさの速度に設定され 
ます。 


クルーズコント □ —ル 

知識 

• レバーを ①か②のち向にごく短 
時間操作ずると、 ]km/h 単位 
で连度の設定びでをます。 

• レバーを③の方向に下げて減ま 
しているとさには、シフトダウ 
ンしたり、自動的にブレーキを 
効かせることびあります。 


一時的に速度を上げる 

追い越しなどで一時的に速度を上げる 
とさは、アクセルペダルを踏んで速度 
を上げてください。アクセルペダルか 
ら足を放すと、元の設定速度に戻り 
ます。 
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運転ずるとき 


クルーズコント □ —ル 

クルーズコント□-ルを解除ずる 

► レバーを③の方向に押します。 

次の操作をしたとをち解除されます。 

• ブレーキ ペダルを踏んだとを 
• レバーを⑤の方向に押したとを 
レバーの表お打⑥び点灯し、巧変 
スピード US ッターを操作でをる 
状態に切り替わります。 

クルーズコント□ールび解除される 
と、スピードメーターのクルーズコン 
卜□ールインジケーターびずベて消灯 
します。 


知識 

クルーズコント□ールは(下のと 
を自動的に解除されます。 

-セレクターレバーを Dl に入れ 
たとさ 

- ESP び作動したとを 

• ESP オフスイッチで ESP の機 
能を解除したとさ 

-走行速度び約 30 km / h しソ下に 
なったとさ 

このとをは警告音び鳴り、マルチ 
フアンクシヨンディスプレイに’’クル 
-ス ''] ン阳-ルオフ’’と表おごれます。 

また、パーキングブレーキを効か 
せたとさちクルーズコント□ール 
は解除ごれます。 


警告 A 


クルーズコント□ールはセレクター 
レバーを ui に入れてち解除されま 
すび、走行中はセレクターレバーを 
131 に入れないでください。エンジ 
ンブレーキび効かないため、事故を 
起こしたり、トランスミッションを 
損、傷ずるおそれびありまず。 


5-58 






運転ずるとさ 


可変スピードリミッター 


巧変スピード US ッターは、制限速度 
を設定ずると、アクセルペダルを踏ん 
でいてを、設定した速度を超えないよ 
ラに走行ずることびでをまず。 

設定できる制限速度は 30 km / h ひ日 
2] Okm / h または2已 Okm / h までの間 
です。 

にだし、車の最高连度し i (上に制限连度 
を設定してち、車の最高连度 liLh の速 
度で走行ずることはでをません。 


※車種や仕様により設定でをる制限ま度び異 
なる場合びあります。 


警告 A 


• 走行時は法定速度を遵守してく 
ださい。可変スピード U ミツ 
ター使用時の安全おなや危険回 
避については運転者に全責任び 
ありまず。 


-運乾を交代ずるとをは、必ず交 
代ずる運乾ちに、可変スピード 
U 云ッターの機能と設定した制 
限速度を伝えてください。 

巧変スピード U 云ッターの機能 
を知らずに運転すると、アクセ 
ルペダルを踏んでち速度び上び 
らず、事故を起こすおそれびあ 
0ます。 


-可変スピード US ッターはブ 
レーキペダルを踏んでち解除で 
きません。 

• 巧変スピード US ッターは設 
定した制限速度しソ上に加ます 
る必要のないとをに使用して 
くださし、。 


可変スピードリ=ッター ■ 

注意！ 

-可変スピード U 云ッターの設定 
速度の表示と、スピードメー 
ターおよびマルチファンクシヨ 
ンディスプレイの连度表示に 
は、若干の誤差び生じることび 
ありまず。 

• マルチファンクシヨンディスフ 
レイに可変スピード U ミッター 
に関ずる故障/ 警告 メッセージ 日 
び表示されたときは (10-6) — 
をご覧ください。 
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運転ずるとき 


可変スピ—ドリミツタ- 


ま意！ 

急な下り坂などで惰性びついたと 
をは、速度を維持するために自動 
的にブレーキを効ひせることびあ 
りますび、設定速度を維持でさな 
し、ことびありまず。 

このよラなとさは、ブレーキぺダ 
ルを踏むか、ティップシフトで低 
し、ギアレンジを選択し、エンジン 
ブレーキの効をを強くして、減を 
して < ださい。 

ただし、路面び滑りやずいとをは、 
急激なエンジンブレーキを効かせ 
ないでください。ス U ップして車 
のコント□ールを失い、事故を起 
こずおそれびありまず。 


知識 

• ウインタータイヤスピード U 
ミッター (4-37) を設定して 
いるとをは、可変スピード U 
云ッターで設定でをる制限速度 
は、ウインタータイヤスピード 
リミッターの設定速度び上限に 
なります。 

• 設定した速度を維持でをないと 
をは、警告音び鳴り、マルチ 
フアンクシヨンデイスプレイに 
"リミット]1の夕!"と表おごれること 
びあります。 



ち八ンドル車 


①〜⑤レバーの操作方向 
⑧表示灯 


クルーズコント□ールと同じレバーを 

使用します（已-已5)。 


レノ（一の表示灯⑥び点灯しているとさ 
に、可変スピード U ミッターを操作で 
さます。 

レノ（一の表示打⑧び消打しているとさ 
は、クルーズコン h □—ルの操作びで 
さる状態です。レバーを⑤のち向に押 
ずと表示巧⑥び点巧し、巧変スピード 
U ミッターを操作でさる状態に切り替 
わりまず。 
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運転ずるとさ 


可変スピードリ S ッターを設定ずる 

レノ く一の表示灯⑥び点 I 灯していること 
を確認してくださし、。 

►レノ（一を①か③の方向に操作しまず。 

• 走行速度び約 30km/hLiLh のと 
さは、そのとをの速度に設定さ 
れます。 

• 走行連度び約 30km/hi； (下のと 
きは、 30km/h に設定されます。 


または 


► レバーを④のち向に引をます。 

• 設定速度び記憶されているとを 
は、記憶ごれている速度に設定 
されます。 

• 記憶された設定速度びなく、走 
斤速度び約 30km/hL ソ上のと 
をは、そのとをの速度に設定 
されまず。 

• 記憶された設定速度びなく、走 
行速度び約 30km/hli (下のと 
きは、 30km/h に設定されまず。 


可変スピードリ=ッター ■ 



⑦ 可変ス ピー ドリ ミツ ターインジケーター 


可変スピード U ミッターび設定さ 
れ、可変スピード U ミッターイン 
ジケーター⑦の設定速度より下の 
部分び点巧します。また、マルチ 
フアンクシヨンディスプレイに設 
定速度と "US ット”び数秒間表示 
ごれます。 
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運転ずるとき 


可変スピードリミッター 


知識 

• 可変スピードリミッター- r ンジ 
ケーターの目盛りは 5 km / h 刻み 
でず。 

-巧変スピードリミッターを解除 
ずる前の設定速度は記憶されま 
ず。ただし、エンジンスイッチ 
を一度 0 か 1 の位置にすると、記 
憶された速度は消去されまず。 

-アクセルペダルを踏んでキック 
ダウンしているときは、可変ス 
ピードリミッターを設定するこ 
とはでさませ/ U 。 


ま意！ 

可変スピード US ッターを設定ず 
るとをは、周囲の状況、特にを方 
の車などにミ主意しなびら操作して 
ください。事故を起こずおそれび 
あります。 


設定速度を変更ずる 

► レバーを①の方向に操作しまず。 

設定速度び] 0 km / h 単位で上びり 
まず。 

または 

► レバーを④の方向に引さまず。 

設定速度び] km / h 単位で上びりまず。 
または 

► レバーを②のち向に操作します。 

設定速度び] 0 km / h 単位で下びり 
ます。 
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運転ずるとさ 


可変スピードリミッターを解除ずる 

► レバーを③の方向に押しまず。 
または 

► レバーを⑥の方向に押します。 

レバーの表示灯⑧び消好し、ク 
ルーズコント□ールの操作びでさ 
る状態に切り替わりまず。 

巧変スピード U ミッターび解除される 
と、スピードメーターの可変スピード 
U S ッターインジケーターびずベて消 
の■しまず。 


知識 

次の操作をしたとさは可変スピー 
ド U ミッターび自動的に解除され 
ます。 

• アクセルペダルを踏んでキック 
ダウンしたとさ 

このときは確認音び鳴ります。 

ただし、設定速度より約 
20km/hL ソ上低い速度までは、 
一時的にキックダウンしてち巧 
変スピード U S ッターは解除さ 
れません。 

• エンジンを停止したとさ 


可変スピードリ=ッター ■ 

を意！ 

巧変スピード U S ッターを解除し 
てち、設定连度は記憶されていま 
す。記憶されている速度び走行ま 
度よりちあい場合、記憶されてい 
る速度に再度設定ずると、アクセ 
ルペダルを踏んでいてち車は減ま 
しまず。 


5-63 




運転ずるとき 


卜□ニック 



パークト□ニックは、フ□ントと1」ア 
のノ くンノ く一にあるセンサーで障害物な 
どを感知し、車と障害物とのおよその 
距離を、インジケーターと警告音で運 
転ちに巧らせまず。 

ま意！ 

パークト□ニックは運転者を支援 
するシステムでず。運転者はパー 
クト□ニックだけに頼らず、必ず 
周囲の状況を確認して<ださい。 
特に周辺に人や動物びいないこと 
を確認してください。 
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パークト□ニックセンサー 



フロント 

①センサー 

フ□ントバンパーの6個のセンサー① 
とリアバンノ（一の4個のセンサー③び 
車の周辺の障害物などを感知します。 

ま意！ 

-センサーに泥や氷、雨、水しぶ 
をなどび付着したときは、赤色 
インジケーターが点灯して、約 
2日秒後にパークト□ニックび 
停止ずることびあります。 

-センサーに損傷をちえないよう 
にを意してください。正しく作 
動しな < なるおそれがあ0ます。 



IJ ア（セダン） 
® センサー 



リア (ステーションワゴン） 

(D センサー 















運転ずるとさ 


パークト□ニック 


インジケーター/作動表示灯 

バンパーと障害物などとのおよその距 
離を、インジケーターの点灯数で示し 
まず。 

ま意！ 

システムに異常びあるとをは、ホ 
色インジケーターび点灯して警告 
音び鳴り、約20秒後にパークトロ 
ニックび停止することびありまず。 
このとをは、パークト□ニックオ 
フスイッチの表ホ灯び点灯します。 

知識 

エンジンスイッチを吕の位置にず 
ると、すべてのインジケーターと 
作動表示灯び一瞬点好します。 



フ□ント 


①左側インジケーター 
③ち側インジケーター 
③フ□ント作動表示灯 

フ□ントのインジケーターと作動表示 
灯はダッシュボード上の図の位置にあ 
ります。 





1」ァ 

@左側インジケーター 
⑤ち側インジケーター 
© リア作動表示灯 


U アのインジケーターと作動表示'なは 
ルーフ後方の図の位置にありまず。 
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運転ずるとき 


卜□ニック 


パーク ト □ニック ①作動条件 


知識 


エンジンスイッチび吕の位置でパーキ 
ングブレーキび解除されているとさ、 
シフト位置に応じて LU 下のよ5に作動 
します。 


シフト位置 

作動内容 

■0 

フ□ントのセンサーび作動し、フ□ントの作動表示口③び点 
灯しまず。 

■3 の 

フ□ントと U アのセンサーび作動し、フ□ントと U アの作動 
表示灯③⑥び点打します。 


パークト□ニックは作動しません。 


• パークト□ニックび作動したと 
さ、センサーの感知範囲に障害 
物などびあると、その距離に応 
じてインジケーターび点灯し、 
警告音它鳴ります。 

• パークト□ニックは、ま度び約 
1 8km/hli (下のときに作動し 
ます。速度び約1 8km/hii (上 
になると作動を停止します。 
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運転ずるとさ 


パークト□ニックの作動 
センサー感知節囲に障害物び入ったとさ 

センサー感知範囲（已-巨 S ) に障害物 
び入ると、黄色インジケーターび]個 
点灯します。 

障害物との距離び短<なるにつれ、点 
I 灯する黄色インジケーターの数び増え 
ていをまず。 


障害物と①距離び近くなったとき 

障害物との距離びセンヴーの最短感知 
距離に近くなると、黄色インジケー 
ターに加えて]個目のホ色インジケー 
ターび点巧し、警告音び断続的に約3 
秒間鳴ります。 

最短感知距離（約20〜]已 cm ) にな 
ると、上記のインジケーターに加えて 
2個目の赤色インジケーターび点灯し、 
警告音び連続的に約3秒間鳴ります。 


パー ク ト □ニック 

を意！ 

障害物との距離びセンサーの最短 
感知距離よりち近くなると、セン 
サーは障害物を感知でさなかった 
り、正當に作動しなくなることび 
ありまず。 

また、点打していたインジケー 
ターび消灯ずることびありまず。 
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運転ずるとき 


パークト□ニック 


センサーの感知節囲 



in 


ド - ,,">n 
tm M ■fnni 

__ ごご.ご 

， 

toe M ♦x 

• MttW ， 


セダン 


フ□ント 
バンパー側 

センサー感知節囲 

センター 

約] OOcm 〜2日 cm 


コーナー 約已 0 cm 〜 15 cm 


ま意！ 

• 車のセンターでバンパーひら約 
20 cm じ (内、コー ナーでバン 
パーから約]已 cm じ(内にある障 
害物は感知でをません。 

-センサーの周辺にアクセサ U — 
などを取り付けないで < ださ 
し、パークト□ニックび正常に 
作動せず、車を損傷したり事故 
につなびるおそれびあります。 

• 針金や□ープなどの細い物や、 
植木鉢や建物の張り出しなどセ 
ンヴーの上下にあるちのに十分 
を意してください。これらびを 
近距離内にあるとを、状況に 
よっては、センサーびこれらを 
感知せず、車や物を損傷するお 
それびあります。 


パンパー 側セント感知麵 

センター 約] 20 cm 〜 20 cm 

つーナー 約80 cm 〜]已 cm 


-センサーは雪などの超音波を吸 
収しやすい物を感知しないこと 
びあります。 

• 電波を発ずる物び近くにあるとき 
や、不整地などを走行していると 
さは、パークト□ニックび正しく 
作動しないことびあります。 

. 大型車の排気ブレーキや工事用 
のエアコンプレッサーなどび近 
くにあると、超音波び乱ごれ、 
パークト□ニックび正當に作動 
しないことびありまず。 

-温度や湿度び高いとをや超音波 
や1氏周波を発生させる機器び車 
の近くにあるとを、またエンジ 
ンルームの温度び高いとさは、 
パークト□ニックび正當に作動 
しないことびあります。運転ち 
はパークト□ニックだけに頼ら 
ず、必ず周囲の状況を確認して 
ください。特に車の周辺に人や 
動物びいないことを確認してく 
ださし、。 
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運転ずるとさ 


パークト□ニックオフスイッチ 



① パークト□ニックオフスイッチ 
③表示な 


パークト□ニックの作動を停止するこ 
とびでさます。 

パークト□ニックの作動を停止ずる 

► エンジンスイッチび吕の位置のと 
をに、パークト□ニックオフスイ 
ッチ①を押しまず。 

スイッチの表示灯③び点灯します。 

パークト□ニックを作動させる 

► 再度、パークト□ニックオフスイ 
ッチ①を押しまず。 

スイツチの表示灯③び消灯します。 


パー ク ト □ニック 

ま意！ 

システムに異苗びあるとをは、ホ 
色インジケーターび点巧して警告 
音び鳴り、約20秒後にパークトロ 
ニックび停止ずることびあります。 
このとをは、パークト□ニックオ 
フスイッチの表示巧び点巧しまず。 

知識 

パークト□ニックオフスイッチで 
作動を停止してち、次にエンジン 
スイッチを 2 の位置にしてパーキ 
ングブレーキを解除したとを、パ 
ークト□ニックは自動的に作動し 
ます。 
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エアコンディシ ョナー 

に 2 己 0 / E 300) 6-2 

エアコンディショナー 

(E 320 GDI / E 3 已 0 / E 3 已〇 
4 MATIC / E 已 50 / E 巨 3 AMG ) 

6-16 

ルーム ランプ 6-32 

サンバイザー 6-38 


. 快適.室内装備 


リアブラインド（セダン） 

6-39 

小物入れ 

6-40 

カップホルダー 

6-46 

灰皿 

6-47 

ライター 

6-49 

12 V 電源ソケット 

色- 50 

アシストグ U ップ 

6-51 

ルーフラック（セダン） 

色-己 2 
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快適-室内装備 


エアコンデイシヨナー （ E 250/ E 300) 


エアコンディショナー 
(E 2已0 / E 300) 


エアコンディショナーは、設定温度や 
外気温度などに応じて、送風量や送風 
□の組み合わせなどを自動的に調整 
し、車内の温度や湿度などを快適な状 
態に保ちます。 

環境 9 


• エアコンデイシヨナーの冷媒に 
は、新;令媒 R] 34a を使用して 
います。 

• 地球環境を保護するため、フロ 
ンガスを大気放出することは法 
律で禁止されていまず。また、 
ずべての自動車オーナーは、フ 
□ンガスび適切に処理されるよ 
ラ努めなければなりません。 

• エアコンデイシヨナーの冷媒の 
補充、交換、廃棄などは、必ず 
指定サービスエ場で行なつてく 
ださい。 

* オフシヨンまたは仕様によ D 装備び異なりまず。 


ま意！ 

-送風温度を高めに設定してある 
とさは、送風□び過熱して高温 
になり、火傷をずるおそれびあ 
ります。また、暖気び送風され 
ているときは、送風□に身体を 
近付けたままにしていると低温 
火傷のおそれびあります。十分 
にま意してください。 

-送風温度を低めに設定してある 
ときに送風□に身体を近付ける 
と、しちやけなどを起こすおそ 
れびありますので十分にま意し 
て < ださし、。 

• 皮膚の弱い人は、送風□に身体 
を近付けすぎないよラにを意し 
て < ださし、。 

-車内び高温になっているときは、 
エアコンデイシヨナーを作動さ 
せる前に換気をしてください。 

-ボンネットの吸気□び雪や氷で 
覆われないよラにしてくださし、。 

-送風□や車内の吸排気□び覆わ 
れないよラにしてください。 


知識 

-除湿された水分は車体下方に排 
水されます。 

-ドアウインドウやスライデイン 
グルーフ*び開いていると、設 
定温度を維持することびでさま 
せん。 

-一度に大幅に設定温度を変更し 
てち、設定温度に達するまでの 
時間はあまり変わりません。 

-エアコン デ ィシヨナーの機能や 
モードのなひには、併用可能な 
組み合わせびありまず。 

• エアコンデイシ ヨナー のフィル 
ター類は定期的な交換び必要で 
ず。また、交換時期は使用環境 
によって異なりまず。 

フィルター類び目ゴまりを起こ 
していると送風量び減るおそれ 
びあります。 
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快適.室内装備 


エアコンデイシヨナー （ E 吕己 0 /E 30 0) 


コント□—ルパネル 



① 

送風温度調整ダイヤル(左側） 

③ 

1」アデフォッガースイッチ 

⑩ 

送風量調整スイッチ(弱） 


デフ□スタースイッチ 

® 

送風温度調整ダイヤル(ち側） 

⑩ 

内気循環スイッチ 

③ 

送風量調整スイッチ(強） 

@ 

を熱ヒーター.ベンチレーシヨ 

⑩ 

AUT 日スイッチ 


送風量インジケーター 


ンスイッチ 



⑤ 

送風□インジケーター 

⑩ 

AC スイッチ 



⑥ 

送風□選択スイッチ 

⑩ 

オフスイッチ 




※エアコンのスイッチ類の絵柄などは、イラストと異なる場合びあります。 
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快適-室内装偏 


エアコンデイシヨナー （ E 250/ E 300) 


通常の使いかた ( AUTO モード) 



④ 送風量インジケーター 

⑤ 送風□インジケーター 
⑩ AUTO スイッチ 


エアコンディシヨナーを作動させる 

► AUTO スイッチ独を押します。 

送風量インジケーター④と送風 □ 
インジケーター⑥に AUTO 表示び 
点灯します。 

送風□の組み合わせと送風量び自 
動的に調整されるよラになりまず。 


知識 

• オフスイッチや送風口選択ス 
イッチ、送風量調整スイッチな 
どを操作してもエアコンデイ 
シヨナーは作動を開始しまず。 

• AUT 日モードでエアコンデイ 
シヨナーを作動させると、自動 
的に AC モード （6-6) に設定さ 
れます。 
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送風温度①調舊 



①送風温度調整ダイヤル(左側） 

⑨送風温度調整ダイヤル(ち側） 

送風温度を上げる 

► 送風温度調整ダイヤル①または⑨ 
を時計回りにまわしまず。 

送風温度び上びりまず。 

送風温度を下げる 

► 送風温度調整ダイヤル①または⑨ 
を反時計回りにまわします。 

送風温度び下びりまず。 


快適.室内装備 


エアコンデイシヨナー （ E 吕己 0 /E 30 0) 

知識 

• 送風温度は左ち別々に設定でを 
ます。 

• 通常は22°巳に設定ずることを 
お勧めしまず。 


エアコン デ ィシヨナーを 停止ず る 

► オフスイッチ⑩を押します。 

ディスプレイに "OFF" び表示され 6 
ます。 — 


エアコン テ イシヨナーの 停止 



⑩オフスイッチ 


知識 

ドアウインドウやスライディング 
ルーフ*び閉じているとをにエア 
コンデイシヨナーを停止すると、 
ウインドウび曇りやすくなりまず。 


* オプシヨンまたは仕様によ D 装備び異なります。 
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快適-室内装備 


エアコンデイシヨナー （ E 250/ E 300) 


AC モード 



⑩ AC スイッチ 

AC モードでは除湿/冷房された空気 
び送風されます。 

AUTO モー ドでエアコンデイシ ヨナー 
を作動させたとさは、 自動的に AC モ 
—ドになり、 AC スイッチ⑩の表示灯 
び点打します。 


AC モードを解除ずる 

► AC スイッチ⑩を押しまず。 

スイッチの表示好び消なします。 

除湿/冷房されていない空気び送 
風されます。 

AC モードを設定ずる 

► 再度、 AC スイッチ⑩を押しまず。 
スイッチの表示 I 灯び点巧します。 

除湿/冷房された空気び送風され 
ます。 

環境 9 

AC モードを解除すると、エンジン 
への負荷び軽減し、燃費び向上し 
ます。 


* オプシヨンまたは仕様によ D 装備び異な D まず。 


ま意！ 

ドアウインドウとスライデイング 
ルーフ*び閉じているとをに AC 
モードを解除ずると、ウインドウ 
び曇りやす<なります。 

知識 

-除湿/冷房された空気はエンジ 
ンびかかっているとをに送風さ 
れます。 

- AC スイッチを押したとさに、 
表示灯び3回点滅したときは、 
エアコンディショナーび故障し 
てし''るため、除湿/冷居された 
空気は送風されません。 

指定サービスエ場で点検を受け 
て < ださい。 

- AC モードを解除してち、しば 
らくは除湿/冷房された空気び 
送風されることびあります。 
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快適.室内装備 


エアコンデイシヨナー （E 2已0 / E 300 ) 


手動で送風量を調整ずる 



③送風量調整スイッチ(強） 

® 送風量インジケーター 
⑩送風量調整スイッチ(弱） 

送風量を手動で調整することびでさ 
ます。 


送風量を上げる 

► 送風量調整スイッチ（強)③を押し 

Cf^ 9 〇 

送風量インジケーター④の点打ず 
る数び増えます。 

送風量を下げる 

► 送風量調整スイッチ（弱）⑩を押し 
ます。 

送風量インジケーター④の点打ず 
る数び減ります。 


知識 

• エアコンデイシヨナーび AUTO 
モー ドで作動しているとをに送 
風量調整スイッチを押すと、送 
風量の AUTO モー ドび解除さ 
れ、送風量インジケーターの 
AUTO 表示び消打します。 

-送風量調整スイッチを押すと、 
U アの送風□(巨-1 0) からの送 
風量石増減します。 


6 
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快適-室内装備 


エアコンデイシヨナー （ E 250/ E 300) 


手動で送風□を選択ずる 



⑤ 送風□インジケーター 

⑥ 送風□選択スイッチ 

送風□を選択ずる 

► 送風□選択スイッチ⑥の上側また 
は下側を押して、送風□インジ 
ケーター⑥に好みの送風ロマーク 
を表示させます。 


送風 □ (フ□ント) 
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快適.室内装備 


エアコンデイシヨナー （E 2已0 / E 300 ) 


送風□マーク 

主に送風さ打る送風 □ 

巧 

フ□ントウインドウ送風□⑥、ドアウインドウ送風□⑥、 

中央送風□⑩、サイド送風口®、足元送風□⑥ 

1」ァ足元送風 □、 U ァ中央送風 □ 

巧 

フ□ントウインドウ送風□⑥、ドアウインドウ送風□⑥、 

中央送風 □©、 サイド送風口®、 U ァ中央送風 □ 

巴 

フ□ントウインドウ送風□⑥、ドアウインドウ送風□⑥、 
サイド送風口®、 U ァ中巧送風 □ 

口 

フ□ントウインドウ送風□⑥、ドアウインドウ送風□⑥、 
サイド送風口®、足元送風□©、 

1」ァ足元送風 □、 U ァ中央送風 □ 

B 

中央送風□⑩、サイド送風口®、 U ァ中央送風 □ 

口 

サイド送風口®、足元送風□⑥、 

U ァ足元送風 □、 U ァ中央送風 □ 

四 

中央送風□⑩、サイド送風口®、足元送風□⑥、 

U ァ足元送風 □、 1」ァ中央送風 □ 


知識 

• エアコンデイシヨナーび AUTO 
モードで作動しているとさに送 
風口選択スイッチを押ずと、送 
風口選択の AUT 日モードが解除 
され、送風ロインジケーターの 
AUT 日表示が消灯します。 

-選択した送風口政外の送風口か 
らち、微量の送風び行なわれる 
ことびあります。 

• リア足元送風口、 U ア中央送風 
口については (6-10) をご覧 g 
<ださい。 -- 
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快適-室内装備 


エアコンデイシヨナー （ E 250/ E 300) 


iasp …ア) 



⑩ U ア中央ち風口 
の リア送風□開閉ダイヤル 

センターコンソール後端に後席用の送 
風□びあります。 

知識 

• U ア足元の送風□は前席シート 
クッシヨンの下にあります。荷 
物などで送風□を面さびないで 
<ださし、。 

• 左ちの送風□の送風温度は、 
フ□ントの左ちの温度設定に 
連動します。 


送 風□の開閉 _ 

中央送風□©、サイド送風口®、 
U ア中央送風□⑩を開閉することび 
でさます。 

送風□を開ぐ 

► 各送風□の開閉ダイヤル© ⑥① 
を上ちにまわずと、徐々に送風 □ 
び開さ、送風量び上びります。 

送風□を閉じる 

► 各送風□の開閉ダイヤルを下ちに 
まわずと、徐々に送風□び閉じ、 
風量び下びります。 

送風□開閉ダイヤルを停止ずるまで 
下方にまわすと、送風□び閉じまず。 

I 知識 

送風□開閉ダイヤルを停止するま 
で下ちにまわしてを、完全に送風 
□を閉じることはでさません。 


这風□の風问き調舊 

中央送風□©、サイド送風口 ®、 U 
ア中央送風 □© は風向きを調整ずる 
ことびでさまず。 

風向きを調整ずる 

► 各送風□のノブを上下左ちに動ひ 
して風向をを調整します。 

I 知識 

換気効率を上げるため、フ□ント 
の中央送風□の風向をは中巧にす 
ることをお勧めします。 
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快適.室内装備 


エアコンデイシヨナー （ E 吕己 0 /E 30 0) 


内気循環モード 



⑩内気循環スイッチ 

トンネル内など、空気び巧れた場所で 
外気を車内に入れたくないとさに使用 
します。 

内気循環モードに切り替えると、車内 
の空気び循環されまず。 

内気循環モードの設定/解除に連動し 
て、ドアウインドウとスライディング 
ルーフ*を開閉することびでさまず。 


内気循環モードに設定ずる 

► 内気循環スイッチ⑩を押しまず。 
スイッチの表示なび点なしまず。 

内気循環スイッチ⑩を約2秒！;^上 
押し続けると、開いているドアウ 
インドウとスライデイングルーフ 
び自動で閉じまず。 


内気循環モードを設定していてち、一 
定時間び経過ずるとが気導入モードに 
切り曽わります。 


外気温度び 
約 5° C じ(上のとさ 

約30分を 

外気温度び 
約 5° C し i (下のとさ 

約已分を 

AC モードを解除し 
ているとさ 

約已分を 


内気循環モードを解除ずる 
(夕1•気導入モードにずる） 

► 再度、内気循環スイッチ⑩を押し 
ます。 

スイッチの表示打び消打します。 

内気循環スイッチ⑩を約2秒(上 
巧し続けると、ドアウインドウと 
スライディングルーフび前回開い 
ていた位置まで自動で開をます。 

ミ主意！ 

-内気循環スイッチでドアウイ n 

ンドウやスライデイン グルー -1. 
フを閉じているときに、挟み 
込みなどのあ巧びあると、た 
だちに動きを止めて少し開く 
機能びありまずび、乗員び身 
体を挟まれないよラ、十分に 
ま意して < ださい。 

-挟み込み防止機能には、挟み込 
みを感知しない範囲びありま 
ず。内気循環スイッチでドアウ 
インドウを閉じるとさは十分に 
ミ主意して < ださし、。 


* オプションまたは仕様により装備び異な D ます。 
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快適-室内装備 


エアコンデイシヨナー （E 250 /E 30 0) 


ま意！ 

-巧気循環スイッチでドアウイン 
ドウを開いているとさは、ドア 
ウインドウに身体を寄りひけな 
し、でください。ドアウインドウ 
とドア フレームとの 間に身体び 
引さ込まれてけびをずるおそれ 
びありまず。 

-外気温度び低いとをや、ドアウ 
インドウやスライディングルー 
フ*を閉じているとさに内気循 
環モードに設をすると、ウイン 
ドウび曇りやずくなります。内 
気循環モードの設定は短時間に 
とどめてください。 


知識 

-外気温度びが常に高いときは、 
冷房効率を高めるために自動 
的に内気循環モードに切り替 
わることびあります。表示な 
は点 I 灯しませんび、約30分経 
過ずると、一定の割合でが気 
導入をはじめます。 

-内気循環モードび設定されてい 
るとをに、 AC モードを解除ず 
るかデフ□スターモードにする 
と、外気導入モードになりまず。 

-内気循環スイッチで閉じたドア 
ウインドウやスライディング 
ルーフを別のスイッチで開いた 
場合、開いたドアウインドウや 
スライディングルーフを、内気 
循環モードの解除操作と連動し 
て前回開いていた位置まで開く 
ことはでさません。 


デフ□スターモード 



②デフ□スタースイッチ 

フ□ントウインドウやドアウインドウ 
の内側の曇りを取るとさ I こ使用します。 


* オフシヨンまたは仕様により装備び異なります。 
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デフ□スターモードに設定ずる 

► デフ□スタースイッチ②を押しまず。 
スイッチの表示灯び点灯します。 
エアコンディシ ヨナー びし i (下の内 
容で作動します。 

• 送風温度び高くなります。 

• フ□ントウインドウ送風□、ド 
アウインドウ送風□、サイド送 
風口、1」ア中巧送風□から送風 
されます。 

-内気循環モードび解除されます。 
• 除湿された空気び送風されます。 

知識 

送風量および送風温度はが気温度 
により、自動的に調整されます。 


快適.室内装備 


ェアコンデイシヨナ ー （E 250 / E 300) 


デフ□スターモードを解除ずる 

► 再度、デフ□スタースイッチ②を押 
します。 

スイッチの表示灯び消灯しまず。 

デフ□スターモードに設定ずる前 
の内容でエアコンデイシヨナーび 
作動しまず。 

ただし、デフ□スターモードに設 
定する前に AC モードを解除してし、 
たとさは AC モードに、内気循環 
モードにしていたとさは外気導入 
モードになりまず。 

知識 

• 曇りび取れたら、すみやかに解 
除してください。 


ウインドウのか側び量るとき 

車外の湿度び高いとさなどに、ウイ 
ンドウのが側び曇ることびあります。 
このときは、ウインドウに冷気び当 
たらないよラに送風□を選択すると、 
外側の曇りを軽減でをます。 

また、フ□ントウインドウ外側の曇り 
を取るとをには、ワイパーを作動させ 
て < ださし、。 


• 送風温度調整ダイヤルや送風量 
調整スイッチ、 AUTO スイッチ 
を操作したとさち、デフ□ス 
ターモードは解除されまず。 
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快適-室内装備 


エアコンデイシヨナー （ E 250/ E 300) 


U アデフオッガー 



⑦リアデフ ォッガース イッチ 

U アウインドウの曇りを取るときに使 
用します。 

エンジンスイッチび吕の位置のとさに 
使用でをます。 


U アデフォッガーを使用ずる 

► U アデフォッガースイッチ⑦を押 

しまず。 

スイッチの表示好び点好しまず。 

リアデフ ォッ ガーを停止ずる 

► 再度、 U アデフォッガースイッチ 

⑦を押しまず。 

スイッチの表示巧び消巧します。 

U アデフォッガーは約巨〜20分後に 

自動的に停止しまず。 

ま意！ 

-ウインドウに雪や氷び付着して 
いるとさは、運転前にそれらを 
取り除いて視界を確保してくだ 
ごい。事故を起こずおそれびあ 
りまず。 

-消費電力び大さいため、曇り 
び取れたら早めに停止してくだ 
ごし、。 


知識 

-外気温度や走行速度により 、 U 
アデ フォッ ガーび自動的に停止 
ずるまでの時間は異なりまず。 

-バッテ U —の電圧び1 氏くなると 
自動的に停止し、表示灯び点滅 
します。 また、 U アデフォッ 
ガースイッチを押してち作動し 
ない場合びありまず。電圧び回 
復すると自動的に作動しまず。 

-セダンの U アウインドウ上部は、 
アンテナ線び貼られているため、 
U アデフォッガーの熱線は貼ら 
れていません。 

-外気温度び1氏いときは、リア 
デフ ォッ ガースイ ッチを 押し 
て石すぐに作動しない場合び 
态〇ます。 
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快適.室内装備 


ェアコ ンデ イシヨナ ー （E 250 / E 300) 


を熱ヒーター-ベンチレーシヨン 



⑨ ま熱 ヒーター- ベンチ レーシヨ ン 
スイッチ 

⑩ を熱ヒーター-ベンチレーシヨン 
インジケーター 

エンジン停止後に車内を暖房したり、 
車内に外気を導入して換気を行なラと 
をに使用しまず。 

エンジンスイッチび 0 ひ 1 の位置のと 
を、またはキーを巧いているとをに使 
用でをまず。 


を熱ヒーター-ベンチ レーシヨ ンを使 
用ずる 

► ホ熱ヒーター.ベンチレーシヨン 
スイッチ⑨を押しまず。 
ディスプレイに余熱ヒーター•ベ 
ンチレーシヨンインジケーター⑩ 
び表示されます。 

► 送風温度調整ダイヤルをまわして、 
巧みの温度に調整しまず。 

送風□の組み合わせは、外気温度や設 
定温度により、自動的に調整されまず。 

を熱ヒーター-ベンチレーシヨンを停 
止ずる 

► 再度、を熱ヒーター.ベンチレー 
シ ヨ ンスイッチ⑨を押します。 

ディスプレイのを熱ヒーター-ベ 
ンチレーシヨンインジケーター⑩ 
び消えまず。 


じ(下のとをはを熱ヒーター.ベンチ 
レーシヨンび自動的に停止しまず。 

• エンジンスイッチを吕の位置にし 
たとさ 

• ホ熱ヒーター.ベンチレーシヨン 
を使用してから約30分後 

-バッテ U —の電圧び1氏下したとを 

知識 

-送風量は一定に保たれまず。 

• 外気温度び高いとさや、エンジ 
ン冷却水の温度び低いとさは、 6 

暖気は送風されないことびあ— 
りまず。 
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快適-室内装備 


エアコンデイシヨナー （E 320 CDI / E 3己0 / E 350 4 MATIC / E 己已0 / 


エアコンデイシヨナー （ E 3 吕 0 CDI 
/ E 3已0 / E 3已〇 4 MATIC / E 已已〇 
/ E 巨3 AMG ) 


エアコンディショナーは、設定温度や 
外気温度、曰射の強さなどに応じて、 
送風量や送風□の組み合わせなどを自 
動的に調整し、車内の温度や湿度など 
を快適な状態に保ちまず。 

環境 9 


• エアコンディショナーの冷媒に 
は、新冷媒 R ] 34 a を使用して 
います。 

• 地球環境を保護するため、フロ 
ンガスを大気放出することは法 
律で禁止されていまず。 また、 
ずべての自動車オーナーは、フ 
□ンガスび適切に処理されるよ 
ラ努めなければな0ません。 

• エアコンディショナーの冷媒の 
補充、交換、廃棄などは、必ず 
指定サービスエ場で行なつてく 
ださい。 

* オプシヨンまたは仕様によ D 装備び異なりまず。 


注意！ 

-送風温度を高めに設定してある 
とさは、送風□び過熱して高温 
になり、火傷をずるおそれびあ 
ります。また、暖気び送風され 
ているときは、送風□に身体を 
近付けたままにしていると低温 
火傷のおそれびあります。十分 
にま意してください。 

-送風温度を低めに設定してある 
とさに送風□に身体を近付ける 
と、しをやけなどを起こすおそ 
れびありますので十分にま意し 
て < ださし、。 

• 皮膚の弱い人は、送風□に身体 
を近付けすぎないよラにを意し 
て < ださし、。 

-車内び高温になっているときは、 
エアコンデイシヨナーを作動さ 
せる前に換気をしてください。 

-ボンネットの吸気□び雪や氷で 
覆われないよラにしてくださし、。 

-送風□や車内の吸排気□び覆わ 
れないよラにしてください。 


E 已3 AMG ) 

知識 

-除湿された水分は車体下方に排 
水されます。 

-ドアウインドウやスライデイン 
グルーフ*び開いていると、設 
定温度を維持することびでさま 
せん。 

-一度に大幅に設定温度を変更し 
てち、設定温度に達するまでの 
時間はあまり変わりません。 

-エアコン デ ィシヨナーの機能や 
モードのなひには、併用可能な 
組み合わせびありまず。 

• エアコンデイシ ヨナー のフィル 
ター類は定期的な交換び必要で 
ず。また、交換時期は使用環境 
によって異なりまず。 

フィルター類び目ゴまりを起こ 
していると送風量び減るおそれ 
びあります。 
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エアコンデイシヨナー （E 320 CDI / E 350 / E 3已〇 4 MATIC / E 550 / E 已3 AMG ) 

コント□—ルパネル（フ□ント） 


⑩オフスイッチ 

⑩送風量調整スイッチ頂罰 

⑩ホ熱ヒーター- 

べンチレーシヨ ンスイッチ 

© 巧気循環スイッチ 

® AUT 日スイッチ(左側） 


① 

送風□選択ダイヤル(左側） 

③ 

デフ□スタースイッチ 

感 

送風温度調整スイッチ(左側） 


ディスプレイ 

⑥ 

送風温度調整スイッチ(ち側） 

愈 

U アデフォッガースイッチ 


③ 

送風口選択ダイヤル(ち側） 

愈 

AUTO スイッチ(ち側） 


AC スイッチ 

⑩ 

リアエアコンディシヨナー 
コン トロールスイッチ 

⑩ 

送風量調整スイッチ(強） 


※エアコンのスイッチ類の絵柄などは、イラストと異なる場合びあります。 
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エアコンデイシヨナー （E 320 CDI / E 3己0 / E 350 4 MATIC / E 己已〇 / E 已3 AMG ) 


通常の使いかた ( AUTO モード) 



⑨ AUTO スイッチ（ち側) 

⑩ AUTO スイッチ（左側) 
⑩ AUTO インジケーター 


エア コンディシヨ ナーを作動させる 

► AUTO スイッチ⑨または⑩を押し 
ます。 

スイッチの表示灯び点灯し、ディ 
スプレイに AUT 日インジケーター 
⑩び表示されます。 

送風口の組み合わせと送風量び自 
動的に調整されるよラになりまず。 


知識 

-オフスイッチや送風口選択ダイ 
ヤル、送風温度調整スイッチ、 
送風量調整スイッチなどを操作 
してちエアコンディショナーは 
作動を開始します。 

• AUT 日モードでエアコンデイ 
ショナーを作動させると、自動 
的に AC モード （6-20) に設定 
されまず。 
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エアコンデイシヨナー （E 320 CDI / E 350 / E 3已〇 4 MATIC / E 550 / E 已3 AMG ) 


送風温度の調整 


④® @ © 



@ @ 


③送風温度調整スイッチ（左側) 
⑥送風温度調整スイッチ（ち側) 
⑩送風温度表示 


送風温度を上げる 

► 送風温度調整スイッチ③または⑤ 
の上側を押しまず。 

送風温度表示⑩の温度び上びりまず。 

送風温度を下げる 

► 送風温度調整スイッチ③または⑤ 
の下側を押しまず。 

送風温度表雨通の温度び下びりまず。 


知識 

-送風温度は左ち別々に設定でさ 
ます。 

-通苗は22でに設定することを 
お勧めします。 


6 
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エアコンデイシヨナー （E 320 CDI / E 3己0 / E 350 4 MATIC / E 己已〇 / E 已3 AMG ) 


エアコンデイシヨナーの停止 


AC モード 



⑩オフスイッチ 


⑨ AC スイッチ 


AC モードを解除ずる 

► AC スイッチ⑨を押しまず。 

スイッチの表示灯び消灯します。 

除湿/ :令房されていない空気び送 
風されます。 

AC モードを設定ずる 

► 再度、 AC スイッチ⑨を巧しまず。 


エアコンディシヨナーを停止ずる 

► オフスイッチ⑩を押します。 

ディスプレイに’’ 0" び表示され、エ 
アコンディシヨナーび停止しまず。 

知識 

ドアウインドウやスライデイング 
ルーフ*び閉じているとをにエア 
コンディシヨナーを停止ずると、 
ウインドウび曇りやずくなります。 


AC モードでは除湿/ :令房された空気 
び送風されます。 

AUTO モードでエアコンディショナー 
を作動させたとさは、自動的に AC 
モードになり、 AC スイッチ⑨の表示 
なび点打します。 


スイツチの表示灯び点打します。 

除湿/ :令房された空気び送風され 
ます。 


環境 

Q 

AC モードを解除ずると、 

エンジン 

への負荷び軽減し、燃費び向上し 

9 〇 



* オプションまたは仕様により装備び異なります。 
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エアコンデイシヨナー （E 320 CDI / E 350 / E 3已〇 4 MATIC / E 已已〇 / E 已3 AMG ) 


ミ主意 


^風量の調整 


送風量を上げる 


ドアウインドウとスライディング 
ルーフ*び閉じているとをに AC 
モードを解除すると、ウインドウ 
び曇りやすくなります。 


知識 

• 除湿/冷房された空気はエンジ 
ンびかかっているとをに送風さ 
れます。 

• AC スイッチを押したとさに、 
表お好び3回点滅したとさは、 
エアコンディシヨナーび故障し 
ているため除湿/冷房された空 
気は送風されません。 

指定サービスエ場で点検を受け 
てください。 

• AC モードを解除して石、しば 
らくは除湿/を房された空気び 
送風されることびあります。 







⑩送風量調整スイッチ（強） 

® 送風量調整スイッチ（弱） 

® 送風量インジケーター 

送風量を手動で調整ずることがでさ 
ふ9 〇 


► 送風量調整スイッチ（強)⑩を押し 
ます。 

送風量インジケーター®の点灯す 
る数が増えまず。 

送風量を下げる 

► 送風量調整スイッチ（弱）®を押し 
ます。 


送風量インジケーター®の点灯す 
る数げ減りまず。 


• エアコンディシ ヨナー び AUTO 
モー ドで作動していると さに 送 
風量調整スイッチを押ずと、送 
風量の AUTO モー ドび解除さ 
れ、ディスプレイの AUT 日イン 
ジケーターび消灯します。 

• 送風量調整スイッチを押すと、 
U アの送風口 (6-30) からの送 
風量ち増減します。 


* オプションまたは仕様により装備び異な0ます。 
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エアコンデイシヨナー （E 320 CDI / E 3己0 / E 3已〇 4 MATIC / E 己50 / E 己3 AMG ) 


送風□の選択 



①送風口選択ダイヤル（左側) 
⑦送風□選択ダイヤル（ち側) 
⑩送風口選択インジケーター 


► 送風□選択ダイヤル①または⑦を 
まわして、送風□選択インジケー 
ター⑩を巧みの送風□マークに合 
わせます。 



左八ンドル車 


送風 □マ ーク 

主に送風される送風 □ 

B 

中央送風□⑩、サイド送風口®、 U ア中央送風□、 U アサイド送風 □ 

の 

フ□ントウインドウ送風□⑥、ドアウインドウ送風□⑥、中央送風□⑩、サイド送風口®、 

U ア中央送風 □、 U アサイド送風 □ 

巧 

フ□ントウインドウ送風□⑥、ドアウインドウ送風□⑥、中央送風□⑩、サイド送風口®、 

足元送風□⑥、 U ア足元送風□、 U ア中央送風□、 U アサイド送風 □ 

田 

中央送風□⑩、サイド送風口®、足元送風 □©、 U ア足元送風□、 U ア中央送風 □、 U アサイド送風 □ 
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エアコンデイシヨナー （E 320 CDI / E 350 / E 3已〇 4 MATIC / E 5已〇 / E 已3 AMG ) 


r 送風 □の 開閉 


送風□①風向を調整 


知識 

• エアコンデイシヨナー び AUTO 
モードで作動しているとさに送 
風□選択ダイヤルを操作する 
と、操作した側の送風□選択の 
A U T 0モードび解除ごれ、 
AUTO スイッチの表示灯び消好 
します。 

• ダイヤルを マークの 中間に合わ 
せると、組み合わせた送風□か 
ら送風ずることびでをます。 

• 選択した送風 □!； ■(外からち、微 
量の送風び行なわれることびあ 
ります。 

• 前席シートクッシヨンの下に U 
ア足元送風□びあります。荷物 
などで送風□をふさびないでく 
ださし、。 

• U ア中央送風□、 U アサイド送 
風□については （巨- 30) ご覧 
くだごい。 


中央送風□⑩、サイド送風 □ ® を開 
閉することびでをます。 


► 各送風□の開閉ダイヤル®⑥を上 
ちにまわすと、徐々に送風□び開 
を、風量び上びります。 


► 各送風□の開閉ダイヤルを下方に 
まわすと、徐々に送風□び閉じ、 
風量び下びりまず。 

送風□開閉ダイヤルを停止ずるまで 
下方にまわすと、送風□び開じまず。 


送風□開閉ダイヤルを下方に停止 
するまでまわしてち、完全に送風 
□を閉じることはでをません。 


中央送風□⑨とサイド送風 □® は風 
向さを調整ずることびでをます。 


► 各送風□のノブを上下左ちに動か 
して風向さを調整します。 


換気効率を上げるため、中央送風 
□の風向さを中央にすることをお 
勧めします。 


知識 


送風□を開< 


風向をを調整ずる 


送風□を閉じる 


知識 
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エアコンデイシヨナー （E 320 CDI / E 3己0 / E 350 4 MATIC / E 550 / 


U アエアコン デ イシヨナーの 送風温 
度の調整 


@ @ @ 



③送風温度調整スイッチ(左側） 

⑤送風温度調整スイッチ(ち側） 

⑩ リアエアコン デ イシ ヨナー コント 
□ ールスイツチ 
⑩送風温度表示 

⑩リアエアコンデイシヨナーインジ 
ケーター 


フ□ン 卜のコント□ールパネルでリア 
エアコンディシヨナー(巨- 30) の送 
風温度を調整でさまず。 

リアエアコン デ ィシ ヨナーの 送風温度 
を調壁ずる 

► U アエアコンデイシ ヨナー コント 
□ールスイッチ⑩を押します。 

ディスプレイに U アエアコンディ 
シヨナーインジケーター⑩び表示 
されます。 

また、送風温度表示⑩に U アエア 
コンディシヨナーの送風温度び表 
示されます。 

► フ□ントの送風温度調整スイッチ 
③または⑥で、 U アエアコンディ 
シヨナーの送風温度を設定しまず。 

再度、 U アエアコンディシヨナーコン 
卜□ールスイッチ⑩を押ずと、 U アエ 
アコンディシヨナーインジケーター⑩ 
び消え、フ□ントのエアコンデイシヨ 
ナーを操作ずる状態に戻ります。 


E 已3 AMG ) 

知識 

-送風温度は左ち別々に設定でを 
ます。 

• U アエアコンディショナーを操 
作でさる状態で何を操作をしな 
いまま約已砂経過ずると、この機 
能は解除ごれ、ディスプレイび 
フ□ントエアコンディショナーを 
操作する状態に戻ります。 
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エアコンデイシヨナー （E 320 CDI / E 3已0 / E 3已〇 4 MATIC / E 5已〇 / E 已3 AMG ) 


巧気お揚モード 



⑩内気循環スイッチ 

トンネル内など、空気び巧れた場所で 
外気を車内に入れたくないとさに使用 
します。 

内気循環モードに切り替えると、車内 
の空気び循環されまず。 

内気循環モードの設定/解除に連動し 
て、ドアウインドウとスライディング 
ルーフ*を開閉することびでさまず。 


内気循環 モー ドに設定ずる 

► 内気循環スイッチ⑩を押しまず。 
スイッチの表示 I 灯び点 I 灯しまず。 

内気循環スイッチ⑩を約2秒！;^上 
押し続けると、開いているドアウ 
インドウとスライデイング ルーフ 
び自動で閉じまず。 

内気循環モードを設定していてち、一 
定時間び経過ずるとが気導入に切り替 


わります。 

外気温度び 
約目で政上のとき 

約30分を 

外気温度び 
約目で政下のとさ 

約已分を 

AC モードを解除し 
ているとさ 

約已分を 


内気循環 モー ドを解除ずる 
(夕1•気導入 モー ドにずる） 

► 再度、内気循環スイッチ⑩を押し 
ます。 

スイッチの表示打び消打します。 

内気循環スイッチ⑩を約2秒(上 
巧し続けると、ドアウインドウと 
スライディングルーフび前回開い 
ていた位置まで自動で開をます。 


* オプションまたは仕様により装備び異な D ます。 
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エアコンデイシヨナー （E 320 CDI / E 3己0 / E 3已〇 4 MATIC / E 己50 / E 己3 AMG ) 


ま意！ 

-外気温度び低いとさや、ドアウ 
インドウやスライディン グルー 
フ*を閉じているとさに内気循 
環モードに設定すると、ウイン 
ドウび曇りやずくなります。内 
気循環モードの設定は短時間に 
とどめてください。 

-内気循環スイッチでドアウイン 
ドウやスライディングルーフを 
閉じているとさに、巧み込みな 
どの抵抗びあると、ただちに動 
きを止めて少し開く機能びあ 
りまずび、柔員び身体を挟ま 
れないよラ、十分にミ主意して 
<ださい。 

-挟み込み防止機能には、挟み込 
みを感知しない範囲びありま 
す。内気循環スイッチでドアウ 
インドウを閉じるときは十分に 
ミ主意してください。 


* オフシヨンまたは仕様により装備び異なります。 
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-内気循環スイッチでドアウイン 
ドウを開いているとさは、ドア 
ウインドウに身体を寄りかけな 
いでください。ドアウインドウ 
とドアフレームとの間に身体び 
引を込まれてけびをするおそれ 
びあ0ます。 

知識 

-外気温度びが常に高いときは、 
冷房効率を高めるために自動 
的に内気循環モードに切り替 
わることびあります。表示な 
は点‘灯しませんび、約30分経 
過ずると、一定の割合で外気 
導入をはじめます。 

-内気循環モードび設定されてい 
るとをに、 AC モードを解除ず 
るかデフ□スターモードにする 
と、が気導入モードになりまず。 

-内気循環スイッチで閉じたドア 
ウインドウやスライディング 
ルーフを別のスイッチで開し、た 
場合、開いたドアウインドウや 
スライディングルーフを、内気 
循環モードの解除操作と連動し 
て前回開いていた位置まで開く 
ことはでさません。 


デフ□スターモード 



②デフ□スタースイッチ 

フ□ントウインドウやフ□ントドアウ 
インドウの内側の曇りを取るとさに使 
用します。 
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エアコンデイシヨナー （E 320 CDI / E 3已0 / E 3已〇 4 MATIC / E 5已〇 / E 已3 AMG ) 


ウインドウのか側び量るとき 


デフ□スターモードに設定ずる 

► デフ□スタースイッチ②を押しまず。 
スイッチの表示灯び点打します。 

エアコンディシヨナーびし i (下の内 
容で作動します。 

• 送風温度び高くなります。 

• フ□ントウインドウ送風□、ド 
アウインドウ送風□、サイド送 
風□から送風されます。 

• 内気循環モードび解除されます。 
• 除湿ごれた空気び送風されまず。 

知識 

送風量および送風温度はが気温度 
により、自動的に調整されます。 


デフ□スターモードを解除ずる 

► 再度、デフ□スタースイッチ②を押 
します。 

スイッチの表示灯び消灯しまず。 

デフ□スターモードに設定ずる前 
の内容でエアコンデイシヨナーび 
作動しまず。 

ただし、デフ□スターモードに設 
定する前に AC モードを解除してし、 
たとさは AC モードに、内気循環 
モードにしていたとさは外気導入 
モードになりまず。 

知識 

• 曇りび取れたら、すみやかに解 
除して < ださし、。 

• デフ□スターモードに設定して 
し、るとをは、フ□ントエアコン 
ディシヨナーの送風温度や送風 
量の調整はでさません。 


車外の湿度び高いとさなどに、ウイ 
ンドウのが側び曇ることびあります。 
このときは、ウインドウに冷気び当 
たらないよラに送風□を選択すると、 
外側の曇りを軽減でをます。 

また、フ□ントウインドウ外側の曇り 
を取るとをには、ワイパーを作動させ 
て < ださし、。 
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エアコンデイシヨナー （E 320 CDI / E 3己0 / E 3已〇 4 MATIC / E 己已〇 / E 已3 AMG ) 


U アデフオッガー 



⑥リアデフ オッガース イッチ 


U アウインドウの曇りを取るときに使 
用します。 

エンジンスイツチび 2 の位置のとさに 
使用でさます。 


U アデフォッガーを使用ずる 

► U アデ フォッガースイッチ ⑥を押 
しまず。 

スイッチの表示好び点好しまず。 

リアデフ ォッ ガーを停止ずる 

► 再度、 U アデ フォッガースイッチ 
⑥を押しまず。 

スイッチの表示巧び消巧します。 

U アデフォッガーは約巨〜20分後に 
自動的に停止しまず。 

ま意！ 

-ウインドウに雪や氷び付着して 
いるとさは、運転前にそれらを 
取り除いて視界を確保してくだ 
さい。事故を起こすおそれびあ 
りまず。 


知識 

-外気温度や走行速度により 、 U 
アデ フォッ ガーび自動的に停止 
ずるまでの時間は異なりまず。 

-バッテ U —の電圧び1 氏くなると 
自動的に停止し、表示灯び点滅 
します。 また、 U アデフォッ 
ガースイッチを押してち作動し 
ない場合びありまず。電圧び回 
復すると自動的に作動しまず。 

-セダンの U アウインドウ上部は、 
アンテナ線び貼られているため、 
U アデフォッガーの熱線は貼ら 
れていません。 

-外気温度び1氏いときは、リア 
デフ オツ ガースイ ツチを 押し 
て石すぐに作動しない場合び 
态〇ます。 


-消費電力び大さいため、曇り 
び取れたら早めに停止してくだ 
さし、。 
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エアコンデイシヨナー （E 320 CDI / E 350 / E 3已〇 4 MATIC / E 5已〇 / E 己3 AMG ) 


を熱ヒーター-ベンチレーシヨン 



⑩ま熱 ヒーター- ベンチ レーシヨ ン 
スイッチ 

⑩を熱ヒーター.ベンチレーシヨン 
インジケーター 

エンジン停止後に車内を暖房したり、 
車内に外気を導入して換気を行なラと 
をに使用しまず。 

エンジンスイッチび 0 か 1 の位置のと 
を、またはキーを巧いているとをに使 
用でさまず。 


を熱ヒーター-ベンチ レーシヨ ンを使 
用ずる 

► 余熱 ヒー ター.ベンチ レーシヨ ンス 
イッチ⑩を押します。 

ディスプレイに余熱ヒーター.ベン 
チレーシヨンインジケーター⑩び 
表示されまず。 

外気温度やエンジンを停止ずる前 
の設定温度などにより、送風□や 
送風温度は自動的に調整されまず。 

を熱ヒーター-ベンチ レーシヨ ンを停 
止ずる 

► 再度、を熱 ヒーター ■ベンチ レー 
シヨンスイッチ⑩を押しまず。 

ディスプレイのホ熱ヒーター.ベン 
チレーシヨンインジケーター⑩び 
消えます。 


じ(下のとをはを熱ヒーター.ベンチ 
レーシヨンび自動的に停止しまず。 

• エンジンスイッチを吕の位置にし 
たとさ 

• ホ熱ヒーター.ベンチレーシヨン 
を使用してから約30分後 

-バッテ U —の電圧び1氏下したとを 

知識 

• 送風量は一定に保たれまず。 

-外気温度び高いとをや、エンジ 
ン冷却水の温度び1氏いとさは、 6 

暖気の送風は行なわれないこ— 
とびおります。 
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エアコンデイシヨナー （E 320 CDI / E 3己0 / E 350 4 MATIC / E 己已〇 / E 已3 AMG ) 


U アエアコンディショナー 



① リア中央送風口(左側） 

② リア中央送風口(ち側） 

③ リア中央送風口開閉ダイヤ J レ(ち側） 

④ 送風温度調整スイッチ(ち側） 

⑤ ディスプレイ 

⑥ 送風温度調整スイッチ(左側） 

⑦ リア中央送風□開閉ダイヤル(左側） 

U アエアコンディシヨナーは、フ□ン 
トエアコンディシヨナーに連動して作 
動/停止します。 


⑨ U アサイドち風口 
⑨1」アサイドち風口開閉ダイヤル 

送風□①開閉 
リア中央送風□を開く 

► 送風□開閉ダイヤル③⑦を上方に 
まわずと徐々に U ア中央送風□① 
③び開を、風量び上びります。 

U アサイド送風□を開< 

► 送風□開閉ダイヤル⑨をが側にま 
わすと徐々に U アサイド送風□⑨ 
び開を、風量び上びりまず。 


リア中央送風□を閉じる 

► 送風□開閉ダイヤル③⑦を下方に 
まわすと徐々に U ア中巧送風□① 
②び閉じ、風量び下びりまず。 

送風□開閉ダイヤル③⑦を停止す 
るまで下方にまわすと、送風□び 
閉じまず。 

リアサイド送風□を閉じる 

► 送風□開閉ダイヤル⑨を内側にま 
わすと徐々に U アサイド送風□⑨ 
び閉じ、風量び下びります。 

送風□開閉ダイヤル⑨を停止ずる 
まで内側にまわすと、送風□び閉 
じます。 

知識 

送風□開閉ダイヤルを下方または 
内側に停止ずるまでまわしてを、 
完全に送風□を閉じることはでさ 
ません。 


快適-室内装備 
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エアコンデイシヨナー （E 320 CDI / E 350 / E 3已〇 4 MATIC / E 550 / E 已3 AMG ) 


送風□の風向さ調壁 
送風□①風向をを調整ずる 

► 各送風□のノブを上下左ちに動か 
して風向さを調整しまず。 


送風温度の調壁 

送風温度を調整することびでをます。 

送風温度を上げる 

► 送風温度調整スイッチ④または⑥ 
の上側を押しまず。 

ディスプレイ⑥に表おされる送風 
温度表示の温度び上びります。 

送風温度を下げる 

► 送風温度調整スイッチ④または⑥ 
の下側を押しまず。 

ディスプレイ⑥に表示される送風 
温度表おの温度び下びります。 

知識 

フ□ントのコント□ールパネルで 
U アエアコンディシヨナーの操作 
をしているときは （6-24)、 送風温 
度調整スイッチ④または⑥で送風 
温度を調整することはでをません。 


知識 

-送風温度は左ち別々に設定でさ 
ます。 

-通苗は22でに設定することを 
お勧めしまず。 

• フ□ントの送風量調整スイッチ 
を操作ずると、 U アの送風□か 
らの送風量石増減します。 

• フ□ントドアび開いているとさ 
は、 U アサイド送風□からは送 
風されません。 

• フ□ントのエアコンデイシヨ 6 
ナーで AC モー ド （巨- 20) を解除 
してし''るとをは、除湿/冷ちさ 
れていない空気び送風されます。 
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II 


① 

フロント読書灯(左側)スイッチ 

(D 

点灯モード選択スイッチ 

風 

U アルームランプスイッチ 

@ 

フ□ント読書灯(ち側)スイッチ 

愈 

フ□ントルームランプ手動点灯 
スイッチ 

愈 

フ□ント ルーム ランプ 

③ 

フ□ントアンビエントランプ 

愈 

フ□ント読書灯(ち側） 

(D 

フ□ント読書灯(左側） 



知識 

• 自動点灯モードになっていて 
を、周囲び巧るいとをはルーム 
ランプび点打しないことびあり 
ます。 

• ルームランプや読書打を点打ご 
せたまま U モコン操作で車を施 
綻ずると、ルームランプや読書 
巧は消なしまず。 

ま意！ 

車を施綻したとをは、ルームラン 
プび消打ずることを確認してくだ 
さい。 
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II ■ 


甫時消'灯モードにずる 


ムランプの,朝:：[モードの»尺 
自動点:打モードにずる 

► 点灯モード選択スイッチ②び押さ 
れていない状態にしまず。 

周囲び暗いとをにけ下の操作をずると 
ルームランプび点灯/消打します。 

• J レームランプ消巧遅延機能 (4-35) 
び設定されているとさは、エンジ 
ンスイッチからキーを抜<と点な 
し、約] 0秒後に消好しまず。 

- U モコン操作で解錠ずると点巧し、 
約30秒後に消なしまず。 


• フ□ントドアを開くとフロント 
ルームランプ⑥び点打します。 

セダンでは、 U アドアを開 < と U 
アルームランプ （巨- 3 已） び点灯し 
ます。 

ステーションワゴンでは、 U アド 
アまたはテール ゲー トを開くと、 
U アルームランプ、ラゲッジルー 
ムランプおよびテール ゲー トラン 
プび点灯します。 

◊エンジンスイッチび吕の位置の 
とさは、ドアまたはテールゲート 
を閉じるとただちに消好しまず。 


► 点巧モード選択スイッチ③び押され 
た状態にしまず。 

じ(下のいずれかの操作をしてち、 
ルームランプは点なしません。 

• ドアまたはテールゲートを開く 
• エンジンスイッチからキーを巧く 
• U モコン操作で解銳する 


ドアまたは テールゲー トを開し、 
たままのとをは消灯しません。 

◊エンジンスイツチび0か1の位 
置のとさ、またはキーび抜いて 
あるとさは、ドアまたはテール 
ゲートを閉じると約10秒後に消 
打します。 

ドアまたは テールゲー トを開し、 
たままのときは約已分後に消 I 灯 
します。 
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ルーム ランプ 

ルームランプ(フ□ント） 

フ□ントルームランプ 

フ□ントルームランプを手動で点灯/ 
消灯ずる 

► 手動点灯スイッチ⑥を押しまず。 

フ□ントルームランプ⑥び点灯/ 
消好しまず。 


フ□ント読書0_ 

フ□ント読書灯を点灯/消灯ずる 

► フ□ント読書巧スイッチ①または 
④を押しまず。 

フ□ント読書巧⑨または⑨び点な 
/消打しまず。 


フ□ントアンビエントランプ 

周囲び暗いとさに、車幅好に連動して 
フ□ントアンビエントランプ⑦び点打 
/消なします。 

フ□ントアンビエントランプの日月るさ 
を調壁ずる 

► マルチフアンクシヨンディスフレ 
イで調整しまず（4-33)。 

已段階の照度に、または苗時消打 
に設定でさます。 
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II ■ 


ルームランプ（リア) 



U アルー ムランプ 

リアルームランプを手動で点な/ミ肖 
なずる 

► U アルームランプスイッチ（巨- 32) 
を押します。 

U アルームランプ⑥び点巧/消な 
しまず。 


U ァ言讀 口 _ 

U ァ言禮灯を点口 /消灯ずる 

► U ア読書灯スイッチ①または④を 
押します。 

U ア読書打③または③び点巧/消 
に[しまず。 


① 

U ア読書灯(左側)スイッチ 


U ァ読書灯(左側） 

③ 

U ァ読書灯(ち側） 


U ア読書灯(ち側)スイッチ 

⑤ 

U アルームランプ 
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ルーム ランプ 
センターコンソール ランプ 



①センターコン ソール ランプ 

エンジンスイッチび1か吕の位置のと 
きに点'なし、センターコンソールを照 
らします。 


フットウエルランプ 

フ□ントおよび U アの足元にあり、乗 
降時に足元を照らしまず。 

ルームランプの点灯モードに関係な< 
周囲び暗いとさに、 LU 下の操作をずる 
と点巧/消なします。 

• フ□ントまたは U アのルームラン 
フを点灯ずると、フットウエルラ 
ンプび点打します。 

- U モコン操作で解綻すると低い照 
度で点 I 灯し、約30秒後に消巧し 
ます。 

• エンジンスイッチを吕の位置にず 
ると1氏い照度で点灯しまず。 


-ドアを開くと巧るく点灯します。 

◊エンジンスイツチび吕の位置の 
ときは、ドアを閉じると減光し 
ます。 

ドアを開いたままのときは減光 
しません。 

◊エンジンスイツチび 0 か 1 の位置 
のとさ、またはキーび抜いてあ 
るときは、ドアを閉じると減光 
し、約] 0秒をに消灯しまず。 

ドアを開いたままのとさは、約 
約已分をに消打します。 


◊エンジンスイツチを 1 か 0 の位 
置にずるひエンジンスイツチか 
らキーを巧くと、約10秒後に 
消なします。 
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II ■ 


ドア レバー ランプ 



①ドア レバー ランプ 


車幅灯に連動して点なし、ドアレバー 
周辺を照らします。 

車幅灯が消灯すると、約目分後に消灯 
しま弓。 


乗降用ランプ/ドア赤色な 

柔降用ランプはドアの下部にあり、乗 
降時に足元を照らします。ドア赤色灯 
はドアの側部にあり、後続車や歩行者 
にま意を促します。 

ルームランプび自動点灯モード （6- 
33) になっていて、周囲が暗いとさ 
にドアを開くと点灯し、ドアを閉じる 
と消丹しまず。 

エンジンスイツチび2の位置のとさ 
は、ドアを開いたままにずると消丹し 
ません。 

エンジンスイツチび0か1位置のとき、 
またはキーび抜いてあるとさは、ドア 
を開いたままにすると約曰分後に消灯 
しま"3。 
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I I I 


サンバイザー 


サンバイザー 



①サンバイヴー 
③フック 

③ 照巧 

④ バニテイ吉 ラーカバー 

⑤ バニテイ吉ラー 

⑥ カー ドホルダー 


前ちか5の眩しさを防ぐ 

► サンバイヴー①を下げまず。 

横ち向か5①拉しさを防ぐ 

► サンバイヴーを下げます。 

► サンバイヴーをフック②ひらがし 
ます。 

► サンバイヴーを横にまわします。 

注意！ 

サンバイヴーを横にまわすときは、 
バニテイ云 ラーの カバーを閉じて 
ください。ルーフやバニテイ S 
ラーの カバーを損傷するおそれび 
あります。 

知識 

-サンバイヴーの裏面にはカード 
ホルダー⑥びあります。 

• 車種や仕様により、横にまわし 
たサンパイヴーを、軸方向にス 
ライドすることびでをまず。 


バニテイミラー 
バニテイ ミラーを使用ずる 

► サンバイヴー①を下げます。 

► バニテイミラー⑥のカバー④を上 
方に開さます。 

照明③び点なしまず。 

を意！ 

眩惑を防ぐため、走行中はカバー 
を閉じて < ださし、。 

知識 

サンバイヴーをフック②から外す 
と照日月は点なしません。 
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アブラインド（セダン) 



① IJ アブラインドスイッチ 


快適-室内装備 


リアブラインド（セダン） 


エンジンスイッチび1か吕の位置のと を意！ 


さに作動します。 



U アブラインドを展開ずる（上げる） 

► U アブラインドスイッチ①を押し 
まず。 

リアブラインドを収納ずる（下げる） 

► 再度、 U アブラインドスイッチ① 
を押します。 


U アブラインドは展開/収納 
中にスイツチを再度押ずとそ 
のとをの位置で停止しますび、 
必ず展開位置か収納位置で使 
用してください。中間の位置で 
使用すると損傷するおそれびあ 
ります。 


1」アブラインドの開閉の妨げに 
なるよラなちのを周囲に置かな 
いでください。また、身体を挟 
まないよラにま意してください。 


* オプションまたは仕様により装備び異な D ます。 
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か物入れ 


グ□ーブボックス 



ち八ンドル車 
①ボタン 
③ヵバー 
③ キー シリンダー 


グ□ーブボックスを開< 

► ボタン①を押しまず。 

カバー③び開をまず。 

グ□ーブボックスを閉じる 

► カバー③を押して□ックします。 

ま意！ 

走行中は、グ□ーブボックスの力 
バーを開いたままにしないでくだ 
ごい。急ブレーキ時や衝突時に収 
納物び飛び出して乗員びけびをす 
るおそれびありまず。 

知識 

エンジンスイッチび2の位置のと 
さにグ□ーブボックスを開 < と、 
グ□ーブボックスランプび点灯し 
ます。 


グ□—ブボックスの 

キーシ U ンダー③にエマージェンシー 
キーを差し込んでグ □ーブボックスを 
施錠/解錠することびでさます。 

グ□—ブボックスを施錠ずる 

► キーを水平位置にまわしまず。 

グ□ー ブボックスを解錠ずる 

► キーを垂直位置にまわしまず。 

ま意！ 

貴重品はグ□ーブボックス内に保 
管しないでください。 

知識 

駐車場などでキーを預ける場合に、 
グ□ーブボックスを開けられた< 
ないとさは、グ□ーブボックスを 
施錠してください。その際は、エ 
マージェンシーキーをキー本体か 
ら取り外し、携帯してくださし、。 
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ダッシュボードのル物入れ 



ち八ンドル車 
① カバー 

ダッシュボードのル物入れを開く 

► カバー①を軽く押しまず。 

ダッシュボードのル物入れを閉じる 

► カバー①を押して□ックします。 


快適-室内装備 




L センターコンソールのル物入れ 



① ヵバー 
③ マーク 


センターコンソールのル物入れを開く 

► カバー ①の マーク ③を軽く巧し 
ます。 

センターコンソールのル物入れを閉 
じる 

► カバー①を押して□ックしまず。 

知識 

内部のトレイは取りがずことびで 
をます。 


「運転席シート下のル物入れ 



苗、ン ドル車 

① ノブ 

② ヵバー 6 

運輯席シート下のル物入れを開く 

► ノブ①を引を、カバー②を前方に 
開をまず。 

運面席シート下のル物入れを閉じる 

► カバー②をを方に押して□ックし 
9 〇 
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小物入れ 

注意！ 

-重い荷物は収納しないでくだ 
さい。 

-走行ずるとさは、カバーが確実 
に閉じていることを確認してく 
ださい。 

知識 

助手席シート下のル物入れには救 
急セツトび入っています。 


収納ネット* 



ち八ンドル車 
①収納ネット 

助手席の足元に新聞や雑誌などを収納 
できるネットを備えてし''ます。 


* オプションまたは仕様により装備び異なります。 
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ま意！ 

• 収納ネットには、重い物やかた 
い物、ビンやち、割れやずい物、 
鋭利な形状の物を入れないで< 
ださし、。 

-収納ネットひら収納物びはみ出 
ごないよラにしてください。 









快適-室内装備 




[フ□ントアームレストのル物入れ I 



①レバー 


か物入れを開く 

► レバー①を引いて、アームレスト 
のカバーを引を上げまず。 

ル物入れを閉じる 

► アームレストのカバーを下げて 
□ ックしまず。 


警告 A 

走行中は必ずル物入れのカノ（一を閉 
じて<ださい。急ブレーキ時や衝突 
時に収納物び巧び出して、乗員びけ 
びをするおそれびあります。 

ミ主意！ 

-アームレストのカバーび閉じな 
<なるよラな物をル物入れに入 
れないでください。アームレス 
卜や収納物を損傷するおそれび B 

ありまず。 — 

-ル物入れには食料品を収納しな 
いでくださし、。 


知識 

アームレストのカバーの裏側には 
カードホルダーびありまず。 
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快適-室内装備 


ル物入れ 
携帯電話の接続 

フ□ントアームレストのル物入れには 
携帯電話用のコネクターを接続する端 
テび装備されています。 

携帯電話用のコネクターは販売店オフ 
シヨンです。詳しくは、お買い上げの 
販売店または指定サービスエ場におた 
ずねください。 


※電話の操作については、別冊「巳 OMAND 
システム取扱説明書」をお読みください。 


リアアームレストのル物入れ 



① レバー 

② カバー 


U アアームレスト①ル物入れを開く 

► U アアームレストを引き下げます。 

► レバー ①を引いて、 カバー ②を開 
をます。 

リアアームレスト①ル物入れを閉じる 

► カバー ③を閉じます。 

を意！ 

アーム レス トのカバーび 閉じなく 
なるよラな物をル物入れに入れな 
いでください。 アーム レストや収 
納物を損傷するおそれびありまず。 
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快適-室内装備 




センターコンソー j レ後部の V 物入れ 



① カバー 


ま意！ 

灰皿ではありません。たばこの乂 
や灰などを落とさないでください。 

知識 

ル物入れ巧部には] 2V 電源ソケッ 
卜びあります。 


シートポケット 



① シー トポケット 


ル物入れを開く 

► カバー①の上部を軽く巧しまず。 
カバーび開さます。 

ル物入れを閉じる 

► カバー①を押して□ックしまず。 


フ□ントシートの背面にシートポケッ 
卜①びあります。 

ミち意！ 

-シートポケットには、重い物や 
かたい物、ビンやち、割れやす 
い物、鋭利な形状の物を入れな 
いで < ださい。 

• シートポケットから収納物びは 
み出さないよラにして < ださい。 
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快適-室内装偏 


导ップホルダー 


ッブホルター 


[リアアームレストのカップホルダー1 



① カップホルダー 


カップホルダーを使用ずる 

► U アアームレストを引さ出しまず。 

► カップホルダー①を矢印方向に軽 
く押します。 

カップホルダー①び前方に出まず。 

カップホルダーを収納ずる 

► カップホルダー①を押して□ック 
し 9 〇 


ま意！ 

• 火傷防止のため、熱い飲み物 
び入った容器を置かないでく 
ださし、。 

-カップ ホルダーの サイズに合っ 
たフタ付さの容器を使用してく 
ださし、。 

-走行中はカップホルダーを使用 
しないでください。 

-カップホルダーに飲み物を置< 
とさは、スイッチや電装品など 
に飲み物をこぼしたり、結露し 
た水滴び垂れないよラにま意し 
て < ださい。 

スイッチや電装品などを損傷し 
たり、ショートして発乂するお 
それびありまず。 
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快適-室内装備 


灰皿 


フ□ント①巧皿 



① カバー 
③ノブ 
③灰皿 


巧皿 


灰皿を開< 


灰皿を取りがず 


► カバー ①の マークを 軽く押しまず。 

灰皿を閉じる 

► カバー①を下ちに押して閉じまず。 

ま意！ 

• 開くとさはマーク外の場所を 
押さないでください。カバーの 
開閉機構を損傷するおそれびあ 
りまず。 

• 吸いびらやマッチの义は確実に 
消して < ださし、。 

• 紙くずなどの燃えやずい物は入 
れないで < ださい。 

• 使用後は確実にカバーを閉じて 
<ださし、。 


► エンジンを停止し、パーキングブ 
レーキを確実に効かせます。 

► エンジンスイッチを吕の位置にし 
て、 ブレーキ ペダルを踏みなび 
日、セレクターレバーを1¢■に入 
れまず。 

► ノブ③をち側に押しなびら、灰皿③ 

を上方に引さ上げ、取り外しまず。 

灰皿を取り付ける 

► 灰皿③を押して□ックします。 

6 

注意！ 

の皿を取り外ずとさは、必ずエン 
ジンを停止し、パーキングブレー 
キを確実に効かせてください。 
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快適-室内装偏 


巧皿 


リアの灰皿 



ち側1」アドアの吸皿 

① ヵバー 

② フラップ 

③ 灰皿 


1」アの灰皿は、左ちの U アドアにあり 
ます。 

灰皿を開く 

► カバー①の上部を軽く押します。 

灰皿を閉じる 

► カバー①を押して閉じまず。 


灰皿を取り夕1•ず 

► 灰皿を開さ、フラップ②を矢印のち 
向に引きなびら灰皿③を引き上げ、 
取り外しまず。 

巧皿を取り付ける 

► 灰皿③を押して□ックしまず。 

注意！ 

• 吸いびらやマッチの乂は確実に 
消してください。 

-紙<ずなどの燃えやすい物は入 
れないでください。 

-使用後は確実にカバーを閉じて 
ください。 
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快適-室内装備 



①ライター 


エンジンスイッチび1か吕の位置のと 
をに使用でをまず。 

ライターを使用ずる 

► ライター①を押し込みます。 

熱せられると、ライターは元の位 
置に戻ります。 

使用後はの皿でのを落とし、元の 
位置に戻します。 


警告 A 


ライターは必ずノブの部分を持つ 
てください。金属部を持つと火傷 
をするおそれびあ0ます。 


ま意！ 

• を全のため、モ供を柔せるとを 
はライターを抜を取ってくだ 
さい。 

. ライターを押し込んだ後、押 
さえ続けないでください。ラ 
イターを損傷ずるおそれびあ 
ります。 


• 赤熱部に灰や異物び付着したま 
ま使用しないでください。火災 
び発生するおそれびあります。 


ライター ■ 

• ライターを改造したり、純正品 
じ(外のライターを使用しないで 
ください。ライターやセンター 
コンソールを損傷したり、火災 
び発生ずるおそれびあります。 

• ライターび戻らなくなったとき 
は、エンジンスイッチを0の位 
置にずるか、エンジンスイッチ 
から キーを 抜いて、指定 サービ 
スエ場に連絡してくださし、。 

-アクセヴ U —電源としてライ 
ターソケットを使用するとさ 
は、純正アクセサ U —だけを使 D 

用してください。 
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快適-室内装備 


1吕 V 電源ソケット 



① ソケッ ト カバー 


センターコンソ ー j レ後部のノ」\物入れに 
12 V 電源ソケットを装備しています。 
ステーシヨンワゴンは、 ラゲ ッジルー 
ム左側にも] 2 V 電源ソケットを装備し 
ています。 

エンジンスイッチび 1 か 2 の位置のと 
をに使用でさまず。 

1吕 V 電源ソケットを使用ずる 

► ソケットカバー①を開を、電気製 
品の電源コネクターを確実に差し 
込みまず。 


ま意！ 

-必ず DC 12 V 、 最大消費電流 
1己 AL ソ下(最大消費電力] 80 W 
(下）の規格に合った電気製品 
を使用してください。規格外の 
製品や規格(上の大をな容量の 
製品を使用するとヒューズび切 
れたり、火災び発生するおそれ 
びあります。 

-電源ソケットにライターを差し 
込まないでくだごし、。 

• ソケット内に指などを入れない 
でください。感電ずるおそれび 
ありまず。 

• エンジンびかかっていないとを 
は長時間使用しないでくださ 
し、バッテ U —びあびるおそれ 
びあります。 

• 電源ソケットを使用しないとき 
はカバーを閉じてください。異 
物び入ったり、水びかかると故 
障の原因になることびあります。 
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快適.室内装備 



各ドアウインドウの上方にアシストグ 
U ップびありまず。コーナ1」ング時の 
姿勢な持などに使用します。 


U アのアシストグ1」ツプには、コート 
フックび装備されています。 


警告 A 


SRS ウインドウバッグの作動を巧 
げたり、作動時に物び飛んで柔員 
びけびをするおそれびありまずの 
で、し U 下の点にミ主意してください。 

• アシストグ U ップに八ンガーや 
アクセサ U —などをかけないで 
ください。 

• コートフックには軽く柔らかい 
巧服しソ外の物をかけないで<だ 
ごい。 

• コートフックを使用ずるとをは、 
八ンガーなどを使用せず、巧服 
を直接かけて < ださい。 


アシストグ U ップ 

ミ主意！ 

-アシストグ U ップにぶ5さびつ 
たり、必要 liLh の大をな荷重を 
かけないで<ださい。アシスト 
グリップを損傷ずるおそれびあ 
りまず。 

-運転者は運転中にアシストグ 
I 」ップを使用しないでください。 

• コートフックを使用するとをは、 
巧服び運転者の視界の巧げにな 
らないよラにま意してください。 
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快適-室内装偏 


レーフ ラック（セダン) 



① カバー 


* オプシヨンまたは仕様によ D 装備び異な D まず。 


ルーフラックはダイムラー社の純正品 
および指定品の使用をお勧めします。 
詳し < は指定サービスエ場におたずね 
<ださい。 

ルーフラックを取り付ける 

► カバー①を外側に開をまず。 

► ルーフラックを取り付けます。 


警告 A 


ルーフに荷物を積んでいるとをは、 
車の重む位置び変化し、走行ま定 
性に影響をちえます。運転すると 
をは十分ま意してくださし''。 


ま意！ 

-ルーフの最ガ責載量(約100 kg ) を 
超えないよラを意してくださし、。 

-ルーフラックを取り付けるとを 
は、製品に添付の取扱説明書に 
従ってください。 

• 純正品け•外のルーフラックを取 
り付けると車を損傷するおそれ 
びあります。 

-ルーフラックを取り付けるとを 
は下記にを意してください。車 
を損傷ずるおそれびありまず。 

〇スライデイングルーフ * を 
チルトアップさせたとさに 
接触しないこと 

〇トランクまたは テールゲー 
卜を開いたとさに接触しな 
し、 こと 
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事故-故障のとき 7-2 

非常信号用具 7-3 

救急セット 7-3 

車載工具（セダン） 7-4 

車載工具（ステーシヨンワゴン） 7-5 
輪止め 7-6 

停止表の板 7-6 


7. 万一のとさ 


パンクしたとき 

7-8 

けん引 

7-20 

オーパーヒートしたとさ 

7-24 

パッテリーびあびったとき 

7-2 已 

ヒューズの 交換 

7-29 

電球の交換 

7-31 



万一のとき 


■ I I || I 


事故-故障のとを 


A 


燃料などび漏れている場合は、ずぐ 
にエンジンを停止してください。ま 
た、車に火気を近付けないよラにま 
意してください。火災び発生したり、 
爆発ずるおそれびあります。 


事故び起さたとさ 

じ(下の処置をとって < ださい。 

• 続発事故を防ぐため、交通の巧げ 
にならないま全な場所に停車し、 
エンジンを停止してくださし、。 

• 負傷ちびいるとをは、消防署に救 
急車の出動を要請ずるととちに、 
負傷者の救護を行なってくださし、。 
ただし、頭部を負傷している場合 
は負傷ちをむやみに動かさないで 
<ださし、。 


• 警察に連絡してください。事故び 
発生した場所や事故状況、負傷を 
の有無や負傷状態などを報告して 
<ださい。 

-ホ目手の方の氏名や住所、電話番号 
などを確認してくだごし、。 

-自動車イ呆険会社に連絡して<だ 
さい。 

路上で故障したとを 

ま全な場所に停車して、非苗点滅巧を 
点滅させてください。高速道路や自動 
車専用道路では、車の後方に停止表示 
板を置くことび法律で義務付けられて 
います。追突のおそれびあるため、乗 
員は車内に残らず、ただちにを全な場 
所に避難して < ださい。 


車び動かな<なったとを 

セレクターレバーを IS 1 に入れて、 
パーキングブレーキを解除し、同乗 
ちや付近の人に救援を巧めて、ま全 
な場所まで車を押して移動してくだ 
さい。このとをは、車速感応ドア 
□ックによるキーの閉じ込みにま意 
してくださし、。 

セレクターレバーを IS ■に入れられな 
いとさは、柔員を安全な場所に避難さ 
せて、続発事故を防いでください。 

ま意！ 

踏切内で動けな < なったとをは、 
ただちに踏切の非南ボタンを巧し 
てください。票急を要するとさは 
非常信号用具を使用してください。 






万一のとさ 


非常信号用具/救急セット 


非常信号用具 


懐中電灯をドアポケットに備えてい 
9 〇 

知識 

• 新車時は電池の自然放電を防ぐ 
ため、電池の間に紙び挟まれて 
います。使用するとをは紙を取 
り除いてください。 

• 懐中電灯び十分な日月るごで点打 
することを定期的に点検してく 
ださい。 


救急セツ 



ち八ンドル車 
①ノブ 


救急セツトは助手席シート下部のル物 
入れに収納されています。 


救急セットを取り出ず 

► ノブ①を引きなびら、カバーを矢 
印の方向に開さまず。 

► 救急セットを取り出しまず。 

救急セットを収納ずる 

► 救急セットを入れてひら、カバー 
を閉じます。 

知識 

-救急セットの中身び揃ってい 
て、使用可能であることを定期 
的に点検してください。 

-走行ずるとをは、カバーび確実 
に閉じていることを確認してく 
ださい。 


《車種や仕様により、シートのお状などは 
異なります。 
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万一のとさ 


^^車載ェ具（セダン) 



車載工具はトランクルーム内のトラ 
ンクフ□アマットの下に収納されて 
いまず。 


①ジャッキ 
© 輪止め 
@車載工具 
@ストラップ 


車載工具を取り出ず 

► トランクフ□ア7ットを開さます 

(3 -己3)。 

► ストラップ®を外しまず。 

ホイールレンチ、ガイドボルト、 
けん引フック、手袋などび車載ェ 
具に収納されています。 


※車種や仕様により車載工具の内容が異なる 
場合があります。 


※車載工具の内容や収納場所は取扱説明書作成時点のちので、予告なく変更されることびあります。 
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万一のとさ 


車載工具（ステーションワゴン） 



①ジャッキ 
③輪止め 
③車載工具 
® ストラップ 


車載工具はラゲッジルーム内のラ 
ゲツジフ□アボードの下に収納され 
ています。 


車載工具を取り出ず 

► 後部ラゲッジフ□アボードを開さ 

ます（3-67)。 

► ストラップ®を外します。 

ホイールレンチ、ガイドボルト、 
けん引フック、手袋などが車載ェ 
具に収納されています。 


※車種や仕様により車載工具の内容が異なる 
場をびありまず。 


※車載工具の内容や収納場所は取扱説明書作成時点のをので、予告なく変更されることびあります。 










万一のとさ 


輪止め/停止表示ホ反 



輪止めは車載工具など(7-4、已）ととを 
に収納されています。 

輪止めは図の順まで組み立てます。 


停止表示板 


セダン 



① □ックノブ 

② ホルダー 


注意！ 


輪止めを使用するとをは図④の矢 
印の方向にタイヤびあたるよラに 
します。方向にミ主意してくださし、。 
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停止表示おはトランク U ッドの裏側 
に収納されていまず。 

停止表示板を取り出ず 

► □ックノブ①を矢印の方向にまわ 
して、ホルダー③から停止表示板 
を取り外しまず。 














万一のとさ 


I II II ■ 



ステーションワゴン 


停止表术板ケースから停止表 TJX 板 
を取り出します。 


①サイドパネル カバー 
③ストラップ 
③停止表示板ケース 


停止表示板はラゲッジルーム左側のサ 
イドパネル内に収納されています。 


停止表示板を取り出ず 

► ラゲツジルーム左側のサイドパネ 
ルカバー上部のボタンを押して、 
サイドパネルカバー①を開きまず。 

► ストラツフ②をがして、停止表示 
板ケース③を取り出しまず。 


停止表示板の組み立て 



⑦スタンド 
③反射板 
③フック 


停止表示板を組み立てる 

► スタンド①を引き出して、停止表 
お板を地面に立てまず。 

► 反射板②を開いて S 角おをつく 
り、頂点のフック③をかみ合わせ 
ます。 


《停止表示板の巧がび異なる場合びあり 
ます。 










万一のとさ 


I 


パンクしたとき 


A 


• パンクしたとさは、あわててブ 
レーキ ペダルを踏まないで<だ 
ごい。ステア U ングをしっひり 
握って徐々に速度を落とし、ま 
全な場所に停車してください。 

• パンクしたタイヤで走行しない 
でください。車のコント□ール 
を失い、事故を起こすおそれび 
あります。また、タイヤび異甫 
に過熱して、火災び発生ずるお 
それびありまず。 

. 停車したとさは、が苗点滅灯を 
点滅ごせてくださし、また、十 
分を意しなびら車の後方に停止 
表示板を置し''て < ださい。 


ま意！ 

-車速感応ドア□ツク (3-45) 
を設定した状態で車を押した 
り、車を持ち上げるとをは、 
エンジンスイツチを0の位置に 
してください。車輪び回転ず 
ると車び自動的に施錠され、 
車外に閉め出されるおそれび 
ありまず。 

• タイヤ交換をずるとをは、必ず 
手袋を着用してください。素手 
で作業を斤なラとけびをするお 
それびあります。 

• タイヤ交換をずるとさは、エン 
ジンを始動しないでください。 


知識 

高連道路や自動車専用道路では、 
車の後方に停止表示板を置<こと 
び法律で義務付けられています。 
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万一のとさ 


I ■ 


► を全を確保でをる、かたくてずべり 
にくい、水平な場所に停車します。 

► 非苗点滅なを点滅させます。 

► ステア U ングを直進の位置にして、 
パーキングブレーキを確実に効か 
せ、セレクターレバーを la に入 
れます。 

► エンジンを停止して、エンジンス 
イッチからキーを抜さ、ステア U 
ングび□ックされたことを確認し 
まず。 

► 周囲の状況にま意しなびら柔員を 
車から降ろして、ただちにま全な 
場所に避難させます。 

► 輪止め、ジャッキ、応急用スペア 
タイヤ、ホイールレンチ、ガイド 
ボルト(車載工具刚を準備します。 


輪止めをずる 

► 交換するタイヤの対角線の位置にあ 
るタイヤの前後に輪止めをしまず。 

やむを得ず傾斜地でタイヤ交換を 
するときは、ムソ下のように輪止め 
をします。 

〇前輪のいずれかを交換ずるとを 
は、左ちの後輪の下り側に輪止 
めをします。 

〇を輪のいずれかを交換ずるとを 
は、左ちの前輪の下り側に輪止 
めをします。 


知識 

輪止めは]個車載されています。 
ちラ]個必要なとさは、適切な大 
きさの木片ひ石を輪止めとして使 
用して < ださい。 
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万一のとさ 


パンクしたとき 
応急用スペアタイヤを取り出ず 
警告 A 


• 応急用スペアタイヤに交換した 
とをは、必ず約80 km/hli (下で 
走行してください。また、 ESP 
の機能を解除しないでくださし、。 

• 応急用スペアタイヤは短い時間 
の使用にとどめ、でさるだけ早 
く標準タイヤに戻してくださし、。 

• 応急用スペアタイヤと標準タイ 
ヤのサイズび異なるため、応急 
用スペアタイヤを装着した場合、 
走行特性び大さく変化します。 
ミ主意して走行してくださしん 


ま意！ 

-トレイや応急用スペアタイヤを 
取り出ずとさは、必ず保護のた 
め手袋を着用してください。素 
手で作業するとけびをするおそ 
れびありまず。 

-応急用スペアタイヤを2本(上 
装着して走行しないでください。 

-応急用スペアタイヤは各車種専 
用です。他車のをのは使用しな 
いでくだごい。 


セダン 



①固定キヤップ 
③ラゲッジトレイ 

電動エアポンプが装備されていない車種 

► トランクフ□アマットを開をます 

(3 -已3)。 

► 固定キヤッフ①をドライバーやエ 
マージ X ン シー キーなどでまわし 
てがします。 

► ラゲッジトレイ③を取りがします。 
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感ホルダー 
® 応急用スペアタイヤ 
© タイヤ収納 カバー 


► ホルダー感を反時計回りにまわし 
て取り外します。 

► 応急用スペアタイヤ®を取り出し 
ます。 


万一のとさ 


I ■ 



① トレイ 

② 応急用スペアタイヤ 

③ タイヤ収納 カバー 


電動エアポンプび装備されている車種 

► トランクフ□アマットを開さます 

(3 -已3)。 

► トレイ①と、その下にあるスペー 
サーを取り出しまず。 

► 応急用スペアタイヤ②を固定して 
し'!るスク U ユーを反時計回りにま 
わして外します。 

► 応急用スペアタイヤ②を取り出し 
ます。 


ステーションワゴン 



① ホルダー 

② 応急用スペアタイヤ 

③ タイヤ収納 カバー 

Mil エアポンプむ f 装備されていない車種 

► 後部ラゲツジフ□アボードを開さ 

ます （3 -巨7)。 

► ホルダー①を反時計回りにまわし 
て取り外しまず。 

► 応急用スペアタイヤ③を取り出し 
ます。 


※記載の内容は、取扱説明書作成時点のもので、予告なく変更されることびあります。 
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万一のとさ 


I 



① トレイ 

② 応急用スペアタイヤ 

③ タイヤ収納 カバー 


電動エアポンプが装備されている車種 

► 後部ラゲツジフ□アボードを開き 

ます （3 -巨7)。 

► トレイ①と、その下にあるスペー 
サーを取り出します。 

► 応急用スペアタイヤを固定してい 
るスク U ユーを 反時計回りにまわ 
して外します。 

► 応急用スペアタイヤ②を取り出し 
ます。 


ジャッキアップ 



⑦ホイ ー ルレンチ 

► ホイールレンチ①で、交換ずる夕 
イヤのホイールボル h (已本）を 
約]回転ほどゆるめます。 

この時点では、ホイールボルトを 
取り外しません。 


ま意！ 

ホイールレンチを使用するとをに、 
ホイールレンチびホイールボルト 
から外れるとけびをしたり、ホ 
イールボルトを損傷するおそれび 
あります。しソ下の点にミ主意してく 
ださし、。 

-ホイールレンチを確実に差し込 
んでください。 

• 足で踏んでまわさないでくだ 
さい。 

-両手で握り、ホイール側に巧し 
付けるよラにしなびらまねして 
ください。 


※記載の内容は、取扱説明書作成時点のもので、予告なく変更されることびあります。 
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万一のとさ 


I I I ■ 



③ジャッキ八ンドル 


► ジャッキ八ンドル®を矢印の方向 
に起こしてから、時計回りにまね 
します。 


ジ ヤツ キ アームび 上びります。 



③ ジャッキヴポート 

④ ジャッキ アーム 
⑥ジャッキ 


ま意！ 

• 車載のジャッキはこの車専用 
でず。しソ下の点にミ主意してく 
ださい。 

◊かたくてずべりにくい、水平 
な場所で使用してください。 

◊この車のタイヤ交換!;(外には 
使用しないで < ださし、。 

◊不具合や損傷びあるとさは使 
用しないでください。 

◊ジャッキサポート(外の場所 
に使用しないでください。 

• ジャッキアップする前に柔員や 
荷物を車から降ろしてくださし、。 

• ジャッキの下に、ブ□ックや木 
材などを置いてジャッキアップ 
しないで<ださい。ジャッキ 
アツプした車び落下ずるおそれ 
びあ0ます。 


► ジヤッキアーム④の先端をジヤッ 
キサポート③の位置に合わせます。 

知識 

ジヤッキサポートは前輪のをち、 
後輪の前方のボディ下部4力所に 
設け日れています。 
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万一のとさ 


パンクしたとき 
ま意！ 

. ジャッキアームの先端び正しく 
ジャッキヴポートに入っている 
ことを確認してください。 

-側面から見て、ジャッキび垂直に 
なるよラに取り付けてください。 

-ジャッキの底面び、確実に路面 
に接地するように取り付けてく 
ださい。 




► ジヤツキ八ンドルを矢印方向にまわ 
し、タイヤび地面から離れるまでゆ 
つくりとジャッキアップしまず。 


ジャッキアップしたとをのタイヤの 
高さは、地面から 3 cm じ(内にして 
くださし、。 


(ち）正しい取0付けかた 
(ち）誤った取り付けかた 


警告 A 


車び車載のジャッキだけで支えら 
れているとさは、みして車の下に 
身体を入れないでくださし'1。 
ジャッキび外れると、車に挟まれ 
て致命的なけびをずるおそれびあ 
ります。ジャッキは車を一時的に 
持ち上げるとをだけに使用してく 
ださい。 
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万一のとさ 


I ■ 


ま意！ 

ジャッキアップしているとをは、 
エンジンを始動したり、ドアや卜 
ランクまたはテールゲートを開閉 
したり' パーキングブレーキを解 
除しないでください。車び落下ず 
るおそれびあります。 



⑥ガイドボルト 


► 上側のホイールボルトを]本がし 
ます。 

► そのネジ巧に、ガイドボルト⑧を 
ねじ込みまず。 

► 残りのホイールボルトを外して、 
タイヤを取りかします。 


ま意！ 

-ホイールボルトに砂やおを付け 
ないよラにミ主意してください。 

. タイヤを地面に置くときは、ホ 
イールの外側を下にしないで< 
ださい。ホイールに傷び付くお 
それびありまず。 

-ホイールを外したとさは、ホ 
イールの内側を十分に清掃し、 
点検をしてください。 U ムの凹 
みや巧びりは空気圧減少の原因 
になり、タイヤを損傷ずるおそ 
れびありまず。 

• ホイールボルトに損傷や鐘びあ 
るとをは交換してください。ま 
た、ネジ山にはみしてオイルや 
グ U スを塗巧しないでくださ 
し、。ボルトびゆるむおそれびあ 
りまず。 


• ホイール八ブのネジ巧び損傷し 
てし''るときは、走行しなし''で、 
指定サービスエ場に連絡してく 
ださい。 
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万一のとさ 


パンクしたとき 
応急用スペアタイヤの取り付け 



①ガイドボルト 
③応急用スペアタイヤ 


► 応急用スペアタイヤ③のホイール 
および八ブの接合面に砂や汚れな 
どびないことを確認しまず。 

► ガイドボルト①に合わせて応急用 
スペアタイヤを取り付けます。 

► 4本のホイールボルトを取り付け 
て、軽く締め付けます。 

► ガイドボルトを取り外し、已本目 
のホイールボルトを取り付けて、 
軽 < 締め付けます。 


警告 A 


ジャッキアップした状態でホイー 
ルボルトを強<締め付けないで< 
ださい。締め付ける勢いでジャッ 
キが外れるおそれがありまず。 


ま意！ 

応急用スペアタイヤの取り付けに 
は、標準タイヤのホイールボルト 
を使用します。異なるホイールボ 
ルトを使用するとホイールを十分 
に固定することびでさず、走行中 
にホイールびがれるおそれびあり 
9 〇 
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万一のとさ 


I ■ 


空気を入れるタイプの応急用スペア 
タイヤび車載されているとを 

車種や仕様により、電動エアポンプで 
空気を入れて使用する応急用スペアタ 
イヤび車載されていることびありまず。 

また、仕様により車載されている電動 
エアポンプび異なります。 

警告 A 


-空気圧の1氏いタイヤで走行しな 
いでください。タイヤび過熱し 
て破裂したり、义災を起こすお 
それびあります。必ず規定の空 
気圧を巧ってください。 

-タイヤに空気を入れずざないで 
ください。路上の破片や凹みな 
どにより損傷を受けたりパンク 
しやすくなります。必ず規定の 
空気圧を守ってください。 

-応急用スペアタイヤに空気を入 
れる前にジャッキダウンしなし、 
でください。応急用スペアタイ 
ヤの U ムを損傷し、事故を起こ 
すおそれびありまず。 


空気圧ゲージ別体型 



①フラップ 
③電源スイッチ 

③ 電源プラグ 

④ 空気圧ゲージ 

⑤ エア ホース 

⑥ 空気圧調整バルブ 

► フラップ①を開いて電源プラグ③ 
とエアホース⑥を取り出しまず。 

► 空気圧調整バルブ⑧び閉じている 
ことを確認しまず。 


空気圧ゲージー体型 



③電源スイッチ 

③ 電源プラグ 

④ 空気圧ゲージ 

⑥ エア ホース 

⑦ 空気圧調整ボタン 



► 電動エアポンプの裏面から電源プ 
ラグ③とエアホース⑥を取り出し 
ます。 
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万一のとさ 


パンクしたとき 

► 応急用スペアタイヤのバルブキヤ 
ップをがします。 

► 電動エアポンプのエアホース⑤を 
応急用スペアタイヤのバルブに取 
り付けます。 

► 電動エアポンプの電源スイッチ② 
を〇 (停止の位置）にしまず。 

► エンジンスイッチを〇の位置にし 
ます。 

► 電源プラグ③を、 12V 電源ソケッ 
卜（巨-已 0) またはライター(巨- 
49) を巧を取ったソケットに差し 
込みます。 

► エンジンスイッチを1の位置にし 
ます。 

► 電動エアポンプの電源スイッチ③ 
を I (作動の位置）にしまず。 

電動エアポンプび作動して、応急 
用スペアタイヤに空気び送り込ま 
れます。 


► 空気圧 ゲージ④び 3.已 バールになつ 
たら電動エアポンプの電源スイッ 
チ②を〇 (停止の位置）にしまず。 

3.已バールを超えたとさは、空気 
圧調整バルブ⑥をゆるめるか、空 
気圧調整ボタン⑦を押して空気を 
抜いて調整します。 

► ] 2V 電源ソケットまたはライター 
ソケットか日電源プラグ③を抜を、 
応急用スペアタイヤのバルブから 
エア ホースを 取り外しまず。 

► 応急巧スペアタイヤのバルブキヤ 
ップを取り付けまず。 

ま意！ 

-電動エアポンプを作動させると 
をは、電動エアポンプに貼付さ 
れている取扱方法ち参考にして 
<ださい。 

-応急用スペアタイヤを取り付け 
る前に、応急用スペアタイヤに 
空気を入れないでください。 


-電動エアポンプを作動させてい 
るとさはエンジンを始動しない 
で < ださい。 

-電動エアポンプやエア ホースは 
作動中に金属部分などび熱くな 
ります。必ず手袋をして作業し 
て < ださい。 

-電動エアポンプを作動時間の上 
限を超えて連続して作動させな 
いでください。ポンプび過熱し 
て損傷したり、义傷をするおそ 
れびあります。 

連続作動時間の上限は、電動エ 
アポンプに貼付してあるステッ 
力 一 に記載されてし''ます 。 

-電動エアポンプを再び作動させ 
るとさは、ポンプび冷えた状態 
になっていることを確認してく 
だごし、。 
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万一のとさ 


ジャッキダウン 

► ジャッキ八ンドルを反時計回りに 
まわし、ゆっくりボディを下げて 
タイヤを接地させます。 

► ジャッキをがします。 



► 図の順までホイールボルトを均一 
に締め付けます。 

► ホイールボルトの締め付けトルクの 
規定値は13 kg-m (130Nm) です。 

ま意！ 

ホイールを交換した後は、ホイー 
ルボルトの締め付けトルクの点検 
を行なって<ださい。ホイールび 
がれて、事故を起こすおそれびあ 
J ります。 

► ジャッキを元の状態に戻し、車載 
工具や輪止めなどととをに元の位 
置に戻しまず。 

► がしたタイヤは車載の収納カバー 
に入れて、トランクルーム内また 
はラゲツジルーム内に収納しまず。 


パンクしたとき 

を意！ 

ホイールレンチを使用するとき、 
ホイールレンチびホイールボルト 
ひら外れると、けびをしたり、ホ 
イールボルトを損傷するおそれび 
あります。下の点にま意してく 
ださい。 

-ホイールレンチを確実に差し込 
んで < ださし、 

-足で踏んでまわさないでくだ 
さい 

-両手で握り、ホイール側に押し 
付けるよラにしなびらまわして 
ください _ 

また、ホイールレンチにパイプを — 
継ぎ足してまわすなど、必要じ(上 
にホイールボルトを締め付けなし、 

でください。ホイールボルトやネ 
ジ巧を損傷ずるおそれびありまず。 
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万一のとさ 


けん引 


けん引 


注意！ 

-けん引はでさるだけ避けて<だ 
さし、自走でさなし''ときは、専 
門業者に依頼して車両運搬車で 
搬送してください。 

. やむを得ず、他車にけん引して 
もらラときはじ(降に記載する説 
明に従ってください。 


□すん引フックの取り付け 


フ□ントの取り付け位置 



① カバー 


フ□ントバンパーの向かって左側にあ 
りまず。 

► マーク 部を押して、 カバー ①をが 
します。 


リアの取り付け位置（セダン) 



霞カバー 

リアバンパーの向かってち側にあり 
9 〇 

► マーク部を押して、カバー®を外 
します。 


《けん引フック取り付け部のカバーにマー 
クがない場合は、カバー下部の切り夕さ 
にドライバーなどを差し込んで、カバー 
を外します。 


7-20 


















リアの取り付け位置 
(ステーションワゴン） 



⑤ カバー 


U アバンパーの向かってち側にあり 
ます。 

► マーク部を押して、カバー感を外 
します。 


娘 けん引フック取0付け部のカバーにマー 
クわ';ない場合は、カバー下部の切り欠を 
にドライバーなどを差し込んで、カバー 
をがしまず。 


万一のとさ 




けん引フックを取り付ける 

► き載工具（7-4、已）からけん引フ 
ックとホイールレンチを取り出し 
ふ9 〇 

► 内部のネジ巧にけん引フックをね 
じ込み、止まるまで手で締め込み 
ます。 

► さらに、ホイールレンチの柄の部 
分をけん引フックの U ング部分に 
差し込み、確実に締め付けまず。 


けん引ずる 

エンジンを始動でをるとを 

► エンジンを始動して、セレクター 
レバーを Ul に入れます。 

エンジンを始動できないとき 

► エンジンスイッチを吕の位置にし 
て、 ブレーキ ペダルを踏みなび 
らセレクターレパーを Ul に入れ 
ます。 

を意！ 

けん引されるとをは、車速感応ド 
ア□ックを解除してください （4- 
38)。車輪び回転ずると車び自動 
的に施錠され、車外に閉め出され 
るおそれびありまず。 


知識 

バッテ U — あびりなどでセレク 
ターレバーを la から動かすこと 
びでをなくなったときは、手動で 
□ックを解除して動かすことびで 

きまず（已-21)。 
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万一のとさ 


けん引 

フ□ントまたは U アをつり上げてけん 
引ずるとさ 

► セレクターレバーを Ul に入れます。 
► エンジンスイッチを0の位置にし 
ます。 

ま意！ 

フ□ントまたは U アをつり上げて 
けん引ずるときは、必ずエンジン 
スイッチを0または1の位置にして 
ください。 ESP び作動して接地し 
ている車輪にブレーキびかかりま 
す。また、ブレーキシステムを損 
傷ずるおそれびありまず。 


ま意！ 

-ホールド機能を作動させている 
と、パーキングブレーキを効か 
せていなひったり、ブレーキぺ 
ダルを踏んでいなくてち車には 
ブレーキびかかっています。け 
ん引で車を動かずときは、ホー 
ルド機能を解除してください。 

• 一般道では30 km / h が下の速 
度で、距離は已 0 km じ(内に限 
り、けん引走行ずることびで 
をます。 

距離び已 0 km を超えるとさは、 
車両運搬車などを使用して4輪 
を持ち上げた状態で搬送する 
か、プ□ペラシャフトを取り外 
す、または U ァをつり上げてけ 
ん引して<ださい。トランス 
ミツシヨンを損傷するおそれび 
あります。 


-トランスミッションび損傷して 
いるとをは、専門業ちに作業を 
依頼し、プ□ペラシャフトを夕+ 
してからけん引を行なってくだ 
さい。 

• エンジンを停止した状態でけん 
引走行するときでち、エンジン 
スイッチからキーを抜かないで 
ください。ステア U ング□ック 
び作動し、ステアリング操作び 
でをなくなります。 

• エンジンびかかっていないとを 
は、ブレーキやステアリングの 
操作に非苗に大をな力び必要に 
なりまず。 

• 車両運搬車に積載して車両を 
固定するとさは、固定□ープ 
をサスペンションなどのメン 
バー部分にかけないで<ださ 
し車体を損傷するおそれび 
お0ます。 
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万一のとさ 


• けん引□ープを使用してけん引 

されるとさは、私下の点にミ主意 

して <ださい。 

〇ワイヤー□ープやチェーン 
を使用しないでくださし^。 
車を損傷するおそれびあり 
ます。 

〇 □ープの長さは 5 mli (内と 
し、□ープの中央に白な 
(30 cmx 30 cmli (上）を付 
けて2台の車が□ープでつな 
びれていることを周囲に明 
示してくださし、。 

◊ □ープは両車とちでさるだけ 
同じ側につないで < ださい。 


〇けん引フックじ(外には□一 
プをかけないで <ださし、。 

〇□ープに無理な力や衝撃び 
かからないよラにして<だ 
さい。 

◊走行中、 □ ープをたるませ 
ないよラに、前車のブレー 
キランプにま意しなびら車 
間距離を調整して < ださい。 


けん引^ ■ 

• 4 MATIC 車は、フ□ントまた 
は U アのみを持ち上げた状態 
でけん引しないでくださし、。 
駆動装置などを損傷するおそ 
れびあ0ます。 
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万一のとさ 


オー八’ーヒートしたとさ 


r — バ ’ー ヒートしたとを 


オーバーヒートしたとをは、じ1下のい 
ずれかのを状びあ百われまず 

• :令却水温度び約] 20度(上を示し 
ている 

-:令ミ P 水量-冷却水温度警告打び点 
灯し、警告音び鳴る 

• エンジンルームから蒸気び出ている 

警告 A 


• エンジンルームひら蒸気び出て 
いるとさや冷却水び吹さ出して 
いるとをは、ただちにエンジン 
を停止し、冷えるまで車から離 
れてください。漏れた液体び発 
火して乂災び発生するおそれび 
ありまず。 


ま意！ 

• マルチフアンクシヨンデイスフ 
レイに、：令却水に関する故障/ 
警告メッセージび表示されたと 

きは （10-1 1、1吕）をご覧く 

ださい。 

-オーバーヒートした状態で走行 
したり、冷却水び吹さ出してい 
る状態でエンジンをかけたまま 
にすると、エンジンを損傷する 
おそれびあります。 

-オーバーヒートしたとをは必ず 
指定ヴービスエ場で点検を受け 
て < ださし、。 


• 冷却水温度び下びるまで、絶巧 
にボンネットや U ヴーブタンクの 
キヤッフを開ひないで<ださい。 
高温の蒸気や熱湯び吹さ出して 
火傷をずるおそれびあります。 


才ーパ’ーヒートしたときは、な下のよ 
ラに処置してください 

► ただちにま全な場所に停車しまず。 

► エンジンをアイド U ング状態で;令 
却しまず。 

エンジンフアンび停止していると 
さや;令却水び吹を出しているとを 
は、エンジンを停止して冷却して 
くだごい。 

► エンジンび十分に冷えてから、を 
ま P 水量、水漏れ、エンジンフアン 
などを点検します。 

► 冷却水び不足していたら補給しま 

す (8-8)。 

を意！ 

冷却水は、エンジンび熱いとさに 
補給しないでください。エンジン 
を損傷ずるおそれびあります。 
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万一のとさ 


バッテリーびあびつたとを 


バッテ U —の電圧び低下し、エンジン 
の始動び困難なとをは、ブースター 
ケーブルを使用して他車のノ くッテ U — 
を電源として始動することびでさま 
す。容量の大をい太めのブースター 
ケーブルを使用して < ださい。 


警告 A 


-作業を始める前に必ずし i (降に記 
載ずる説明を読んでください。 
説明を巧らないと、電気装備を 
損傷したり、バッテ U —び爆発し 
てけびをするおそれびあ0まず。 

-他車のバッテ1」一を電源として 
始動しているとをは、バッテ 
U —をのぞを込まないで<ださ 
し、爆発したとさに、けびをす 
るおそれびあります。 

• たばこなどの火気を近付けたり、 
火花を発生させたりしないでく 
ださい。バッテ U —び爆発して 
けびをずるおそれびありまず。 

-他車のバッテ U —を電源として 
始動しているとをは、バッテ 
U 一を傾けないで < ださい。 


バッテリーがあがったとき 
注意！ 

マルチフアンクシヨンデイスフレ 
イに、バッテ U- に関する故障/ 
警告メッセージび表おされたとを 
は ( 1 0-7) をご覧ください。 

知識 

• バッテ U —あびりなどで U モ 
コン操作で解錯でさないとを 
はエマ ー ジェン シーキーで 解 

綻しまず （3-4 吕、已吕）。 

-バッテ U —あびりなどでセレク 
ターレバーを la から動かずこ 
とびでをなくなったとさは、手 
動で□ックを解除して動かすこ 
とびできまず （已 -21)。 
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万一のとさ 


バッテリーがあがったとき 


始動のち法 

► バッテ U— 電圧び同じ （12V) で、 
バッテ U —容量び同程度の救援車 
を用意します。 

► 自車と救援車び接触していないこ 
とを確認します。 

► パーキングブレーキを効かせ、セ 
レクターレバーを la に入れまず。 

► 救援車のエンジンを停止します。 

► 両車の電気装備をすべて停止しま 
す（エンジンスイッチを0の位置 
にします）。 


セダン 



⑦バッテ U- 

② @端モカバー 

③ ©端モ 


► トランクフ□アマットを開さ （3- 
已3)、ラゲッジトレイ*を取り外 

します （3 -已4)。 

► ©端テカバー②を取りがします。 


ステーションワゴン 



(ち）カバー④を取りかした状態 
② ® 端 テ カバー 
感 台端モ 
④カバー 
⑥ ノブ 

► ボンネットを開をまず。 

► エンジン ルーム 助手席側の カバー 
④のノブ⑥ （3 力所）を90度まわ 
します。 

► カバー④を取りがします。 

► ©端モカバー②を手前に引いて開 
さます。 


* オプシヨンまたは仕様によ D 装備び異な D まず。 
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万一のとさ 


► 救援車のエンジンを始動し、アイ 
ド U ング状態にしまず。 

► 両車のバッテ U —の®端子をホ色 
ブースターケーブルで接続します。 

先に、自車の注) S 品テに赤色ブースタ 
ーケーブルを接続します。 

► 両車のバッテ U —の台端テを黒色 
ブースターケーブルで接続します。 

先に、救援車の©端モに黒色ブース 
ターケーブルを接続しまず。 

► 自車のエンジンを始動します。 

ま意！ 

電気回路を巧るため、エンジンを 
始動したら、ただちにエアコン 
デイ シヨ ナーや U アデ フォッ ガー 
などの電気装備を作動させてくだ 
さい。ただし、ランプは点打させ 
ないで < ださし、。 


► 両車のバッテ U —の台端テを接続 
している黒色ブースターケーブル 
を外します。 

先に、自車の台端子に接続してい 
る黒色ブースターケーブルをがし 
ます。 

► 両車のバッテ U —の承端子を接続 
している赤色ブースターケーブル 
を外します。 

先に、自車の®端子に接続してい 
るホ色ブースターケーブルをがし 
まず。 

► 必要のない電気装備を停止しまず。 

► 指定サービスエ場でバッテリーの 
点検を受けてください。 

注意！ 

• 救援車により接続方法び異なる 
ことびあります。接続前に救援 
車の取扱説明書ちお読みくだ 
さし、。 


バッテリーがあがったとき ■ 

• 急速充電器などを接続してエン 

ジンを始動しないで<ださい。 

車の電気装備を損傷しまず。 

-触媒装置の損傷を避けるため、 

じ(下の点にま意してください。 

〇「押しびけ」や下り勾配を 
利用してエンジンを始動し 
ないでください。 

〇エンジンび暖まっていると 
をは、他車のバッテ U— を 
電源としてエンジンを始動 
しないでください。 

〇エンジン始動操作を長時間 
繰り返して行なわないでく _ 
だごい。 _ 

エンジン始動を2〜3回試み 
てち始動でをないとをは、時 
間をおいてから、再度始動し 
てください。それでち始動し 
ないとをは指定 サービス エ 
場に連絡してください。 
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万一のとさ 


バッテリーがあがったとき 

• エンジンを始動でをたとさち、 
すみやひに指定サービスエ場で 
バッテ U —の点検を行なって< 
ださい。 

-ブースター ケーブルは、十分な 
容量(太ご）のケーブルを使用し 
てくださし、。 

◊ ケーブル部分や絶縁部分び 
損傷しているをのは使用し 
ないでください。 

〇ケーブルびエンジンフアン 
やソベルトに卷を込まれない 
よラにしてください。 


* オプシヨンまたは仕様によ D 装備び異な D まず。 


知識 

-放電したバッテ U —液は、 
約一] 0°巳で凍結します。凍結 
しているとさは、火気を近付け 
ずに巳 0°C じ(上にならないよう 
にバッテ U —全体を暖め、バッ 
テリー液を解凍してからエンジ 
ンを始動してください。 

-八'ッテ1」一びあびったり、パッ 
テ1」一の接続び一時的に断たれ 
たとさは、し U 下の作業び必要に 
なることびありまず。 

〇巳 OMAND システムの再設定 

〇ドアウインドウの U セット 

(3-84) 

〇スライディングルーフ * の 

U セット （3-90) 

〇ドアミラーの U セツト （3- 

95) 


• ステーシヨ ンワゴンは、自車の 
バツテ U —を電源として他車の 
エンジンを始動ずるとさは、ラ 
ゲツジ ルームの バツテ U — に 
ブースターケープルを接続して 
ください。詳しくは指定サービ 
スエ 場におたずねください。 

を意！ 

ステーシヨンワゴンは、 自車の 
バツテ U — を電源として他車のエ 
ンジンを始動ずるとをに、エンジ 
ンルーム内のバツテ U —端子を使 
用しないで<ださい。電気回路な 
どを損傷するおそれびあります。 


7-28 




万一のとさ 


-ズの交換 


電気装備び作動しないとさはヒューズ 
び切れていることび考えられます。 

ヒューズび切れているとをは、ヒュー 
ズを交換してくださし、。 

ヒューズー覧は (9 -巨)をご覧ください。 

警告 A 


規格や容量の異なるヒューズ、改 
造や修理をしたヒューズを使用し 
ないでくだごい。また、針金など 
で代用しないで<ださい。火災な 
どび発生ずるおそれびあります。 

ま意！ 

じ(下のよラなとさは、ただちに指 
定サービスエ場で点検を受けてく 
ださし、。 

• ヒューズを交換してちすぐに切 
れるとを 

-ヒューズに異常はないび、電気 
装備び作動しないとを 


ランプスイツチ横①ヒユーズボツクス 



ち八ンドル車 
① カバー 

ランプスイッチの横、 インストルメン 
トノてネルの運転席側側面にあります。 

► 運転席ドアを開さます。 

► 矢印の位置にヘラなど平たく先の 
とびっていないをのを差し込み、 
カノ（一のを開をまず。 

ヒューズブ□ック横にヒューズの 
配置表(英文)びあります。 


ヒューズの交換 ■ 

ミ主意！ 

ヒューズボックスのカバーを開< 

とさに、先のとびったちのを使用 
しないでください。カバーやダッ 
シュボードを損傷ずるおそれびあ 
りまず。 
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万一のとさ 


I III 



① カバー 

トランクルーム内左側にあります。 

► カバー①を取り外しまず。 

► ヒューズボックスのカバーを取り 
がします。 


《カバーの巧状は予告なく変更されること 
びあります。 



ラゲツジルームのヒューズボックス 
(ステーシヨンワゴン） 


① サイドバネル カバー 

② ヵバー 

③ ヒューズボックスのカバー 


r ヒューズを交換ずる_1 

► ずべての電気装備を停止します。 

► エンジンスイッチからキーを抜を 
ます。 

► ヒューズー覧 （9 -巨）を参考に、 
作動しない電気装備に該当するヒ 
ューズを確認します。 

► 該当ヒューズを取り外しまず。 

► ヒューズを点検して、む線部び切 
れている（溶断）とさは同じ電流 
値（色）のヒューズと交換します。 


ラゲッジルーム内左側にありまず。 

► ラゲッジルーム左側のサイドパネ 
ルカバー①を開さます。 

► カバー③を持ち上げます。 

► ヒューズボックスのカバー③を取0 
がします。 
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万一のとさ 




電球の交換 


電球び切れてランプび点灯しないとさ 
は、同規格-同容量の電球と交換して 
ください。 

LE □やバイキセノンヘッドランプ 、 U 
アランプ類は ユニッ ト交換になるた 
め、必ず指定サービスエ場に作業を依 
頼して<ださい。その他の電球の交換 
ち、指定サービスエ場に作業を依頼ず 
ることをお勧めしまず。 

やむを得ずお客様ご自身で交換ずると 
をは、(下のを意を守って該当箇所の 
電球を交換して < ださい。 

電球一覧は （9 -已）をご覧ください。 


警告 A 


• エンジンを始動しているとさや 
エンジンがかかっているとさ、 
エンジンスイッチび2の位置のと 
きは、バイキセノンヘッドランプ 
のバルブソケットや配線に手を 
触れないで<ださい。高電圧の 
発生部分や高温部分びあり、そ 
れらに触れると非常に危険でず。 

-バイキわノンヘッドランプのバ 
ルブ交換は、必ず指定サービス 
工場で行なって < ださい。 


マルチファンクシヨンディスプレイ 
の故障/警告メッセージ 

マルチファンクシヨンディスプレイに 
ランプに関する故障/警告 X ッセー 
ジが表示されたとをは （10-12) を 
ご覧ください。 

このとさは、すみやかに電球を交換し 
てくださし、。 

知識 

-ドアミラーち向指示灯や八イ 
マウントブレーキランプおよ 
びブレーキランプ （ LED ブ 
レーキランプ装備車）は、す 
ベての LED び切れたとさにマ 
ルチファンクシヨンディスプ 
レイに故障/警告メッセージ 
び表示されます。 

-方向指示灯の電球び切れたとさ 
は、マルチファンクシヨンディ 
スプレイの故障/警告ッセー 
ジに加えて、ーターパネルの 
方■向指示表示なの点滅と作動音 
の間隔が短 < なります。 
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万一のとき 




載ホの取り扱い 

電球を交換するとをは、け下の点にま 
意して < ださし、。 

• 電球を交換するとをは、防護眼鏡や 
手袋などを着用して、直接手で電球 
に触れないようにしてくださし、。 

電球は高温になるため、電球の表 
面に油などび付着すると切れやず 
くなります。電球に触れたときは、 
薄めた中性洗剤を含ませた柔らか 
し、布で電球をよく拭いてください。 

• 指定 LU 外の電球を使用しないでく 
ださい。過熱してレンズを損傷し 
たり、故障の原因になるおそれび 
あります。 
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• 電球が熱くなっているとをは、電 
球に触れたり、電球を取りがさな 
いでください。電球には圧力のか 
かったガスが封入されているため、 
破裂ずるおそれがありまず。 

-落下したり、衝撃び加わった電球 
を使用しないで< ださい。破裂ず 
るおそれびありまず。 

• 電球はテ供の手の届かないところに 
保管して < ださい。 
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ウォツシャー液 

8-16 

タイヤとホイール 

8-17 

バッテリー 

8-22 

寒冷時の取り扱い 

8-2 百 

曰甫の手入れ 

8-31 


8-1 




点検と整備 




メンテナンス 


車の性能を十分に発揮させ、ま全かつ 
快適に運転するためには、指定サービ 
スエ場で点検整備を受ける必要びあり 
ます。指定サービスエ場ではし i (下のよ 
ラな点検整備を行ないます。 

• ダイムラー社指定の点検整備 

ダイムラー社の指示による点検整 
倫項目びありまず。これらはメン 
テナンスインジケーターの表示に 
応じて実施します。 

•] 年および2年点検整備 

] 年、2年点検整備は、車検時を含 
め、法律で定められ実施するちの 
です。 


メンテナンスインジケーター 

メーカー指定点検整備の時期を知らせ 
る目まとして、メンテナンスインジ 
ケーターび装備されています （4- 10)。 


舊備手帳 

車には整備手帳び備えてあります。点 
検整備で実施された作業は整備手帳で 
確認してくださし、。 


次の点検整備時期をおずステッ 
カーび フ□ントウインドウに貼付 
してあ0まず。 


詳しくは指定サービスエ場におた 
ずねください。 


日常点検 

長距離走行前や洗車時、燃料補給時な 
ど、日常、車を使用するとをに、お客 
様ご自身の判断で実施していただく点 
検です。 

点検項目は整備手帳に記載されてい 
ふ9 〇 

点検を実施したとをに異常び発見され 
た場合は、すみやかに指定サービスエ 
場で点検を受けてくださし、。 
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E 250 


① 

ウォッシャー液 
リヴーブタンク 

8-1 巨 

③ 

エンジンオイル 
レベルゲージ 

谷-10 

③ 

ブレーキ液 
リヴーブタンク 

谷-13 

④ 

冷却水リヴーブタンク 

8-7 

⑤ 

エンジンオイル 
フィラーキャップ 

谷-1 ] 



E 300 


① 

ウォッシャー液 

U ヴーブタンク 

8-16 

③ 

エンジンオイル 
レベルゲージ 

8-10 

③ 

ブレーキ液 

U ヴーブタンク 

8-13 

④ 

冷却水リザーブタンク 

8-7 

⑥ 

エンジンオイル 
フィラーキャップ 

8-1 1 


点検と整備 


I II 



E 320 GDI 


① 

ウォツシヤーミ夜 

U ヴーブタンク 

8-16 

② 

エンジンオイル 
レベルゲージ 

8-10 

③ 

ブレーキ液 

U ヴーブタンク 

8-13 

④ 

:令却水リザーブタンク 

8-7 

⑥ 

エンジンオイル 
フィラーキャップ 

8-1 1 


※ブレーキ液 U ヴーブタンク③はカバーの下にありまず。 

※仕様により、部品の形状などびイラストと異なることびあ0まず。 
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点検と整偏 





E 350〔ちハンドル車） E 350 4 I \/1 ATIC E 5已0 (左八ンドル車) 


① 

ウォッシャー液 

U ヴーブタンク 

8-1 巨 

② 

エンジンオイル 
レベルゲージ 

8-10 

③ 

ブレーキ液 

U ヴーブタンク 

8-13 

④ 

冷却水リヴーブタンク 

8-7 

⑤ 

エンジンオイル 
フィラーキャップ 

8-1 1 


① 

ウォッシャーミ夜 

U ヴーブタンク 

谷-16 

③ 

エンジンオイル 
レベルゲージ 

谷-10 

③ 

ブレーキ液 

U ヴーブタンク 

谷-13 

④ 

冷却水リヴーブタンク 

8-7 

⑥ 

エンジンオイル 
フィラーキャップ 

谷-1 ] 


※左八ンドル車（セダン）の①と③は左ち巧 
称の位置にあります。 


※ブレーキ液 U ヴーブタンク③はカバーの下にあります。 

※仕様によ0、部品の形状などびイラストと異なることびありまず。 


① 

ウォッシャー液 
リザーブタンク 

8-16 

③ 

エンジンオイル 
レベルゲージ 

8-10 

③ 

ブレーキ液 
リヴーブタンク 

谷-13 

④ 

冷却水リザーブタンク 

8-7 

⑤ 

エンジンオイル 
フイラーキャップ 

8-1 1 


※ち八ンドル車（セダン）の①と③は左ち巧 
称の位置にあります。 
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点検と整備 


I II 



E 已己 AMG (左八ンドル車) 


① 

ウォッシャー液 

U ヴーブタンク 

8-1 巨 

③ 

エンジンオイル 
レベルゲージ 

谷-10 

③ 

ブレーキ液 

U ヴーブタンク 

谷-13 

④ 

冷却水リヴーブタンク 

8-7 

⑥ 

エンジンオイル 
フィラーキャッフ 

谷-1 ] 


エンジンルーム内の点検 

エンジンルーム巧の各所を点検すると 
をはじ(下の事項を厳守して< ださし、。 


警告 A 


• イグニッシヨンシステムおよび 
バイキセノンへッドランプのバ 
ルブソケットや配線に手を触れ 
ないでください。高電圧び発生 
してし''るため、感電するおそれ 
びあります。 

• エンジンスイッチからキーを抜 
いてち、冷却水の温度び高いと 
さはエンジンフアンなどび自動 
的に回転ずることびありまず。 
エンジンフアンなどの回転部に 
は身体や物を近付けないで<だ 
さい。 


環境 9 


環境保護のため、オイルなどの各 
種の油脂類やフルード類の交換- 
廃棄は、指定サービスエ場で行 
なつて < ださし、。 


※ち八ンドル車（セダン）の①と③は左ち対 
称の位置にあります。 


※ブレーキ液 U ヴーブタンク感はカバーの下にありまず。 

※仕様により、部品の形状などびイラストと異なることびあ0まず。 
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点検と整備 


ンジンルーム 

ェンジンルーム内の手入れ 

手作業で巧いてくだごい。火傷や感電 
をしないよラに注意してください。 

ェンジンルームにはを<の電気装備び 
あり、水分や湿気を嫌いまず。水をか 
けたり、スチーム洗ををしないでくだ 
さい。 

ま意！ 

-ェンジンや補器類の熱や動をに 
十分ま意してください。火傷や 
けびをするおそれびあります。 

-ラジェターに手を触れないでく 
ださい。乂傷やけびをするおそ 
れびあります。 

-作業はま全な場所で行なってく 
ださい。 

-適切な工具を使用してください。 


-部品や工具をエンジンの上な 
ど、エンジンルーム内に置かな 
いでください。中に落とすおそ 
れびありまず。 

-油脂類（オイルなど）やフルー 
ド類（ブレーキ液、ウォッ 
シャー液、：令却水など）は、十 
分ま意して取り扱ってください。 
万一目に入った場合は、すぐに 
清潔な水で十分に洗い流し、医 
師の診断を受けて < ださい。 

-油脂類やフルード類び皮膚に付 
着したときは、ずぐに石けんで 
洗い流して<ださい。放置する 
と皮膚に障害を起こすおそれび 
あります。 


-ミ由脂類やフルード類の容器は、 
テ供の手び届くところや火気の 
近 < にな管しないで < ださい。 


V ベルト 

自動調整式なので、調整の必要はあり 
ません。 

亀裂や損傷びないか点検してくださし、。 
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点検と整備 




を却水 


を却水の量を点検ずる 



① バー 
③キャップ 
③リヴ ーブ タンク 

:令却水は U ヴーブタンクで点検と巧給 
を行ないます。 


► 水平な場所に停車しまず。 

冷却水び;令えている状態で 、 U 
ヴーブタンク③の白と黒の境目ま 
で液面びあれば適量でず。 

または 

► 水平な場所に停車しまず。 

► 冷却水び冷えていることを確認し 
ます。 

U ヴーブタンク③のキャップ③を 
反時計回りにゆっくり約]回転半 
までまわして、圧力を抜きまず。 

► 圧力び抜けたら、キャップ②をさ 
日に反時計回りにゆっくりまわし 
て取りがします。 

► 冷却水の液面び、バー①に達して 
いれば適量です。 


警告 A 


• 水温び少しでち高いとさは、絶 
巧に U ヴーブタンクのキャップ 
を開かないで<ださい。高温の 
蒸気や熱湯び吹さ出して、火傷 
をするおそれびありまず。 

• 不凍液をエンジンルームにこぼ 
さないよラにしてください。熱 
くなったエンジンに不凍液び付 
着すると、発火して火傷をする 
おそれびありまず。 


を意！ 

冷却水の減りかたび著しいとをは、 
ただちに指定サービスエ場で点検 
を受けて < ださし、。 


知識 

水温び高いとさは液面び約]已 mm 
ほど高くなりまず。 
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点検と整備 


却水 


ま意！ 

-冷却水量-:令却水温度警告灯 
(3-102) び頻繁に点灯すると 
さは、を却水び漏れている巧能 
性びありまず。指定 サービス エ 
場で点検を受けてください。 

• 冷却水び適量でち、冷却水量- 
冷却水温度警告灯び点打してい 
るとさは、：令却装置び故障して 
いまず。ま全な場所に停車して 
エンジンを停止し、冷却水び冷 
えてから:令却水量を点検してく 
ださし）。また、ただちに主旨定 
サービスエ場で点検を受けてく 
ださい。 


冷却水を補給ずる 

冷却水び不足している場合は、冷却水 
び冷えているとをに U ヴーブタンクに 
補給しまず。 

► U ヴーブタンク③のキャップ③を 
反時計回りにゆっくり約1回転半 
までまねして、圧力を巧をます。 

► 圧力び抜けたら、キャップ②をさ 
日に反時計回りにゆっくりまわし 
て取0外します。 

► 液面の高さにミ主意して冷却水を補 
給します。 

通萬は水道水に純正の不凍液をミ畳 
ぜて使用します。 


不ま液の濃度 

不凍液混合率 凍結温度 

約已0% -37 °C 

が]已已％ — 4已 °C 


車を使用ずる地域（最あ気温）に 
よつて濃度を変スます。 
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点検と整備 


ま意！ 

• 冷却水の補給は、冷却水び;ちえ 
てから行なってください。 

• 冷却水には必ず不凍液を混ぜて 
ください。不凍液には防鐘の効 
果をあります。 

• 不凍液の濃度は約已0%から約 
已已％の間にしてください。濃 
度を約已已％じ(上にずると、冷 
却性能び1氏下します。 

• 指定(がの不凍液や不適当な水 
を使用しないでください。鐘や 
腐をなどの原因になります。 

-不凍液は塗装面を損傷させま 
す。ボディに付着したとをは、 
すぐ I こ水で洗い流してください。 


マルチフアンクシヨンデイスプ 
レイに冷却水に関ずる故障/警 
告メッセージび表おされたとを 
は、オーバーヒートしてエンジ 
ンを損傷するおそれびありま 
す。ただちに指定サービスエ場 
で点検を受けてください。 


を却水 ■ 

ち却水の交換時期 

を去 P 水は時間の経過ととをに劣化しま 
すので、整備手帳に従い定期的に交換 
してくださし、。 

詳しくは指定サービスエ場におたずね 
ください。 
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点検と整備 


I I III 


エンジンオイル 


エンジンオイルの量を点検ずる 



① エンジンオイルレベルゲージ 

② 上限 

③ 下限 


知識 

車種や仕様により、エンジンオイル 
レベル ゲージの 形状び異なります。 


► 水平な場所に停車します。 

► エンジンを始動させ、エンジンオ 
イルを温めます。 

► エンジンを停止して、約已分ほど待 
ちまず。 

エンジンオイルび温まる前にエン 
ジンを停止したときは、約30分じ ( 
上待ちます。 

► エンジンオイルレベルゲージ①を 
抜を取り、きれいに拭いていっぱ 
いまで差し込みまず。 

► 再度エンジンオイルレベルゲージ 
①を抜き取り、付着したエンジン 
オイル量とミちれ具合を点検しまず。 

エンジンオイル量はエンジンオイ 
ルレべルゲージの上限③と下限③ 
の間にあれば正當です。 

► エンジンオイルび下限 Li (下のとを 
は、エンジンオイルフィラーキヤ 
ップを開いて、指定のエンジンオ 
イルを規定の量までネ甫給しまず 

(8-11)。 


※記載の内容は、取扱説明書作成時点のもので、予告なく変更されることびあります。 


ま意！ 

-エンジンオイルは使用している 
間に巧れたり劣化ずるだけでな 
く、消費され減少します。定期 
的に点検し、必要であれば補給 
または交換してください。 

• マルチフアンクシヨンデイスフ 
レイにエンジンオイル量に関す 
る故障/警告メッセージび表示 
されたとさは （10-12) をご 
覧ください。 


知識 

• 慣らし運転中のエンジンオイル 
消費量は若干増加ずることびあ 
ります。また、頻繁にエンジン回 
転数を上げて走行すると、エン 
ジンオイル消費量は増加しまず。 

-上限③と下限③の間は 、 E 
已已〇と E 已3 AMG では約1.已 
リツトル、他の車種では約2 
1」ツトルです。 
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点検と整備 


I I I II ■ 


エンジンオイルを補給ずる 



E 己已〇 

① エンジンオイルフイラーキャップ 


環境 9 


環境保護のため、エンジンオイル 
を地面や排水溝などに流さないで 
<ださし、。 


► エンジンオイルフイラーキャップ 
①を反時計回りにまわして取り外し 
ます。 

► 指定のエンジンオイルを補給し 
ます。 

ま全に十分を意して、作業を行 
なつてください。 

► エンジンオイルフイラーキャップ 
①を補給□に合わせ、時計回りに 
まわして確実に取り付けます。 


A 


エンジンオイルをエンジンルーム 
内にこぼさないで<ださい。エン 
ジンび熱いとさにオイルび付着す 
ると、発火して火傷をずるおそれ 
びあります。 


注意！ 

• E 320 GDI は、微粒モ除ま装置 
(□ PF ) に対応した専用のエンジ 
ンオイルを使用してください。 

専用のエンジンオイルび入手で 
さないとをは、一時的に他のエ 
ンジンオイルを使用することち 
でをまず。詳しくは指定サービ 
スエ場におたずねくださし、。 

ただし、なるべく早く専用のエン 
ジンオイルに交換してください。 

エンジンオイルの交換時期につ 
いては、指定サービスエ場にお 
たずねください。 

• マルチフアンクシヨンデイスプ 
レイにエンジンオイル量に関す 
る故障/警告 ><ッセージび表示^ 
されたとさは ( 10 - 12 ) をご 
覧< ださい。 
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点検と整備 


I I III 


エンジンオイル交換の時期 

エンジンオイルおよびエンジンオイ 
ルフィルターは定期的に交換ずるこ 
とをお勧めしまず。交換時期はメン 
テナンスインジケーターを目まとし 
てください。 

ただし、交換時期は使用状況によって 
異なりますので、詳し<は指定サービ 
スエ場におたずねください。 


注意！ 

• 必ず指定のエンジンオイルを使 
用してください。指定しソがのエ 
ンジンオイルを使用して故障び 
発生した場合は、保証び適用さ 
れないことびあります。 

-種類の異なるエンジンオイルを 
混ぜないでください。エンジン 
オイルの特性び発揮されません。 

• エンジンオイルびエンジンルー 
ム内に付着したとをは完全に巧 
を取ってくださし、。 

-エンジンオイル量びをずざると 
故障の原因になります。 

-エンジンオイルの減りかたび 
著しいとさは、ただちに指定 
サービスエ場で点検を受けて 
ください。 

-エンジンオイルに添加剤などを 
使用しないでください。エンジ 
ンを損傷するおそれびあります。 


使用ずるエンジンオイル 

指定のエンジンオイルを使用してくだ 
さい。詳しくは指定サービスエ場にお 
たずねください。 

グレードと粘度は、下図を参考にして、 
使用する場所の外気温度に合わせて選 
択してください。 
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点検と整備 


r ブレーキ液の量を点検ずる_ ] 

► ブレーキ液 U ヴーブタンク上部の 
カノ（一①のノブを日0度まわして取 
り外しまず。 

► ブレーキ液 U ヴーブタンクのレべ 
ルインジケーターで点検しまず。 

ブレーキ液の液面び、レベルイン 
ジケーター上限 （ MAX ) ②と下限 
( MIN ) ③の間にあれば正南です。 


ち八ンドル車 
① カバー 

③レベルインジケーター上限 （ MAX ) 
③レベルインジケーター下限 （ MIN ) 



ブレーキ液 

ミ主意！ 

マルチフアンクシヨンデイスフレ 
イにブレーキ液に関ずる故障/警 
告メッセージび表示されたとさは 
( 1 0-9) をご覧ください。 
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点検と整備 




r ブレーキ液の交換 _ I 

定期的に指定サービスエ場で交換をし 
てください。詳しくは指定サービスェ 
場におたずねくだごし、。 


警告 A 


• マルチフアンクシヨンデイスフ 
レイにブレーキに関する故障/ 
警告メッセージび表示されたり、 
ブレーキ警告打（已 -3 巨）び点 
灯したとさは、むやみにブレー 
キミ夜を補給しないでくだごし'!。 
巧給によつて故障び解消するこ 
とはありません。 


ま全な場所に停車し、指定サー 
ビスエ場に連絡してくださし、。 

• 必ず指定のブレーキ液を使用し 
て<ださい。指定じ(がのブレー 
キ液を使用したり、他の銘柄を 
ミ昆ぜると、ブレーキの効さ具合 
やブレーキシステムに悪影響を 
与え、安全なブレーキ操作びで 
をな<なるおそれびあります。 


• ブレーキ液の巧給は、エンジン 
び冷えてから行なって<ださい。 
また、上限 ( MAX ) を超えな 
いように補給してください。あ 
ふれたブレーキ液び熱くなった 
エンジンや排気系部品などに付 
着すると、発火して火傷をした 
り、火災び発生するおそれびあ 
りまず。 
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点検と整備 


ま意！ 

• ブレーキ液の減りかたび著しい 
とさは、指定サービスエ場で点 
検を受けてください。 

-ブレーキ液の補給や交換は、指 
定ヴービスエ場で行なつてくだ 
さい。 

• 補給のとをは、ゴミや水び U 
ヴーブタンクの中に入らないよ 
うにしてくだごい。たとえルさ 
なゴ云でち、 ブレーキび 効かな 
くなるおそれびありまず。 


• レベルインジケーターの上限を 
超えて補給すると、走行中に漏 
れて塗装面を損傷するおそれび 
あります。ボディに付着したと 
さは、すみやかに水で洗い流し 
てくださし、。 

• ブレーキ液は使用している間に 
大気中の湿気を吸収して劣化し 
まず。劣化した状態で使用する 
と、苛酷な条件下ではベーパー 
□ ックび発生ずるおそれびあり 
ます。 


ブレーキ液 ■ 

ベーパー□ック： 長い下りあや急な下 
りあなどでブレーキペダルを踏み続 
けると、ブレーキ液び沸騰してブレー 
キパイプ内に気泡び発生し、ブレーキ 
ペダルを踏んでち圧力び伝わらず、 
ブレーキび効かなくなる現象のこと 
です。 
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点検と整備 


ッシャ—液 



ウオッシヤー液を補給ずる 



左八ンドル車 

①ウォッシャー液リヴーブタンクの 
キャップ 


警告 A 


ウォッシャー液は可燃性でず。乂 
気を近付けたり、近くで喫煙をし 
ないでください。また、エンジン 
び熱くなっているとさには補給し 
ないでください。 


► U ヴーブタンクのキャップ①を開 
いて補給します。 

使用ずるゥォッシャー液 

専用の純正ゥォッシャー液を水にミ昆ぜ 

て使用しまず （9-9)。 

知識 

• ウォッシャー液には夏用とを用 
の2種類びありまず。夏用には 
ミ由膜の付着を防ぐ効果びあり、 
を用には凍結温度を下げる効果 
びあります。 

• ウインドウウォッシャー液と 
へツ ドランプウオツシヤー液の 
U ヴーブタンクは兼用でず。 


ま意！ 

-ウォッシャー 液は 、 U ヴーブ タ 
ンクに補給する前に別の容器で 
適正なミ居合比に混ぜてください。 

• 粗悪なウォッシャー液や石けん 
水を使用ずると、塗装面を損傷 
ずるおそれびありまず。 

• ウォッシャー液び出なくなった 
とをは、ウォッシャーの操作を 
しないで < ださい。ウォッ 
シャーポンプを損傷するおそれ 
びあります。 

-へッドランプには樹脂製レンズ 
を使用してし'!るため、必ず専用 
の純正ウォッシャー液を使用し 
てください。純正じ(がのウォッ 
シャー液を使用ずると、レンズ 
を損傷ずるおそれびありまず。 

• マルチフアンクシヨンデイスフ 
レイにウォッシャー液に関ずる 
故障/警告メッセージび表示ご 
れたとをは （10-13) をご覧 
ください。 
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点検と整備 


タイヤとホイール 


タイヤとホイールは必ず純正品および 
承認された製品を使用してくださし、。 
詳しくは指定サービスエ場におたずね 
ください。 


タイヤの点検 

► タイヤ空気圧ゲージを使用ずるか、 
タイヤ接地部のたわみ状態（別冊 
「整備手帳」参照）を見て、空気圧 
び適切であるか点検します。 

► タイヤに大きな傷びないことや、 
<ざや石などびささったり、かみ 
込んでいないことを点検しまず。 

► タイヤび偏摩耗を起こしたり極端 
にすり減っていないか点検しまず。 
ス U ップサイン(別冊「整備手帳」 
参照)び出ているとをは、新しい夕 
イヤに交換しまず。 


警告 A 


• タイヤの摩耗には十分にミ主意し、 
ス U ップサイン（別冊「整備手 
帳」参照）び現われたら、ずぐ 
に交換してください。タイヤの 
溝の深さび約3 m mli (下になる 
と著し<滑0やすくな0、事故 
につなびるおそれびありまず。 

-必ず規定の空気圧を巧ってくだ 
さい。燃料給油フラップの裏側 
に、規定のタイヤ空気圧を記載 
したラベルび貼付してあります 

(8-20)。 

-空気圧のほいタイヤで走行しな 
いでください。タイヤび過熱し 
て破裂したり、乂災を起こずお 
それびありまず。 


タイヤとホイール ■ 

• ホイールボルトはホイールに適 
合した純正品だけを使用してく 
ださい。純正品(外のホイール 
ボルトを使用ずると、ホイール 
び脱落して事故を起こすおそれ 
びありまず。 

• 再生タイヤを装着した場合、ま 
全性のな証はでさません。 
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点検と整偏 


タイヤとホイール 
ま意！ 

-タイヤに空気を入れてち、すぐ 
に空気圧び低下するとをは、パ 
ンクやホイールの損傷、タイヤ 
バルブからの空気漏れなどのお 
それびありまず。ただちに指定 
サービスエ場で点検を受けてく 
ださい。 

-タイヤのトレッドやサイド 
ウ ォールび ひどくずり 減った 
り、損傷しているとさは交換し 
てくださし、。 

-タイヤの摩耗は均一ではありま 
せん。タイヤの摩耗を点検する 
とをは、必ずタイヤの内側石点 
検してくださし、。 

-ホイールやタイヤの選択を誤る 
と、車全体のバランスに影響し、 
を全性に支障ををたずおそれび 
あ0ます。 


-回転方向び指定されているタイ 
ヤは、タイヤの側面に記された 
回転方向の矢印などの指示に 
従って装着して < ださし、。 

-路面の段差などを乗り越えると 
をは、速度を落とし、ミ主意して 
走行してください。タイヤやホ 
イールを損傷ずるおそれびあ0 
ます。 

-純正品または承認ごれた製品し U 
がのタイヤやホイールを装着ず 
ると、道路運送車両法違反にな 
ることびあります。 

-装着するタイヤは指定されたサ 
イズ、および4輪とを同じ銘柄 
のちのにして<ださい。サイズ 
や銘柄び異なるタイヤを組み合 
わせて装着すると、車両操縦性 
に悪影響をおよぼし、事故を起 
こすおそれびあります。 


-摩耗具合にかかわらず、巨年しソ 
上経過したタイヤは新品のタイ 
ヤと交換してください。 

応急用スペアタイヤち同様に交 
換してください。 


知識 

• 新品のタイヤを装着したとを 
は、走行距離び約] OOkm を超 
えるまでは速度を控えて運転す 
ることをお勧めしまず。 

-取りがしたタイヤは、オイルや 
グリース、燃料などに付着ずる 
おそれのない、乾燥した;ち暗所 
に保管してくださし、。 

-応急用スペアタイヤは、指定ご 
れた回転方向とは逆ち向に装着 
でをまず。 

-ほこりや水分の侵入を防ぐた 
め、ホイールバルブのキャップ 
を必ず装着してください。 
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点検と整備 


タイヤ□—テーシヨン 



セダン 


タイヤの摩耗具合は、走行距離や運転 
方法、路面状況によって大をく異なり 
ます。 

已,000〜1 0,000 km を目まに摩耗具 
合を点検し、偏摩耗の兆候びはっさり 
した時点でタイヤ□ー テーシヨ ンを行 
なつて< ださし、。 


タイヤ□— テーシヨ ンを行なう 

► 前後のタイヤ位置を入れ替えまず。 


ミち意！ 

前後のタイヤサイズび異なる車種 
は、タイヤ□ーテーシヨンを行なわ 
ないで < ださい。 


タイヤとホイール 

知識 

-タイヤ □ー テーシヨ ンを適切に 
実施ずると、タイヤの摩耗を巧 
一化ずることびでをます。 

• タイヤを入れ替えた後に空気圧 
を調整してください。 

指定空気圧は、燃料給油フ 
ラップの裏側に貼付してある 
タイヤ空気圧ラベルで確認し 
て < ださい。 

注意！ 

タイヤ□ーテーシヨンを行なった後 
は、ホイールボルトの締め付けトル 
クの点検を行なってください。 

ホイールび外れて、事故を起こずお 
それびありまず。 8 
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タイヤとホイール 
タイヤ空気圧ラベル 


タイヤ空気圧ラベル 


※タイヤ空気圧ラベルは車種により異なるこ 
とびありまず。 


タイヤ空気圧ラベルは、燃料給油フ 
ラップ裏側に貼付されていまず。 

単位は 「 bar （与 kg / cm 9)」 と fpsij 
で示してし''ます。 

乗車人数と荷物の量に応じて、前輪と 
後輪の空気圧を調整して < ださい。 


知識 

• "up to 2] 日 km / h " の表示があ 
る場をは 、 "up to 2] 日 km / h " 
の空気圧に調整してください。 

. 車種や仕様により、タイヤサイ 
ズに応じた空気圧が表示されて 
いることびありまず。装着され 
ているタイヤサイズを確認し 
て、空気圧を調整して<ださし、。 

ま意！ 

必ず法定速度を守って走行して< 

ださい。 


点検と整備 
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点検と整備 


警告 A 


-空気圧のあいタイヤで走行しな 
いで<ださい。タイヤび過熱し 
て破裂したり、乂災を起こすお 
それびあります。必ず規定の空 
気圧を守ってください。 

• タイヤに空気を入れすざないで 
ください。空気を入れずぎた夕 
イヤは、路上の破片や凹みなど 
により損傷を受けたりパンクし 
やすくなります。また、タイヤ 
空気圧警告システムび正しく作 
動しなくなったり、車両操縦性 
に悪影響をおよぼすおそれびあ 
0まず。 


知識 

• 曰頃からタイヤの空気圧を点検 
してくださし''。特に重し'!荷物を 
積んで高速走行するとさなどは 
必ず行なって < ださし、。 

• 走行した直後や炎天下のよラに 
タイヤ自体び高温になっている 
ときは、約 0.3 ba 「 ほど空気圧 
び高くなりまず。空気圧はタイ 
ヤび冷えているとさに測定して 
<ださし、。 

• 応急用スペアタイヤの空気圧 
については （9-13) をご覧く 
ださい。 


タイヤとホイール ■ 

環境 9 

定期的にタイヤの空気圧を点検し 
てください。タイヤの空気圧びイ氏 
いと、燃料を余計に消費します。 
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点検と整備 




こリー 


r バッテ U - 取り扱いの一般的なを意1 

バッテ U —を取り扱ラとさはじ(下の点 
に十分ミ主意してください。 


警告 A 


静電気に注意 

静電気び発生ずると、可燃性のガ 
スに引火し、バッテ U —び爆発す 
るおそれびあります。じ(下のこと 
にを意してください。 

• 巧などでバッテ U —を巧かない 
でください。また、カーペット 
の上などでバッテ U —を引をず 
らないでくださし、。 

• バッテ U — に触れるとさは、先 
に車体などに触れて、身体の静 
電気を放電させてください。 

また' バッテ U —に火気をお付け 
ないでください。 


バッテ U - 液にミ主意 

• バッテ U - を取り扱うときは、 
傾けたり横倒しにしないでくだ 
ごい。バッテ U —液び漏れるお 
それびあります。 

-バッテ1」一液び目に入ると失明 
するおそれびあります。ノ（ッテ 
U —を取り扱うときは、な護眼 
鏡を着用してください。 

-バッテ1」一液び皮膚に付着する 
と火傷を起こします。すぐに清 
潔な水で十分に洗い流し、医師 
の診断を受けてください。 

• バッテ1」ーケース側面部の液量 
表示び 「 min 」 し i (下のときは、 
エンジンを始動したりバッテ 
U —を充電しないでくださし、。 
液量不足のまま充電すると、劣 
化を早めたり爆発するおそれび 
あります。ただちに点検を受け 
て < ださい。 


シヨー トに注意 

パッテ U —をショートさせると、 
可燃性のガスに発火して、バッテ 
U —び爆発するおそれびありまず。 
じ(下のことにま意してください。 

-金属製の工具などをバッテ U — 
の上に置かないでください。 

-接続ずるときは、極性（プラス 
@、マイナス台）を間違えない 
よラにミ主意してください。 

子供にミち意 

バッテ U —を取り扱うときは、子供 
を近寄らせないでください。 
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点検と整備 


ま意！ 

• バッテ U —液び巧類や塗装面な 
どに付着すると、腐食び起こり 
まず。ただちにを量の流水で洗 
し、流してください。 

• 指定のバッテ U —を使用して< 
ださい。詳しくは指定サービス 
工場におたずねください。 

-エンジンびかかっているとさや 
始動するとさは、バッテ U —端 
モをがしたり、ゆるめないでく 
ださい。 


• 定期的にバッテ U —の点検を行 
なってください。バッテ U —液 
び減っているとをはバッテ U — 
液を補給してくださし、。 

• 車を長期間使用しないとさや、 
短距離、短時間の走行びをし、と 
をは、通常よりち頻繁にバッテ 
U —液量などを点検してくだ 
さい。 

• バッテ U —を充電するとをは車 
から取り外してくださし、。 

• バッテ U —端テの取り付けボル 
卜は確実に締め付けてくださし、。 


バッテリ- 

知識 

-車を長期間使用しないとをの保 
管方法などは、指定サービスエ 
場におたずねください。 

• エンジンスイッチにキーを差し 
込んでいるとをは、わずかに電 
力を消費します。駐車中はバッ 
テ U — 保護のためエンジンスイ 
ッチからキーを抜いてください。 

-バッテ U —の接続び一時的に断 
たれたとをは、じ(下のよラな作 
業び必要になります。 

〇 COMAN □システムの再設定 

◊パワーウインドウのリセット 

◊スライディングルーフ*の 

リセット 〇 

〇ドアミラーのリセット "" 


* オプションまたは仕様により装備び異な0ます。 
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点検と整備 


バッテリー 

イ ン ジケーター付をバッテリー 



①インジケーター 


ケースび黒色で、上面にインジケー 
夕一①びあるバッテ U — は、バッテ 
1」一液の補充はでさません。 

インジケーター①は、バッテ U - の液 
量や充電状態び適正なとさは黒色に、 
バッテ U —の交換び必要なとさは白色 
になりまず。 

インジケーターび白色になったとき 
は、指定サービスエ場に交換を依頼し 
てください。 

また、危険ですので分解は絶巧に行な 
わないで < ださし、。 


rVRLA バッテリー _ ] 

バッテ U —のケースび黒色で、上面に 
VRLA - 目 ATTERY のラベルびある場 
合は、バッテ U —液量の点検や補充は 
でをません。また、危険ですので分解 
は絶巧に行なわないでください。点検 
については指定サービスエ場におたず 
ね < ださし、。 


環境 9 


環境保護のため、使用済みのバッ 
テ U —は、新しいバッテ U —をお 
買い巧めになった販売店に廃棄処 
分を依頼してください。 
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点検と整備 


寒;ち時の取り扱い 


寒;令時には、通萬とは異なった取り扱 
いび必要です。必ず L ソ下のま意事項を 
守ってください。 


を却水/バッテリー 

指定サービスエ場で、：令却水の不凍液 
の濃度び適正であることやバッテリー 
の液量や充電状態に不足びないことを 
点検してください。 


エンジンオイル 

車を使用する場所のが気温に合わせた 
グレードと粘度のエンジンオイルを使 
用してください。 


ウォッシャー液 

ウォッシャー液には、夏用とを用びあ 
ります。を用の純正ウオッシャー液を 
使用してください。 


ウィンタータイヤ/ スノーチェー ン 

積雪地域では、ウィンタータイヤ （ S - 

吕9、9-14、1已）、 スノー チェーン 
(8-30) び必要でず。 

スノーチェーンは、ダイムラー社の指 
定品を使用してください。取り扱いに 
ついては、スノーチェーンに添付され 
ている取扱説明書に従ってくださし、。 

《ウインタータイヤやスノーチェーンについて 
は指定サービスエ場におたずねください。 


燃料 （E 320 CDI ) 

を季には、燃料の凍結を防止ずるとと 
をに、ディーゼルエンジンの性能を十 
分に発揮させるため、寒冷地用の軽油 
を使用してください。 

詳しくは (1-5) をご覧ください。 


寒を時の取り扱い ■ 

を季①手入れ 

凍結防止剤びまひれた道路を走行した 
とさは、早めに下回りの洗車をしてく 
ださし''。凍結防止剤び付着したまま放 
置ずると、腐をの原因になります。凍 
結防止用の塩類をまく地方の場合、] 
年に一度ボディ下回りの防鐘処理をす 
ることをお勧めします。 


積雪 

ボディやウインドウに雪び積ちつたと 
をはすベて取り除いてください。走行 
中に雪び落ちて視界を巧げるおそれび 
あります。 
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点検と整偏 


寒冷時の取り扱い 

ドアやトランクまたは テールゲー トの 

:ま結 

ドアやトランクまたはテールゲートび 

凍結しているとをはじ(下のよ5なち法 

で走行ずる前に解凍ずるか、氷を取り 

除いてくださし、。 

• 氷を取り除くとさは、樹脂製のへ 
らなどを使用し、ボディやウイン 
ドウを損傷しないよラにま意して 
<ださし、。 

• ドアやトランクまたはテールゲー 
卜び凍結して開かないとさは、開 
□部周囲にめるま湯をかけ、解凍 
してから開いてください。また、 
キーシ U ンダーにはめるま湯びか 
からないよラにして < ださし、。 

• 再凍結を防止するため、を分な水 
分はをれいに巧を取ってください。 

• 凍結したまま無理にドアやトランク 
またはテールゲートを開こラとする 
と、周囲の防水シールを損傷するお 
それびありまず。 


ボディ下測の着氷 

• 走行前にボディ下部やフェンダー 
の内側を点検してください。ブ 
レーキ関連部品やステア U ング関 
連部品、サスペンションなどに雪 
や氷塊び付着していたり、フェン 
ダーの内側に雪び詰まってかた 
まってし''ると、ボディを損傷した 
り、車のコント□ールを失って事 
故を起こすおそれびあります。 

• 雪や氷塊び付着しているときは、 
めるま湯をかけるなどして、部品 
やボディを損傷しないよラにを意 
しなびら、雪や氷塊を取り除いて 
くだごい。 


-走行中にち、はね上げた雪や水しぶ 
きび凍結し、氷となってボディ下部 
やフェンダーの内側に付着しまず。 
休憩時などにこまめに点検し、雪や 
氷巧び付着しているときは、大きく 
なる前に取り除いてください。 
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点検と整備 


寒を時の取り扱い 


ワイパーなどの凍結 

ワイパーやドアミラー、自動開閉トラ 
ンク U ッド*またはテールゲート、ド 
アウインドウ、スライデイングルーフ 
* などび凍結しているとをに、無理に 
動かすとモーターを損傷するおそれび 
ありまず。 

周囲にめるま湯をかけるなどして、必 
ず解凍してから操作してくださし、。 

また、ドアミラーは手で動かさないで 
ください。 


乗車前に 

靴底などに付着した雪や氷を落として 
から柔車してください。ペダルを操作 
するとさに滑ったり、車内の湿度び高 
くなってウインドウの内側び曇りやす 
くなります。 


雪道を走行ずるとき 

雪道や凍結路面ではタイヤびが甫に滑 
りやすくなっています。十分な車間距 
離を確なし、いつちより控えめな速度 
で慎重に走行してください。 

ま全な走行と車両操縦性を確保するた 
め、(下のま意事項を守ってください。 

• ウィンタータイヤまたはスノー 
チェーンを必ず使用してください。 

-走行モードを C モードに切り替え 
てください (5-7) 〇 

-ホールド機能やクルーズコント 
□ールを使用しないでくださし、。 

-急八ンドル、急ブレーキ、急加连 
などを避けてください。 

-ブレーキに付着した雪や水滴び凍 8 

結し、ブレーキの効きび悪くなる— 
ことびありまず。 

このよラなとさは、後続車にミ主意 
しなびら低速で走行し、ブレーキ 
の効さび回復するまでブレーキぺ 
ダルを数回軽く踏んでくださし、。 


* オプシヨンまたは仕様によ D 装備び異なります。 
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点検と整備 


寒冷時の取り扱い 

雪道で動けないとを 

雪道で動けなくなったとさは、先にマ 
フラーほ f 気ガスの出 □) と車の周囲 
から雪を取り除いてください。排気ガ 
スび車内に侵入してくるおそれびあり 
まず。 


警告 A 


マフラーなどび雪に埋ちれた状態 
でエンジンをかけていると、排気 
ガスび車内に入り、一酸化炭素中 
毒を起こしたり、中毒死するおそ 
れびありまず。 


駐車ずるとを 

寒冷時や積雪地での駐車時はな下の点 

にま意してください。 

-パーキングブレーキび凍結するお 
それびある場合は、パーキングブ 
レーキを使用せず、セレクターレ 
バーを la に入れ、確実に輪止めを 
してください。 

• でさるだけ風下や建物の壁、日光 
の当たる方向にエンジンルームを 
向けて駐車し、エンジンび;令えず 
ざないよラにむびけてくださし、。 

• 軒下や樹木の陰には駐車しないで 
ください。雪やつららび落ちてを 
てボディを損傷するおそれびあ0 
ます。 


• エンジンを毛巧でカバーしたり、 
フ□ントグ U ルの内側にダンボー 
ルや新聞紙などを挟まないでくだ 
さい。放置したままエンジンを始 
動すると、火災や故障の原因にな 
ります。 
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点検と整備 


ウィンタータイヤ 

雪道や凍結路を走行するとをは、ウィ 
ンタータイヤの装着をお勧めしまず。 

このよラな路面状況では、ウィンター 
タイヤを装着することで、 A 日 S や 
ESP 、4 MAT に*の効果び発揮され 
まず。 

装着するウィンタータイヤは、指定さ 
れたサイズで4輪とち同じ銘柄のちの 
にしてください （9-14、1已）。 


注意！ 

• 回転方向び指定されているウィ 
ンタータイヤは、タイヤの側面 
に記された回転方向の矢印な 
どの指示に従って装着してくだ 
さい。 

• ウィンタータイヤの装着時に、 
応急用スペアタイヤを装着する 
と、車両を定性や制動性能び大 
さく低下するのでミ主意してくだ 
ごい。 

-スペアタイヤは応急的に使用 
し、できるだけ早くウィンター 
タイヤに戻してください。 

• ウィンタータイヤの溝の深さび 
約 4 mm じ(下になったときは、 
必ず新品と交換してください。 


寒を時の取り扱い ■ 

• ウィンタータイヤを装着してし、 

てち、雪道や凍結路面では、 

ホールド機能やクルーズコント 
□ールを使用しないでください。 

• 取りがしたウィンタータイヤ 
は、オイルやグ U- ス、燃料 
などに付着するおそれのない、 
乾燥した冷暗所で保管して< 
ださい。 


* オプションまたは仕様により装備び異な0ます。 
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点検と整偏 


寒;ち時の取り扱い 

スノー チ 王ー ン 

ウィンタータイヤでを走行び困難なと 
さは、スノーチェーンを装着してくだ 
さい。 

• スノーチェーンは、 ダイ ムラー社 
の指定品を使用してください。取 
り扱いについては、 スノーチェー 
ンに添付されている取扱説明書に 
従ってくださし、。 

• スノーチてーンは必ず後輪に装着 
して < ださい。 

• スノー チェーン装着時は約 
已 Okm / hLiTF の速度で走行してく 
ださい。 

• スノーチェー ン装着時は、 ESP の 
機能を解除したほラび走行しやず 
い場合びあります。 


ま意！ 

• E 300アバンギャルド S (セダ 
ン）/ E 3已〇アノ（ンギャルド S 
/ E 已已〇アバンギャルド S / E 
63 AMG は、標準タイヤ/ホ 
イールにはスノーチェーンを装 
着しないでください。 

• AIR マティック DC サスペン 
シ ヨン 装備車にスノー チェーン 
を装着したとさは、車高調整ス 
イッチで車高を上げて走行して 
ください （5-已吕）。 標準の車高 
では、スノーチェーンびボディ 
に接触し、ボディを損傷するお 
それびあります。 

-指定品じ(外のスノーチェーンを 
装着すると、タイヤからがれた 
り、車体に接触ずるおそれびあ 
りまず。 


• スノーチェーンの脱着は、周囲 
の交通を巧げない、ま全で平坦 
な場所で行なって < ださし、。 

-路面に雪や凍結びなくなったと 
さは、スノーチェーンを外して 
ください。 
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点検と整備 


曰常の手入れ 


定期的に手入れをすることで、いつま 
でち車を美しくなつことびでさまず。 

曰苗の手入れには、ダイムラー社び指 
定ずる用品のみを使用してくださし、。 

詳しくは指定サービスエ場におたずね 
くださし、。 


警告 A 


• 一部の合成ク U —ナーなどには、 
有機溶剤や可燃性物質び含まれ 
ていることびあります。カーケ 
ア用品を使用ずるときは、必ず 
添付の取り扱い上のま意を読み、 
指示に従って < ださい。 

• 車内でカーケア用品を使用ずる 
とさはドアやドアウインドウを 
開を、十分に換気してください。 
有機溶剤による中養を起こした 
り、静電気び可燃性ガスに引火 
して火災を起こすおそれびあり 
ます。 


• 車の手入れをずるときに、ガソ 
U ンやシンナーなどを使用しな 
いでくださし、中養を起こした 
り、気化ガスに引火して火災を 
起こすおそれびあ0ます。 

-カーケア用品は、テ f 共の手び届 
くところや火気の近くに置いた 
りな管しないでください。 


曰常の手入れ ■ 

-走行後は、ボディに付着したほこ 
りを毛ばたをなどで払い落として 
<ださい。 

• 少なくと石月に]度は洗車してく 
ださい。 

-飛び石により塗装面を損傷すると、 

鐘の原因になりまず。早めに補修 
を行なって< ださし、。 

-保管や駐車は、風通しの良い車庫や 
屋根のある場所をお勧めします。 

-ミ尼や虫の死びい、鳥のふん、樹液、 

油脂類、燃料およびタールなどび 
付着したとさは、ずみやかにおさ 
取ってください。特に、鳥のふん 
は塗装面を損傷しやすいので、で 
さるだけ早く水で洗い流してくだ 
さい。 8 

-凍結防止剤び散巧してある道路を ' 

走行したとさは、ずみやかに洗車 
し、ボディ下側やフェンダー内を 
洗い流して < ださい。 
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点検と整偏 


日常の手入れ 

• 直射日光び強く当たる場所や走行 
した直後でボンネツトび熱くなっ 
ているよラなとさに、塗装面の手 
入れをすると、塗装面を損傷する 
おそれびあります。 

• ボディの表面に ステツカー や フィ 
ルム、マグネツトなどを貼り付け 
ないでください。塗装面を損傷ず 
るおそれびあります。 

• 誤って傷を付けたり、誤った手入 
れにより鐘などび発生したときは、 
早めに指定サービスエ場で補修ず 
ることをお勧めします。 


車内 

• プラスチック部分は、少量の中性 
洗剤などを混ぜた水を柔らかい布 
に含ませて巧を取ります。 

また、乾いた巧や目の粗い巧、か 
たい巧などを使用したり、強くこ 
すらないで<ださい。表面を損傷 
するおそれびあります。 

• ウッドト U ムなどの部分は、水で 
湿らせた柔らかい布を使用して拭 
を取りまず。頑固なミちれには少量 
の石けん水を使用します。 


また、有磯溶剤を含むクリーナー 
などは使用しないで< ださし、。 
ウッドト U ムなどを損傷するおそ 
れびあ0まず。 


-ウインドウに、極細の熱線やアン 
テナ線びプ U ントされている車種 
びあります。ガラス面の内側を清 
掃するとをは、湿った柔らかい巧 
を使用して、熱線やアンテナ線に 
沿って拭を取り、傷を付けないよ 
ラにま意してください。 

また、乾し''た巧で巧し''たり、研磨 
剤や有機溶剤を含むク U —ナーな 
どを使用しないで < ださし、。 

-ウインドウに遮光フィルムなどを 
貼り付けるとラジオなどの電波の 
受信性能び低下するおそれびあり 
ます。詳しくは指定サービスエ場 
におたずねくださし、。 

警告 A 


エアバッグの収納部分には、有機 
溶剤を含むク U —ナーなどを使用 
しないで<ださい。エアバッグび 
正南に作動しなくなり、けびをず 
るおそれびあ0ます。 
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点検と整備 


洗車 

► ボディ全体に低圧で水をかけ、ほ 
こりなどを洗い流しまず。 

► 水に カーシヤンプーな どを混ぜた 
洗ミき液を用意し、車全体にかけま 
す。が気取り入れ□付近では少量 
にし、ダクト内に洗浄液び残らな 
いよラにを意してください。 

► スポンジやセーム皮などを使用し 
て、十分な量の水で洗い流します。 

► 洗車後は、ずみやかに水滴をなさ 
取ります。 


ミホ車時のま意 

洗車をするとをは、が下の点にミ主意し 
てくだごし、。 

-水び凍るよラな寒いとをや直射日光 
び強<当たる場所、走行した直後で 
ボンネットび熱くなっているよラな 
ときは洗車をしないでくださし、。 

-虫の死びいなどは、洗車前に取り 
除いて < ださい。 

• コールタール やア スフアル h の 巧れ 
は、乾いてしまうと落としにくくな 
るので、早めに処理してください。 

-洗車をするとさはマフラーにま意 
してください。マフラー後端に触 
れて义傷をしたり、けびをずるお 
それびあります。 

• 走行した直後は、ブレーキディスク 
やホイールに直接水などをかけない 
でください。ブレーキディスクび熱 
いとをに急激に冷やすと、ディスク 
を損傷するおそれびありまず。 


曰常の手入れ ■ 

-ホイールには酸性のホイールクI」一 
ナーを使用しないでください。ホ 
イールやホイールボルトび腐食ずる 
おそれびありまず。 

-ホイールク U —ナーなどでホイー 
ルを清掃した後にそのまま放置す 
ると、 ブレーキ ディスクや ブレー 
キパッドなどび腐食するおそれび 
ありまず。 

このようなときは、しばらく走行 
して、ブレーキディスクやブレー 
キパッドを乾燥させて<ださし、。 

. ヘッドランプを含むランプ類は樹 
脂製レンズです。流水または水と 
カーシャン プーを混ぜた洗浄液で 
洗い流してください。有機溶剤や 
強アル カ U 洗剤などを使用すると、 〇 

レンズを損傷するおそれびありま — 
ず。また、乾いた巧などで強くこ 
ずると、細かい傷を付けるおそれ 
びあります。 
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点検と整偏 


日常の手入れ 

• パークト□ニックセンサーを清掃 
するとをは、乾いた巧、目の粗い 
巧、かたい巧などは使巧しないで 
<ださい。また、純正じ(がの手入 
れ用品を使用したり、強い力で乾 
おさしないでください。センサー 
を損傷するおそれびあります。 


高圧式スプレーガンの使用 

-高圧式スフレーガンのノズルは、 
車から十分離して使用してくださ 
し、水圧び高ずぎると、塗装面を 
損傷ずるおそれびありまず。 


-高圧式スプレーガンのノズルをウ 
インドウガラス接合面やボディパ 
ネルの継ぎ目部分、サスペンシヨ 
ン、電気装備、コネクター類など 
に近付けないでください。水圧び 
高いため、車内に水び侵入したり、 
防水シールや塗装面を損傷するお 
それびあ0ます。 


-高圧式スプレーガンのノズルを夕 
イヤに向けないでください。水圧 
び高いため、タイヤを損傷するお 
それびあ0ます。 

• パークト□ニックセンサーには、 
高圧式スプレーガンやスチームク 
1」ーナーを使用しないで < ださい。 
センサーや塗装面を損傷するおそ 
れびあ0まず。 


自動洗車機の使用 

自動洗車機で洗車ずるとをはしソ下の点 

にミ主意してくださし、。 

. 車の巧れびひどいとさは、自動洗 
車機で洗車ずる前に水洗いをして 
ください。 

• 自動洗車機び車のサイズに合って 
いることを確認してください。 

-洗車前にドアミラーを格納してく 
ださし、。 

• ワイパーの作動モード （已-30、 
33) を停止の位置にしてください。 

-ホールド機能 （已 -41) を使用しな 
いで < ださし、。 

-回転ブラシのかたさによっては、 
細かな傷び付を、塗装面の光;尺び 
失われたり、劣化を早めるおそれ 
びありまず。 

• 洗車後は、フ□ントウインドウや 
ワイパーブレードに付着した洗浄 
液を因:さ取ってください。 
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サービスデータ 


純正部品/純正アクセサリー 


純正部品/純正アクセサリー 


ダイムラー社では、点検や整備に必要 
な純正部品を豊富に用意してし''ます。 

メルセデス.ベンツ純正部品は厳格な 
基準により品質管理されております。 
点検や整備、修理のとをは必ず純正部 
品を使用してください。 

アクセヴ1」一について石、ダイムラー 
社またはメルセデス-ベンツ日本株式 
会社び指定する製品だけを使用してく 
ださい。 


A 


どんな場合でを、ブレーキ関連部 
品などの重要保ま部品や走行系統 
に使用ずる部品に、純正部品じ(が 
の百のを使用しないでくださし'1。 
事故や故障の原因になります。 


ま意！ 

• しソ下の場所の周囲には、エア 
バッグや シー トベルトテン シヨ 
ナ ーの コント □ールユニッ トや 
センサー類び取り付けられてし、 
ます。これらの部位にオーディ 
才や電装品を追加装備したり、 
修理や飯金作業などを行なラと、 
エアバッグやシートベルトテン 
シヨ ナ ーの 作動に悪影響を与え 
るおそれびあります。 

〇エアバッグ収納部 
〇シートベルト 
◊インストルメントパネル 
〇センターコンソール 
〇ドア 
◊シート 
〇 ピラー 付近 
〇サイドシル付お 


詳しくは指定サービスエ場にお 
たずねください。 

. 車の電モ制御部品やソフトウェ 
アを改造しないでください。事 
故や故障の原因となります。ま 
た、関連する他の装備にち悪影 
響を与えるおそれびあります。 


-ウインドウに透明な吸盤を貼り 
付けないでください。吸盤びレ 
ンズとして作用して、火災び発 
生するおそれびあります。 

-車載無線機など電装アクセサ 
U —を装着ずるとをは、指定 
サービスエ場に巧談してくださ 
し、装着方法などび適切でない 
と、車の電子制御部品に悪影響 
をちえることびあります。また、 
電気配線を間違えると、火災や 
故障の原因になりまず。 

知識 

純正部品じ(がの部品を使用したと 
きは、該当箇所だけでなく関連箇 
所に不具合び生じてち、保証を適 
用でをないことびありまず。 


環境 9 


ダイムラー社では、資源の有効利 
用を促進するため、 U サイクル部 
品を積極的に導入していまず。 
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ビークルプレート 


純正部品をを文するとさに車台番号 
あるいはエンジンま号などび必要に 
なることびあります。 


サービス デー タ 


ビークルプレート H 


ニューカープレート 



運転席側または助手席側のセンター 
ピラー下部に、 車の車台番号および 
カラーコー ドを記載した ニューカー 
プレート①び貼付してありまず。 


エンジン番号 



E 320 CDI を除く車種 
感 エンジン番号 

E 320 CDI を除く車種 

エンジンブ□ック後部にエンジン番号 
③が巧刻してあります。 

E 320 CDI 

エンジンブ□ック左前ち上部にエンジ 
ン番号び巧刻してありまず。 9 

詳しくは指定ヴービスエ場におたずね 
<ださい。 
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サービスデータ 


■ I II I I 

車台ま号 



③ ヵバー 

④ 車台番号 

ち側前席足元のカーぺット下に車台ま 
号④び巧刻してありまず。 

►シートを後方の位置にして、シー 
トクッシヨン前端部を上げてから、 
カノ（一③を弓Iさ上げます。 
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オプションコードプレート 



⑤オプ シヨンコー ドプレート 


ボンネットの裏側にオフシヨンコー 
ドをおずプレート⑥び貼付してあり 
ます。 













サービスデータ 




ランプ 

ワット 数け見格） 

① 

ドアミラー方向指示打 

LED (発光ダイオード） 

③ 

フ□ント方向指示灯 

21 W 旗色） 

③ 

ヘッドランプ（上向き/下向き） 

3曰 W (キセノン D 1 S または DSS) 

④ 

へッドランプ（上向き） 

5己 W (H7) 


車幅な/フロントパーキングランプ 

LED (発光ダイオード） 

⑥ 

フ□ントフォグランプ 

目已 W(H7) または曰 5W(H]]) 

⑥ 

八イマウントブレーキランプ 

LED (発光ダイオード） 

⑦ 

U アランプユこツト 


⑨ 

ライセンスランプ 

目 W 


注意！ 

電球の交換を行なラとさは、実際 
に車両に装着されている電球の規 
格を確認してくだごい。 


知識 

- U アフォグランプはち側のみ 
でず。 

- U アランプはユニット交換にな 
るため、必ず指定サービスエ場 
で交換作業を行なつてください。 



※記載の内容は、取扱説明書作成時点のもので、予告なく変更されることびあります。 
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サービスデータ 


ヒュースー覽 



ヒユーズボックス1 
( トランクルームまたはラゲッジル 
ーム内） 


ヒューズ 

番号 

アンペア 

数 

装置名 

1 

30 A 

シート調整（前席） 

2 

30 A 

シート調整〔前席） 

3 

7.己 A 

巳 OMAND システム、 
パーク ト □ニック、 タイ 
ヤ空気圧警告システム 

4 

20 A 

燃料ポンプ 

已 

— 

未使用 

巨 

40 A 

巳 OMAND システム 

7 

1己 A 

IJ アウインドウウォッシヤー 
(ステーションワゴン） 

8 

7.已 A 

アンテナモジュール、 

盗難防止警報システム 

9 

2已 A 

読書灯、自動防陪ルーム 
ミラー、センターコン 
ソールランプ、ライト/ 
レインセンサー、スライ 
ディングルーフ 

10 

40 A 

U アデフォッガー 


11 

20 A 

自動開閉トランク U ッド 
または 

自動開閉テールゲート 

12 

1已 A 

12 V 電源ソケット 

13 

1已 A 

マルチコント□ールシー 
トバック 

14 

— 

未使用 

15 

10 A 

燃料給油フラップ 

16 

20 A 

オプション 

17 

— 

未使用 

18 

— 

未使用 

19 

20 A 

マルチコント□ールシー 

1- バック 

20 

7.已 A 

ブレーキランプ、1」アブ 
ラインド（セダン） 


ヒューズボックス吕 
(ランプスイッチ横） 


ヒユーズ 
番号 

アンペア 

数 

装置名 

21 

30 A 

アンビエントランプ、セ 
ントラル□ッキングシス 
テム、パワーウインドウ 
(後席）、栗降用ランプ、 
ドア赤色灯 

22 

30 A 

アンビエントランプ、セ 
ントラル□ッキングシス 
テム、パワーウインドウ 
(後席）、乗降用ランプ、 
ドア赤色灯、ドア S ラー 

吕 3 

30 A 

シート調整（前席） 

24 

— 

未使用 

吕已 

— 

未使巧 

吕己 

— 

未使巧 

吕 7 

已 A 

へッドランプ 

28 

] 己 A 

または 

2已 A 

COMAND システム 

吕 9 

7.已 A 

ステア U ング□ック、 
ステアリング調整 

30 

7.已 A 

診断ソケット 


※記載の内容は、取扱説明書作成時点のもので、予告なく変更されることびあります。 
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サービス デー タ 


ヒユーズ 
番号 

アンペア 

数 

装置名 

31 

已 A 

セントラル□ツキングシ 
ステム、非常点滅灯、 
シートヒーター（前席）、 

U アブラインド（セダ 
ン）、リアウインドウ 
ウォツシヤー（ステー 
シヨンワゴン） 

32 

30 A 

アンビエントランプ、セ 
ントラル□ツキングシス 
テム、パワーウインドウ 
(後席）、栗降用ランプ、 
ドア赤色な 

33 

30 A 

アンビエントランプ、セ 
ントラル□ツキングシス 
テム、パワーウインドウ 
(後席）、乗降用ランプ、 
ドアホ色灯、ドア=ラー 

34 

30 A 

シート調整（前席） 

3 已 

— 

未使用 

3 已 

2 已 A 

シートヒーター（前席） 

37 

己 A 

または 

ISA 

A 旧マティツク DC ヴスぺ 
ンシヨン、車高調整 

38 

7 .已 A 

NECK PRO アクティブ 
へツ ドレスト 

3 白 

已 A 

AIR マティツク DC ヴスぺ 
ンシヨン、パークトロ 
ニック 

40 

— 

未使用 


※記載の内容は、取扱説明書作成時点のわので、 


A 旧マティック DC ヴスぺ 
ンシヨン、アンビエント 
ランプ、セントラル□ッ 
キングシステム、エンジ 
ン エレ ク ト□ニ クス、臭民 
常点滅灯、パークトロ 
ニック、パワーウインド 
ゥ（前席-後席）、読書 
灯、シート調整（前席)一片 
シートヒーター （前席)-、; • 
/II RA ステアリング調整、自動 

4' 一 A 防瞄ルーム S ラー、 セブ 

ターコンソールランプ、 
棄降用ランプ、ドア赤色 
な、ドアミラー、ステア 
リング□ック、車高調整、 
ライト/レインセン 
サ ー、 U アブラインド 
(セダン）、1」アウイ兰ド 

ウウォッシャー（ステー 
シヨンワゴン）、スライ 
ディング ルーフ 

42 7 .已 A エンジンエレクト□ニクス 

(A 211 已 4 已 10 00 20 日 7-0 己- 1 6) 


予告なく変更されることびあります。 


ヒューズー覽 

I 知識 

仕様/装備などの違いにより、装 
備されているヒューズが異なるこ 
とがあります。 

I ま意！ 

ヒューズボックス]、(外の 
ヒューズには手を触れないでくだ 
さし、。 
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サービスデータ 


■ I I II I III 


オイル-液類 


必ずダイムラー社の純正品または指定品のみを使用してください。詳しくは指定サービスエ場におたずねくださし、。 


油脂類 

車種 

容量り） 

指定品目 

備考 

エンジンオイル 

E 2已0 、 E 300、 

E 3曰0、 

E 350 4 MATIC 

約8.日 

承認オイル 

オイルフィルター分を含む 
交換時ま入量 

E 320 CDI 、 

E 已已〇 

約8.己 

E 巨3 AMG 

約 8. 8 

デイファレンシャル 
オイル 

全車 

— 

承認オイル 

八イポイドギアオイル 
SAE 9 日、 谷曰 W 白日 

パワーステアリング 

オイル 

全車 

— 

純正パワーステア 
リングオイル 

専用オイル 

ブレーキ液 

全車 

— 

純正 ブレーキ 液 

DOT 4規格 


ま意！ 

• ディーゼルエンジン車 （E 
320 GDI ) には、指定のオイ 
ル （ Mobil -] ESP Formula 
已 W -30) の使用をお勧めしま 
す。詳しくは指定サービスエ場 
におたずねください。 


E 320。口は、微粒子除ま装置 
( DPF ) に巧応した専用のエンジ 
ンオイルを使用してください。 

専用のエンジンオイルび入手で 
をないとをは、一時的に他のェ 


ンジンオイルを使用することち 
でをまず。詳しくは指定サービ 
スエ場におたずねください。 

ただし、なるべく早く専用のエン 
ジンオイルに交換してください。 


※記載の内容は、取扱説明書作成時点のもので、予告なく変更されることびあります。 
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サービス デー タ 


I I II I III ■ 


油脂類 

車種 

容量り） 

t 曰定□ロロ 

備考 

ちま P 水 

E 2已0 、 E 300 

E 3已0、 

E 350 4 MATIC 

約]日.0 

純正不凍液 

水に純正不凍液をミ居ぜて 
使用。濃度にま意 旧-8) 

E 320 GDI 

約] 3.0 

E 己己0 

約11 .3 

E 色3 AMG 

約11 .8 

ウォッシャー液 

全車 

約7.日 

純正ウインドウウォッシャー液 
冬用、夏用 

水と純正ウォツシャー液を 
混ぜて使用 

バッテ U - 

全車 


1 2 V /吕日 Ah 、 目己 Ah 、 10日 Ah 

トランクルーム（セダン） 
またはラゲツジルーム 
(ステーシヨンワゴン） 

に装備 

エアコンデイ 
シヨナー冷媒 

全車 


R 134 a 

R -1 2を使用しないこと 


注意！ 

• 才ートマチックトランスミッションオイルの交換については別冊 r 整備手帳」をご参照ください。 g 

• オートマチックトランスミッションオイルは専用品のみを使用してください。 

• オートマチックトランスミッションオイルの漏れを見つけたり、トランスミッションの作動に異當を感じたときは、 

指定ヴービスエ場で点検を受けてください。 


※記載の内容は、取扱説明書作成時点のもので、予告なく変更されることびあります。 
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サービスデータ 


■ I I II I III 


油脂類 

車種 

容量り） 

t 曰ぶ □□口 

備考 

燃料 

E 250. E 300 

E 3曰0、 

E 3已0 4 MAT に、 

E 己曰0、 

E 63 AMG 

約8日.日 

無鉛プレミアム 
ガソ U ン 

警告灯点灯時の残量 
約8.0 6〜約 9. 06 
(E 日3 AMG は] 4'0£ ) 


E 320 CDI 


自動車用軽油 



ま意！ 

-ガソ U ンエンジン車の燃料は、無銘プレミアムガソ U ンを使巧してください。指定じ(がの燃料(高濃度アルコール含 
有燃料など)を使用ずると、燃料系部品の腐食や損傷などによりエンジンび故障したり、火災び発生ずるおそれびあ 
ります。 


-ディーゼルエンジン車 （E 320 CDI ) の燃料には自動車用の軽油を使巧してください。軽油(がの燃料（ガソ U 
ンや高濃度アルコー J レ含有燃料など）を使用すると、燃料系部品の腐食や損傷などによりエンジンび故障したり、 
乂災び発生するおそれびあります。 


◊自動車用の軽油とは、 J 侶規格 （ J に K 220 4) を満たず軽油をおします。 

〇硫黄分の重量比び0.00 5% li (下の1氏硫黄の自動車用軽油のみを使用してください。 

硫黄分の重量比び 0.03 已 D / □までの自動車用軽;由ち使用でさますび、その場合はエンジンオイルの交換頻度を高 
めてください。エンジンオイルの交換頻度については指定サービスエ場におたずねください。 

詳しくは （1 -已）をご覧くださし、。 

-指定 L ソ外の燃料を使用して、故障び発生した場合は保証の適用外となりますので、ご了承ください。 

※記載の内容は、取扱説明書作成時点のもので、予告なく変更されることびあります。 
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サービス デー タ 


タイヤとホイール 


タイヤとホイール 


[標準タイヤ 


セダン 


車種 

タイヤサイズ 

ホイールサイズ 

オフセット 

E 300 

225 /已已 R ] 巨 

7.己 JX ] 6 

42 mm 

E 250アバンギャルド 

E 320 CDI アバンギャルド 

E 350アバンギャルド 

E 350 4 MATIC アバンギャルド 

245 / 4已 R ] 7 

8 JX 17 

3谷 mm 

E 300アバンギャルド S 

E 350アバンギャルド S 

E 550アバンギャルド S 

E 巨3 AMG 

前輪 245/40 R 18 
後輪26己/ 3曰 R ] 8 

前輪 8.5 JX 18 
後輪日 JX ] 谷 

前輪 38 mm 
後輪 39 mm 

E 已3 AMG パフォーマンスパッケージ 

前輪24己/ 40 R 1 8 
後輪26己/ 3己 R ] 8 

前輪 8.5 JX 18 
後輪目.已 」X ]8 

前輪 38 mm 
後輪 44 mm 


注意！ 9 

• E 300アバンギャルド S / E 3已〇アバンギャルド S / E 已已〇アバンギャルド S / E 已3 AMG / E 日3 AMG パ 
フォー マンスパッケージの標準タイヤ/ホイールにはスノーチェーンを装着しないでくだごい。 

-前後のタイヤサイズび異なる車種は、タイヤ□ーテーシヨンを行なわないでください。 


※記載の内容は、取扱説明書作成時点のもので、予告なく変更されることびあります。 
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サービスデータ 


ホイール 


ステーションワゴン 


車種 

タイヤサイズ 

ホイールサイズ 

オフセット 

E 300 

22已/己曰 R ] 6 

7.已」 X ] 6 

42 mm 

E 250アバンギャルド 

E 320 CDI アバンギャルド 

E 3已日アバンギャルド 

E 350 4 MATIC アノ（ンギャルド 

24已 / 4曰 R ] 7 

8 JX 17 

3谷 mm 

E 350アバンギャルド S 

E 550アバンギャルド S 

E 63 AMG 

前輪24已/ 40 R 1 8 
後輪26曰/ 35 R 1 8 

前輪 8.5 JX ] 谷 
後輪 9 JX 18 

前輪 38 mm 
後輪 39 mm 


注意！ 

• E 3已〇アバンギャルド S / E 已已〇アバンギャルド S / E 63 AMG の標準タイヤ/ホイールにはスノーチェーンを装 
着しないで < ださし、。 

-前後のタイヤサイズび異なる車種は、タイヤ□ーテーシヨンを行なねないでくだごし、。 


※記載の内容は、取扱説明書作成時点のもので、予告なく変更されることびあります。 


9-12 











サービス デー タ 


タイヤとホイール 


G 応急用スペアタイヤ 



車種 

タイヤサイズ 

ホイールサイズ 

オフセット 

空気圧 

E 250 

E 300 

E 320 GDI 

E 350 

E 350 4 MATIC 

E 已己〇 


T ] 已已 / 70 R 1 7 

4.00己 X ] 7 

34 mm 

4.2 ba 「 / 巨日 psi 
/ 420 kpa 

E 巨3 AMG 

E 63 AMG パフォーマンスパッケージ（セダン） 

T ]7已/已曰 R 18 

巨.00己 X ] 8 

2已 mm 

吕.已 bar /己 ] psi 


ま意！ 

応急用スペアタイヤにスノー 
チェーンを装着しないで < ださし、。 
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※記載の内容は、取扱説明書作成時点のもので、予告なく変更されることびあります。 


9-13 











サービスデータ 


ホイール 


ウインタータイヤ 
セダン 


車種 

タイヤサイズ 

ホイールサイズ 

オフセット 

E 300 

22 已 / 已己 R ] 目 M + S 

7 .己」 X ] 6 

42 mm 

8 JX ] 巨 

36 mm 

E S 己日アバンギャルド 

E 320 CDI アバンギャルド 

E 350 アバンギャルド 

E 350 4 MATIC アノ（ンギャルド 

24 已 /4 己 R 17 M + S 

8 JX 17 

38 mm 

8 .已」 X ] 7 

38 mm 

E 300 アバンギャルド S 

E 350 アバンギャルド S 

E 已己日アバンギャルド S 

E 63 AMG 

24 已 / 40 R 1 8 M + S 

8 .己 」X ] 8 

3 谷 mm 


注意！ 

ウィンタータイヤのサイズはダイ 
ムラー社び指定ずるちので、日本 
国内で発売されているスタッドレ 
スタイヤは、表記のサイズに対応 
していないことびあります。 


知識 

• スノーチェーンはウインタータ 
イヤの後輪に装着することびで 
をまず。 


• ウィンター タイヤ やスノー 
チェーンについては、指定サー 
ビスエ場におたずねく ださい。 


※記載の内容は、取扱説明書作成時点のもので、予告なく変更されることびあります。 
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サービス デー タ 


タイヤとホイール ■ 

ステーションワゴン 


車種 

タイヤサイズ 

ホイールサイズ 

オフセット 

E 300 

22己/已目 R ] 6 M + S 

7.己 JX ] 6 

42 mm 

8 JX 16 

36 mm 

E S 己日アバンギャルド 

E 320 CDI アバンギャルド 

E 350アバンギャルド 

E 350 4 MATIC アノくンギャルド 

24已 / 45 R 1 7 M + S 

8 JX 17 

3谷 mm 

8.己 」X ] 7 

3谷 mm 

E 350アバンギャルド S 

E 550アバンギャルド S 

E 巨3 AMG 

24己 / 40 R 1 8 M + S 

8.已 JX ] 8 

3谷 mm 


ま意！ 

ウインタータイヤのサイズはダイ 
ムラー社び指定ずるちので、日本 
国内で発売されているスタッドレ 
スタイヤは、表記のサイズに対応 
していないことびあります。 


知識 

• スノーチェーンはウインタータ 
イヤの後輪に装着することびで 
さまず。 

• ウインター タイヤ やスノー 
チェーンについては、指定サー 
ビスエ場におたずねく ださい。 
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※記載の内容は、取扱説明書作成時点のもので、予告なく変更されることびあります。 
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サービスデータ 


積載巧物の制限重量 


積載荷物の制限重量 


Dtz ダン 


車種 

ルー フ 

トランク 

全車 

1 00 kg 

100 kg 


I 知識 

ルーフの制限重量には、ルーフ 
ラックやアタッチ;/ントの重量も 
含まれます。 


[ステーションワゴン 


車種 

ルーフレール 

ラゲ ツジルーム 

全車 

1 00 kg 

100 kg 


知識 

ルーフ レールの制限重量には、ア 
タッチ><ントの重量ち含まれます。 


※記載の内容は、取扱説明書作成時点のわので、予告なく変更されることびあります。 
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故障/警告メッセージ 



1 0-2 トラブルの原因と対応 10-14 
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こんなとさは 


故障/警告 メツセー ジ 


故障/警告メッセージ 


車の機能やシステムに故障や異南び発 
生すると、マルチフアンクシヨンデイ 
スプレイに警告やミ主意、対応方法など 
び表示されます。 

知識 

-故障/警告メッセージによって 
は警告音び鳴ることびありま 
す。また、重要度の高いメッセ 
ージは、赤色で表おされます。 

-重要度の低いメッセージは、数 
秒後に自動的に消えます。 

• ステア1」ングの MBi liHi や 
0区3、または I 」セットボタン 
(3-99) を押ずと、メッセージび 
消え、故障内容び記憶されます。 

• 重要度の高いメッセージは、 
故障や異萬び解消ずるまで、 
メッセージび消えない場合び 
あります。 


ま意！ 

• 走行ずる前にエンジンスイッチ 
を吕の位置にして、メーターパ 
ネルの表示好/警告灯び点 I 灯 
し、マルチフアンクシヨンデイ 
スプレイび表示されることをお 
ず確認してください。 

• メーターパネルやマルチフアン 
クシヨンディスプレイび故障し 
た場合は、表お I 灯/警告灯や故 
障/警告メッセージび表示され 
ません。車両操縦性などに悪影 
響をおよぼずよラな故障や異萬 
び発生した場合は内容び確認で 
をないため、ただちに指定サー 
ビスエ場に連絡してくださし、。 

-表示される故障や異萬は、一部 
の限られた装備についてであ 
り、また表示される内容ち限ら 
れています。この故障表示の機 
能は運転ちを支援する装置で 
す。発生した故障に対処して車 
のま全性を維持する責任は運転 
者にありまず。 


-点検整備や修理などは、必要な 
専門知識と専用工具を備えた指 
定サービスエ場で行なラことを 
お勧めします。 

特にを全に関わる整備について 
は、必ず指定サービスエ場で点 
検整備や修理を行なつてくださ 
し、不適切な作業を行なラと、 
事故や故障の原因になります。 

&記載の故障/警告メッセージは、取扱説 
明書作成時点の6のです。マルチフアン 
クションディスプレイの表記などは、モ 
告なく変更-追加されることびあります。 
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こんなとをは 


故障/警告メツセージ ■ 


文字メッセージ 


ディスプレイ表示 

考え5れる原因および症状 

対応 

ABS 

ABS , ESP 
] ショウ 

にユアルヲサンショウ 

A 事故のおそれがあります 

故障のため、 A 己 S と ESP、PRE-SAFE の機能 
び解除されている。同時に巨 AS の機能を解除さ 

れている。 

通常のブレーキ時の制動力は確保されている。 

► 十分ミ主意して走行してください。 

► 指定サービスエ場で点検を受けてください。 


ABS 卜 ESP 
ショウテ。巧セン！ 

にユアルヲサンショウ 

A 事故のおそれがあります 

電圧低下のため、 A 巨 S と ESP、PRE-SAFE の 
機能び解除されている。同時に巨 AS の機能わ 
解除されている。 

通常のブレーキ時の制動力は確保されている。 

► 十分注意して走行してください。 

► 指定サービスエ場で点検を受けてください。 
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10-3 








こんなとさは 


故障/警告メツセージ 


ディスプレイ表示 

考え 5 れる原因および症状 

対応 

ESP 

] ショウ 

にュアルヲサンショウ 

A 事故のおそれがあります 

故障のため、 ESP と巨 AS 、 PRE - SAFE の機能 
び解除されている。 

ESP 表示灯び点灯している。 

通常のブレーキ時の制動力は確保されている。 

► 十分注意して走行してください。 

► 指定サービスエ場で点横を受けてください。 

P 

セレクタレ A "- 
P ニシテクタ'’サイ 

ホールド機能び作動しているとさにじ TF の操 
作を行なった。 

•運転席の栗員びシートベルトを外して、運 
転席ドアを開いた 

• エンジンスイッチを 0 か 1 の位置にした 
-ボンネットの□ックを解除した 

► セレクターレバーを C ■に入れてから、エンジンを始動して 
ください。 

7 レセ-フ 

] ショウ 

7ニュアルラサンショウ 

A けがのおそれがあ0まず 

PRE - SAFE び故障している。 

エアバッグなど他の秉員保護装置の機能は確 
保されている。 

► 指定サービスエ場で点検を受けてください。 


10-4 










こんなとさは 


故障/警告メツセージ ■ 


ディスプレイ表示 

考え5れる原因および症状 

対応 

タイヤクウキアツ 

夕仆ヲテンケン 
シテクタ。サイ！ 

A 事故のおそれがあります 

タイヤ空気圧警告システムびタイヤからの空 
気漏れを検知した。 

► 周囲の状況に注意しなびら、急八ンドルや急ブレーキを避 
けて停車してください。 

► タイヤを点検してくださし、。 

► タイヤ空気圧を点検し、必要であればタイヤ空気圧を適正 
にしてくださし、。 

► 必要であれば該当ずるタイヤを交換してください（7-8)。 

► タイヤを交換し、適正なタイヤ空気圧に調整した後に、タイ 
ヤ空気圧警告システムを再起動してください（4-7)。 

タイヤクウキアツ 
ケイ]クシステム 

] ショウ 

故障のため、タイヤ空気圧警告システムの磯 
能び辭除されている。 

► 指定サービスエ場で点検を受けてください。 

タイヤヲテンクン 

ソノ： r 夕仆クウキアツ 
ケイ]クシステム 
サイ外。ウ 

タイヤ空気圧警告システムの警告び巧なわ 
れた。 

► ずべてのタイヤの空気圧び適正であることを確認してくだ 
さい。 

► タイヤ空気圧警告システムを再起動してください（4-7)。 
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10-5 










こんなとさは 


故障/警告メツセージ 


ディスプレイ表示 

考え5れる原因および症状 

対応 

ホ-ルド 

オフ 

車び横滑りをしているか、ブレーキペダルを深 
<踏んだためホールド機能び辭除されている。 

► 安全な状況で、再度ホールド機能を作動させてください。 

ホ-ルド 

サドウテ''巧セン 

7ニユアルヲサンショウ 

ホールド機能の作動条件を満たしていないとを 
に、ホールド機能を作動させようとした。 

► ホールド機能の作動条件を確認してください（已 -4 吕）。 

ホ-ルド 

] ショウ 

にユア肪サンショウ 

ホールド機能び故障している。 

► 指定サービスエ場で点検を受けてください。 

%-T 
] ン KH レ 
巧ヒ‘’ 

スヒ。-ド 
リミッタ- 

] ショウ 

クルーズコント□ールまたは可変スピードリ 
=ッターび故障している。 

► 指定サービスエ場で点検を受けてください。 

SRS 

SRS システム 

シテイノ]ウシ''ョウテ'' テンケン！ 

A けがのおそれがあ0ます 

秉員保護補助装置（エアバッグ、シートべル 
トテンシヨナーなど）び故障している。 

► ただちに指定サービスエ場で点検を受けてください。 

クル-ス” 

] ント□-ル 


クルーズコント□ールの作動条件を満たして 
いない。 

► クルーズコント□ールの作動条件を確認してください（已- 

已4)。 

► 設定巧能な状況であれば、約 30 km/hL 处上の速度で走行し、 
クルーズコント□ールを設定してください。 
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こんなとさは 


故障/警告メッセージ 


イラストメッセージ 


ディスプレイ表示 

考え 5 れる原因および症状 

対応 

■Ml 


L ソ下の原因により、バッテリーび充電されて 
いない可能性びある。 

• オルタネーターの故障 
• V ベルトの切断 
-電気システムの損傷 

► 周囲の状況に注意しなびら、ただちに停車してください。 

► v ベルトを点検してください。 

V ベルトが切れているとさ 

► 走行しないでください。 

► 最寄りの指定サービスエ場に連絡してください。 

V ベルトが損傷していないとさ 

► すみやかに指をサービスエ場で点検を受けてください。 



トランクび完全に閉じていない状態で走行し 
ている（セダン）。 

► トランクを閉じて < ださい。 



テールゲートび完全に閉じていない状態で走 
巧している（ステーションワゴン）。 

► テールゲートを閉じて < ださい。 

または 


A 事故のおそれがあります 

ボンネットび完全に閉じていない状態で走 
行している。 

► 周囲の状況に注意しなびら、安全な場所に停車して < ださい。 

► ボンネットを閉じて<ださい。 

圓 


A 事故のおそれがあります 

ドアび完全に閉じていない状態で走行して 

いる。 

► ドアを閉じてください。 
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こんなとさは 


故障/警告メツセージ 


ディスプレイ表示 

考え 5 れる原因および症状 

対応 

nn 


ラジェターの冷却フアンび故障している可能 
性びある。 

► 冷却水温度び約] 20で政下のとをは、最寄りの指定ヴービ 
スエ場まで走行して点横を受けてください。 

► このとをは、山道での走行などでエンジンに大きな負担を 
かけたり、発進と停止を繰り返すよラな運転は避けてくだ 

さし、。 


外]ウカ'' ア扩リ巧 

ェアマティック DC サスペンション装備車： 

車高び上昇している。 



外]ウカ'' ア扩リ巧 
ォマチクタ。サイ 

ェアマティック DC サスペンション装備車： 

停車時の車高び下びりすぎている。 

► 走行しないでください。 

► ッセージび消えるまで待ってください。 

車高び走行に適したレベルになるとメッセージび消えまず。 


テイ外、外]ウカ'' 

ヒクスキ"巧！ 

A 事故のおそれがありまず 

A 旧マティック DC ヴスペンションび故障して 

し)る。 

ステアリングを大きくまねさないでください。フ□ントのフ 

ェンダーやタイヤを損傷ずるおそれびあります。タイヤとボデ 
ィの擦れる音びしないか確認してください。 

► 80km/h を超えないように走行してくださし、。 

► 路肩まで走行し、より高い車高レベルを選択してください。 
故障内容によっては、これにより車高び上びることびあり 

まず。 

► ただちに指定サービスエ場で点検を受けてください。 


] ショウ 

AIR マティック DC ヴスペンションの機能の一 
部び制限されている。車両操縦性に影響び出 
ているおそれびある。 

► 80km/h を超えないように走巧してくださし、。 

► 指定サービスエ場で点横を受けてください。 
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こんなとさは 


故障/警告メツセージ ■ 


ディスプレイ表示 

考え 5 れる原因および症状 

対応 

因 

フ''レ-り r ツド巧ウ 

ブレーキパッドの摩耗び限界に達している。 

► ずみやかに指定サービスエ場でブレーキパッドを交換して 
<ださい。 

画 

スグニ]''レ-キヲ 
フンテ''クタ''サイ！ 

ホールド機能の作動中に異常び発生している。 

ホーンび鳴っている。 

► マルチファンクションディスプレイの表示び消えるまで、 
ただちにブレーキペダルを強<踏んで<ださい。 

►車から離れるとさは、輪止めを使巧ずるなど、車び動かな 
いように十分ミち意してください。 


EBV , A 臣 S , ESP 
] ショウ 

にユアルヲサンショウ 

A 事故のおそれがあります 

故障のため、 E 巨 V と A 巨 S、ESP の機能び解除 
されている。同時に巨 AS と PRE-SAFE の機能 
も解除されている。 

通常のブレーキ時の制動力は確保されている。 

► 十分注意して走行してください。 

► ただちに指定サービスエ場で点検を受けてください。 


アレ-キオイル 
レへ、、ル 
テンケン 

A 事故のおそれがあります 

U ヴーブタンクのブレーキ液量び不足して 

いる。 

► 周囲の状況に注意しなびら、ずみやかに安全な場所に停車 
して < ださい。 

► 状況を問わず、走行しないでください。 

► 最寄りの指定サービスエ場に連絡してください。 

► ブレーキ液を補給しないでください。ブレーキ液を補給し 
ても問題は解消しません。 


10 


10-9 








こんなとさは 


故障/警告メツセージ 


ディスプレイ表示 

考え 5 れる原因および症状 

対応 

圆 

/r- キング T レ-キ 
カイシ'‘ョシテクタ''サイ！ 

パーキングブレーキを解除しないで走行し 
ている。 

► パーキングブレーキを解除して<ださい。 

四 

ミキ'‘リア 
"•ックレスト 
□ックサレテイ7セン 

後席ち側バックレストび □ ックされていない。 

► バックレストを確実に□ックしてください。 


ヒダリリア 
"。ックレスト 
□ックサレテイ7セン 

後席左側バックレストび □ ックされていない。 

► バックレストを確実に□ックしてください。 


つュ-五レ]イルタ 
セイソウ 


► 指定サービスエ場で点検を受けてください。 
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ディスプレイ表示 


考え6れる原因および症状 




レイキトクスイ 
テイ外シテ、 

I ングンヲテイシ! 


冷却水の湿度び高すざる。 


V ベルトび切れている可能性びある。 


こんなとさは 


故障/警告メツセージ ■ 


対応 

► 周囲の状況に注意しなびら、安全な場所に停車してくださし)。 
► エンジンを停止してください。 

► メッセージび消えてからエンジンを始動して<ださい。メッ 
セージび消えるまで待たないと、エンジンを損傷するおそれ 
びあります。 

► ;令却水湿度を点検してください。 

► 冷却水温度び再び上昇する場合は、ただちに指定サービスエ 
場で点検を費けてください。 

► 周囲の状況にミち意しなびら、安全な場所に停車してくださし、。 
► エンジンを停止してください。 

► v ベルトを点検して < ださい。 

V ベルトが損傷していないとを 

► 方ッセージび消えない場合はエンジンを始動しないで<だ 
さい。エンジンを損傷ずるおそれびあります。 

V ベルトが切れているとを 

► 走行しないでください。 

► 最寄りの指をサービスエ場に連絡してください。 
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10-11 






こんなとさは 


故障/警告メツセージ 


ディスプレイ表示 

考え 5 れる原因および症状 

|»1 

レイキャクスイ 
ホシ''ユウ 

にユアルヲサンショウ 

冷却水量び不足している。 

の 

ヒダリ□-ピ-ム 1) 

左へッドランプ(□ービーム)び切れている。 


才-トラ仆 
] ショウ 

ランプセンサーび故障している。自動的にラ 
ンプび点灯する。 


インテリシ''1外 
ラ仆システム 
] ショウ 

インテリジェントライトシステムび故障して 
いる。インテ U ジェントライトシステムは作 
動しないび、ランプは通萬通り点灯する。 

国 

エア如-ナ ] 如ン 

エンジンエアフィルターの交換時期になって 
し''る。 


キュウユノサイニ 
オイルレ Y ルテンケン 

エンジンオイル量が限界まで下びっている。 


1) 他のランプび切れたとさは、この例 L ソ外のメッセージび表示されます。 
車列■ランプのいずれかに異常び発生ずると、その箇所び表示されまず。 


10-12 


対応 


► 補給時のミ主意を参照しなびら、冷却水を補給してください 

(8-8)。 

► 通常より頻繁に冷却水を補給している堤合は、指定サービス 
工場で点検を受けてください。 

► ずみやかに指定サービスエ場で点検を受けてください。 

►マルチフアンクシヨンデイスプレイの各種設定で、ランプ 
を手動点灯に切り替えてください（4-30)。 

► ランプスイッチでランプを点灯/消口してくださし、。 

► 指定サービスェ堤で点検を受けて<ださい。 


► 指定サービスエ場で点検を受けて<ださい。 


► エンジンオイル量を点検し、必要であれば補給してくださ 

し、 (8-10,1 1)。 

► 通常より頻繁にエンジンオイルを補給している場合は、指 
定サービスエ場で、エンジンからオイルび漏れていないか 
点検を費けてください。 












こんなとさは 


故障/警告メッセージ 


ディスプレイ表示 

考え 6 れる原因および症状 

対応 


オイルレへ、、ル 
テイ外シテ 

I ングンヲテイシ 

エンジンオイル量び不足している。エンジン 
を損傷するおそれびある。 

► ずみやかに安全な場所に停車してください。 

► エンジンを停止して<ださい。 

► エンジンオイルを補給し、エンジンオイル量を点検してく 

ださい。 

回 

テ’'イス了レイ ] ショウ 
'ンテイノ]ウグョウド 
テンケン！ 

1つ L ソ上の電気システムびマルチフアンクシ 
ヨンディスプレイに情報を表示できない状態 
になっている。じ(下のシステムび故障してい 
る可能性びある。 

-冷却か温度計 
• タコ y —ター 

-クルーズコント□-ルまたは可変スピード 

リ=ッターの表示 

► 指定サービスエ場で点検を受けてください。 


キ-ぅ 

] 如ンシテクタ''サイ 

キーび機能しなくなっている。 

► 指定サービスエ場で点検を受けてください。 

〇 

ネンリョり师 ''-7" 

わたシテクタ''サイり 

燃料の鶏量びみな < なっている。 

► 最寄りのガソ IJ ンスタンドで給油してください。 


ウォジ外 I キ 
ホ'/ユウ 
シテクタ。サイ 

U ヴーブタンク内のウォッシャー液量び最低 
レベルまで減ってし)る。 

► ウォッシャー液を補給してください （8-1 巨）。 


1) 車種や仕様により、このメッセージは表おされません。 
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10-13 














こんなとさは 


トラブルの原因と対応 


トラブルの原因と対応 


G スイッチやボタンの表示な/警告01 


トラブル 

考え5れる原因および症が 

巧応 

シートヒータースイッチ*の表示灯び 

点滅している。 

多くの電気装備び使用されているために電圧 
び低下し、シートヒーター*び自動的に停止 
している。 

► 必要のない電気装備を停止してください。 

電圧び回復ずると、シートヒーターは自動的に作動を開始 
します。 

エアコンデイシヨナーの AC スイッチを 

押したとさに表お灯び3回点滅し、除 
湿/冷房された空気び送風されない。 

エアコンディショナーび故障しているため、 
除湿/冷房び巧なわれない。 

► 指定サービスエ場でエアコンディショナーの点検を費けて 
ください。 

U アデフォッ カ‘ースイ、ソ チの表示:〇び 
点滅している。 U アデフォッガーび短 
時間で停止したり、スイッチを巧し 
てち作動しない。 

をくの電気装備び使用されているために電圧 
び低下している。 

► 必要のない電気装備を停止してください。 

電圧び回復ずると、 IJ アデフォッガーは自動的に作動を開 
始します。 


* オプションまたは仕様により装備び異なります。 


10-14 









こんなとさは 


トラブルの原因と対応 ■ 


トラブル 

考え 6 れる原因および症状 

巧応 

E 已3 AM 白： 

センターコンソールの助手席エアバッ 

グオフ表示灯び点灯している。 

助手席にセンサー付さ純正チヤイルドセーフ 
ティシートび装着されているため、助手席エ 
アバッグび作動しない状態になっている。 



A けがのおそれがあ0ます 

助手席にセンサー付さ純正チヤイルドセーフ 
ティシートび装着されていない場合は、チヤイ 
ルドセーフティシート検知システムび故障し 
ている。 

► 助手席のシート座面に liTF のおのを置いているとさは取り 
除いてください。 

•パソコン 
-携帯電話 

•磁気カードやにカード 

電子機器やカードを取り除いてち助手席エアバッグオフ表示 
なが点灯ずる 

► 指定サービスエ場でチャイルドセーフテイシート検知シス 
テムの点検を受けて<ださい。 

E 已3 AM 白を除く車種： 

センターコンソールの助手席エアバッ 
グオフ表示灯び一時的に点灯する。 

A けがのおそれがあ0まず 

チヤイルドセーフティシート検巧システムを 
装備していないため、センサー付さ純正チヤ 
イルドシートを装着してち、助手席エアバッ 
グび作動する状態になっている。 

► チャイルドセーフテイシートを後席に装着してくださし、。 
やむを得ず助手席に装着ずるとさは、前向さで使巧し、助 
手席シートの位置をちっとも禮ろの位置にしてください。 


10-15 





こんなとさは 


トラブルの原因と対応 


[メ—夕-パネルの表示な/警告灯] 


トラブル 

考え5れる原因および症が 

Vigw エンジンびかかってい 

るときに黄をの ABS 

警告灯び点灯ずる。 

A 事故のおそれがあります 

故障のため、 A 日 S の機能び辭除されている。 
同日寺に巨 AS と ESP 、 E 巨 V や PRE - SAFE など 
の機能ち辭除されている。 

ブレーキは通常通り作動ずるび、上記の機能 
び作動しないため、急ブレーキ時などには夕 
イヤび□ックする可能性びある。 

エンジンびかかってい 

るときに黄色の ESP 表 

示灯び点なする。 

Zh 事故のおそれがあります 

ESP の機能び解除されている。 

車び横滑りしたとさや車輪び空転したとさに、 
車両操縦性や走行安定性を確保することびで 
をない。 


A 事故のおそれがあります 

故障のため、 ESP の機能び解除されている。 

車び横滑りしたとさや車輪び空転したとさに、 
車両操縦性や走行安定性を確保することびで 
をなし、。 


10-16 


対応 


► 十分注意して走行してください。 

► マルチフアンクシヨンディスプレイの故障/警告メッセー 
ジに従って< ださし、。 

► すみやかに指定サービスエ場で点検を受けてください。 


► ESP を待機状態にしてください（雪道などでの走行を除く）。 
► 路面と天候の状態に含わせて運転してください。 


► マルチファンクションディスプレイの故障/警ちメッセージ 
(10-9) に従ってください。 

► 十分注意して走行してください。 

► 指定サービスエ場で点横を受けてください。 







こんなとさは 


トラブルの原因と対応 ■ 


トラブル 

考え5れる原因および症状 

対応 

走行中に黄色の ESP 表 
示口び点滅する。 

A 事故のおそれがあります 

タイヤびグ U ップを失いかけているか車び横 
滑りをしているため、 ESP やトラクシヨンコ 
ント□ールび作動している。 

クルーズコント□ールち自動的に辭除される。 

► 発進ずると舌は、アクセルペダルを必要 U (上に踏み込まな 
いで < ださい。 

► 走行中はアクセルペダルをゆるめてください。 

► 路面と天候の状態に合わせて運輯してください。 

► ESP の機能を解除しないでください（雪道などでの走行を 
除<)。 

走行中にホ色のブレー 
BiiM キ警告灯び点灯する。 

警告音も鳴っている。 

パーキングブレーキを解除しないで走行して 
いる。 

► パーキングブレーキを解除してください。 

警告好は消灯し、警告音ち鳴り止みまず。 

エンジンびかかってい 

るとさにホ色のブレー 
キ警告灯び点なずる。 
警告音ち鳴っている。 

A 事故のおそれがあります 

U ザーブタンクのブレーキ液量び不足して 
いる。 

► 状況を問わず、走巧しないでください 
► ただちに指定サービスエ場に連絡してください。 

► マルチ フアン クシ ョン ディスプレイの故障/警告;ッセージ 
(10-9) に従ってください。 

►状況を問わず、ブレーキ液を補給しないでください。ブレ 
ーキ液を補給してを問題は辭消しません。 
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10-17 







こんなとさは 


トラブルの原因と対応 


トラブル 考え5れる原因および症状 

エンジンびかかってい U ヴーブタンクの;令却水量び不足している。 
cm るときにホ色の;令却フ火冷却水の温度び高すざて、エンジン針分に 
量-冷却水温度警告な冷却されていない。 

び点灯ずる。 


冷却水量び正常なとさは、冷却ファンび故障 
している可能性びある。冷却水の温度び高す 
ぎて、エンジンび十分に;令却されていない。 


エンジンびかかってい U ヴーブタンクの冷却水量び不足し、冷却水 
るとさに赤色の冷却水温度び約120むを超えている。 

量-冷却水湿度警告ロ エンジンび十分に冷却されないため、エンジ 
び点灯し、警告音ち鳴ンを損傷するおそれびある。 

つてし''る。 


冷却水量び正常なとさは、冷却ファンび故障 
している可能性びある。また、冷却水温度び 
約1吕〇むを超えている。 

エンジンび十分に冷却されないため、エンジ 
ンを損傷するおそれびある。 


10-18 


対応 


► 周囲の状況にを意しなびら、ずみやかに安全な場所に停車し 
て < ださい。 

► エンジンと冷却水びをえてから冷却水量を点検し、不足し 
ている場合は点検-補給時の注意を参照して冷却水を補給 
してください。 

► 通常より頻繁に冷却水を補給している堤合は、指定サービ 
スエ場で点検を費けてください。 

► 冷却水温度び約] 20でしソ下のとをは、最寄りの指定ヴービ 
スエ場まで走行して点横を受けてください。 

► このとをは、山道での走行などでエンジンに大きな負担をか 
けたり、発進と停止を繰り返ずよラな運転は避けてくださし、。 

► 周囲の状況に注意しなびら、ずみやかに安全な塌所に停車し 
て < ださい。 

► エンジンと冷却水び冷えてから冷却水量を点検し、不足し 
ている場合は点検-補給時の注意を参照して冷却水を補給 
して < ださい。 

► 通常より頻繁に;令却水を補給している場合は、指定サービ 
スエ場で点検を夏けてください。 

► 状況を問わず、走巧しないでください。 

► 指定サービスエ場に連絡してください。 







トラブル 


考え6れる原因および症状 


エンジンびかかってい 
るときに黄色のエンジ 
ン警吉灯び点なする。 


E 3 吕〇 GDI : 

燃料タンクび空になっている。 


E 3 乙0 CDI : 

微粒子除去装置 （ DPF ) 内にずすび堆積して、 
フィルターの再生びでさない。 

L ソ下に異常びある可能性びある。 

-燃料噴射システム 
•排気システム 
• イグニッシヨンシステム 

( E 320 CDI を除く車種） 

排出ガスの成分び基華値を超えたために、ェ 
ンジンびエマージェンシーモードになってい 
る可能性びある。 


こんなとさは 


トラブルの原因と対応 ■ 


対応 

► 燃料の補給後、エンジン始動操作を3〜4回繰り返してくだ 
さし、。 

エマージェンシーモードび辭除されまず。 

燃料を給油してちエンジンび始動しないとさは、燃料ポン 
プのエア抜きを巧なってください（10-23)。 

車の点検を受ける必要はありません。 

► ずみやかに指をサービスエ場で微粒子除去装置 （ DPF ) の 
点検を受けて < ださい。 


► ずみやかに指定サービスエ場で点検を受けてください。 
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10-19 





こんなとさは 


トラブルの原因と対応 


SRS 





トラブル 考え5れる原因および症が 

X ンジンびかかつてい A けがのおそれがあります 


るとさにホ色のエアバ 
ツグシステム警告灯び 
点灯ずる 


乗員保護装置に異常びある。エアバッグやシ 
—トベルトテンシヨナーび不意に作動したり、 
事故のときに作動しない可能性びある。 


フ□ントドアを閉じて 
エンジンを始動する 
と、ホ色のシートベル 
卜警告好び点なずる。 


A けがのおそれがあ0まず 

前席の乗員びシートベルトを着用していない。 

A けがのおそれがあ0ます 


助手席シートの上に荷物を置いている。 


ホ色のシートベルト警 


ち鳴る。 


A けがのおそれがあ0まず 

前席の乗員びシートベルトを着用していない 
状態で走行し、速度び約2已 km / h を超えた。 


A けがのおそれがあ0ます 

助手席シートの上に荷物を置いた状態で走行 
し、速度び約吕已 km / h を超えた。 


エンジンびかかってい燃料の残量びかなくなっている。 


るとさに黄色の燃料残 
量警告灯び点なする。 


10-20 


対応 


► ただちに指定サービスエ場で点検を受けてください。 


► シートベルトを着用してくださし1。 
シートベルト警告灯び消灯します。 


► 助手席シートの上に置いてある荷物を、別の場所に確実に 
固定してください。 

シートベルト警告灯び消灯します。 

► シートベルトを着用してください。 

シートベルト警告灯び消灯し、警告音ち鳴り止みまず。 


► 安全な場所に停車してから、助手席シートの上に置いてあ 
る荷物を、別の場所に確実に固をしてください。 

シートベルト警告灯び消灯し、警告音ち鳴り止みまず。 

► 最寄りのガソ1」ンスタンドで給油して < ださし、。 






こんなとさは 


トラブルの原因と対応 


mmm 


トラブル 

考え5れる原因および症状 

対応 

盗難防止警報び作動した。 

盗難防止警報システムび待機状態のとさに、 
運転席ドア、またはトランクをエマージェン 

シーキーで解旋して開いた。 

盗難防止警報システムび待機状態のとさに、 
車内のレバーを引いてドアを解錠して開いた 
か、ボンネットの□ックを辭除した。 

► キーのいずれかのボタンを押して<ださい。 

または 

► エンジンスイッチにキーを差し込んで<ださい。 

警告音び鳴った。 

マルチフアンクションディスプレイに故障/警 
ちメッセージび表示されている。 

► 故障/警告;><ッセージをご覧ください （10-2 〜13)。 


パーキングブレーキを解除しないで走巧して 
いる。 

► パーキングブレーキを辭除してください。 


車がランプを消灯しないでエンジンスイッチ 
からキーを旅を、運起席ドアを開いた。 

► ランプスイッチを■■の位置にしてください。 

エンジンを始動すると、警告音び約 

6 秒間鳴る。 

A けがのおそれがあ0ます 

運乾席の棄員びシートベルトを着巧していない。 

► シートベルトを着用してくださし、。 

速度び約 2 已 km/hU (上になったと 
さに警告音び鳴る。 

A けがのおそれがあ0ます 

前席の乗員びシートベルトを着用していない。 

► シートベルトを着用してくださし、。 
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10-21 







こんなとさは 


トラブルの原因と対応 


ホーンび聯続的に鳴った。 ホールド機能び作動しているとさにじ TF の操 ► ホールド機能を解除してください。 

作を行なった。 

-エンジンを停止して運転席ドアを開いた。 

• ボンネットの□ックを解除した。 


G 事故のとを 


トラブル 

考え! 5 れる原因および症が 

対応 

燃料び漏れている。 

A 义災や爆発のおそれびありまず 

► ただちにエンジンを停止し、エンジンスイッチからキーを 
旅いて < ださい。 

► 状況を問わず、エンジンを始動しないで<ださい。 

漏れた燃料に引火したり、爆発するおそれびありまず。 

► 指定サービスエ場に連絡してください。 


燃料供給システム、または燃料タンクび損傷 
している。 

損傷の程度びわからない。 


► 指定サービスエ場に連絡してください。 

損傷箇所び見当たらない。 


► 通常通り、エンジンを始動してください。 

運區席と助手席のへッドレストび前 
方に動いた。 

追突などの事故により、 NECK PRO アクテ 
ィブへッドレストび作動した。 

► NECK PRO アクティブヘッドレストをリセットしてください 

(3-17)。 


10-22 








こんなとさは 


トラブルの原因と対応 


燃料と燃料タンク I 

トラブル 

考え5れる原因および症状 

対応 

燃料び漏れている。 

A 乂災や爆発のおそれがあります 

燃料供給システム、または燃料タンクに問題 
びある。 

► ただちにエンジンを停止し、エンジンスイッチからキーを 
抜いてくださし、。 

► 状況を問わず、エンジンを始動しないで < ださい。 

漏れた燃料に弓I火したり、爆発するおそれびありまず。 

► 指定サービスエ場に連絡してください。 

燃料給油フラップび開かない。 

燃料給油フラップび解錠されていない。 

► U モコン操作で解錠してくださし、。 

または 

►エマージェンシーキーで運転席ドアを解蘭して開さ、エン 
ジンスイッチにキーを差し込んで<ださい。 


燃料給油フラップの開閉機構に異常びある。 

► 指定サービスエ場に連絡してください。 

E 320 CDI : 

燃料切れになり、燃料を補給してちェ 
ンジンび始動しない。 

燃料供給システムに空気び入っているため、 
エア旅さをする必要びある。 

► 燃料を給油して < ださい。 

► エンジンスイッチを2の位置にして約10秒、間待ちまず。 

► エンジンびスムーズに作動するよラになるまで、エンジン 
スイッチを3の位置にしたまま保持します（最大約40秒間）。 
燃料ポンプのエア抜さび巧なわれます。 

エンジンがさ台動しないとさ 

► 約吕分間待って < ださい。 

► 再度、エンジンの始動操作を約40秒間行ないます。 

始動操作を繰り返してちエンジンび始動しないとき 

► 指定サービスエ場に連絡してください。 
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10-23 







こんなとさは 


トラブルの原因と対応 


[エンジン 


トラブル 

考え5れる原因および症が 

対応 

エンジンび始動しない。 

ホールド機能び作動している。 

► ホールド機能を解除してください。 

► 再度、エンジンの始動操作を行なってください。 

エンジンび始動しない。 

エンジンスイッチを3の位置にずると 
スターターモーターの音びずる。 

-エンジンの電気システムに異常びある。 
•燃料供給に異常びある。 

► エンジンを再始動する前に、エンジンスイッチを 〇 の位置に 
戻してください。 

► 再度、始動操作を行なってください （己- 4)。 

ただしエンジン始動操作を長時間何度ち行なラと、バッテリ 

一びあびるおそれびありまず。 

何度始動を試みてちエンジンが始動しないとき 

► 指定サービスエ場に連絡してください。 

E 320 CDI : 

エンジンび始動しない。 

エンジンスイッチを3の位置にずると 
スターターモーターの音びずる。 

燃料残量警告灯び点好していて、燃料 
計のノ くーグラフび消えている。 

燃料タンクび空になっている。 

► 燃料を給油してください。 

燃料を給油してをエンジンび始動しないとをは、燃料タン 
クのエア旅きを行なってください（10-23)。 

エンジンび始動しない。 

エンジンスイッチを3の位置にしてを 
スターターモーターの音びしない。 

バッテ U —びあびっているか、充電されていな 
いため、バッテ U —の電圧び低下している。 

► 他車のバッテ U —を電源として始動してください （7 -吕己）。 
エンジンが始動しないとさ 
► 指定サービスエ場に連絡してください。 


10-24 







こんなとさは 


トラブルの原因と対応 ■ 


トラブル 

考え 6 れる原因および症状 

対応 

E 32 己 CDI 巷除 < 車種： 

エンジンの回転び滑らかでなく、 S ス 
ファイアち起さている。 

エンジンの電気システム、またはエンジン制 
御システムに異常びある。 

► アクセルペダルを踏みすぎないで<ださい。 

► ただちに指定サービスエ場で点検を受けてください。 

触媒を損傷ずるおそれびあります。 

冷却水湿度び約 12 □でを超えている。 
冷却か量-冷却水温度警告灯ち点好し 
ていたり、警告音び鳴っている場合び 
る。 

U ヴーブタンクの冷却水量び不足している。 
冷却水の温度び高すざて、エンジンび十分に 
;令却されていない。 

► 周囲の状況にミち意しなびら、すみやかに安全な場所に停車し 
て < ださい。 

► エンジンと冷却水を冷やしてください。 

► エンジンと冷却水び冷えてから冷却水量を点検し、不足し 
ている場合は冷却水を補給してください（8-7、8)。 

点検-補給時の注意を養照してください。 


;令却水量び正常なとさは、冷却ファンび故障 
している可能性びある。 

冷却水の温度び高すぎて、エンジンび十分に 
;令却されていない。 

► ;令却か温度び約] 20 で UTF のと舌は、最寄りの指定ヴービ 
スエ場まで走行して点検を受けてください。 

► このとをは、山道での走行などでエンジンに大さな負担を 
かけたり、発進と停止を繰り返すよラな運転は避けてくだ 
さし、。 
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10-25 





こんなとさは 


トラブルの原因と対応 

I 才ートマチックトランス S ッション I 

トラブル ちえ5れる原因および症状 

トランスミッションび正しく変速し トランスミッションオイルび減っている。 

なし、。 

加速性能び悪化している。 トランス=ッションに異常びある。 

トランスミッションび変速しない。 


10-26 


対応 


► ただちに指定サービスエ場でトランスミッションの点検を 
受けて < ださい。 

エマージェンシーモードにして、2速ギアと U バースギアで走 
巧でさる場合びあります。 

► 停車してください。 

► セレクターレバーを la に入れてください。 

► エンジンスイッチを〇の位置にしてください。 

►約10秒政上待ってから、エンジンを再始動します。 

► セレクターレパーを lO に入れます。 

2速ギアになります。 

または 

► セレクターレバーを13に入れます。 

U バースギアになります。 

► ただちに指定サービスエ場でトランスミッションの点検を 
受けて < ださい。 







こんなとさは 


トラブルの原因と対応 ■ 


パークト□ニック 


トラブル 

考え 5 れる原因および症状 

対応 

パークト□ニックのホ色インジケータ 
一だけび点灯して約 2 秒間警告音び鳴 
った。 

約 20 秒後にパークト□ニックび辭除 
され、パークト□ニックオフスイッチ 

の表示なび点なした。 

パークト□ニックに異常びあり、機能び停止 
している。 

► トラブルび続くよラであれば、指定サービスエ場でパーク 
卜□ニックの点検を費けてください。 

パークト□ニックの赤色インジケータ 
一だけび点好し、約 20 秒後にパーク 
卜□ニックび解除された。 

パークト□ニックセンサーび巧れているか、 
付着物などびある。 

► パークト□ニックセンサーを清掃してください（8-34)。 
►再度、エンジンスイッチを吕の位置にしてください。 

外部の電波や超音波の干渉などにより、機能 
び停止している。 

► 場所を変えて、パークト□ニックの作動を確認してくださし、 

ほ-巨7)。 
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10-27 







こんなとさは 


トラブルの原因と対応 
I へッドランプ/ち向指示灯 


トラブル 

考え5れる原因および症が 

対応 

へッドランプまたはドアミラー方向指 
示灯の内側び曇っている。 

が気の湿度び高くなつている。 

►へッドランプを点灯して走行してください。 

しばらく走行すると、へッドランプ内側の曇りは取れます。 


へッドランプユニットやドアミラー方巧指示 
灯ユニットび密閉されていないため、ホ:分び 
侵入してし)る。 

► 指定サービスエ場でへッドランプやドア S ラーの点検を受 
けて < ださい。 


[ワイ パー 


トラブル 

考え 6 れる原因および症が 

巧応 

ワイパーび正しく作動しない。 

葉や雪など、ウインドウに障害になる物び付 
着している。 

ワイパーモーターの作動び停止している。 

► 安全のため、エンジンスイッチからキーを损いてください。 

► 障害物を取り除いてください。 

►再度、ワイパーを作動させてください。 

ワイパーびまったく作動しない。 

ワイパーび故障している。 

► コンビネーションスイッチをまわして、別のモードを選択 
してください（已-30)。 

► 指定サービスエ場でワイパーの点検を受けてください。 


10-28 










こんなとさは 


トラブルの原因と対応 ■ 


ウインドウ 


トラブル 

考え 6 れる原因および症状 

対応 

ドアウインドウを閉じることびでさ 

なし、。 

A けがのおそれがあ 0 ます 

-ドアウインドウとドアフレームの間に障害 
になる物び挟まっている。 

-ドア内部のガイドレールなどに障害になる 
物び挟まっている。 

► 障善物を取り除いて < ださい。 

► ドアウインドウを閉じて < ださし、。 

ドアウインドウを閉じることびでさ 
なし、。 

A けがのおそれがあ 0 ます 

原因びわからない場合。 

► ドアウインドウび閉じるまでスイッチを軽く引さまず。 

より強い力で、または挟み込み防止機能び作動しない状況 
でドアウインドウび閉じることびありまず。 

ドアウインドウに挟まれないよラに注意してください。 


ドア S ラー 


トラブル 

考え6れる原因および症状 

対応 

ドア=ラーび無理に前方/後方に曲げ 
られた。 


► ドアミラー格納/展開スイッチ (3-94) を、ギアび幡み合ラ 
音び聞こえるまで巧します。 
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10-29 










こんなとさは 


トラブルの原因と対応 




トラブル 

考え5れる原因および症が 

対応 

U モコン操作で解錠/施錠でをない。 

キーの電池び消耗している。 

► キーの先端を運転席ドアのドア八ンドルに向け、至近距離 
から再度 U モコン操作をしてください。 

リモコン操作がでをないとを 

► エマージェンシーキーで運転席ドアを解錠/施錠してくだ 

さし、 (3-4 吕）。 

►キーの電池を点検し、必要であれば交換してください （3- 

13)。 


キーび故障している。 

► エマージェンシーキーで運転席ドアを解錠/施歸してくだ 
さし、 (3-42)。 

► 指定ヴービスエ場でキーの点検を黃けてください。 

キーのボタンを押してち表示 cr び点な 
しない。 

キーの電池び消耗している。 

► キーの電池を交換してください（3-13)。 

キーを紛失した。 


► 指定:サービスエ場で、紛失したキーを無効にしてください。 
新しいキーの入手については、指定サービスエ場におたず 
ね < ださし、。 

► ただちに自動車保険舍社へキー紛失の事実を報告してくだ 

さい。 

► 必要であればキーシ1」ンダーち交換してくださし、。 


10-30 







こんなとさは 


トラブルの原因と対応 ■ 


トラブル 

考え5れる原因および症状 

対応 

エマージェンシーキーを紛失した。 


► ただちに自動車保険尝社へキー紛失の事実を報告してくだ 
さし、。 

► 必要であればキーシリンダーち交換してください。 

エンジンスイッチびまねらない。 

エンジンスイッチからキーを抜かずに 0 の位 
置で長時間放置していた。 

► エンジンスイッチからキーを损さ、再度差してください。 

► バッテリーを点検し、必要であれば充電してください。 

► エンジンを始動してください。 


バッテ U —の電圧び低下している。 

► 必要のない電気装備を停止してから再度エンジンスイッチ 
をまわして < ださい。 

それでらエンジンスイッチがまわらないとさ 

► バッテリーを点検し、必要であれば充電してください。 

または 

► 他車のバッテ IJ - を電源として始動してください （7 -吕已）。 

または 

► 指定サービスエ場に連絡してくださし、。 
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10-31 





こんなとさは 


トラブルの原因と対応 


G 車を使用しないとを 


トラブル 

ちえ！ 5 れる原因および症状 

対応 

エンジンを始動しない期間び約百週間 
じ(上におよぶとさ。 


► 対応について、指定サービスエ場におたずねください。 

► バッテ1」一からケーブルを列してください。 


10-32 







さ < いん 


1 1-2 


. さくいん 




さ < いん 



アシストグリップ . 6-已1 


アシストグリップ . 6-曰1 

雨降りや濃霧時の運転 . 1 - 1己 

インストルメントパネル . 3-吕 

ウォッシャー液 .8-16 

ウォッシャー液を補給する .8-1 6 

エアコンディショナー 

(E 吕已0 / E 300) .6-2 

コント□—ルパネル . 巨-3 

通常の使いち （ AUTO モード） .6-4 

送風温度の調整 . 巨-己 

エアコンディショナーの停止 . 巨-己 

AC モード .6-6 

手動で送風量を調整する .6-7 

手動で送風口を選択する .6-8 

内気循環モード .6-1 1 

デフ□スターモード . 色-12 

U アデフォッガー .6-14 

余熱ヒーター.ベンチレーション… 6-1 己 
エアコンディショナー （E 320 CDI / 
E 3己〇 / E 3已〇 4 MATI 巳 / E 已已0 / 

E 63 AMG ). 色-16 

コント□—ルパネル（フ□ント） --6-17 
通常の使いち （ AUTO モード）…… 6-18 

送風温度の調整 .6-19 

エアコンデイシヨナーの停止 .6-20 


AC モード .6-20 

送風量の調整 .6-2 1 

送風口の選択 .6-22 

送風□の開閉 .6-23 

送風口の風向き調整 .6-23 

U アエアコンディショナーの 

送風温度の調整 .6-24 

内気循環モード .6-25 

デフ□スターモード .6-26 

U アデフォッガー . 色-28 

を熱ヒーター.ベンチレーション… 6-2 日 

U アエアコンディショナー .6-30 

エァバッグ （ SRS エァバッグ） .2-1 1 

運転席/助手席エアバッグ .2-1 1 

フ□ント/ U アサイドバッグ .•… 2-12 

ウインドウバッグ .2-12 

エンジンオイル .8-10 

エンジンオイルの量を点検する…… 8-1 0 

エンジンオイルを補給ずる .8-1 1 

エンジンスイッチ . 已 -2 

ステア U ング□ック . 己-3 

エンジンの始動と停止 . 已 -4 

エンジンを始動するとさ . 己-4 

エンジンび始動しないとき . 己-己 

エンジンを停止するとき . 己-己 

エンジンルーム . 扫 -3 

オイル•液類 . 日-8 


才ートマチック車の運転 . 已 -1 6 

エマージェンシーモード . 己-20 

才ートマチック車の取り扱い .1-16 

才ートマチックトランスミッション…已 -6 

シフト位置表示 . 已-已 

セレクターレバー . 己-已 

走行モード .5-7 

テイップシフト . 己-日 

才 一 J く’ーヒートしたとき .7-24 



懐中電巧（非常信号用具） .7-3 

カップホルダー .6-46 

U アアームレストのカップホルダー 6-46 


可変スピードリミッター . 已-日日 

巧変スピードリミッターの使いかた己-60 

寒を時の取り扱い .8-2 曰 

キー . 3-已 

U モコン機能 .3-6 

施錠時のドア S ラーの格納 .3-9 

□ケイターライティング .3-9 

エマージェンシーキー .3-10 

U モコン操作でドアウインドウとスライ 

ディングルーフを開閉ずる . 3-1 1 

電池の交換 . 3-13 


11-2 






































































さ < いん 


救急セット .7-3 

クルーズコント□—ル . 己-日 4 

クルーズコント□—ルの使いかた…5-已己 

けん引 .7-20 

けん引フックの取り付け .7-20 

けん引する .7-21 

故障/警告メッセージ .10-2 

子供を乗せるとき .1-8 

ル物入れ .6-40 

グ□—ブボックス .6-40 

ダッシュボードのル物入れ .6-41 

センターコンソールのル物入れ…… 6-41 

運転席シート下のル物入れ .6-41 

収納ネット .6-42 

フ□ントアームレストのル物入れ • •6-43 

U アアームレストのル物入れ .6-44 

センターコンソール後部のル物入れ已 -4 已 
シートポケット .6-4 己 


車び動かなくなったとき .7-2 

非常信号用具 .7-3 

救急セット .7-3 

車載工具（セダン） .7-4 

車載工具（ステーシヨンワゴン）…… 7-5 

輪止め .7-6 

停止表示板 .7-6 

パンクしたとき .7-8 

けん引 .7-20 

オーノ くーヒートしたとき .7-24 

バツテ U —があがったとき .7-2 已 

ヒユーズの交換 .7-29 

電球の交撰 .7-31 

シートベルト .2-3 

シートベルトの着用 .2-4 

シートベルトの高さ調整 . 2-已 

シートベルト着巧警告 .2-7 

シートベルトテンシヨナー .2-8 

ベルトフオースリミッター .2-8 


こんなことにもま意 .1-18 

サンバイザー .6-38 

バニテイミラー .6-38 

事故•故障のとき .7-2 

き故が起きたとき .7-2 

路上で故障したとき .7-2 


車載工具（ステーシヨンワゴン） .7-5 

車載工具（セダン） .7-4 

12V 電源ソケット .6-50 

純正部品/純正アクセヴ U— .9-2 

ステアリング .3-97 

ステア U ング位置の調整 .3-97 


スライディングルーフ .3-8 已 

スライディングルーフを開閉ずる… 3-8 己 
スライディングルーフをチルトアップ 

/チルトダウンする .3-8 已 

自動チルトアップ機能 .3-88 

サンシエード .3-89 

スライディングルーフの U セット…3-日〇 

積載 荷物の制限 重量 . 日-16 

センターコンソール .3-4 

走行するとさ .1-1 1 

走巧ずる前に .1-2 

走行中に異常を感じた5 .1-13 



タイヤとホイール . 扫-17、日-11 

タイヤ□—テーシヨン .8-19 

タイヤ空気圧ラベル .8-20 

標準タイヤ/ホイール .9-1 1 

応急用スペアタイヤ .9-13 

ウィンタータイヤ .9-14 

正しい運転姿勢 . 吕 -2 

チャイルドセーフティシート .2-17 

純正チャイルドセーフティシート… 2-1 日 
チャイルドセーフティシート検知 

システム （ E 巨3 AMG ) .2-19 
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さ < いん 


助手席エアバッグオフ表示灯 

(E 已3 AMG ) .2-21 

ISO - FIX 対応チャイルドセーフティ 

シート固定装置 .2-23 

駐停車ずるとき .1-14 

停止表示板 .7-6 

停止表示板の組み立て .7-7 

ディーゼルエンジン車についてのま意… 1- 日 

燃料について .1- 已 

寒;令地での給油について .1-6 

燃料給油口について .1-7 

燃料がなくなったときは .1-7 

エンジンオイルについて .1-7 

テールゲート（ステーシヨンワゴン） 3-58 

テールゲー トランプ .3-62 

テールゲート 裏側のレノ く 一での 解錠 3-62 
電球 一覧 . 日-己 

電球の交換 .7-31 

マルチフアンクシヨンディスプレイの 

故障/警告;<ッセージ .7-31 

電球の取り扱い .7-32 

ドア .3-39 

ドアの開閉 .3-39 

イ ージー エン ト U —.3-40 

ドアごとに解錠/施錠ずる .3-41 


エマージェンシーキーでの運転席ドアの 


解錠/非常時の車の施錠 .3-42 

ドア□ックスイッチ .3-44 

車速感応ドア □ ック .3-4 己 

チャイルドプルーフ□ック0」アドア）… 3-4 己 

ドア巧一 .3-93 

ドアミラーの角度調整 .3-93 

ドアミラーの格納/展開 .3-94 

助手席側ドアミラーの 

ノ くーキングヘルプ機能 .3-95 

盗難防止 警報 システム .3-80 

トラブルの原因と対応 . 10 -14 

トランク（セダン） .3-46 

自動開閉トランク U ッド非装備車… 3-47 
自動開閉トランク U ッド装備車…… 3-48 

トランクランプ . 3-已〇 

トランクの独立施錠 .3-51 

エマージ卫ンシーキーでの 

トランクの解錠 .3-52 

トランクフ□アマツト .3-53 

ラゲッジトレイ . 3-已4 

トランクに荷物を積むとき .3-55 

慣らし運転 .1-10 

日常の手入れ . 召-31 


燃料 . 日-10 

燃料給油 □.3-78 


J\ 


队皿 .6-4/ 

フ□ントの灰皿 .6-47 

U アの灰皿 .6-48 

パーキングブレーキ . 已 -34 

パーキング□ックの解除 .5-21 

パークト□ニック . 已 -64 

パークト□ニックセンサー .5-64 

インジケーター/作動表示灯•-•…己-己己 

パークト□ニックの作動条件 . 己-己已 

パークト□ニックの作動 .5-67 

センヴーの感知範囲 . 己-68 

パークト□ニックオフスイッチ…… 5-69 

バッテ U —. 呂 -2 吕 

バッテ U —取り扱いの 

一般的なを意 .8-22 

インジケーター付ノ 〇ッテ U —.8-24 

VRLA バッテ U —.8-24 

パッテ U — があがったとき . 7-吕已 

始動の方法 .7-2 已 

パワーウインドウ .3-8 吕 

ドアウインドウの開閉 .3-82 

セーフティスイッチ .3-84 


11-4 




































































さ < いん 


ドアウインドウが自動で 
開閉しないとき .3-84 

パンクしたとき .7-8 

輪止めをする .7-9 

応急用スペアタイヤを取り出す•….‘ 7-10 

ジャッキアップ .7-12 

応急用スペアタイヤの取り付け•….‘ 7-16 
空気を入れるタイプの応急用スペア 
タイヤげ車載されているとき…… 7-17 

ジャッキダウン .7-19 

ビー クルプ レー ト . 日-3 


ブレーキ液 .8-13 

ブレーキ液の量を点検ずる . 8-1 3 

ブレーキ液の交撰 . 8-14 

フ□ントシート .3-1 己 

シートの調整 . 3-1 已 

ランノ くーサポート . 3-16 

NECK PRO アクティブヘッドレスト 3-1 7 

シート位置のメモ U —機能 . 3-18 

シートヒーター .3-1 9 

マルチコント□—ルシートバック… 3-2] 
へツドランプウオツシヤー .5-31 


非常信号用具 .7-3 

非常点滅灯 . 已 -2 曰 

ヒューズー覧 .9-6 

ヒューズの交換 .7-29 

ランプスイッチ横のヒューズボックス 

.7-29 

トランクルームのヒューズボックス 

(セダン） .7-30 

ラゲッジ J レームのヒューズボックス 

(ステーシヨンワゴン） .7-30 

ヒューズを交換ずる .7-30 

ブレーキ . 曰-3曰 

E 巨3 AMG のブレーキのミち意事項•.•己-37 
アダプティブブレーキランプ .5-37 


方向指示 . 已 -28 

ホールド機能 . 百-41 

ホールド機能の作動条件 .5-42 

ホールド機能を解除する .5-43 

ボンネット .3-7 己 

ボンネットを開く .3-7 已 

ボンネットを閉じる .3-76 

ボンネットを垂直に開く .3-77 



マニュアルギアシフト . 已 -12 

マニュアルギアシフトの選択 . 已 -1 3 

セレクターレバーによるシフト操作己-14 

パドルによるシフト操作 . 己-14 

シフトアップ表示 （ E 己 3 AMG ) •-•己-15 


マルチファンクシヨンディスプレイ…… 4-1 

ステアリングスイッチ . 4-2 

メイン画面一 覧 .4-3 

車両情報 .4-4 

車両情報方イン画面 .4-5 

タイヤ空気圧警告システム画面…… 4-6 

走行速度/外気温度表示画面 .4-9 

；<ンテナンスインジケーター画面… 4-1 0 

AMG 表お . 4-12 

ギア表示.油温表示画面 .4-1 3 

ギア表示-電圧表示画面 .4-14 

ギア表 TJT ■レースタイマー画面 .4-1 已 

才ーディオ . 4-20、（別冊） 

ナビゲーシヨン. 進行方向方位表示 

.4-2 日、（別冊） 


故障表示 .4-21 

各種設定 .4-23 

各種設定方イン画面 .4-24 

設定グループ選択画面 .4-24 

各種設定項目の初期化 .4-2 已 


メータークラスタ .4-26 


ライト .4-29 

へッドランプ点灯モード設定画面… 4-30 
インテ U ジェントライトシステム 

照度設定画面 .4-31 

□ケイターライティング設定画面… 4-32 
フ□ントアンビエントランプ 
照度設定画面 .4-33 
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車外ランプ消灯遅延機能設定画面 • • -4-34 
ルームランプ消灯遅延機能設定画面 4-3 己 


シャ U ョウ .4-36 

車速感応ドア□ック設定画面 .4-38 

コンフオート .4-39 

イージーエント U - 設定画面 .4-40 

施錠時のドアミラー格納設定画面… 4-41 

トリップコンピューター .4-42 

ショートト U ップ;< ーター画面 .4-43 

□ングト U ップ方一夕一画面 .4-44 

走行可能距離画面 .4-4 己 

電話 .4-46 

メー ターパネル . 3 -曰 8 

ーター照度調節ポタン/ 

U セットボタン .3-99 

燃料計 .3-99 

時計 .3-99 

ち向指示表示灯 .3-1 00 

ESP 表示口 .3-100 

スピードメーター .3-100 

スレチフアンクションディスプレイ 3-101 

タコ—夕一 . 3-101 

水温計 .3-102 

;令却水量-冷却水温度警告灯…… 3-102 

シートベルト警告灯 .3-102 

A 巨 S 警告灯 .3-103 

八イビーム表示灯 .3-103 

へッドランプ表示灯 .3-103 


エアバッグシステム警告灯 .3-103 

走行モード表示-シフトアップマーク 

.3-104 

オドメーター .3-104 

シフト位置表示-ギアレンジ表示- 

ギア表示 .3-104 

エンジン警告灯 .3-1 04 

ブレーキ警告灯 .3-105 

を熱表示灯 （E 320 CDI ) .3-10 己 

燃料残量警告灯 .3-1 0己 

メンテナンス . 扫 -2 



ライター .6-4 曰 

ラダツジルーム（ステーションワゴン） 


.3-63 

セーフテイネット/ラゲッジルーム 

カバー収納1」ール .3-63 

ラゲッジフ□アボード .3-67 

ラゲッジフ□アボード下の収納スペース 

.3-70 

シートバックコンテナ .3-70 

組み立て式バスケット .3-71 

ラゲッジルームの収納ネット .3-71 

ラゲッジルームに荷物を積むとき… 3-72 

ランプ . 己-22 

ランプスイッチ . 己-22 


へッ ドランプ . 己-22 

フォグランプ .5-24 

パーキングランプ . 己-24 

へッドランプ下向き/上向きの 

切り替え . 己-2已 

コーナリングランプ . 已 -2 已 

アクティブライトシステム . 己-2已 

八イウェイモード . 己-27 

フォグランプ強化機能 . 己-27 

車がランプ消灯遅延機能 .5-27 

U アシート（ステーシヨンワゴン）… 3-30 

へッドレストの格納 .3-30 

へッドレストの角度調整 .3-30 

へッドレストの高さ調整 .3-31 

へッドレストの脱着 .3-31 

バックレストの角度の調整 .3-32 

分割可倒式 U アシート .3-34 

U アシート（セダン） .3-22 

へッドレストの格納 .3-22 

へッドレストの角度調整 .3-23 

へ、ソ ドレストの脱着 .3-23 

分割可倒式リアシート .3-24 

U アブラインド（セダン） .6-3 曰 

リアヮィパー (ステーシヨンワゴン）曰-33 

ルーフラック（セダン） .6-52 

ルームミラー .3-91 

) レームミラーの 調整 .3-91 


11-6 







































































さ < いん 


自動防眩機能 .3-92 

ルームランプ .6-3 吕 

ルームランプの点灯モードの選択… 6-33 

ルームランプ（フ□ント） .6-34 

ルームランプ （ U ア） .6-3 己 

センターコンソールランプ .6-36 

フットウエルランプ .6-3 色 

ドアレバーランプ .6-37 

乗降用ランプ/ドア赤色灯 . 已 -37 

冷却水 .8-7 

冷却水の量を点検する .8-7 

冷却水を補給する .8-8 



ワイ パー . 曰-30 

ワイパーを作動させる .5-30 

へツ ドランプ ウオツシヤー . 己-31 


7-6 


英字 


ABS . 已 -38 

ABS の作動 . 已 -39 

AIR マティック D 巳サスペンション•••己-日〇 

サスペンション制御 . 己-己] 

車高の調整 . 己-日2 

BAS . 已 -40 

ESP/4ESP . 已 -4 己 

ESP オフスイッチ . 己-47 

4MAT に .5-49 

PRE-SAFE (プレセーフ） .2-10 

PRE - SAFE の作動 .2-10 

SRS エアバッグ .2-1 1 


輪止め 
































" ESP ⑩" " SBC ® " はダイムラー社の登録商標です。 

《この取扱説明書の内容は、2008年7月現在のちのです。 


巧をモデル 


セダン 

E 250 AVANTGA 民 DE 
E 300 

E 300 AVANTGA 民 DE S 
E 320 CDI AVANTGA 民 DE 
E 350 AVANTGA 民 DE 
E 350 4MATIC AVANTGARDE 
E 350 AVANTGARDE S 
E 550 AVANTGARDE S 
E 63 AMG 

ステーションワゴン 

E 250 STATIONWAGON AVANTGARDE 
E 300 STATIONWAGON 
E 320 CDI STATIONWAGON AVANTGARDE 
E 350 STATIONWAGON AVANTGARDE 
E 350 4MATIC STATIONWAGON AVANTGARDE 
E 350 STATIONWAGON AVANTGARDE S 
E 550 STATIONWAGON AVANTGARDE S 
E 63 AMG STATIONWAGON 





メルセデス-ベンツ曰本巧式を社 

干 106-8506 東京都港区六本木一下目9#捐"六本木ファーストビル 


環境保護のため、この取扱説明書は再生紙を使用致しました。 


MBJCSD 32480 -080804600 D 


